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安全にご使用いただくために

安全にご利用いただくために、Cobalt RaQ XTR に関する本説明書の内容を全て
読み、理解した上で製品をご使用ください。また、お読みになった後も、本説明
書は保存してください。

1.換気

過熱を防ぐため、Cobalt RaQ XTR の筐体内部には合計６台のファンが組み込ま
れ、本体の前面には通気口、背面には排気口があります。これらを塞いだり、前
に物を置いたりしないでください。また、Cobalt RaQ XTR を通気の悪い棚など
に置かないでください。

2.リチウムバッテリー

システムボードにはリチウムバッテリーが取り付けられており、時計と CMOS
RAMに電源を供給しています。バッテリーの寿命は 5から 10年です。システム
の日付や時刻が正確でなくなった場合は、バッテリーの交換時期と考えられます。
バッテリー交換サービスについては、各販売代理店にお問い合わせください。内
部パーツの交換は、ご自分でなさらないでください。

警告：バッテリーを誤った方法で交換したり、間違った種類のバッ
テリーを取り付けると、爆発する恐れがあります。製造元の推奨す
るタイプと同型のバッテリーを使用してください。使用済みのバッ
テリーの廃棄については、製造元の指示に従ってください。

Avertissement : Il y a danger d’explosion s’il y a remplacement
incorrect de la pile. Remplacer uniquement avec une pile du même
type ou d’un type équivalent recommandé par le fabricant. Mettre
au rebut les piles usagées conformément aux instructions du
fabricant.

Achtung: Explosionsgefahr wenn die Battery in umgekehrter
Polarität eingesetzt wird. Nur mit einem gleichen oder ähnlichen,
vom Hersteller empfohlenen Typ, ersetzen. Verbrauchte Batterien
müssen per den Instructionen des Herstellers verwertet werden.
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3.電源コード

4.感電

感電の恐れがありますので、本製品を分解しないでください。修理などが必要な
場合は、専門のサービス担当者に依頼してください。カバー内は電圧が高い個所
がありますので、カバーの開け閉めの際には十分注意してください。また、誤っ
た方法で組み立て直すと、感電する恐れがあります。

5.ブラウザ

Netscape Navigator®およびMicrosoft® Internet Explorerにはバグがあり、一時
的に問題が発生することがあります。また、ウェブブラウザを使って Cobalt
RaQ XTRを操作する際、ブラウザに問題が発生する場合もあります。通常、ベー
タバージョンに比べ、製品版のブラウザの方が、動作が安定しています。また、
新しいバージョンの方が旧バージョンよりも安定しています。ブラウザプログラ
ムに問題が発生しても、Cobalt RaQ XTRのデータには影響ありません。

Cobalt RaQ XTRには、バージョン 4.7以降のNetscape Navigatorまたはバージョ
ン 5.0 以降の Microsoft Internet Explorer などのウェブブラウザをお使いくださ
い。サーバデスクトップから Cobalt RaQ XTR を管理するには、ブラウザで
cookies、CSS（Cascading Style Sheets）、Javascript を有効にしておく必要があ
ります（通常、これらの機能はデフォルトで有効に設定されています）。

!
ご注意：電源コードは、電源を切断するための主手段として使われ
ます。本製品の近くにコンセントが設置されていることを確認して
ください。

!
Attention : Le cordon d’alimentation sert d’interrupteur général. La
prise de courant doit être située ou installée à proximité du matériel
et offrir un accès facile.

!
Achtung: Zur sicheren Trennung des Gerätes vom netz ist der
Netzstecker zu ziehen. Vergewissern Sie sich, dass die Steckdose
leicht zugänglich ist.
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規制その他

Cobalt RaQ XTRは、FCC規則の第 15編に基づいてテストされ、クラス Aデジ
タル装置の規制に準拠しています。この規制は、商業地域における電波妨害を防
止するために定められたものです。本装置は、電磁波エネルギーを生成、使用、
放射するため、この説明書で指定されている以外の方法で設置および使用すると、
電波通信に妨害を及ぼす恐れがあります。本装置を住宅地域で使用すると、電波
妨害の発生する可能性があります。妨害が発生した場合には、各ユーザが責任を
持って問題を解消してください。
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序章

章の一覧
このユーザマニュアルは、複数のユーザからなるグループについて RaQ XTR ネッ
トワークサーバを設定するためのガイドです。Microsoft® Windows™、Macintosh®、
または他のオペレーティングシステム、Netscape Navigator®、Microsoft® Internet
Explorer、または他のウェブブラウザに関する知識が必要です。

このユーザマニュアルは、以下の章と付録で構成されています。

第 1章 —「はじめに」では、RaQ XTRの機能の概要を説明します。

第 2章—「RaQ XTRの設定」では、RaQ XTRのハードウェアの設定とRaQ XTR
のネットワークの設定について説明します。

第 3 章— 「サイトユーザ」では、ユーザに提供されている機能について説明し
ます。

第 4 章— 「サイトの管理」では、サイト管理者のアクセスできる機能について
説明します。

第 5章 —「サーバの管理」では、RaQ XTR管理者のアクセスできる機能につい
て説明します。

第 6章 —「サービス」では、電子メールクライアントの設定方法と、ホームペー
ジの作成とアップロード方法を説明します。

付録 A — 「LCD コンソールの操作」では、LCD コンソールの操作について説
明します。

付録 B —「製品仕様」では、RaQ XTRの技術仕様を説明します。

付録 C —「RaQ XTRのアップグレード」では、RaQ XTRハードウェアのアッ
プグレードについて説明します。

付録 D — 「詳細情報」では、一般には使用されないような、特別なプロセスや
オプションについて説明します。

付録 E —「ドメインネームシステム」では、DNSサービスの詳細について説明
します。
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付録 F — 「サードパーティのソフトウェアによる非常時のデータ回復」では、
バックアップや復元のためのサードパーティ製サーバソフトウェアの設定方法を
説明します。

付録 G —「Cobalt Networksの連絡先」には、Cobalt Networks社の連絡先に関
する情報が記載されています。

付録 H — 「ライセンス契約」には、ライセンス契約に関する情報が記載されて
います。

付録 I —「用語集」は、RaQ XTRマニュアル中で使われている用語を解説します。

画面に表示されるアイコンとその意味

表 1に、ブラウザベースのユーザインターフェイス（UI）画面に表示されるアイ
コンの一覧を示します。

表 1　画面に表示されるアイコンとその意味

アイコン 説明

ウェブサーバ

［サーバの管理］>［コントロールパネル］の［サービスの設定］
テーブルに表示されます。ウェブサーバ機能は常時オンです。

電子メールサーバ

［サーバの管理］>［コントロールパネル］の［サービスの設定］
テーブルに表示されます。

FTPサーバ

［サーバの管理］>［コントロールパネル］の［サービスの設定］
テーブルに表示されます。

Telnetサーバ

［サーバの管理］>［コントロールパネル］の［サービスの設定］
テーブルに表示されます。

SNMP（Simple Network Management Protocol）

［サーバの管理］>［コントロールパネル］の［サービスの設定］
テーブルに表示されます。

ASP（Active Server Page）管理サーバ

［サーバの管理］>［コントロールパネル］の［サービスの設定］
テーブルに表示されます。

DNS（Domain Name System）サーバ

［サーバの管理］>［コントロールパネル］の［サービスの設定］
テーブルに表示されます。
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修正

［サーバの管理］>［サイトの管理］の［仮想サイトのリスト］テー
ブルに表示されるアイコンで、クリックするとその仮想サイトの
設定内容を変更できます。

［サーバの管理］>［コントロールパネル］の［帯域幅の上限］テー
ブルに表示されるアイコンで、クリックすると IP アドレスの帯
域幅の上限を変更できます。

［サイトの管理（<サイト名 >）］>［ユーザの管理］の［ユーザの
リスト］テーブルに表示されるアイコンで、クリックするとサイ
トユーザの設定を変更できます。

電子メールの設定

［サイトの管理（<サイト名 >）］>［ユーザの管理］の［ユーザの
リスト］テーブルに表示されるアイコンで、クリックするとサイ
トユーザの電子メールの設定を変更できます。

削除

［サーバの管理］>［サイトの管理］の［仮想サイトのリスト］テー
ブルに表示されるアイコンで、クリックするとその仮想サイトが
RaQ XTRから削除されます。

［サーバの管理］>［コントロールパネル］の［帯域幅の上限］テー
ブルに表示されるアイコンで、クリックすると IP アドレスの帯
域幅の上限を削除できます。

［サイトの管理（<サイト名 >）>［ユーザの管理］の［ユーザの
リスト］テーブルに表示されるアイコンで、クリックすると仮想
サイトからユーザを削除できます。

サイト管理者

［サイトの管理（<サイト名 >）>［ユーザの管理］の［ユーザの
リスト］テーブルに表示され、そのユーザに仮想サイトのサイト
管理者権限が与えられていることを示します。

Telnet

［サイトの管理（<サイト名 >）>［ユーザの管理］の［ユーザの
リスト］テーブルに表示され、その仮想サイトへの Telnet/ シェ
ルアクセスが許可されていることを示します。

FrontPage

［サイトの管理（<サイト名 >）>［ユーザの管理］の［ユーザの
リスト］テーブルに表示され、その仮想サイトで FrontPageユー
ザウェブを使用可能であることを示します。

表 1　画面に表示されるアイコンとその意味

アイコン 説明
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APOP（セキュア POP3）

［サイトの管理（<サイト名 >）>［ユーザの管理］の［ユーザの
リスト］テーブルに表示され、その仮想サイトで APOP（セキュ
ア POP3）が使用可能であることを示します。

サスペンド／無効

［サイトの管理（<サイト名 >）］>［ユーザの管理］の［ユーザの
リスト］テーブルに表示され、そのユーザがサイト管理者によっ
てサスペンドされていることを示します。

［サイトの管理（<サイト名 >）］>［サイトの設定］（サイト管理
者用の読み出し専用ページ）の［サイトの設定］テーブルに表示
され、サービスが無効になっていることを示します。

有効

［サイトの管理（<サイト名 >）］>［サイトの設定］（サイト管理
者用の読み出し専用ページ）の［サイトの設定］テーブルに表示
され、サービスが有効になっていることを示します。

アクティブモニタの動作状況

RaQ XTR 管理画面の右上隅に表示されます。青色アイコンは監
視中のシステムコンポーネントが全て正常に機能していること
を、赤色アイコンは監視中のコンポーネントのいずれかに異常が
あることを示します。

ログアウト

WebMail画面に表示されるアイコンで、クリックするとWebMail
からログアウトできます。

新規ソフトウェア／ソフトウェアアップデート

RaQ XTR 管理画面の右上隅に表示されるアイコンで、新規ソフ
トウェアやソフトウェアアップデートが入手可能になると赤く
表示されます。

ソフトウェアのアンインストール

［BlueLinQ］>［ソフトウェア一覧］の［インストールされてい
るソフトウェアのリスト］に表示されます。このアイコンが緑色
になっているソフトウェアパッケージはアンインストールでき、
グレーになっているソフトウェアパッケージはアンインストー
ルできないことを示します。

表 1　画面に表示されるアイコンとその意味

アイコン 説明
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第 1章

はじめに

この度は、Cobalt RaQ XTR をご採用頂きまして誠にありがとうございます。
RaQ XTRサーバは、仮想サイトのホスティング、ウェブページのパブリッシュ、
ファイル転送、電子メールやサードパーティのアプリケーションのホスティング
を行うための完璧なソリューションであるだけでなく、アクセス頻度の高い複雑
なウェブサイトやウェブビジネスアプリケーションなどに新しい機能性を提供し
ます。

業界標準のシングルラックユニット（1RU）という小柄な筐体を持ちながら、
RaQ XTR サーバにはリモート管理機能を含む広範な種類のインターネットサー
ビスが詰め込まれています。また、信頼性の高い Linuxをオペレーティングシス
テムとして搭載し、Apache ウェブサーバ、Sendmail、FTP（ファイル転送プロ
トコル）、DNS（ドメインネームシステム）、FrontPage サーバエクステンション
を標準装備しているほか、ASP（Active Server Pages）と PHPをサポートしてい
ます。

上記のサービスはすべて、エクストラネット環境、イントラネット環境、または
インターネット環境で利用できます。

RaQ XTRでは、１台から４台のハードディスクを提供することによって、RAID
レベル 0、1、5（初期構成時のハードドライブの数に応じてレベルが決まります）
のサポート、バックアップおよび復元機能の強化、非常時のデータ回復、包括的
なサイト使用状況のレポート機能など、各種サービスもより充実しました。また、
RaQ XTRのユニークなデザインにより、ユーザは、ラックからサーバを取り外さ
なくても前面パネルからハードディスクを追加・交換できるようになっています。

RaQ XTR は、サードパーティによるアプリケーションの開発を含め、ソリュー
ション開発のためのフレキシブルなプラットフォームです。

RaQ XTR には、Inprise Corporation のオープンソース、クロスプラットフォー
ム SQLデータベースである InterBase 6.0が標準搭載されています。InterBaseに
関する詳細については、URL http://www.interbase.comをご覧ください。また本
書の「Interbase 6.0の有効化」（p.234）にある InterBaseの説明もご参照ください。
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RaQ XTRのユーザ
RaQ XTRのユーザには、次の 3種類があります。

• 「サイトユーザ」は、自分のアカウント情報とプログラムにアクセスできます。

• 「サイト管理者」は、仮想サイトとそのサイト上のユーザを管理します。

• 「RaQ XTR管理者」は、RaQ XTRの管理に加えて、仮想サイトやユーザの
管理も行えます。

このマニュアルの構成

このユーザマニュアルは、前述の各ユーザが利用できる機能別に構成されています。

• 第 3章「サイトユーザ」では、サイトユーザが利用できる機能について説明
します。

• 第 4章「サイトの管理」では、サイト管理者が利用できる機能について説明
します。サイト管理者は、サイトユーザの利用できる機能にすべてアクセス
できます。

• 第 5 章「サーバの管理」では、RaQ XTR 管理者が利用できる機能について
説明します。RaQ XTR 管理者は、サイト管理者とサイトユーザの利用でき
る機能にすべてアクセスできます。
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サイトユーザ

「サイトユーザ」は、自分の所属する仮想サイトを通じて、電子メールの送受信、
ブラウザベースの総合電子メールクライアントWebMailの利用、FTPによるファ
イルのアップロード／ダウンロード、個人的ウェブページの作成、自分のホーム
ディレクトリにあるファイルやデータのバックアップと復元などを行えます。

サイトユーザは、RaQ XTR 管理者またはサイト管理者が仮想サイトに追加、設
定します。サイトユーザは、RaQ XTR上の自分のホームディレクトリにあるファ
イルのみを管理できます。

図 1に、サイトユーザがアクセスできるレベルをグレー表示で示します。

図 1 サイトユーザのアクセスレベル
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サイト管理者

「サイト管理者」は、RaQ XTRの仮想サイトを管理します。仮想サイトは、その
サイトのユーザに対して、ウェブパブリッシング、電子メールサービス、FTP
サービスを提供します。サイト管理者は、ユーザアカウントの設定とアクセス権
の供与、メーリングリストの管理、仮想サイトの SSL（Secure Sockets Layer)の
設定（RaQ XTR 管理者がそのサイトの SSL を使用可能にした場合）、仮想サイ
トと FTPサービスの設定、各サイトユーザの電子メール設定へのアクセス、仮想
サイト上のディスク使用状況とウェブアクセス状況に関するレポートの作成、サ
イトにあるファイルのバックアップと復元などの業務を行います。

各サイトのサイト管理者は、RaQ XTR管理者が指定します。サイト管理者は、自
分の所属する仮想サイトのみ管理できます（RaQ XTR 管理者を兼任している場
合を除く）。

図 2に、サイト管理者がアクセスできるレベルをグレー表示で示します。

図 2 サイト管理者のアクセスレベル

✍ ご参考：RaQ XTR 管理者が仮想サイトのサイト管理者も兼任する
場合は、すべての RaQ XTR管理機能にアクセスできます。
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RaQ XTR管理者

「RaQ XTR管理者」は、RaQ XTRサーバを管理・運営するユーザです。具体的
には、RaQ XTR の設定、仮想サイトの設定、サイト管理者やサイトユーザのア
クセス権の設定・管理、サービスの提供などの業務を行います。RaQ XTR 管理
者は、任意の仮想サイトのサイト管理者となることもできます。

RaQ XTR 管理者は、admin というユーザ名を持ち、RaQ XTR 全体を管理しま
す。RaQ XTR管理者は、メインサイト（RaQ XTRの LCDパネルに表示される
IPアドレスを使っている）のメンバーです。

代理管理者機能

代理管理者（alteradmin）機能を使うと、代理管理者となるユーザは、管理者の
ユーザ名 admin とそのパスワードを使わずに、RaQ XTR 管理者（admin）と同
じレベルのサーバアクセス権を持つことができます。

詳細については、「代理管理者機能」（p.111）をご参照ください。

図 3に、RaQ XTR管理者またはユーザ alteradminがアクセスできるレベルをグ
レー表示で示します。

✍ ご参考： 一般には「仮想ホスト」と呼ばれていますが、Cobalt
Networksでは「仮想サイト」という用語を使っています。「仮想サ
イト」とは、ウェブ、FTP、電子メールサービスを提供する個々の
ドメインネームシステム（DNS）ドメインを意味します。仮想サイ
トにはそのサイトに特有のユーザアカウントがあり、各ユーザアカ
ウントは、独自のウェブページ、FTPディレクトリ、電子メールの
保存場所、任意の数の電子メールエイリアスを持ちます。仮想サイ
トのドメイン名はそのサイトに固有ですが、IPアドレスは多数のサ
イトで共有できます。詳細については、「仮想サイトの定義」（p.113）
をご参照ください。
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図 3 RaQ XTR管理者のアクセスレベル
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RaQ XTRサーバデスクトップ
RaQ XTRサーバのデスクトップには、Internet ExplorerやNetscape Communicator
などのウェブブラウザでアクセスできます。ユーザのレベルに応じて、サーバデ
スクトップには、以下の項で説明する最高 5種類のタブが表示されます。

• プログラム

• 個人プロフィール

• サイトの管理（仮想サイトのホスト名またはIPアドレスがタブに表示されます）

• サーバの管理

• BlueLinQ

プログラム

［プログラム］画面では、WebMail というブラウザベースの総合電子メールクラ
イアントにアクセスできます。

詳細については、「WebMailの概要」（p.36）をご参照ください。

個人プロフィール

［個人プロフィール］画面では、ユーザが RaQ XTR上の個人情報にアクセスし、
設定できます。

詳細については、「個人プロフィール」（p.47）をご参照ください。

サイトの管理

第 4 章「サイトの管理」では、サイト管理者が行う業務について説明します。サ
イト管理者は、サーバデスクトップの［< 正式なドメインネーム >］タブに含ま
れる全ての機能にアクセスできます。

詳細については、第 4章「サイトの管理」（p.55）をご参照ください。

サーバの管理

第 5章「サーバの管理」では、RaQ XTR管理者が行う業務について説明します。
RaQ XTR 管理者は、サーバデスクトップの［サーバの管理］タブに含まれる全
ての機能にアクセスできます。

詳細については、第 5章「サーバの管理」（p.109）をご参照ください。
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BlueLinQ

BlueLinQ™アプリケーションデリバリサービスは、入手可能なソフトウェアのアッ
プデートや新しいサービスに簡単にアクセスできる Cobaltの新しいツールです。

詳細については、「BlueLinQ」（p.178）をご参照ください。

RaQ XTR使用のためにご用意いただくもの
RaQ XTRの設定を始める前に、次のものをご用意ください。

• 10/100BaseTX TCP/IP（伝送制御プロトコル／インターネットプロトコル）
ベースの LAN（ローカルエリアネットワーク）。

• ウェブブラウザ（バージョン 4.7以降の Netscape Navigatorまたはバージョ
ン 5.0以降のMicrosoft Internet Explorerなど）のインストールされたパソコ
ン（ネットワークに接続されているもの）。

サーバデスクトップから Cobalt RaQ XTR を管理するには、cookies、CSS
（Cascading Style Sheets）、Javascript を有効にしておく必要があります（通
常、これらの機能はデフォルトで有効に設定されています）。

• ネットワークパラメータ。これはネットワーク管理者から入手してください。
必要なパラメータは、この RaQ XTRに割り当てられた IPアドレス、ネット
ワークのサブネットマスクです。さらに、他のネットワークと通信する場合
には、ゲートウェイまたはルータアドレスも必要になります。

• ISP（インターネットサービスプロバイダ）。インターネットに接続する場合
に必要になります。
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第 2章

RaQ XTRの設定

本章では、ネットワークおよびユーザコミュニティへの Cobalt RaQ XTRの接続
と設定について説明します。一般に、RaQ XTR の設定は 15 分ほどで完了しま
す。設定を終えると、直ちに各種の RaQ XTRサービスをご利用いただけます。

以前別のネットワーク用に設定されていた RaQ XTR を設定し直す場合には、
「ネットワーク情報の変更」（p.196）の説明をご参照ください。

一般設定
図 4と図 5に、RaQ XTR上の各種ボタン、インジケータ、コネクタを示します。
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RaQ XTRの正面

図 4 RaQ XTR正面

1. 正面パネルの両端を持って手前に引くと、ハードディスクを交換できます。

2. ステータスインジケータは、イーサネット、ハードドライブ、ウェブの使用
状況を示します。

は、ネットワークインターフェイスにトラフィックがあるときに
点滅します（０または１）。

は、ネットワークインターフェイスに接続が確立されている間は
点灯し続けます（０または１）。

は、ハードドライブが動作しているときに点滅します（０～３）。

は、ウェブが使用されているときに点滅します。

3. 「C」ロゴバッジは電源スイッチです。ロゴバッジは、RaQ XTRの電源がオ
ンになると点灯し、RAIDやファンの故障時には点滅します。

4. LCD パネルには、メッセージとネットワーク入力値が表示されます。矢印
ボタンを使って、選択項目を切り替えたり、値を入力したりできます（「LCD
コンソールからネットワーク情報を入力する」（p.16）をご参照ください）。

5. LCD 矢印ボタンは、ネットワーク設定情報の入力、UPS ユニットの設定、
サーバの再起動、LCDコンソールのロック、RaQ XTR管理者パスワードの
リセットなどの操作に使用します。
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RaQ XTRの背面

図 5 RaQ XTR背面

1. 電源ソケットには、付属の AC電源コードを接続します。

2. USBポートには、ユニバーサルシリアルバス（USB）を接続できます。

3. PCI拡張スロットは、PCIカードの増設に使用します。

4. シリアルコンソールポートには、シリアルデバイスを接続します。

5. シリアルコネクタには、Smart UPSをサポートするシリアルポートへの UPS
を接続します。

ネットワークコネクタには、イーサネットネットワーク接続を可能にする
10/100 BaseTネットワークケーブルを接続します。

6. ネットワークインターフェイス 2（eth 1）

7. ネットワークインターフェイス 1（eth 0）

8. セキュリティロックホールには、盗難防止用のセキュリティケーブルを取り
付けられます。
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ハードディスクドライブベイ

図 6に、ハードディスクドライブの正面パネルにある LEDを示します。

図 6 ディスクドライブ正面パネル

1. 動作 LED は、ハードディスクドライブの電源がオンになっているときに点
灯します。

2. 障害 LED は、ハードディスクドライブに障害があるときに点灯します。こ
の LED が点灯しているときは、ハードディスクドライブをドライブベイか
ら安全に取り出せます。

正面パネルに指を入れると、障害 LED が点灯し、ドライブを安全に取り出
せることがわかります。ドライブベイにアクセスしたときに障害 LED が点
灯していた場合は、ハードディスクドライブの正面パネルをつかんだときも
障害 LEDは点灯し続けるはずです。障害 LEDが点灯していない場合や、指
を正面パネルに入れたときに消えてしまった場合には、ハードディスクドラ
イブを取り出さないでください。この場合には、ドライブが現在のタスクを
完了するまで数秒待ってから、もう一度試してください。

1

2
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RaQ XTRの設定
RaQ XTRの設定作業には、次の２段階があります。

• 「ステップ１：接続」では、RaQ XTRの電源投入、ネットワークへの接続を
説明します。

• 「ステップ２：ウェブブラウザによる設定」では、ネットワーク統合について
説明します。その際、RaQ XTR管理者は、ネットワーク上のクライアントパ
ソコンからブラウザベースのユーザインターフェイスを使って、サーバ上の
サービスの選択やハードディスクドライブのRAIDレベルの設定も行えます。

ステップ１：接続

RaQ XTRの設置

RaQ XTRは、平らな台上に置くことも、標準の 19インチラックに設置すること
もできます。RaQ XTRは、前方または中央部で固定できるようになっています。
ラックに設置する場合には、まず、ラック固定用の耳（付属）を本体に取り付け
ます。

固定用の耳を取り付けるには、サーバ本体の両側にある４個のネジ穴に耳を合わ
せます。本体中央部でラックに固定するにはラック固定用の耳をサーバ後方に、
本体前方で固定するには固定用の耳を前方に向けます。

警告：RaQ XTR は重量が重いため、ラックに取り付ける際には２
人で作業するようお勧めします。
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付属の固定用ネジ８本を使い、耳を本体に取り付けます（図7参照）。次に、RaQ XTR
をラックに置き、「耳」をラックにネジで固定します。

図 7 RaQ XTRに耳を取り付ける

ネットワークへの接続

カテゴリ 5 のイーサネットケーブルを用意し、その一端を RaQ XTR にある
10/100 BaseTネットワークインターフェイス 1に接続します（図 8参照）。ケー
ブルのもう一方の端は、ネットワークソケット（ハブなど）に接続します。

図 8 ネットワークコネクタ

電源への接続

RaQ XTR電源コードをコンセントに差し込みます（AC100～ 240V、50/60 Hz。
詳細は「一般仕様」（p.213）参照）。
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RaQ XTRの電源投入

RaQ XTRの電源コードをコンセントに差し込むと、正面パネルにあるCロゴバッ
ジが点灯します。Cロゴバッジを押すと、電源がオンになります。ハードディス
クドライブが回転を開始し、ファンが回転し、正面の LCDパネルが点灯します。
また、LCDパネルには、Cobaltのロゴと Cobalt Networksという文字が順次表示
されます。

起動処理の進行に伴い、RaQ XTRはステータスメッセージを順次 LCDパネルに
表示します。起動処理が完了すると、LCDパネルに次のようなメッセージが表示
されます。

ﾌﾟﾗｲﾏﾘ IP ｱﾄﾞﾚｽ :

ネットワークの設定

RaQ XTR にネットワークケーブルと電源を接続したら、次にネットワークを設
定します。

RaQ XTR をネットワークサーバとして使用するためには、正しいネットワーク
情報を指定する必要があります。まず、次のネットワーク情報を入手してくださ
い。

• RaQ XTRに割り当てられた IPアドレス

• ネットワークのサブネットマスク

• ゲートウェイ／ルータのアドレス（他のネットワークと通信する場合にのみ
必要）

!
ご注意：RaQ XTRの電源を切る必要が生じたときには、電源スイッ
チを切る前に必ずシャットダウン操作を行ってください。シャット
ダウン手順については、「電源切断」（p.208）をご参照ください。

✍ ご参考：「C」ロゴバッジはソフトボタンのため、押してもカチッと
いう感触はありません。

✍ ご参考：RaQ XTR は、シリアルポートから設定することもできま
す。「シリアルコンソールポートを使った RaQ XTR の初期化」
（p.236）をご参照ください。
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LCDコンソールからネットワーク情報を入力する

図 9に、RaQ XTRの LCDコンソールを示します。

RaQ XTRの正面パネルにある LCDパネルには、上下２行のテキストが表示され
ます。１行目には入力すべきデータの指示が、２行目には入力したデータの値が
表示されます。LCDパネルの指示にしたがい、パネルの右側にある矢印ボタンを
使って必要なネットワーク情報を入力してください。

LCDコンソールの機能の詳細については、付録 A「LCDコンソールの操作」を
ご参照ください。

図 9 LCDコンソール

起動中は、起動プロセスに関するステータス情報が LCDパネルに表示されます。
RaQ XTR の設定時は、LCD コンソールからネットワーク情報を入力します。
RaQ XTRの設定終了後は、LCDコンソールから、ネットワーク設定情報の変更、
UPSユニットの設定、サーバの再起動、LCDコンソールのロック、RaQ XTR管
理者パスワードのリセットを行います。
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矢印ボタンの機能は次のとおりです。

左矢印ボタンを押すと、カーソルが左に移動します。

右矢印ボタンを押すと、カーソルが右に移動します。

上矢印ボタンを押すと、カーソル位置の数値が増加します。

下矢印ボタンを押すと、カーソル位置の数値が減少します。

［S］（選択）ボタンを押すと、次のメニューオプションが表示されます。

［E］（実行）ボタンを押すと、入力した情報または表示されているオプ
ションが確定されます。

ネットワーク情報の設定

RaQ XTR の設定時は、LCD コンソールからネットワーク情報を入力します。
LCDに次のメッセージが表示されます。

ﾌﾟﾗｲﾏﾘ IP ｱﾄﾞﾚｽ :
000.000.000.000

LCDパネルの 2行目でカーソルが点滅します。以下の手順に従って、プライマリ
ネットワークインターフェイスに必要なネットワーク情報を入力してください。
セカンダリネットワークインターフェイスは、ウェブブラウザを使用して設定し
ます（「ネットワーク」（p.145）参照）。

� 重要：このステップでは、プライマリネットワークインターフェイ
スだけを設定します。このステップを完了するには、次の情報が必
要です。

• RaQ XTRに割り当てられた IPアドレス

• ネットワークのサブネットマスク
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ネットワーク情報の入力は、次の手順で行います。

1. LCDパネルの１行目に次のメッセージが表示されるまで待ちます。

ﾌﾟﾗｲﾏﾘ IP ｱﾄﾞﾚｽ :
000.000.000.000

LCDコンソールの矢印ボタンを使って RaQ XTRに割り当てられた IPアド
レスを入力してください。

2. ボタンを押して IPアドレスを確定します。

入力された IPアドレスが有効であれば、次のプロンプトが表示されます。

ﾈｯﾄﾏｽｸ ﾆｭｳﾘｮｸ :
255.000.000.000

3. 接続するネットワークのネットマスクを入力します。

4. ボタンを押して確定します。

入力されたネットマスクが有効であれば、次のプロンプトが表示されます。

ｹﾞｰﾄｳｪｲ ﾆｭｳﾘｮｸ :
000.000.000.000

5. ゲートウェイの IPアドレスを入力します。

使用しているネットワークにゲートウェイがない場合は数字を入力せず、デ
フォルト値「000.000.000.000」をそのまま使います。

6. ボタンを押して確定します。

続いて、LCDに次のメッセージが表示されます。

[S] ﾎｿﾞﾝ / [C] ｷｬﾝｾﾙ

7. 設定情報を保存するには、左または右矢印ボタンを押して [S]（ﾎｿﾞﾝ）を選

択し、 ボタンを押します。数秒後に、次のメッセージが表示されます。

ｶｸﾆﾝ ｼﾃ
ﾎｿﾞﾝ ｼﾃｲﾏｽ

✍ ご参考：［C］（ｷｬﾝｾﾙ）を押すと設定がキャンセルされ、LCD パネ
ルは「ﾌﾟﾗｲﾏﾘ IP ｱﾄﾞﾚｽ :」に戻ります。その場合、もう一度 IPアド
レスから入力し直してください。
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ネットワーク情報を確認し、保存し終わると、RaQ XTR は起動処理を完了しま
す。LCDパネルにいくつかのメッセージが表示されたあと、指定した IPアドレ
スが次のように表示されたら、RaQ XTRの設定は完了です。

IP ｱﾄﾞﾚｽ :
192.168.25.77

ステップ２：ウェブブラウザによる設定
RaQ XTR をネットワークに接続できたら、次に、ネットワーク上にある任意の
パソコンから、ウェブブラウザを使って RaQ XTR サーバを設定します。
RaQ XTRサーバを管理するユーザインターフェイスのことを、サーバデスクトッ
プと呼びます。サーバデスクトップでは、画面上にタブ項目、画面左にメニュー
項目が表示されます。

この作業は、バージョン 4.7以降の Netscape Navigatorまたはバージョン 5.0以
降のMicrosoft Internet Explorerがインストールされているパソコンであれば、ど
のマシンからでも行えます。設定操作が完了すると、ネットワーク上にあるどの
コンピュータからでもブラウザを使ってRaQ XTRを管理できるようになります。
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RAID-0、RAID-1、RAID-5のサポート

独立したディスクを組み合わせて冗長アレイ（RAID）を構築することにより、複
数のディスク上に同一のデータを保管でき、万一ハードディスクがクラッシュし
たような場合でもデータを保全できます。RAID は、オペレーティングシステム
からは、単一の仮想ハードディスクと見なされます。

冗長性とは、万一１台のハードディスクがクラッシュした場合の防止策の役目を
果たします。ハードディスクがクラッシュした場合、RAID システムは冗長デー
タを使います。この冗長データは、実際のデータの再構築に使用するミラーコピー
またはパリティデータです。

RaQ XTRでは、サーバ構成に応じて３レベルの RAIDを提供していますが、そ
れぞれに長所と短所があります。

• RAID-0 では、複数のハードディスクを１台の仮想ディスクに見立てて使用
し、３つのオプションの中で、最も高いパフォーマンスを提供します。ただ
し、ディスク上のデータは冗長保存されていないため、ディスクが１台でも
破損するとデータ全体が損なわれてしまいます。このオプションは、ハード
ディスクが２台以上あるサーバ構成で利用できます。

• RAID-1 はディスクミラーリングとも呼ばれ、プライマリハードディスクと
セカンダリハードディスクから構成されます。セカンダリハードディスクは、
プライマリハードディスクの「ミラーイメージ」で、プライマリハードディ
スク中のデータの複製が保存されます。このオプションは、ハードディスク
が２台あるサーバ構成で利用できます。

• RAID-5では、パリティビットアレイも各ディスクに分散して記録されます。
全ての読み出しおよび書き込み操作をオーバーラップできます。RAID-5 で
は冗長データは保管されませんが、１台のハードディスクがクラッシュした
場合には、他のディスクに保管されているパリティ情報を使って失われた
データを再構築できます。RAID-5 には、アレイのために３台以上のハード
ディスクが必要です。

RAID-1および RAID-5を使うとハードディスク故障時などにおけるデータの整
合性は保持できますが、オペレータや管理者に起因する人的エラーを防止したり、
プログラミングのバグによって生じる損失を防止することはできません。

� 重要：RaQ XTR 管理者は、セットアップウィザードでしか RAID
のレベルを設定できません。

セットアップウィザード終了後は、OSリストア CDを使ってサーバ
を出荷時の状態に戻さない限り、RAIDのレベルは変更できません。

セットアップウィザードは、必ず、採用する RAIDのレベルを決め
てから開始してください。
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RaQ XTRサーバでは、ソフトウェアによって RAIDサービスを実装します。各
ハードドライブには独自の実装マスターチャンネルがあるため、RAID ハード
ウェアを追加する必要なく高いパフォーマンスを提供できます。

ブラウザから RaQ XTRを設定するには、次の操作を行います。

1. ネットワークに接続したパソコンで、ウェブブラウザを起動します。

2. RaQ XTRの正面パネルにあるLCDパネルに表示されているRaQ XTRの IP
アドレス（ネットワーク設定時に入力したもの）を、ブラウザの URLフィー
ルドに入力します。

3. キーボードの Returnキー（または Enterキー）を押します。

RaQ XTR のネットワークが正しく設定されていれば、Cobalt のウェルカム画面
が表示されます（図 10参照）。

アクティブアシスト ━ オンラインヘルプ

アクティブアシストは、説明や注意を記載したヘルプテキストをサーバデスク
トップ上にリアルタイムで提供します。画面上のアクティブアシスト領域にマウ
スポインタを移動すると、その項目の説明や注意を記載したヘルプテキストが画
面下に表示されます。

ヘルプテキストが表示される領域は、青い疑問符（？）アイコン、サーバデスク
トップの画面左にあるメニュー項目、および画面上にあるタブ項目です。
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セットアップウィザードによる RaQ XTRの設定

［セットアップウィザード］画面の各フィールドに情報を入力するだけで、
RaQ XTRを設定できます。各フィールドの意味については、次の項で説明します。

セットアップウィザードでは、シリーズになっている画面を使って、ステップに
したがってセットアップを行います。各ステップの終了後に、下に示した右矢印
をクリックして変更を適用すると、次のステップへ移動できます。左矢印をクリッ
クすると、前の画面へ戻ります。

入力された情報は RaQ XTRが自動的にチェックし、不正な値が入力されたり問
題が発生した場合には警告が表示されます。各ステップで情報が正しく入力され
ると、RaQ XTR は変更を設定ファイルに入力してから、次のステップに進みま
す。変更の入力には数秒間かかることもあります。

［開始］ボタンをクリックすると、セットアップウィザードが起動します。

図 10 RaQ XTRのウェルカム画面

� 重要：RaQ XTR にドメインネームを割り当てる場合は、ICANN
（Internet Corporation for Assigned Names and Numbers）公認登録
業者にドメインネームを登録する必要があります。詳細については、
ICANNのウェブページ（http://www.icann.org）をご参照ください。
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ライセンス契約

Cobalt Network社の［ライセンス契約］画面が表示されます。

画面下にある矢印ボタンをクリックすると、Cobalt RaQ XTR のパッケージに
入っている保証書／登録カードに記載されている使用許諾契約と以下のライセン
ス契約（図 11）に同意されたものとみなされます。

以下のライセンス契約をよく読んでから、画面下の右矢印をクリックしてください。

図 11 ライセンス契約
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システムの設定

［システムの設定］画面が表示されます（図 12参照）。この画面に、［ネットワー
クの設定］、［管理者の設定］、［時刻の設定］に関する情報を入力します。

ネットワークの設定

以下のネットワーク情報を入力します。

• Cobaltサーバ名（ホスト名）：この RaQ XTRの識別名です（例、raqxtr）。

ドメインネーム：ドメインネームを入力します。ドメインネームは、ICANN
公認登録業者に登録済みの正式なドメインネーム（例：cobalt.com）でも、
お使いのネットワークに固有のイントラネット用ドメインネームでも構いま
せん。このように設定しておくと、IP アドレスによるアクセスだけでなく、
ホスト名とドメインネームを使って RaQ XTRにアクセスできるようになり
ます。

ホスト名とドメインネームは、お使いの ISP（インターネットサービスプロバ
イダ）または DNSインフラストラクチャ担当者に確認して、ネットワークの
整合性を確保してください。RaQ XTRを大規模なネットワークに接続する場
合には、この情報についてネットワーク管理者にお問い合わせください。

RaQ XTR 管理者は、後日サーバデスクトップで RaQ XTR サーバのドメイ
ンネームを変更することもできます（「ネットワーク」（p.145）参照）。

• プライマリ DNS サーバのアドレス：プライマリドメインネームシステム
（DNS）サーバの IPアドレスです。

DNS サーバは、コンピュータ名とその IP アドレスのリストを保管します。
IPアドレスとコンピュータ名を相互に変換する際に、RaQ XTRはDNSサー
バ上にあるこのリストにアクセスする必要があります。この変換は、
RaQ XTRの外部に電子メールを送受信する際に不可欠です。DNSの詳細に
ついては、付録 E「ドメインネームシステム」をご参照ください。

• セカンダリ DNSサーバのアドレス：セカンダリ DNSサーバの IPアドレス
です（入力はオプション）。

管理者の設定

RaQ XTR管理者は、次の業務を行います。

• RaQ XTR上のサイトとサービスなどの設定と管理。

• 発生の予想される問題を事前に警告するために RaQ XTRが送信する警告電
子メールへの対応。
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代理管理者機能

代理管理者（alteradmin）機能を使うと、代理管理者は、管理者のユーザ名 admin
とそのパスワードを使わずに、RaQ XTR管理者（admin）と同じレベルのサーバ
アクセス権を持つことができます。

カスタマーに RaQ XTR サーバを提供している ISP（インターネットサービスプ
ロバイダ）は、この機能を使うと、RaQ XTR管理者が adminのパスワードを忘
れた場合や、誤ったパスワードを入力した場合でも、サーバにアクセスできます。

alteradmin アカウントを有効にすると、alteradmin は、RaQ XTR 管理者を含む
他のユーザの RaQ XTRユーザインターフェイスには表示されません。

alteradmin アカウントを設定していない場合は、admin の［個人プロフィール］
タブの［管理者の設定］テーブルに、alteradminアカウントを有効にし、パスワー
ドを入力するフィールドが表示されます。「個人プロフィール」（p.47）をご参照
ください。

alteradminアカウントを有効にした後は、この alteradminアカウントを無効化す
るには alteradminのパスワードが必要になります。alteradminアカウントの無効
化は、alteradminアカウントの［個人プロフィール］タブの［管理者の設定］テー
ブルで行います。「個人プロフィール」（p.47）をご参照ください。

パスワードのガイドライン

パスワードは以下のガイドラインを参考にしてお決めください。

1. 3文字から 16文字を使用する。

使える文字：a-z A-Z 0-9%! @ $ ^ & * - _ = \ |., /?;: +

2. 大文字と小文字の両方を使用する。

3. 固有名詞などは使用しない。

4. 辞書に載っている用語などは使用しない。

5. 日付を使用しない。

6. コマンドとして使われている文字列は使用しない。

7. キーボードのキー配置の順番を使わない（例：qwerty）。

✍ ご参考：パスワード中の大文字と小文字は区別されます。
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時刻の設定

RaQ XTRの現在の日付、時刻、時間帯をプルダウンメニューから選択します。

これらの情報を設定し終わったら、画面下の右矢印ボタンをクリックして次の画
面に移動します。

図 12 システムの設定
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RAIDのセットアップ

この画面から、RaQ XTRサーバに実装するRAIDのタイプを選びます。RaQ XTR
にハードディスクが１台しかない場合には、この画面は表示されません。

RaQ XTRでは、サーバ構成に応じて３レベルの RAIDを提供していますが、そ
れぞれに長所と短所があります。

• RAID-0 では、複数のハードディスクを１台の仮想ディスクに見立てて使用
し、３つのオプションの中で、最も高いパフォーマンスを提供します。ただ
し、ディスク上のデータは冗長して保存されていないため、ディスクが１台
でも破損するとデータ全体が損なわれてしまいます。このオプションは、ハー
ドディスクが２台以上あるサーバ構成で利用できます。

• RAID-1 はディスクミラーリングとも呼ばれ、データを複製して保存するプ
ライマリハードディスクとセカンダリハードディスクから構成されていま
す。セカンダリハードディスクは、プライマリハードディスクの「ミラーイ
メージ」で、プライマリハードディスク中のデータの複製が保存されます。
このオプションは、ハードディスクが２台あるサーバ構成で利用できます。

• RAID-5では、パリティビットアレイも各ディスクに分散して記録されます。
全ての読み出しおよび書き込み操作をオーバーラップできます。RAID-5 で
は冗長データは保管されませんが、１台のハードディスクがクラッシュした
場合にデータの再構築に使えるパリティ情報を分散して保管します。RAID-
5には、アレイのために３台以上のハードディスクが必要です。

RaQ XTRにハードディスクが２台、３台、または４台ある場合には、図 13が表
示されます。

• RAID-0には、ハードディスクが２台以上必要です。

• RAID-1（ディスクミラーリング）は、ハードディスクが２台あるサーバ構
成でのみ利用できます。

• RAID-5には、ハードディスクが３台以上必要です。

実装する RAIDタイプの横にあるラジオボタンをクリックします。

画面下の右矢印をクリックして、先へ進みます。

� 重要：RaQ XTR 管理者は、セットアップウィザードでしか RAID
のレベルを設定できません。

セットアップウィザード終了後は、OSリストア CDを使ってサーバ
を出荷時の状態に戻さない限り、RAIDのレベルは変更できません。
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図 13 RAIDのセットアップ

確認ダイアログに、選択した RAIDタイプの確認と、セットアップウィザード終
了後は RAIDタイプを変更できないという警告が表示されます。

RaQ XTRの RAID設定の初期化には、数分かかります（図 14参照）。

図 14 RAIDの初期化

!
ご注意：この初期化プロセスは中断しないでください。このプロセス
を中断すると、ハードディスク上にあるデータが損なわれ、RaQ XTR
のオペレーティングシステムに影響する可能性があります。
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製品の登録

［製品の登録］画面が表示されます（図 15 参照）。インターネットに接続されて
いる場合は、オンラインで RaQ XTRを登録できます。

オンライン登録したくない場合は、画面下の右矢印ボタンをクリックして次の画
面に移動します。確認ダイアログが表示され、オンライン登録を希望しないこと
を確認します。図 16をご参照ください。

インターネットに接続されていない場合は、［製品の登録］画面は表示されず、オ
ンライン登録はできません。その場合は、製品パッケージに付属の保証書／登録
カードに記入して、下記までご返送ください。RaQ XTR 登録ユーザには、シス
テムアップデート、セキュリティパッチの通知や新製品に関する情報をお送りし
ます。

Cobalt Networks, Inc.
555 Ellis Street
Mountain View, CA
USA  94043

後日オンライン登録をする場合には、「システム情報」（p.170）をご参照ください。

各フィールドに必要な情報を入力します。画面下の右矢印ボタンをクリックして
登録情報を提出すると、確認ダイアログに、登録情報が送信されたことを知らせ
るメッセージが表示されます。

図 15 オンライン登録
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図 16 未登録

セットアップウィザードを使用した設定の完了

RaQ XTRの設定を終えると、RaQ XTRのデフォルトホームページが表示されま
す（図 17参照）。

RaQ XTRサーバにログインするユーザレベルを選びます。

• RaQ XTRサーバの管理（RaQ XTR管理者）

• 仮想サイトの管理（サイト管理者）

• ユーザアカウントの管理（サイトユーザ）
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図 17 RaQ XTRサーバのデフォルトホームページ
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第 3章

サイトユーザ

本章では、サイトユーザが RaQ XTRサーバ上で利用できる機能について説明し
ます。

• WebMail

• 個人プロフィール

サイトユーザは仮想サイトでの電子メールの送受信、ブラウザベース総合
WebMail 電子メールクライアントの利用、サイトの提供する FTP サービスによ
るファイルのアップロードやダウンロード、仮想サイト上への個人ウェブページ
のパブリッシュ、ホームディレクトリにあるファイルやデータのバックアップ／
復元などの操作を行えます。

サイトユーザを仮想サイトに追加できるのは、RaQ XTR 管理者とサイト管理者
だけです。サイトユーザは、RaQ XTR 上にある自分のホームディレクトリにあ
るファイルしか処理できません。

図 18 に、サイトユーザのアクセスできるレベルを示します（グレーの箇所を参
照）。
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図 18 サイトユーザのアクセスレベル
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サイトユーザの機能概要
個人ユーザとして RaQ XTRにログオンすると、サーバデスクトップの画面上に
はタブが２つ表示されます。１つは［プログラム］で、もう一方は［個人プロ
フィール］です。図 19をご参照ください。

• ［プログラム］タブはWebMail機能へのアクセスに使います。

• ［個人プロフィール］タブからは、ユーザが RaQ XTR上の個人的な情報を設
定できます。

図 19 ［個人プロフィール］画面

✍ ご参考：各手順をわかりやすく説明するため、メニューコマンドは
括弧（［］）に入れて示します。各項目は、右向きのアングルブラ
ケット（>）で区別してあります。

例えば、［プログラム］>［WebMail］は、まず画面上のメニュー
バーの［プログラム］タブをクリックし、その後で画面左の
［WebMail］メニュー項目をクリックすることを意味します。
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WebMailの概要

Cobalt RaQ XTRでは、WebMailという総合電子メールクライアントを提供しま
す。わかり易い WebMail のインターフェイスを使うと、次の操作を簡単に行え
ます。

• RaQ XTR 上の他の登録ユーザ、メーリングリストや、外部の受信者へ電子
メールを送信する

• 受信メッセージへ返信したり、メッセージを転送する

• フォルダを作成して、メッセージを希望のフォルダに移動する

• 不在時自動応答メッセージを作成する

• WebMailメッセージ転送先の電子メールアドレスを入力する

WebMailへのアクセス
WebMailにアクセスするには、次の操作を行います。

1. サーバデスクトップで［プログラム］を選びます。［プログラム］画面の左側
にメニューリストが表示されます。

2. ［WebMail］をクリックします。WebMailプログラム用に新しいブラウザウィ
ンドウが開き、［メッセージ］ページが表示されます。

3. ［メッセージ］タブでは、次の操作を行えます。

• メッセージを作成する

• フォルダを表示する

• フォルダを追加または削除する

✍ ご参考：WebMailを使うには、IMAPサービスを有効にする必要が
あります。

Netscape Communicator 4.73には、ブラウザからファイルをアップ
ロードできないというバグがあります。WebMailを使って添付ファ
イル付きのメッセージを作成、送信したい場合には、バージョン
4.75以降にアップデートしてください。
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新規メール

メッセージを作成するには、次の操作を行います。

1. ［新規メール］をクリックすると、図 20のような画面が表示されます。以下
の手順に従って、テーブルの各フィールドに必要事項を入力します。

a. 宛先：このメッセージの受取人の電子メールアドレスを入力してくださ
い。複数の宛先に送りたい場合には、各アドレスをコンマで区切ってく
ださい。（必須）

b. CC：このメッセージのコピーを送信したい宛先の電子メールアドレス
を入力してください。複数の宛先に送りたい場合には、各アドレスをコ
ンマで区切ってください。（省略可）

c. BCC：このフィールドへ入力する電子メールアドレスには、メッセージ
のコピーが BCC（Blind Carbon Copy）として送られます。他の受信者
へ送られるメッセージには、BCC 受信者のアドレスは表示されません。
複数の宛先に送りたい場合には、各アドレスをコンマで区切ってくださ
い。（省略可）

［宛先］および［CC］フィールドに入力された受信者には、［BCC］フィー
ルドに入力された受信者が表示されません。また［BCC］フィールドに
入力された受信者には、［BCC］フィールドに入力された他の受信者は
表示されません。

d. 添付：電子メールメッセージに添付するファイルを選択できます。詳細
については、「メッセージにファイルを添付する」（p.39）をご参照くだ
さい。（省略可）

e. 件名：メッセージの件名を入力してください。（必須）

f. 本文：スクロールウィンドウにメッセージの本文を入力してください。
（省略可）

2. 画面下の［送信］ボタンをクリックします。メッセージ受信者のリストを含
む［送信済メッセージ］テーブルが表示されます。図 21に表示例を示します。
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図 20 ［新規メール］画面

図 21 ［送信済メッセージ］テーブル
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メッセージにファイルを添付する

新規メッセージの作成、メッセージへの返信、メッセージの転送時などに、メッ
セージにファイルを添付できます。

メッセージにファイルを添付するには、次の操作を行います。

1. ［新規メール］テーブルの［添付］フィールドの右にある緑色の「プラスマー
ク付き文書」アイコンをクリックします。新しいブラウザウィンドウが開き、
［アップロードするファイルを追加］テーブルが表示されます。図 22に表示
例を示します。

2. 添付したいファイルのパスとファイル名を入力します。

3. ファイルを参照することもできます。その場合は、［参照］ボタンをクリック
して、ダイアログボックスを表示し、添付したいファイルを指定します。

4. ファイルを指定してから、［開く］ボタンをクリックします。ダイアログボッ
クスが閉じ、選択したファイルのファイル名が、［ファイル］フィールドに表
示されます。

5. ［添付］ボタンをクリックすると、ファイルがメッセージの［添付］フィール
ドに追加されます。

6. 追加したファイルを削除したい場合は、［添付］フィールドにあるファイル名
を１回クリックしてハイライトしてから、赤色の「マイナスマーク付き文書」
アイコンをクリックします。

7. メッセージの作成を続けます。

図 22 ［アップロードするファイルを追加］画面

✍ ご参考：以下に、Netscape Navigatorを使った場合の例を示しま
す。他のブラウザでは画面が多少異なりますが、基本的な機能は同
じです。
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メールフォルダ

フォルダに保管されているメッセージを表示できます。

WebMailには、２種類の標準フォルダがあります。これらのフォルダは削除でき
ません。

• ［受信ボックス］には、RaQ XTR上の自分の電子メールアカウント宛の受信
メッセージが保管されます。

• ［送信ボックス］には、RaQ XTR上の自分の電子メールアカウントから送信
されたメッセージが保管されます。

他のフォルダを作成すると、作成したフォルダもこのリストに表示されます。

フォルダの表示

フォルダを表示するには、次の操作を行います。

1. 画面左の［メールフォルダ］をクリックします。［メールフォルダ］の下にサ
ブメニューとして２種類の標準フォルダとユーザの作成したフォルダが表示
されます。図 23に、［送信ボックス］テーブルの表示例を示します。

2. 表示したいフォルダ名をクリックすると、ブラウザのウィンドウに、クリッ
クしたフォルダのフォルダテーブルが表示されます。

図 23 ［送信ボックス］フォルダの表示例

✍ ご参考：フォルダを追加または削除するには、「フォルダの管理」
（p.45）をご参照ください。

✍ ご参考：WebMailで作成されたフォルダは、IMAPで電子メール
を確認する時にも表示されます。
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テーブルの上には、各メッセージに付いているステータスアイコンの説明が記載
されています。

• 青丸は、新規または未読のメッセージを示します。

• 白丸は、既読のメッセージを示します。

• 青色の左矢印は、返信済みまたは転送済みのメッセージを示します（［送信］、
［返信］、［全員に返信］、［転送］コマンドのどれかを使用）。

テーブルには次の５つの欄があります。左欄から順番に説明します（図 23参照）。

• ［チェックボックス］欄：この欄にチェックを付けると、該当する電子メール
メッセージが選択され、削除などの操作が適用されます。ボックスをチェッ
クして、１つまたは複数のメッセージを選択します。［削除］ボタンを使っ
て、選択したメッセージを削除するか、［移動 ...］プルダウンメニューを使っ
て、選択したメッセージを他のフォルダへ移動します。

この欄の一番上にあるボックスをチェックすると、テーブルに含まれている
全てのメッセージを選択できます。このボックスをもう一度クリックすると、
全てのメッセージの選択を解除できます。

• ［状態］欄：この欄には、メッセージのステータスが示されます。青丸は、新
規または未読のメッセージを示します。白丸は、既読のメッセージを示しま
す。青色の左矢印は、返信済みまたは転送済みのメッセージを示します（［送
信］、［返信］、［全員に返信］、［転送］コマンドのどれかを使用）。

• ［件名］欄：この欄には、メッセージの件名がハイパーリンクとして表示され
ます。このリンクをクリックすると、そのメッセージを表示できます。ブラ
ウザウィンドウがリフレッシュされ、［新規メール］セクションで表示された
全てのフィールド（宛先、CC、日付、件名、本文）を含むメッセージ全体が
表示されます。メッセージにファイルが添付されている場合は、そのファイ
ル名がハイパーリンクとして表示されます。

• ［宛先］または［差出人］欄：表示しているフォルダに応じて、この欄には、
メッセージの受信者または送信者が表示されます。

• ［日付］欄：この欄には、メッセージの送信日が表示されます。

メッセージのソート

フォルダに保管されているメッセージは、「件名」、「宛先」、「差出人」、「日付」で
ソートできます。メッセージは、昇順または降順にソートできます。

メッセージをソートするには、メッセージをソートしたい欄の見出しの右横にあ
る三角形のマークをクリックします。三角形のマークをもう一度クリックすると、
ソートの順番を逆転できます。
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フォルダに保管されているメッセージ

各テーブルでは、次の操作を行えます。

• 希望のソート基準を使ってメッセージをソートする（「メッセージのソート」
（p.41）参照）

• メッセージを他のフォルダへ移動する（「メッセージの移動」（p.42）参照）

• メッセージを削除する（「メッセージの削除」（p.44）参照）

その他にも、メッセージに関していくつかの操作を行えます。各メッセージの件
名はハイパーリンクになっています。このリンクをクリックすると、メッセージ
が開きます。

表示しているフォルダに応じて、メッセージへ返信、オリジナルのメッセージ受
信者全員へ返信、メッセージの転送、メッセージの削除などが行えます。以下で、
各オプションについて説明します。

• 返信：メッセージの送信者（［差出人］フィールドに表示されるアドレス）に
返信できます。

• 全員に返信：メッセージの送信者とそのメッセージの受信者全員に返信でき
ます。メッセージの BCC受信者には、［全員に返信］メッセージは送信され
ません。

• 転送：メッセージを別の電子メールアドレスへ転送できます。

• 削除：メッセージを削除できます。

• 戻る：ブラウザ画面が、［受信ボックス］テーブルへ戻ります。

メッセージの移動

メッセージは、フォルダテーブルで他のフォルダへ移動したり、参照中に他のフォ
ルダへ移動することができます。

フォルダテーブルからメッセージを移動するには、次の操作を行います。

1. フォルダテーブルで、移動したいすべてのメッセージのボックスをクリック
します。

2. タイトルバーにある［移動 ...］プルダウンメニューから、メッセージ移動先
のフォルダを選びます。フォルダを選ぶとすぐにメッセージが移動します。

3. 表示されたフォルダテーブルはリフレッシュされ、移動したメッセージはも
う含まれていません。
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メッセージを表示中に移動するには、次の操作を行います。

1. フォルダテーブルで、表示したいメッセージの件名をクリックします。ブラ
ウザウィンドウがリフレッシュされ、［新規メール］セクションで表示された
全てのフィールドを含むメッセージ全体が表示されます。

2. メッセージの上または下にある［移動 ...］プルダウンメニューから、メッ
セージ移動先のフォルダを選びます。フォルダを選ぶとすぐにメッセージが
移動します。

3. 表示されたフォルダテーブルはリフレッシュされ、移動したメッセージはも
う含まれていません。

メッセージへ返信

メッセージへ返信するには、次の操作を行います。

1. フォルダで、メッセージの件名（ハイパーテキストリンク）をクリックしま
す。ブラウザウィンドウがリフレッシュされ、［新規メール］セクションで表
示された全てのフィールド（宛先、CC、日付、件名、本文）を含むメッセー
ジ全体が表示されます。

2. ［返信］または［全員に返信］ボタンをクリックします。［返信］または［全
員に返信］テーブルが表示され、必要なフィールドに情報を入力できます。
これらのフィールドの詳細については、「新規メール」（p.37）をご参照くだ
さい。

［返信］ボタンをクリックすると送信者にのみ返信され、［全員に返信］ボタ
ンをクリックすると、［宛先］と［CC］フィールドに含まれる全アドレスに
返信します。他の受信者を追加することもできます。

3. ［本文］フィールドが表示され、テキストウィンドウの一番上に境界線で返信
メッセージと区切られて、オリジナルの見出しとテキストが表示されます。
このテキストを編集することも、新しくテキストを追加することもできます。

4. 画面下の［送信］ボタンをクリックします。［送信済みメッセージ］テーブル
が表示され、返信メッセージの受信者がリストされます。
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メッセージの転送

メッセージを転送するには、次の操作を行います。

1. フォルダで、メッセージの件名（ハイパーテキストリンク）をクリックしま
す。ブラウザウィンドウがリフレッシュされ、［新規メール］セクションで表
示された全てのフィールド（宛先、CC、日付、件名、本文）を含むメッセー
ジ全体が表示されます。

2. ［転送］ボタンをクリックします。［転送］テーブルが表示され、必要なフィー
ルドに情報を入力できます。これらのフィールドの詳細については、「新規
メール」（p.37）をご参照ください。

3. ［本文］フィールドが表示され、テキストウィンドウの一番上に境界線で新し
いメッセージと区切られて、オリジナルの見出しとテキストが表示されます。
このテキストを編集することも、新しくテキストを追加することもできます。

4. 画面下の［送信］ボタンをクリックします。［送信済みメッセージ］テーブル
が表示され、転送メッセージの受信者がリストされます。

メッセージの削除

メッセージを削除する方法は２通りあります。フォルダテーブルから削除する方
法とメッセージ表示中に削除する方法です。

フォルダテーブルからメッセージを削除するには、次の操作を行います。

1. フォルダテーブルで、削除したいすべてのメッセージのボックスをクリック
します。

2. タイトルバーで［削除］ボタンをクリックします。削除を確認するダイアロ
グが表示されます。

3. ［OK］をクリックします。

4. ブラウザウィンドウがリフレッシュされます。メッセージを削除したフォル
ダテーブルが表示されますが、削除したメッセージはもう含まれていません。

メッセージを表示中に削除するには、次の操作を行います。

1. フォルダで、メッセージの件名（ハイパーテキストリンク）をクリックしま
す。ブラウザウィンドウがリフレッシュされ、［新規メール］セクションで表
示された全てのフィールド（宛先、CC、日付、件名、本文）を含むメッセー
ジ全体が表示されます。

2. ［削除］ボタンをクリックします。削除を確認するダイアログが表示されます。

3. ［OK］をクリックします。
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4. ブラウザウィンドウがリフレッシュされます。メッセージを削除したフォル
ダテーブルが表示されますが、削除したメッセージはもう含まれていません。

フォルダの管理

フォルダの管理セクションでは、WebMailアカウント内の個人用フォルダを追加
または削除できます。図 24に、フォルダのリストの表示例を示します。

WebMailには、２種類の標準フォルダがあります。これらのフォルダは削除でき
ません。

a. ［受信ボックス］には、RaQ XTR上の自分の電子メールアカウント宛の
受信メッセージが保管されます。

b. ［送信ボックス］には、RaQ XTR上の自分の電子メールアカウントから
送信されたメッセージが保管されます。

図 24 ［フォルダの管理］画面

フォルダの追加

フォルダを追加するには、次の操作を行います。

1. 画面左の［フォルダの管理］をクリックします。［メールフォルダ］テーブル
に、２種類の標準フォルダと自分が今までに作成したフォルダが表示されま
す。タイトルバーには、［メールフォルダ］テーブルに保管されているフォル
ダ数が表示されます。

2. タイトルバーのすぐ下にある［追加］ボタンをクリックします。［新規フォル
ダの作成］テーブルが表示されます。図 25をご参照ください。

3. ［フォルダの名前］フィールドにフォルダ名を入力します。

4. ［保存］ボタンをクリックします。［メールフォルダ］テーブルがリフレッシュ
され、追加した新しいフォルダがリストに表示されます。

ユーザの追加したフォルダでは、［操作］欄に鉛筆アイコンとゴミ箱アイコン
が表示され、フォルダを修正または削除できるようになっています。
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図 25 ［新規フォルダの作成］テーブル

フォルダの修正

フォルダを修正するには、次の操作を行います。

1. 画面左の［フォルダの管理］をクリックします。［メールフォルダ］テーブル
に、２種類の標準フォルダと自分で作成したフォルダが表示されます。

2. 修正したいフォルダの［操作］欄にある緑色の鉛筆アイコンをクリックしま
す。［フォルダ名の変更 - <フォルダ名 >］テーブルが表示されます。

3. ［フォルダの名前］フィールドに新しいフォルダ名を入力します。

4. ［保存］ボタンをクリックします。［メールフォルダ］テーブルがリフレッシュ
され、修正済みの新しいフォルダ名が表示されます。

フォルダの削除

フォルダを削除するには、次の操作を行います。

1. 画面左の［フォルダの管理］をクリックします。［メールフォルダ］テーブル
に、２種類の標準フォルダと自分で作成したフォルダが表示されます。

2. 削除したいフォルダの［操作］欄にある茶色のゴミ箱アイコンをクリックし
ます。削除を確認するダイアログが表示されます。

3. ［OK］をクリックします。［メールフォルダ］テーブルがリフレッシュされ、
削除したフォルダを除くその他のフォルダが表示されます。

WebMailからのログアウト

WebMail アカウントからログアウトするには、サーバデスクトップの
右上にある［ログアウト］アイコンをクリックします。
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個人プロフィール
［個人プロフィール］セクションでは、ユーザのアカウント情報を表示できます。

サーバデスクトップで、画面上にある［個人プロフィール］タブをクリックしま
す。アカウントのメニュー項目が、画面左に表示されます。

• アカウント情報

• 電子メール

• ディスク利用状況

• バックアップ

• 復元

アカウント

［アカウント］セクションでは、アカウントのユーザ氏名やパスワードの変更を行
えます。

アカウント情報の修正

アカウント情報を修正するには、次の操作を行います。

1. ［個人プロフィール］>［アカウント］をクリックします。［ユーザを修正］
テーブルが表示されます。（図 26参照）

2. 次のフィールドを必要に応じて修正してください。

a. 氏名：このフィールドへの入力は必須です。アカウントのユーザ氏名を
修正します。

b. よみがな：ユーザの氏名をひらがなで記入してください。この情報に基
づいて、ユーザの表示順序（よみがなの昇順または降順）が決まります。

c. パスワード：パスワードを変更できます。パスワードは確認のため、２
度入力します。

パスワードを選ぶときのガイドラインについては、「パスワードのガイド
ライン」（p.25）をご参照ください。

3. ［修正を確認］ボタンをクリックします。
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図 26 ［ユーザを修正］テーブル

電子メール

電子メールセクションには、「電子メール転送」と「不在時自動応答メッセージ」
の２つのオプションがあります。

電子メールの転送

この機能を使うと、このユーザアカウント宛の電子メールを別の電子メールアカ
ウントに転送できます。

電子メールを自動転送するには、次の操作を行います。

1. ［個人プロフィール］>［電子メール］をクリックします。［電子メールの設
定］テーブルが表示されます。（図 27参照）

2. テーブルの［電子メールの転送先］セクションに、電子メールアドレスを
<xxxxx@yyy.zzz>の形式で入力します。

転送先として複数の電子メールアドレスを指定できます。その場合には、各
アドレスをコンマで区切って入力してください。「電子メール転送」を設定す
ると、送られて来た電子メールは全て転送され、ローカルサーバには電子メー
ルのコピーは保存されませんのでご注意ください。

3. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

図 27 ［電子メールの設定］テーブル
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電子メール転送を無効にするには、次の操作を行います。

1. ［個人プロフィール］>［電子メール］をクリックします。［電子メールの設
定］テーブルが表示されます。（図 27参照）

2. テーブルの［電子メールの転送先］セクションで、フィールドから電子メー
ルアドレスを削除します。

3. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

不在時自動応答の設定

この機能を使うと、受信した電子メールに対して自動的に返信メッセージが送ら
れます。休暇などで長期間メールを読めない場合などにこの機能を設定しておく
と便利です。

同じ送信者に対しては、不在時自動応答メールは週に一回しか送信されません。
「不在時自動応答」を設定しても、ローカルサーバは送られてきた電子メールを受
信、保管します。ただし、「電子メール転送」も同時に設定すると、送られて来た
電子メールは全て転送され、ローカルサーバには電子メールのコピーは保存され
ませんのでご注意ください。

不在時自動応答を有効にする

不在時自動応答の設定は、次の手順で行います。

1. 画面左の［個人プロフィール］>［電子メール］をクリックします。［電子
メールの設定］画面が表示されます。（図 27参照）

2. このテーブルの［不在時自動応答メッセージ］セクションにあるボックスを
チェックすると、この機能が有効になります。

3. ［不在時自動応答メッセージ］スクロールテキストウィンドウに、不在中、
ユーザに自動送信したいメッセージを記述します。

4. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

不在時自動応答を無効にする

不在時自動応答の解除は、次の手順で行います。

1. 画面左の［個人プロフィール］>［電子メール］をクリックします。［電子
メールの設定］テーブルが表示されます。図 27をご参照ください。

2. このテーブルの［不在時自動応答メッセージ］セクションにあるチェックボッ
クスからチェックマークを外します。

3. ［変更を保存］ボタンをクリックすると、不在時自動応答が OFFになります。
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ディスク利用状況

ディスク利用状況セクションには、現在使用しているディスク容量、ディスク上
の空き容量、利用できるハードディスク容量、使われているディスク容量の比率
が表示されます。

ディスク利用状況を表示する

［ディスク利用状況］を表示するには、次の操作を行います。

1. ［個人プロフィール］>［ディスク利用状況］をクリックします。［ディスク
の使用状況］テーブルに使用状況データが表示されます。（図 28参照）

このテーブルには、使用ハードディスク容量、空きハードディスク容量、利
用できるハードディスク容量（いずれもMB）、および使用率が表示されます。

図 28 ［ディスクの使用状況］画面
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バックアップ

バックアップ機能により、ブラウザを使ってユーザアカウントにあるデータをパ
ソコンにバックアップできます。この機能により、RaQ XTR 上のアカウントの
ホームディレクトリに含まれるファイルとサブディレクトリをバックアップでき
ます。

バックアップされたファイルには .tgzという拡張子が付きます。

バックアップを実施する

バックアップを行うには、次の操作を行います。

1. ［個人プロフィール］>［バックアップ］をクリックします。［個人データの
バックアップ］テーブルが表示されます。図 29をご参照ください。

テーブルにはバックアップファイルのアーカイブ名と推定サイズ（MB）が
表示されます。

2. ［アーカイブ名］フィールドには、ユーザ名とバックアップ日を組み合わせた
デフォルト名が表示されます。

［アーカイブの推定サイズ］フィールドには、バックアップファイルの推定サ
イズが表示されます。表示された数字の少ない方は、ホームディレクトリに
あるファイルが 2:1 の割合で圧縮された場合の数字で、大きい方の数字は、
ファイルが圧縮されない場合のサイズを示します。

3. ［開始］ボタンをクリックすると、バックアップ処理が開始されます。ダイア
ログボックスが表示され、バックアップファイルの保存先を尋ねます。

4. 場所を指定して、［保存］ボタンをクリックします。バックアップの進行状況
が棒グラフにパーセントで表示されます。

図 29 ［個人データのバックアップ］テーブル



第 3章 :サイトユーザ

52 Cobalt RaQ XTRユーザマニュアル

復元

復元機能により、アカウントのホームディレクトリに含まれるファイルとサブ
ディレクトリを .tgz拡張子の付いたバックアップファイルから復元できます。詳
細については、「バックアップ」（p.51）をご参照ください。

復元を実施する

復元に要する時間は、次の２つの要因によって異なります。

• RaQ XTRサーバとバックアップファイルのあるパソコンとの接続速度

• バックアップアーカイブのサイズ（ファイルサイズが大きいほど、ユーザの
ホームディレクトリにアップロードする時間や、RaQ XTR サーバでの処理
時間が長くなります）

!
ご注意：最新のデータとバックアップデータをマージすることはで
きません。データが復元されると、最後のバックアップ以降にホー
ムディレクトリ内のファイルに加えられた変更内容は失われます。

!
ご注意：復元作業を中断するとデータが破損することがありますの
でご注意ください。

✍ ご参考：アーカイブファイルをホームディレクトリにアップロード
するには、ブラウザではなく FTPアプリケーションを使うようお勧
めします。
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復元を行うには、次の操作を行います。

1. ［個人プロフィール］>［復元］をクリックします。［個人データの復元］テー
ブルが表示されます。図 30をご参照ください。

• 保管されているアーカイブ（.tgz）：ホームディレクトリに既にアップ
ロードされているバックアップアーカイブファイル（.tgz）を復元でき
ます。プルダウンメニューからアーカイブファイルを選択します。

• アーカイブのアップロード：.tgz 拡張子の付いたアーカイブファイルに
バックアップデータを保存します。［参照］ボタンを使ってお使いのパソ
コン上にある .tgz アーカイブファイルを指定するか、プルダウンメ
ニューを使ってホームディレクトリにあるアーカイブファイルを選択し
ます。

• 選択的復元：バックアップアーカイブファイルの内容を参照して、復元
したいファイルだけを選択できます。

• 復元先の指定：デフォルト設定により、ファイルはすべてユーザのホー
ムディレクトリに復元されます。このフィールドにサブディレクトリ名
を入力すると、ホームディレクトリではなく、そのサブディレクトリに
ファイルが復元されます。存在しないサブディレクトリ名を指定すると、
そのサブディレクトリが自動的に生成されます。

2. ［アーカイブを復元］ボタンをクリックすると、復元処理が開始します。

3. ［選択的復元］が選択されていると、別のブラウザウィンドウが表示され、復
元可能なファイルのリストが表示されます。

ファイルを選択するには、ファイル名の横にあるボックスをクリックして
チェックします。

［復元］ボタンをクリックして続行します。ブラウザウィンドウが閉じます。

4. 復元されたファイルの一覧が表示されます。他のアーカイブを復元する場合
には、［別のアーカイブを復元する］ボタンをクリックします。

✍ ご参考：「選択的復元」オプションはデフォルトで有効になっていま
す。



第 3章 :サイトユーザ

54 Cobalt RaQ XTRユーザマニュアル

図 30 ［個人データの復元］テーブル
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第 4章

サイトの管理

本章では、RaQ XTRサーバの「サイト管理者」が行う操作について説明します。

サイト管理者は、RaQ XTR にある仮想サイトを管理し、仮想サイトを通じてサ
イトユーザにウェブパブリッシング、電子メール、FTPなどのサービスを提供し
ます。サイト管理業務には、仮想サイトのユーザアカウントやアクセス権の設定、
メーリングリストの設定と管理、SSL（Secure Sockets Layer）の設定（RaQ XTR
管理者が SSL接続を有効にした場合）、仮想サイトと FTP設定等があり、その他
にサイト管理者はユーザの電子メール設定にアクセスしたり、仮想サイトのハー
ドドライブやウェブ利用状況に関する報告を生成したり、ファイルのバックアッ
プや復元を行うことができます。

サイト管理者は、第 3章「サイトユーザ」に記載されたようなサイトユーザ向け
操作をすべて行う権限をもちます。

各サイトのサイト管理者は RaQ XTR 管理者が指定します。サイト管理者は、
（RaQ XTR管理者も兼任しているのでない限り）指定された仮想サイトしか管理
できません。

サイト管理者が他のサイトユーザをサイト管理者に指定することもできます。

図 31は、サイト管理者のアクセスできるレベルを示します。

✍ ご参考：仮想サイトのサイト管理者が RaQ XTR管理者も兼任する
場合、adminとしてログインすることにより、すべてのサーバ管理
業務にもアクセスできます。

✍ ご参考：各手順をわかりやすく説明するため、メニューコマンドは
括弧（［］）に入れて示します。右向きのアングルブラケット（>）
により、クリックする各項目を区別してあります。

例えば、［サイトの管理］>［コントロールパネル］>［ネットワー
ク］とは、最初に画面上の［< サイト名 >］タブを、次に左側に表
示された［コントロールパネル］をクリックした後、サブメニュー
の［ネットワーク］をクリックすることを意味します。
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図 31 サイト管理者の権限

サイト管理者は、ウェブブラウザから仮想サイトの管理を行えます。特定サイト
の［サイトの管理（<サイト名 >）］画面を開くには、ブラウザの URLフィール
ドに http://< ＜サイト名＞ >/siteadmin/ と入力します。RaQ XTR のユーザイン
ターフェイスが表示され、サイト管理者のユーザ名とパスワードの入力を求めら
れます。それらを入力すると、［サイトの管理（< サイト名 >）］画面が表示され
ます（図 32参照）。

✍ ご参考：［サイトの管理］画面にアクセスするには、ウェブブラウザ
に完全なドメインネームを入力する必要があります。［サイトの管
理］画面は、入力されたサイト名が不完全または別名（エイリアス）
ではアクセスできません。

名前ベースの仮想サイトでは、サーバを正しく指定するよう DNS
情報を設定しない限り、URL http://<サイト名 >/siteadmin/を入力
しても［サイトの管理］画面にはアクセスできません。但し、
RaQ XTR管理者は、［サーバの管理］画面からいつでも［サイトの
管理］画面にアクセスできます。
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サイト管理者が RaQ XTR管理者を兼任する場合も、［サーバの管理］>［サイト
の管理］を選択して［サイトの管理］業務にアクセスできます。［仮想サイトのリ
スト］が開き、RaQ XTR上の全仮想サイトが表示されます。

管理したい仮想サイトの右欄にある緑色の鉛筆アイコンをクリックします。［サイ
トの管理］画面が開き、サイト名が画面上に表示されます。この画面からサイト
管理業務にアクセスできます。

［サイトの管理］画面を開くと、まず［ユーザの管理］ページが表示されます。
［ユーザのリスト］テーブルには、サイトユーザがユーザ名の昇順に表示されま
す。図 32をご参照ください。

［ユーザのリスト］の５列には各サイトユーザに関する情報が表示され、RaQ XTR
管理者やサイト管理者はそれらを使ってサイトユーザを管理あるいは削除できま
す。

• １列目は、サイトユーザの氏名（漢字）です。

• ２列目は、サイトユーザのユーザ名（英数字）です。

• ３列目は、サイトユーザの電子メールエイリアスです。

• ４列目には、そのサイトユーザが使えるサービス（Telnet/Shellアクセス、
FrontPage サーバエクステンション、APOP（セキュア POP3）、サイト管理
者、サスペンドなどを示すアイコンが表示されます。

• ５列目には、サイトユーザの設定変更、電子メールの設定変更、サイトユー
ザの削除を行えるアイコンが表示されます。

これらのアイコンの詳細については、「序章」（p.vii）をご参照ください。

サイトの管理業務については次項で詳しく説明します。

図 32 ［ユーザのリスト］テーブル
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サイトの管理タブの構成
以下の機能は、サーバデスクトップの［サイトの管理（< サイト名 >）］タブか
ら操作できます。これらの機能については、この章の後で説明します。

1. ユーザの管理（「ユーザの管理」（p.59）参照）

a. ユーザ別

b. ファイルのインポート／エクスポート

2. リストの管理（「メーリングリストの管理」（p.73）参照）

3. サイトの設定（「サイトの設定」（p.77）参照）

a. 一般設定

b. FTP

c. SSL

4. サイトの利用状況（「サイトの利用状況」（p.92）参照）

a. ウェブ

b. FTP

c. 電子メール

d. ディスク

5. バックアップ（「バックアップ」（p.100）参照）

6. 復元（「復元」（p.104）参照）
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ユーザの管理
［サイトの管理］画面から［ユーザの管理］ページを開くと、サイトユーザのデ
フォルト設定、ユーザの追加と削除、ユーザ名やパスワードの指定と修正、ユー
ザへ割り当てるディスク容量の指定、Telnetアクセスの許可、電子メールのエイ
リアス設定など、サイトユーザ関連の管理業務を行えます。

サイトユーザのデフォルト値を設定する

まず、サイトユーザのニーズを調査し、設定するデフォルト値を決めます。

図 33に、サイトユーザのデフォルト値設定画面を示します。

図 33 サイトユーザのデフォルト設定

✍ ご参考：サイトユーザのデフォルト値の設定はサイト管理者または
RaQ XTR管理者が行います。
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ユーザのデフォルト設定を修正する

サイトユーザのデフォルト値を変更するには、次の操作を行います。

1. ［サイトの管理］>［ユーザの管理］>［ユーザ］を選択します。［ユーザのリ
スト］テーブルが表示されます。

2. ［ユーザのデフォルトを設定］ボタンをクリックします。［ユーザのデフォル
ト］テーブルが表示されます。

3. サイトのデフォルト値を入力します。次のデフォルト値を設定できます。

• 最大ディスク容量（MB）：新規ユーザがファイルやウェブページの保存
に使えるディスク容量の最大値。

• ［ユーザのリスト］テーブルに一度に表示されるサイトユーザの数。

サイトユーザへの Telnet/Shell アクセス、FrontPage ユーザウェブ、APOP
（セキュア POP3）の提供も指定できます。ただし、そのサイトに提供されて
いないサービスには「無効」と表示されます。

4. ［変更を保存］ボタンをクリックします。システムが設定を保存し、［ユーザ
のリスト］テーブルが再表示されます。

デフォルト値を設定した後に、サイトユーザごとに設定を変更することもで
きます。「ユーザ設定の変更」（p.67）をご参照ください。

✍ ご参考：サイトユーザ数がここで指定した値を超えると、ユーザリ
ストは複数ページに分割され、次のページを表示するためのボタン
がテーブルの上に表示されます。
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サイトユーザの追加

サイト管理者は、仮想サイトに新規ユーザを追加したり、既存のユーザを削除で
きます。また、他のユーザにサイト管理権限を与えることもできます。

図 34に、サイトユーザやサイト管理者を追加するための画面を示します。

図 34 サイトユーザの追加
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サイトユーザやサイト管理者の追加は、次の手順で行います。

1. ［サイトの管理］>［ユーザの管理］>［ユーザ］を選択します。［ユーザのリ
スト］テーブルが表示されます。

2. ［ユーザを追加］ボタンをクリックします。［新規ユーザを追加］テーブルが
表示されます。

3. サイトユーザ情報を入力します。

• サイトユーザの氏名

• サイトユーザのよみがな（ひらがなで入力します。）

• サイトユーザのユーザ名 ( 半角の英小文字、数字、ピリオド（.）、ハイ
フン（-）、下線（_）が使えます。）

• パスワード（確認のため、2度入力します。）

• そのユーザに割り当てる最大許容ディスク容量（MB）

• Telnet/Shell アクセス（仮想サイトでこのサービスが有効になっている
場合）

• （オプション）サイト管理権限の有無

• FrontPage ユーザウェブ（仮想サイトでこのサービスが有効になってい
る場合）

• APOP（セキュア POP3）（仮想サイトでこのサービスが有効になってい
る場合）

その他に電子メールエイリアスを指定することもできます。詳細については、
「ユーザの電子メール設定とエイリアスの入力」（p.65）をご参照ください。

4. ［新規ユーザを確認］をクリックします。画面が更新され、［ユーザのリスト］
テーブルに新しいサイトユーザが追加されます。

✍ ご参考：RaQ XTR ではユーザインターフェイスを通じて長いパス
ワードがサポートされています。パスワードを選ぶときのガイドラ
インについては、「パスワードのガイドライン」（p.25）をご参照く
ださい。
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検索機能とソート機能

［ユーザのリスト］には検索機能とソート機能があります。図 32 をご参照くださ
い。これらの機能は、仮想サイトに非常に多くのサイトユーザが設定されていて、
一定の条件を満たすサイトユーザだけを表示したい時などに便利です。

以下の条件を使って、サイトユーザを検索できます。

• ユーザ名、氏名、よみがなまたは電子メールエイリアス

• ユーザ名、氏名、よみがな、電子メールエイリアスが指定した文字列に一致
する、または特定の文字列を含む、あるいは含まないユーザ

［検索］ボタンをクリックすると、画面が更新され、検索結果が同様の５列の一覧
表形式で表示されます。テーブルのタイトルは「検索結果（<x>人のユーザを見
つけました )」に変わります。サイトユーザ全員のリストに戻るには、画面左の
［ユーザの管理］>［ユーザ］をクリックします。

次の順序でサイトユーザをソートできます。

• 氏名のよみがな（昇順または降順）

• ユーザ名（昇順または降順）

昇順とは低い値から高い値に向かう順番です（例：Aから Z、1から 9）。降順と
は高い値から低い値に向かう順番です（例：Zから A、9から 1）。デフォルトで
は、［ユーザのリスト］はユーザ名の昇順に並んでいます。

緑色の矢印アイコンの位置と方向から、ユーザのリストがソートされている条件
がわかります。緑色の矢印アイコンをクリックすると、ユーザのリストのソート
順が変わります。画面が更新され、ソート結果が同様の５列の一覧表形式で表示
されます。緑色の矢印アイコンが上向きの場合は昇順、下向きの場合は降順を意
味します。ソート条件でない列の見出しには白い矢印アイコンが付いています。
これはその列の順序がランダムであることを意味します。白い矢印アイコンをク
リックすると、その欄の項目順にソートされ、アイコンが緑色の矢印に変わります。

検索機能とソート機能を両方使って表示をカスタマイズすることもできます。例
えば、ユーザ名に「aki」という文字列が含まれているサイトユーザを検索し、そ
の検索結果を電子メールエイリアスの昇順にソートする、などの操作が可能です。

✍ ご参考：サスペンドされているユーザも検索結果に含まれます。
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サイトユーザリストの検索

サイトユーザリストを検索するには、次の操作を行います。

1. ［ユーザの検索］テーブルの左側のフィールドでは、プルダウンメニューから
［ユーザ名］、［氏名］、［よみがな］、［電子メールエイリアス］のどれかを選択
します。

2. ２番目のフィールドでは、［が、次と一致するユーザを表示］、［に、次の文字
を含むユーザを表示］、［に、次の文字を含まないユーザを表示］のどれかを
選択します。

3. ３番目の入力フィールドには、検索文字列を入力します。

4. ［検索］ボタンをクリックします。画面が更新され、ソート結果が同様の５列
の一覧表形式で表示されます。

サイトユーザリストのソート

サイトユーザリストをソートするには、次の操作を行います。

1. 氏名のよみがなでソートするには、［氏名］の右にある緑色の矢印アイコンを
クリックします。ユーザ名でソートするには、［ユーザ名］の右にある緑色の
矢印アイコンをクリックします。

2. 昇順に並べるには矢印アイコンが上向き（上向きアイコン）に、降順に並べ
るには下向き（下向きアイコン）になるように、矢印アイコンをクリックし
ます。

3. 画面が更新され、ソート結果が同様の５列の一覧表形式で表示されます。

サイトユーザの削除

サイトユーザを削除するには、次の操作を行います。

1. ［サイトの管理］>［ユーザの管理］>［ユーザ］を選択します。［ユーザのリ
スト］テーブルが表示されます。

2. 削除したいユーザを見つけます。

3. そのサイトユーザの右側にある茶色のゴミ箱アイコンをクリックします。削
除を確認するダイアログが表示されます。

4. ［OK］をクリックすると、そのサイトユーザのアカウントとファイルがすべ
て削除されます。

✍ ご参考：大量のデータを有するサイトユーザを削除する場合や、操
作に長い時間がかかるとシステムが判断した場合には、ユーザの削
除中に進行状況を示す画面が表示されます。ユーザが完全に削除さ
れると、画面にその情報が表示されます。
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ユーザの電子メール設定とエイリアスの入力

メール転送と不在時応答

各サイトユーザは、RaQ XTR 上にある自分の電子メールを別の電子メールアカ
ウントに転送するよう設定できます。また、休暇中などの不在時に受信したメー
ルに自動的に応答する返信メッセージも設定できます。休暇などで長期間メール
を読めない場合などにこの機能を設定しておくと便利です。

これらの電子メール設定は、サイトユーザ自身の他、サイト管理者が指定するこ
ともできます。詳細については「ユーザ設定の変更」（p.67）をご参照ください。

電子メールエイリアス

電子メールエイリアス機能を利用すると、RaQ XTR に新しいユーザアカウント
を作らずに任意の電子メールアドレスを設定できます。エイリアス宛の電子メー
ルは、既存の電子メールアドレスに転送されます。例えば、sales@company.com
などのエイリアスを設定しておけば、このエイリアス宛のメールはすべて自動的
に特定の電子メールユーザのメールボックスへ転送されます。

RaQ XTR では、登録ユーザ全員が RaQ XTR サーバ上のすべての仮想サイトで
一意のユーザ名を持つ必要があります。これは、すべてのユーザがオペレーティ
ングシステムにおいて同じパスワードデータベースファイルを共有するためで、
別々の仮想サイトに属するユーザでも同じユーザ名を持つことはできません。例
えば、abc.com という仮想サイト上に <yasuda> というユーザ名を持つユーザが
存在する場合、その RaQ XTR 上では、他の誰も <yasuda> というユーザ名を使
えません。但し、yyasuda、yasuday、yasuda1、yasuda2 のような類似のユーザ
名を使うことはできます。

しかし、電子メールエイリアスを使うと、異なる仮想サイト上で複数のユーザが
同じユーザ名で電子メールアドレスを持つことができます。例えば、
yasuda@abc.comと yasuda@xyz.comの両方の電子メールアドレスが使えるよう
になります。ただし、これは電子メールアドレスだけの話で、登録ユーザのユー
ザ名はあくまでも一意にする必要があります。

✍ ご参考：各サイトユーザは、［個人プロフィール］タブからメール転
送や不在時自動応答を設定、変更できます。「個人プロフィール」
（p.47）をご参照ください。

✍ ご参考：同じ送信者に対しては、不在時自動応答メールは週に一通
しか送信されません。
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例えば、abc.com という仮想サイトのサイト管理者が「安田豊」というユーザに
ユーザ名 <yasuda>を与え、電子メールアドレスを yasuda@abc.comに設定した
とします。同じ RaQ XTRサーバ上にある xyz.comというサイトのサイト管理者
が「安田学」というユーザにユーザ名 <myasuda> を与え、その電子メールエイ
リアスを yasuda@xyz.com に設定すると、yasuda@xyz.com 宛の電子メールは、
仮想サイト xyz.com の登録ユーザである <myasuda> の電子メールアドレス
myasuda@xyz.comに配送されます。

また、１人のサイトユーザが複数の電子メールエイリアスを設定すると、どのエ
イリアスアドレスへ宛てた電子メールもすべて登録ユーザのメールアカウント
で受け取ることができます。例えば、abc.comという仮想サイトの登録ユーザで
ある渋谷寿夫（ユーザ名 <shibuya>) が、hshibuya@abc.com、HS@abc.com、
hisao.shibuya@abc.com、hisao@abc.com、alpha@abc.com という電子メールエ
イリアスを持つとすると、それらのアドレスに宛てられたメールはすべて
<shibuya@abc.com>に配送されます。

また、サイト管理者が webmaster@abc.com、info@abc.com、sales@abc.com、
comments@abc.com、support@abc.comなどのエイリアスを設定して、それらへ
宛てたメールをすべて特定の電子メールアカウントで受け取ることもできます。

電子メールエイリアスを指定する

サイトユーザに電子メールエイリアスを指定する方法については、「サイトユーザ
の電子メールオプションの変更」（p.68）をご参照ください。

仮想サイトにデフォルト電子メールアカウントを作成する方法については、「デ
フォルト電子メールアカウント」（p.69）をご参照ください。
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ユーザ設定の変更

サイトユーザの設定を変更する

登録ユーザの氏名、よみがな、パスワード、ディスク容量の割り当て、
Telnetアクセス、FrontPageの使用、APOP（セキュア POP3）、サイト管
理者権限、サスペンドなどの設定を変更するには、緑色の鉛筆アイコンを
クリックします。

1. ［サイトの管理］>［ユーザの管理］>［ユーザ］を選択します。［ユーザのリ
スト］テーブルが表示されます。

2. 設定を変更したいサイトユーザの右欄にある緑色の鉛筆アイコンをクリック
します。［ユーザを修正］テーブルが表示されます。図 35をご参照ください。

3. ［ユーザを修正］テーブルの情報を書き換えます。

4. ［修正を確認］ボタンをクリックします。画面が更新され、［ユーザのリスト］
テーブルが再表示されます。

図 35に、サイトユーザを修正するための画面を示します。

図 35 ［ユーザを修正］テーブル

✍ ご参考：RaQ XTR ではユーザインターフェイスを通じて長いパス
ワードがサポートされています。パスワードを選ぶときのガイドラ
インについては、「パスワードのガイドライン」（p.25）をご参照く
ださい。
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サイトユーザの電子メールオプションの変更

サイトユーザの右欄にある封筒アイコンをクリックすると、電子メールの
転送先、電子メールエイリアス、不在時自動応答メッセージなど、サイト
ユーザの電子メールオプションを設定、変更できます。

これらオプションの詳細については、「ユーザの電子メール設定とエイリアスの入
力」（p.65）をご参照ください。

1. ［サイトの管理］>［ユーザの管理］>［ユーザ］を選択します。［ユーザのリ
スト］テーブルが表示されます。

2. サイトユーザの右欄にある封筒アイコンをクリックします。［電子メールの設
定 - <ユーザ名 >］テーブルが表示されます。図 36をご参照ください。

3. 電子メールの転送先アドレスを追加するには、［電子メールの転送先］フィー
ルドに電子メールアドレスを入力します。

4. 電子メールエイリアスを追加するには、電子メールの宛先として使いたい名
前を［電子メールエイリアス］フィールドに入力します。例えば、<shibuya>
というユーザ名を持つユーザに対して、「hisao.shibuya」、「hisao」、「alpha」
などと指定します。

電子メールエイリアスを指定する際、ドメインネームは付けないでください。
仮想サイトに属するサイトユーザには、自動的にその仮想サイトのドメイン
ネームが割り当てられます。電子メールエイリアスも同様で、異なるドメイ
ンネームを含む電子メールエイリアス（例：hshibuya@cobaltquebe.org）を
指定すると、ソフトウェアが混乱します。

複数のエイリアスを入力する場合には、改行するか、半角の空白文字で区切っ
てください。

5. 不在時自動応答を有効にするには、［不在時自動応答メッセージ］フィールド
のチェックボックスをクリックして、右側のウィンドウにメッセージを入力
します。

6. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

図 36に、サイトユーザの電子メールオプションを変更する画面を示します。
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図 36 電子メールの設定テーブル

デフォルト電子メールアカウント

「デフォルト電子メールアカウント」とは、仮想サイトに存在しないユーザや削除
されたユーザ宛の電子メールを受信するためのアカウントです。例えば、
junko@cobalt.co.jp 宛の電子メールを受け取ったが、“junko”というユーザ名が
“cobalt.co.jp”というドメインに存在しない場合、その電子メールはデフォルト
電子メールアカウントへ配信されます。

このアカウントは、RaQ XTR管理者またはサイト管理者が、仮想サイト上の既存
のユーザに特定のエイリアスを指定して、設定します。このユーザはサイト管理
者以外でも構いません。

デフォルト電子メールアカウントは、RaQ XTR管理者またはサイト管理者が、受
信者となる仮想サイト上の既存ユーザを選び、「@<ホスト名 .ドメインネーム >」
という電子メールエイリアスを指定するだけで、簡単に設定できます。< ホスト
名 .ドメインネーム >は仮想サイトのドメインネームです。

1. ［サイトの管理］>［ユーザの管理］>［ユーザ］を選択します。［ユーザのリ
スト］テーブルが表示されます。

2. デフォルト電子メールを受信するユーザを選び、その右欄にある封筒アイコ
ンをクリックします。［電子メールの設定 - <ユーザ名 >］テーブルが表示さ
れます。図 36をご参照ください。

3. ［電子メールエイリアス］フィールドに「@< ホスト名 . ドメインネーム >」
と入力します。

4. このフィールドにすでに別のエイリアスが指定されている場合には、改行し
てこのエイリアスを追加します。

5. ［変更を保存］ボタンをクリックします。
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サイトユーザのインポート／エクスポート
サイト管理者は、ユーザ名とその設定を含む特定フォーマットのテキストをアッ
プロードすることにより、仮想サイトにユーザリストをインポートできます。ま
た、仮想サイトのユーザリストを、インポート機能と互換性のあるテキストファ
イルにエクスポートすることもできます。

これら機能により、サイト管理者は多数のサイトユーザのアカウントを素早く作
成、管理できます。

TSVテキストファイルの作成

ユーザをファイルからインポートするには、まずユーザ情報を含むテキストファ
イル（ユーザリスト）を作成します。ユーザリストにはタブ区切り（TSV）フォー
マットを用い、各ユーザ毎に改行してください。

各ユーザのユーザ情報は、次の順序で記述してください。

<ユーザ名><Tab><氏名><Tab><パスワード><Tab><電子メールエイリアス><Tab>
<読み仮名 >

各パラメータはタブで区切ります。「ユーザ名」「氏名」「パスワード」は必須で
す。「電子メールエイリアス」と「読み仮名」は省略できますが、「電子メールエ
イリアス」のみを省略する場合には「パスワード」の後にタブを２つ入れてから
「読み仮名」を記述してください。「電子メールエイリアス」は複数指定できます。
その場合には、各エイリアスを半角スペースで区切ってください。

割り当てられたディスク容量やアクセス権限などのパラメータは、サイトユーザ
ごとにファイルで指定することはできません。ただし、［ユーザのデフォルト］
ページで指定された設定は、インポートされる各ユーザに適用されます。例えば、
テキストファイルに含まれる全ユーザの FrontPage 機能を有効にしたい場合、
［ユーザのデフォルト］テーブルから FrontPageをデフォルトで有効に設定してお
きます。

以下に、ユーザ２名を含むサンプルファイルを示します。

shibuya<Tab>渋谷寿夫<Tab>4ng3lf1r3<Tab>h_shibuya<Tab>しぶやひさお

yasuda<Tab>安田豊 <Tab>s04p<Tab>y_yasuda<Tab>やすだゆたか

✍ ご参考：サイト管理者がサイトユーザに特定サービスを提供するに
は、RaQ XTR管理者がその仮想サイトに対してそのサービスを有
効にしておく必要があります。

✍ ご参考：<Tab> は、キーボードの Tab キーを意味します。
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ユーザリストをインポートする

ユーザリストをインポートするには、次の操作を行います。

1. ［サイトの管理］>［ユーザの管理］ >［ファイルのインポート／エクスポー
ト］を選択します。［ユーザリストのインポート］と［ユーザリストのエクス
ポート］テーブルが表示されます。

2. ［ユーザリストのインポート］テーブル（図 37を参照）で、ユーザリストを
HTTPを通してリモートURLからダウンロードするか、ローカルコンピュー
タからアップロードするかを選択します。

URL フィールドに URL を入力するか、［参照］をクリックしてファイルを
指定します。

3. ［ユーザのインポート］ボタンをクリックします。インポートを確認するダイ
アログが表示されます。

続行すると、進行状況を示す画面が表示され、何行のテキストファイルが処
理されたか、何名のユーザが追加されたかを示します。

4. エラーが発生すると、ファイル内の全ての行を処理し終わったときに、その
サマリー報告が表示されます。サマリーは、どの行でエラーが起こり、なぜ
ユーザが追加されなかったかを報告します。

エラーが発生せずに処理が完了すると、新しく追加されたユーザを含んだ
［ユーザのリスト］テーブルが表示されます。

図 37 ユーザのインポート／エクスポートテーブル
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サイトユーザをテキストファイルにエクスポートする

サイト管理者は、仮想サイトのユーザリストを、上記のインポート機能と互換性
のあるテキストファイルにエクスポートすることができます。ファイルはローカ
ルコンピュータにダウンロードされます。

ただし、パスワードの保管には暗号化アルゴリズムが使われるため、各ユーザの
実際のパスワードは復元できません。そのため、エクスポートする各ユーザに割
り当てる一時的なパスワードの作成方法が２通り用意されています。

ユーザリストをエクスポートする

ユーザリストをエクスポートするには、次の操作を行います。

1. ［サイトの管理］>［ユーザの管理］ >［ファイルのインポート／エクスポー
ト］を選択します。［ユーザリストのインポート］と［ユーザリストのエクス
ポート］テーブルが表示されます。

2. ［ユーザリストのエクスポート］テーブル（図 37を参照）で、エクスポート
された各ユーザに一時的パスワードを割り当てるために、デフォルトのパス
ワード作成方法を選択します。ランダムパスワードを生成するか、サイトユー
ザのユーザ名をパスワードに適用できます。

希望するオプションのラジオボタンをクリックします。

3. ［ユーザリストをダウンロード］をクリックします。ファイルはローカルコン
ピュータにダウンロードされます。
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メーリングリストの管理
［サイトの管理］画面の［メーリングリストの管理］ページを使うと、仮想サイト
のメーリングリストの設定と管理を行えます。

メーリングリストは、共通の仕事や興味を持つユーザがグループ内で電子メール
によるディスカッションを行う場を提供します。各メーリングリストには、
monterey_project などの固有の名前を付けます。RaQ XTR 上の登録ユーザだけ
でなく、外部のユーザもメーリングリストに含めることができます。

メーリングリスト名を宛先アドレスとするメッセージは、リストに登録されてい
るユーザ（「購読者」と呼ばれます）全員に配信されます。

メーリングリストのメッセージに返信する場合、メッセージの送信者にだけ、ま
たはリストの購読者全員に送信できます。この機能は、お使いの電子メールクラ
イアントに応じて異なります。

図 38に、［メーリングリスト］テーブルを示します。

図 38 ［メーリングリスト］テーブル
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メーリングリストの追加

RaQ XTR上でメーリングリストを追加するには、次の操作を行います。

1. ［サイトの管理］>［メーリングリストの管理］を選択します。［メーリング
リスト］テーブルが表示されます。

2. ［メーリングリストを追加］ボタンをクリックします。［メーリングリストを
追加］テーブルが表示されます。図 39をご参照ください。

3. ［リスト名］フィールドにメーリングリスト名を入力します。

半角の英小文字、数字、ハイフン（-）、アンダースコア（_）のみが使用でき
ます。メーリングリスト名の文字数に制限はありません。

4. メーリングリストのパスワードを入力します。メーリングリストの管理業務
に必要なパスワードです。

5. ［ユーザによるリスト購読を許可する］オプションを選ぶと、誰でもメーリン
グリストの購読と購読中止を自由に行えます。

このオプションを有効にするには、その横のチェックボックスをクリックし
ます。

購読または購読を中止するには、各ユーザが、電子メールの本文に「subscribe
リスト名（購読する場合）」または「unsubscribeリスト名（購読中止する場
合）」と記述して、「majordomo@< ホスト名 . ドメインネーム >」宛に送信
します。<リスト名 >にはメーリングリストの名前を入力してください。

6. ［非購読者からの電子メールを受信する］オプションを有効にすると、メーリ
ングリストの購読者以外がメーリングリスト宛に送った電子メールを受け付
けることができます。

このオプションを有効にするには、その横のチェックボックスをクリックし
ます。

7. メーリングリストに外部受信者を追加します。

メーリングリストに外部受信者を追加するには、その電子メールアドレス
（例：hshibuya@xyz.com）を［外部受信者］フィールドに入力します。

✍ ご参考：パスワードを選ぶときのガイドラインについては、「パス
ワードのガイドライン」（p.25）をご参照ください。
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8. メーリングリストにローカル購読者を追加します。

RaQ XTRのユーザを追加するには、［非購読者］リストから名前を選び、左
矢印をクリックし、そのユーザを［購読者］リストに移動します。

RaQ XTRのユーザを削除するには、［購読者］リストから名前を選び、右矢
印をクリックし、そのユーザを［非購読者］リストに移動します。

［表示されている登録ユーザ全員を選択］ボタンをクリックすると、それぞれ
のリスト内のすべての登録ユーザを選択できます。

9. ［新規メーリングリストを確認］ボタンをクリックします。

図 39に、［メーリングリストの管理］ページの［メーリングリストを追加］テー
ブルを示します。

図 39 ［メーリングリストを追加］テーブル
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メーリングリストの修正

メーリングリストを修正するには、次の操作を行います。

1. ［サイトの管理］>［メーリングリストの管理］を選択します。［メーリングリ
スト］テーブルが表示されます。

2. 修正したいメーリングリストの右欄にある緑色の鉛筆アイコンをクリックし
ます。［メーリングリストを修正］テーブルが表示されます。図 40 をご参照
ください。

3. 必要に応じて情報を書き換えます（「メーリングリストの追加」手順をご参照
ください）。

4. ［修正を確認］をクリックします。

図 40に、［メーリングリストの管理］ページの［メーリングリストを修正］テー
ブルを示します。

図 40 ［メーリングリストを修正］テーブル

メーリングリストの削除

メーリングリストを削除するには、次の操作を行います。

1. ［サイトの管理］>［メーリングリストの管理］を選択します。［メーリング
リスト］テーブルが表示されます。

2. 削除したいメーリングリストの右欄にある茶色のゴミ箱アイコンをクリック
します。削除を確認するダイアログが表示されます。
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3. ［OK］をクリックすると、そのメーリングリストが削除されます。

サイトの設定

［サイトの設定］テーブルのフィールドの詳細については、「仮想サイトについて」
（p.120）をご参照ください。

図 41に、［サイトの設定］テーブルを示します。

［サイトの管理］画面の［サイトの設定］テーブルを使うと、RaQ XTR管理者は
次の操作を行えます。

• 仮想サイトの IPアドレス、ホスト名、ドメインネームの表示と変更

• ウェブサーバの別名の使用

• 電子メールサーバの別名の使用

• 仮想サイトに割り当てられているディスク容量の変更

• 仮想サイト上のサイトユーザ数

• Telnet/Shell アクセス、CGI スクリプト、SSL、SSI、FrontPage サーバエク
ステンション、ASP（アクティブサーバページ）、PHP、APOP（セキュア
POP3）の有効化または無効化

• 仮想サイトのサスペンド

✍ ご参考：RaQ XTR管理者のみが仮想サイトの設定を変更できます。

RaQ XTR管理者でないサイト管理者の画面では、［サイトの設定］ペー
ジは読み取り専用です。［サイトの設定］テーブルのサービスが有効
だと青いチェックマークが、無効だと赤いXアイコンが付きます。
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サイト設定の変更

仮想サイトの設定を変更するには、緑色の鉛筆アイコンをクリックします。

図 41に、読み取り専用の仮想サイトの設定画面を示します。

図 41 読み取り専用のサイト設定画面

✍ ご参考：RaQ XTR管理者のみが仮想サイトの設定を変更できます。
RaQ XTR 管理者でないサイト管理者の画面では、［サイトの設定］
ページは読み取り専用です。
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サイトの設定を変更するには、次の操作を行います。

1. ［サイトの管理］>［サイトの設定］を選択します。［サイトの設定］テーブ
ルが表示されます。

2. ［サイトの設定］テーブルでは、以下のオプションを設定できます。

a. IPアドレス

b. ホスト名

c. ドメインネーム

d. ウェブサーバの別名

e. 電子メールサーバの別名

f. 最大許容ディスク容量（MB）

g. ユーザの最大数

h. FrontPageサーバエクステンションを有効にする

i. SSLを有効にする

j. アクティブサーバページ (ASP)を有効にする

k. PHP埋め込みスクリプトを有効にする

l. シェルアカウントを使用可能にする

m. APOP（セキュア POP3）を使う

n. CGIスクリプトを有効にする

o. SSI（Server Side Includes）を使う

p. サイトをサスペンドする

3. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

✍ ご参考：RaQ XTR 管理者には、［サイトの設定］テーブルの IP ア
ドレス、ホスト名、ドメインネームがハイパーリンク表示されます。

リンクをクリックすると、［サーバの管理］>［コントロールパネル］
>［ネットワーク］のネットワーク設定テーブルが表示されます。

✍ ご参考：サイト管理者には、［サイトをサスペンドする］オプション
は表示されません。
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CGI（Common gateway interface）を使うと、特定のユーザ入力に反応して HTML
ページを動的に生成するようなプログラムを、ウェブサイトに組み込んで実行で
きます。CGI スクリプトは、ユーザのパソコンで作成し、FTP（File Transfer
Protocol）アプリケーションを使って RaQ XTR に転送します（第 6 章「サービ
ス」を参照）。CGIスクリプトのファイルには、.plまたは .cgi拡張子が必要です。

［電子メールサーバの別名］を指定すると、そのサイトユーザはそのエイリアスを
使って電子メールを受信できます。例えば、サイトのホスト名が raqxtr.abc.com
で、ドメインネームが abc.com と mail.abc.com の場合、ユーザは < ユーザ名
>@raqxtr.abc.com、< ユーザ名 >@abc.com および < ユーザ名 >@mail.abc.com
宛のメールをすべて受信できます。

仮想サイトのサスペンド

RaQ XTR の仮想サイトをサスペンドするには、ハードサスペンドとソフトサス
ペンドの２つの方法があります。

ソフトサスペンド

RaQ XTR 管理者は、個々の仮想サイトをサスペンドすることができます。サス
ペンドされたサイトの登録ユーザは、Telnet、FTP、POP3/IMAP/APOPサービス
が使えなくなり、各自の所有するファイルへのウェブアクセスもなくなります。
また、各サイトユーザ宛の電子メールの配信は行われず、電子メールは送信者へ
返送されます。

仮想サイトをサスペンドするには、次の操作を行います。

1. ［サイトの管理］>［サイトの設定］>［一般設定］を選択します。［サイトの
設定］テーブルが表示されます。

2. テーブルの末尾にある［サイトをサスペンドする］の右側にあるボックスを
チェックします。

3. ［変更を保存］ボタンをクリックします。RaQ XTRに設定の変更が保存され
ます。

4. サイトがサスペンドされていることを確認するには、［サーバの管理］アイコ
ンをクリックします。［仮想サイトのリスト］テーブルが表示されます。

そのテーブルでは、サスペンドされているサイトの名前と IP アドレスがグ
レー表示されます。サスペンドされているサイトを修正、削除することもで
きます。
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サイトユーザのサスペンド

サイト管理者または RaQ XTR管理者は、自分が管理する仮想サイト上のサイト
ユーザをサスペンドできます。サスペンドされたサイトユーザは、Telnet、FTP、
POP3/IMAP/APOP サービスが使えなくなり、各自の所有するファイルへのウェ
ブアクセスもできなくなります。ただし、そのサイトユーザアカウントへの電子
メールの配信は引き続き行われます。

サイトユーザをサスペンドするには、次の操作を行います。

1. ［サイトの管理］>［ユーザの管理］>［ユーザ］を選択します。［ユーザのリ
スト］テーブルが表示されます。

2. サスペンドしたいサイトユーザの右欄にある緑色の鉛筆アイコンをクリック
します。［ユーザを修正］テーブルが表示されます。

3. ［ユーザをサスペンドする］の右欄にあるボックスをチェックします。

4. ［修正を確認］ボタンをクリックします。

［ユーザのリスト］テーブルが表示されます。サスペンドされたユーザの４列
目には赤い「X」印が表示され、そのユーザの氏名、ユーザ名、電子メール
エイリアスはグレー表示されます。

FTPの設定

RaQ XTR管理者は、任意の１つの仮想サイトで匿名 FTPサーバを有効にし、アッ
プロードを許可するファイルの最大サイズと、同時にアクセスできる匿名ユーザ
の人数を指定できます。匿名 FTPを有効化すると、パスワードを持たないユーザ
でも、ファイルを FTP からダウンロードしたり、FTP へアップロード（指定サ
イズ以内）することができます。

ただし、RaQ XTR 管理者が匿名 FTP を設定できるのは、各 IP アドレスにつき
仮想サイト（名前ベース）1つだけです。複数のサイトが同じ IPアドレスを共有
している場合には、２番目以降の仮想サイト（名前ベース）では匿名 FTPを有効
にできません。

� 重要：RaQ XTR管理者は、各 IPアドレスにつき仮想サイト（名前
ベース）の１つだけに匿名 FTPを設定できます。複数のサイトが同
じ IP アドレスを共有している場合には、２番目以降の仮想サイト
（名前ベース）では匿名 FTPを有効にできません。

✍ ご参考：RaQ XTR管理者のみが仮想サイトの設定を変更できます。
RaQ XTR 管理者でないサイト管理者の画面では、［FTP の設定］
ページは読み取り専用です。
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仮想サイトの FTP設定を変更するには、次の操作を行います。

1. ［サイトの管理］>［サイトの設定］>［FTP］を選択します。［FTP の設定］
テーブルが表示されます。

2. 設定を変更します。着信ファイルの最大サイズ（MB）と、同時にアクセスを
許可するユーザ数を指定できます。

3. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

匿名 FTP経由でファイルをダウンロードするには、「guest」または「anonymous」
というユーザ名で FTP サイトにログオンします。パスワードは必要ありません。
どちらかのユーザ名でログオンすると、自動的に
/home/sites/<サイト名>/ftp/というディレクトリに入ります。サイト管理者
がここにファイルをアップロードしておくと、匿名ユーザは FTPクライアントソ
フトウェアやウェブブラウザを使ってそれをダウンロードできます。

サイト管理者は、匿名 FTPディレクトリの /ftpにアクセスできます。

匿名ユーザがファイルをアップロードするには、Fetchなどの FTPソフトウェア
を使って /home/sites/< サイト名 >/ftp/incoming/ というディレクトリに
アクセスします。匿名ユーザは、自分がアップロードしたファイルを FTPサイト
上で見ることはできません。Telnet/Shell アクセス権を持つ、そのサイトの登録
ユーザは全員、アップロードされたファイルへアクセスできますが、FTPを介し
てファイルにアクセスできるのはサイト管理者だけです。

「着信ファイルのサイズ」は、匿名 FTP ユーザからのアップロードに割り当てる
ディスク容量の合計です。この値を０にすると、匿名ユーザは FTPサイトにファ
イルをアップロードできなくなります。

SSLの設定
RaQ XTR 管理者は、SSL（Secure Sockets Layer）を使って
RaQ XTR を管理できます。RaQ XTR では 128 ビット暗号
コードによる SSLが提供されており、エンドユーザに対して
安全な接続（ウェブアクセス）を提供できます。RaQ XTRの
SSL は、RSA Security 社の mod_ssl と BSAFE 暗号ソフト
ウェアが採用されています。

「安全な接続」とは、ブラウザと RaQ XTRとの間の接続を誰も盗聴できないこと
（暗号化）、サーバが偽者ではないという保証（デジタル証明）をクライアントが
受け取ることの２点を意味します。セキュリティは次の２つのレベルで保証され
ます。
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ネットワークレベルでは、ブラウザがサーバに最初に接続するときにサーバの証
明書を保存します。これが安全な接続における暗号化です。ブラウザはそのサー
バと通信する度に、その証明書を使って安全な接続が維持されていることを確認
します。

それよりも高いレベルでは、ブラウザによって認知され、信頼のおける外部の認
証機関（VeriSignなど）がサーバの証明書に「署名」します。これが安全な接続
におけるディジタル証明です。証明書と証明書リクエストには、サーバ情報（国、
都道府県、市町村、団体名など）がエンコードされ、外部の認証機関が証明書リ
クエストに署名することにより、そのサーバ情報の正当性が保証されます。

例えば、あるウェブサイトから、米国カリフォルニア州マウンテンビュー市にあ
る Cobalt Networks社から送信されたものであることを示す署名付き証明書が送
られてきた場合、エンドユーザは、このウェブサイトがその街にあるその会社の
ものである事実を（外部の認証機関の署名に基づいて）信頼できます。

「自己署名の証明書」とは外部の認証機関によって署名されていない証明書を意味
します。自己署名の証明書は、安全なウェブ接続が存在することを通知するだけ
で、そのウェブサイトが偽物でないことの保証にはなりません。

ディジタル証明、暗号化、SSLに関する詳細は、付録 I「用語集」をご参照ください。

外部署名 SSL証明書を取得する

ユーザの多くは、外部署名された SSL証明書を希望します。電子商取引には、外
部署名された SSL証明書が必要になります。

SSL 証明書を作成するには、RaQ XTR 管理者が以下のステップを行う必要があ
ります。実際の手順については次ページで説明します。

1. 仮想サイトで SSL証明書を有効にする（p.84参照）

2. 自己署名の証明書を作成する（p.85参照）

3. 自己署名の証明書の情報を外部の認証機関へ提出する（p.88参照）

4. 外部の認証機関からの回答と情報を受け取る（p.88参照）

5. RaQ XTRの SSL設定画面で、自己署名の証明書を外部署名証明書の情報に
置き換える（p.89参照）

6. RaQ XTRに変更内容を保存する
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仮想サイトで SSLを有効にする

仮想サイトで SSLを有効にするには、次の操作を行います。

1. ［サーバの管理］タブを選択します。［仮想サイトのリスト］テーブルが表示
されます。

2. SSLを有効にしたい仮想サイトを選び、その右欄にある緑色の鉛筆アイコン
をクリックします。［ユーザのリスト］テーブルが表示されます。

3. ［サイトの設定］>［一般設定］を選択します。

4. ［SSLを有効にする］の右欄にあるボックスをチェックします。

5. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

RaQ XTRに仮想サイトの設定が保存されます。

� 重要：RaQ XTR管理者が SSLの暗号化を有効にできるのは、各 IP
アドレスにつき１つの名前ベースの仮想サイトだけです。複数のサ
イトが同じ IPアドレスを共有している場合には、２番目以降の仮想
サイト（名前ベース）では SSLを有効にできません。

✍ ご参考：仮想サイトの設定を変更できるのは、RaQ XTR 管理者の
みです。RaQ XTR管理者でないサイト管理者の画面では、［SSLの
設定］ページは読み取り専用です。

✍ ご参考：この機能は、パブリックウェブサーバだけを有効にし、SSL
管理サーバは有効にしません。「メインサイトの SSL証明書」（p.88）
をご参照ください。
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自己署名ディジタル証明書の作成

RaQ XTR管理者が SSLを有効にしたら、サイト管理者は自己署名の証明書を作
成する必要があります。作成した自己署名の証明書は、あとで外部認証機関に署
名してもらいます。

1. ［サイトの管理（< サイト名 >）］タブで、［サイトの設定］>［SSL］を選択
します。［証明書の対象に関する情報］テーブルが表示されます。図 42 をご
参照ください。

2. 各フィールドに次の情報を入力してください。

国：２文字のカントリーコードで国を指定します。（例：JP＝日本、US＝米
国、AU＝オーストラリアなど）

都道府県：都道府県や州などを半角英数字で指定します。（例：Tokyo、Aichi
など）

市町村区：市町村区（例：Takamatsu、Odawara、Minato-kuなど）

会社／団体：会社や団体の名前（例：Cobalt User Group、Cobalt K.K.など）

部課名：部課または所属（省略可）（例：Eigyo、Kaihatsuなど）

3. テーブルの下にあるプルダウンメニューから［新規の自己署名ディジタル証
明書を発行］を選択します。

4. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

RaQ XTR は、与えられた情報を処理し、それに基づいて画面を更新して、
［証明書リクエスト］欄と［ディジタル証明書］欄に新しい自己署名ディジタ
ル証明書を表示します。図 43をご参照ください。
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図 42に、SSL証明書の［証明書の対象に関する情報］テーブルを示します。

図 42 SSL証明書の［証明書の対象に関する情報］テーブル
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図 43に、自己署名 SSL証明書が発行された後のフォームを示します。

図 43 発行された自己署名 SSL証明書
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メインサイトの SSL証明書

ブラウザがユーザ名とパスワードを入力するよう要求すると、RaQ XTR のメイ
ンサイト上で SSLが有効にされたことを意味します。再度ログインする必要があ
る理由は、その（安全な）接続が RaQ XTRにとって新規の接続であるためです。

メインサイト用ディジタル証明書の発行には、次の３つの動作が伴います。

1. すべての RaQ XTR管理画面（サーバの管理、サイトの管理とも）に対して
SSLが有効になります。

2. RaQ XTRに対して SSL管理サーバが有効になります。

3. メインサイト用のディジタル証明書リクエストは、SSLが有効にされている
が自身の証明書リクエストを持たないすべての仮想サイトに配信されます。

SSLが有効になったら、https://<サイト名 >という URLを指定することにより、
「安全な接続」で仮想サイトにアクセスできます。

外部署名ディジタル証明書を得る方法の詳細は、「情報を外部認証団体へ提出す
る」（p.88）をご参照ください。

一方、メインサイトからディジタル証明書を削除すると、証明書が配信されてい
るすべての仮想サイトからもディジタル証明書が削除されます。

SSL用の管理サーバを有効にする

RaQ XTR では、セキュア管理がサポートされています。メインサイト用に生成
された証明書は、セキュア管理にも使われます。そのため、仮想サイト上でセキュ
ア管理を行うためには、RaQ XTR のメインサイト用のディジタル証明書を発行
しておく必要があります。

情報を外部認証団体へ提出する

自己署名の証明書の情報を外部の認証機関へ提出するには、次の操作を行います。

1. ［サイトの設定］>［SSL］画面で、［証明書リクエスト］欄に表示されている
情報をコピーします。

2. 新しいブラウザウィンドウを開き、VeriSignなどの認証団体のウェブサイト
へアクセスします。

3. ステップ 1でコピーしておいた情報をそのウェブサイトのウィンドウにペー
ストします。続いて、ウェブサイトの指示に従います。

外部認証団体から回答を受け取る

認証団体は、ディジタル証明書を電子メールで送信するか、必要な情報をブラウ
ザで返します。
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外部認証団体からの情報を入力する

1. ［サイトの管理（< サイト名 >）］タブで、［サイトの設定］>［SSL］を選択
します。［証明書の対象に関する情報］テーブルが表示されます。

2. ［ディジタル証明書］欄に表示されている情報を削除します。

3. 外部認証団体からの情報をコピーします。（「外部認証団体から回答を受け取
る」（p.88）をご参照ください。）

4. RaQ XTR のサーバデスクトップに戻り、ステップ 3 でコピーしておいた新
しい証明書情報を［ディジタル証明書］欄にペーストします。

5. テーブルの下にあるプルダウンメニューから［手動入力の証明書を使う］を
選択します。

6. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

!
ご注意：テーブルの一番下にあるプルダウンメニューから［証明書
を削除］を選択しないでください。［証明書を削除］を選択すると、
SSL 証明書とプライベートキーが削除されてしまうため、新しい
SSL証明書を外部認証団体から再購入する必要が生じます。
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ブラウザ画面が更新され、外部署名証明書が表示されます。図 44 に、証明書の
例を示します。

図 44 外部署名証明書の例
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SSL証明書の削除

何らかの理由で仮想サイトの SSL証明書を削除したい場合には、次の操作を行い
ます。

1. ［サイトの管理（< サイト名 >）］タブで、［サイトの設定］>［SSL］を選択
します。［証明書の対象に関する情報］テーブルが表示されます。

2. テーブルの下にあるプルダウンメニューから［証明書を削除］を選択します。

3. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

RaQ XTRが情報を処理し、画面が更新されると、［証明書リクエスト］欄と
［ディジタル証明書］欄は空白に戻ります。

!
ご注意：SSL証明書を削除すると、プライベートキーも削除されま
す。プライベートキーを削除すると、外部認証団体から新しい SSL
証明書を再購入する必要が生じます。

✍ ご参考：メインサイトからディジタル証明書を削除すると、証明書
が配信されている仮想サイトからもディジタル証明書が削除されま
す。更に、管理サーバへの安全な接続も解除されます（「https:」か
ら「http:」に戻ります）。
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サイトの利用状況
［サイトの利用状況］ページには、仮想サイトの全体的利用状況に関する統計が表
示されます。

サイト管理者は一定範囲の日数に関するサーバの利用状況レポートを生成できま
す。こうしたレポートにより、サイト管理者は仮想サイトから発生するウェブ、
電子メール、FTPのトラフィックが消費している帯域幅や、仮想サイトに割り当
てられているディスク容量の使用状況を監視できます。

このレポートには、最新データと、過去に処理されたログファイルからコンパイ
ルされたデータが含まれます。ログファイルは毎日午前４時に処理されますが、そ
のとき実際のログファイルを保持するのではなくデータのサマリーを行います。

ウェブ、FTP、電子メールの利用状況の統計テーブルは、すべて同じ形式で表示
され、各タイプの統計レポートは同じ方法で生成されます。

ウェブ

仮想サイト上のウェブトラフィックの統計情報を表示するには、次の操作を行い
ます。

1. ［サイトの管理］>［サイトの利用状況］>［ウェブ］を選択します。レポー
トが既に生成されている場合は、［ウェブ利用状況の統計］テーブルが表示さ
れます。図 45をご参照ください。

レポートが何も生成されていない場合は、［ウェブ利用状況の統計］テーブル
は表示されません。レポートを生成するには、以下のステップ 3をご参照く
ださい。

2. ［ウェブ利用状況の統計］テーブルはいくつかの欄に分かれ、統計の生成日時
など、ウェブ利用状況に関する統計情報を表示します。

その下にある［その他のウェブ利用状況統計］テーブルは、ハイパーリンク
により詳細情報を提供します。リンクをクリックすると、その統計情報の詳
細を棒グラフで表示できます。

• 日／時刻別の統計：累積的アクティビティの分布を時間ごと、あるいは
日付毎に示すグラフです。これら統計により、その仮想サイトが混雑す
る時間や曜日を判断できます。

✍ ご参考：［サーバの管理］タブの［サーバの利用状況］機能につい
ては、「サーバの利用状況」（p.151）をご参照ください。
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• 日／週／月別の統計履歴：一日あたり、一週間あたり、一ヶ月あたりの
ウェブトラフィックの歴史的統計が表示されます。これら統計により、
仮想サイト上のウェブトラフィックが最も混雑する特定の日、週、月を
判断できます。

• ドメイン別のリクエスト数：ウェブトラフィックの発信元であるドメイ
ンをドメイン別またはサブドメイン別に示すグラフです。図 46 に表示
例を示します。サブドメインは親ドメインのサブカテゴリとして表示さ
れ、その数値は親ドメインの数値に含まれ、加算されて表示されます。

• ファイル別のリクエスト数：ウェブトラフィックを、リクエストされた
ファイル別に示すグラフです。

• ファイル種類別のリクエスト数：ウェブトラフィックを、リクエストさ
れたファイル種類別に示すグラフです。

• ログファイルのダウンロード：このハイパーリンクにより、最新のウェ
ブトラフィックログファイルをダウンロードできます。さまざまな分析
ソフトウェアを使い、ログファイルを分析できます。

3. 報告を生成するには、［設定を変更する］ボタンをクリックします。［統計オ
プションの設定］テーブルが表示されます。一定の報告期間を指定して新し
い統計報告を生成できます。

4. プルダウンメニューから報告期間の開始日時と終了日時を選択します。

5. ［統計を更新する］ボタンをクリックします。［ウェブ利用状況の統計］テー
ブルに更新されたデータが表示されます。

✍ ご参考：リゾルブ（変換）されたドメインネーム（com、edu、org
等）をレポートに含むには、［ホスト名の検索］機能がウェブトラ
フィックの発生時に有効となっている必要があります。この機能が
有効でなければ、リゾルブされていない IPアドレスが全トラフィッ
クの発信元として表示されます。

このオプションを有効にできるのは、RaQ XTR管理者だけです。こ
の機能を有効にする方法については、「ウェブサーバ」（p.136）をご
参照ください。
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図 45に、仮想サイト上でのウェブ利用状況の表示例を示します。

図 46に、ウェブ利用状況の［ドメイン別のリクエスト数］の表示例を示します。

図 45 ウェブ利用状況の表示例

図 46 ウェブ利用状況の［ドメイン別のリクエスト数］の表示例
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FTP

仮想サイト上のFTPトラフィックの統計情報を表示するには、次の操作を行います。

1. ［サイトの管理］>［サイトの利用状況］>［FTP］を選択します。報告が既
に生成されている場合は、［FTP利用状況の統計］テーブルが表示されます。
図 47をご参照ください。

レポートが何も生成されていない場合は、［FTP 利用状況の統計］テーブル
は表示されません。レポートを生成するには、以下のステップ 3をご参照く
ださい。

2. ［FTP 利用状況の統計］テーブルはいくつかの欄に分かれ、統計の生成日時
など、FTP利用状況に関する統計情報を表示します。

その下にある［その他の FTP利用状況統計］テーブルは、ハイパーリンクに
より詳細情報を提供します。リンクをクリックすると、その統計情報の詳細
を棒グラフで表示できます。

• 日／時刻別の統計：累積的アクティビティの分布を時間ごと、あるいは
日付毎に示すグラフです。これら統計により、その仮想サイトが混雑す
る時間や曜日を判断できます。

• 日／週／月別の統計履歴：一日あたり、一週間あたり、一ヶ月あたりの
FTPトラフィックの歴史的統計が表示されます。これら統計により、仮
想サイト上の FTPトラフィックが最も混雑する特定の日、週、月を判断
できます。

• ドメイン別のリクエスト数：FTPトラフィックの発信元であるドメイン
をドメイン別またはサブドメイン別に示すグラフです。サブドメインは
親ドメインのサブカテゴリとして表示され、その数値は親ドメインの数
値に含まれ、加算されて表示されます。

• ファイル別のリクエスト数：FTPトラフィックを、リクエストされた
ファイル別に示すグラフです。

• ファイル種類別のリクエスト数：FTPトラフィックを、リクエストされ
たファイル種類別に示すグラフです。

• ログファイルのダウンロード：このハイパーリンクにより、最新の FTP
トラフィックログファイルをダウンロードできます。さまざまな分析ソ
フトウェアを使い、ログファイルを分析できます。

3. 報告を生成するには、［設定を変更する］ボタンをクリックします。［統計オ
プションの設定］テーブルが表示されます。一定の報告期間を指定して統計
報告を生成できます。

4. プルダウンメニューから報告期間の開始日時と終了日時を選択します。

5. ［統計を更新する］ボタンをクリックします。［FTP利用状況の統計］テーブ
ルに更新されたデータが表示されます。
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図 47に、仮想サイト上での FTP利用状況の表示例を示します。

図 47 FTP利用状況の表示例



サイトの利用状況

Cobalt RaQ XTRユーザマニュアル 97

電子メール

仮想サイト上の電子メールトラフィックの統計情報を表示するには、次の操作を
行います。

1. ［サイトの管理］>［サイトの利用状況］>［電子メール］を選択します。レ
ポートが既に生成されている場合は、［電子メール利用状況の統計］テーブル
が表示されます。図 48をご参照ください。

レポートが何も生成されていない場合は、［電子メール利用状況の統計］テー
ブルは表示されません。レポートを生成するには、以下のステップ 3をご参
照ください。

2. ［電子メール利用状況の統計］テーブルはいくつかの欄に分かれ、統計の生成
日時など、電子メール利用状況に関する統計情報を表示します。

その下にある［その他の電子メール利用状況統計］テーブルは、ハイパーリ
ンクにより詳細情報を提供します。リンクをクリックすると、その統計情報
の詳細を棒グラフで表示できます。

• 日／時刻別の統計：累積的アクティビティの分布を時間ごと、あるいは
日付毎に示すグラフです。これら統計により、その仮想サイトが混雑す
る時間や曜日を判断できます。

• 日／週／月別の統計履歴：一日あたり、一週間あたり、一ヶ月あたりの
電子メールトラフィックの歴史的統計が表示されます。これら統計によ
り、仮想サイト上の電子メールトラフィックが最も混雑する特定の日、
週、月を判断できます。

• アドレス別の電子メール利用状況：電子メールを送信した仮想サイトの
ユーザの電子メールアドレス、または仮想サイトのユーザから送信され
た電子メールの着信アドレスを示します。図 49に、その表示例を示しま
す。

• ログファイルのダウンロード：このハイパーリンクにより、最新の電子
メールトラフィックのログファイルをダウンロードできます。さまざま
な分析ソフトウェアを使い、ログファイルを分析できます。

3. 報告を生成するには、［設定を変更する］ボタンをクリックします。［統計オ
プションの設定］テーブルが表示されます。一定の報告期間を指定して統計
報告を生成できます。

4. プルダウンメニューから報告期間の開始日時と終了日時を選択します。

5. ［統計を更新する］ボタンをクリックします。［電子メール利用状況の統計］
テーブルに更新されたデータが表示されます。
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図 48に、仮想サイト上での電子メール利用状況の表示例を示します。

図 49に、電子メール利用状況の［アドレス別の受信メール］の表示例を示します。

図 48 電子メール利用状況の表示例

図 49 電子メール利用状況の［アドレス別の受信メール］の表示例
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ディスク

仮想サイトでのハードディスクの利用状況を表示するには、［サイトの管理］>
［サイトの利用状況］>［ディスク］を選択します。

２つのテーブルが表示されます。

• 「サイトのディスク使用状況 - <サイト名 >」は、仮想サイト全体におけ
るハードディスクの使用状況を報告します。

• 「ユーザのディスク使用状況」は、サイトユーザごとのハードディスク使
用状況を報告します。

図 50に、仮想サイト上でのハードディスク利用状況の表示例を示します。

図 50 ハードディスク利用状況の表示例
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バックアップ
［バックアップ］機能により、ブラウザを使って仮想サイトにあるデータをパソコ
ンにバックアップできます。バックアップされたファイルには .tgzという拡張子
が付きます。

バックアップを行うには、次の操作を行います。

1. ［サイトの管理］>［バックアップ］を選択します。［スケジュールされてい
るサイトウェブデータのバックアップ］テーブルが表示されます。図 51をご
参照ください。

2. 以下のフィールドに情報を入力します。

• アーカイブ名：バックアップアーカイブのファイル名で、仮想サイトの
ドメインネームとバックアップ日時が含まれます。ウェブブラウザはこ
のアーカイブ名を自動的に検出します。

• アーカイブの推定サイズ：バックアップアーカイブファイルの推定サイ
ズです。小さな値はホームディレクトリ中で 2:1 のファイル圧縮を、大
きな値は圧縮のない場合を想定しています。

• バックアップ手段：バックアップアーカイブの転送に使いたいネット
ワークファイル共有手段を選択してください。使いたい方法のラジオボ
タンをクリックします。

各手段の詳細については、「バックアップファイルの保存先」（p.103）を
ご参照ください。

• SMBでは、バックアップファイルがWindowsコンピュータに共有
されるディレクトリに保存されます。

• FTPは、バックアップファイルを FTPサーバに書き込みます。

• NFS では、バックアップファイルがマウント可能な NFS デバイス
に保存されます。

!
ご注意：バックアップされるのは、電子メールメッセージやファイ
ルなどのデータだけです。仮想サイトやサイトユーザの設定はバッ
クアップされません。
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• バックアップ間隔：バックアップの実行頻度を、「毎日」、「毎週」、「毎
月」などの中から選択してください。

• 日：「毎週」または「毎月」のバックアップ間隔の場合、日を設定する必
要があります。「毎週」のバックアップではバックアップを行う曜日を、
「毎月」のバックアップでは日付を選択します。

• 開始時刻：バックアップを開始する時刻を指定します。

3. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

ファイル転送には、数秒から数分かかります。

✍ ご参考：31日がない月もあります。

バックアップ間隔を「毎月」に指定し、「31 日」を選択すると、31
日のある月にだけバックアップ処理が行われます。

!
ご注意：バックアップは中断またはキャンセルしないでください。
中断またはキャンセルした場合や、何らかの理由でファイルの転送
に失敗した場合は、コンピュータ上に保存された部分的なバック
アップファイルを削除してからもう一度やり直してください。部分
的なバックアップファイルを復元しようとすると、サーバ上に既に
保存されているデータが破損することがあります。
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図 51 に、仮想サイトの［スケジュールされているサイトウェブデータのバック
アップ］テーブルを示します。

図 51 仮想サイトの［スケジュールされているサイトウェブデータの
バックアップ］画面
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バックアップファイルの保存先

SMBサーバ

SMBサーバ（Windowsファイル共有）によるバックアップ：

• 保存先（ファイルサーバまたはディレクトリ）、ユーザ名、パスワードを指定
します。

• 保存先は \\server\share\dir1\dir2の形式で入力します。

FTPサーバ

FTPサーバによるバックアップ：

• 保存先（ファイルサーバまたはディレクトリ）、ユーザ名、パスワードを指定
します。

• 保存先は server.name.com/dir1/dir2の形式で入力します。

NFSサーバ

NFSサーバによるバックアップ：

• 保存先のみを指定します。

• 保存先は server:/dir1/dir2の形式で入力します。

• パスワードは不要です。

� 重要：どのバックアップ手段を選んだ場合も、保存先が使用可能で、
バックアップアーカイブを保存するのに十分な空き容量があること
を確認してください。この確認を行わないと、アーカイブファイル
がゼロ長になったり切り捨てられたりすることがあります。
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復元
復元機能により、バックアップデータをバックアップアーカイブから RaQ XTR
サーバに復元できます。サイト管理者は、自分のサイトにのみファイルを復元で
きます。その際、バックアップデータは、バックアップを行ったマシンで復元す
る必要があります

復元を実施する

復元に要する時間は、次の２つの要因によって異なります。

• RaQ XTRサーバとバックアップファイルのあるパソコンとの接続速度

• バックアップアーカイブのサイズ（ファイルサイズが大きいほど、アップロー
ドする時間や RaQ XTRサーバでの処理時間が長くなります）

!
ご注意：復元されるのは、電子メールメッセージやファイルなどのデー
タだけです。仮想サイトやサイトユーザの設定は復元されません。

!
ご注意：最新のデータとバックアップデータをマージすることはで
きません。データを復元すると、最後のバックアップ以降に
RaQ XTR上のファイルに加えられた変更内容は失われます。

!
ご注意：復元作業を中断するとデータが破損することがありますの
でご注意ください。

✍ ご参考：アーカイブファイルをアップロードするには、ブラウザよ
りも FTPアプリケーションを使うようお勧めします。
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復元を行うには、次の操作を行います。

1. ［サイトの管理］>［復元］を選択します。［サイトデータの復元］テーブル
が表示されます。図 52をご参照ください。

2. 以下のフィールドに情報を入力します。

• 保管されているアーカイブ（.tgz）：RaQ XTR に既にアップロードされ
ているバックアップアーカイブファイル (tgz) を復元できます。プルダ
ウンメニューからアーカイブファイルを選択します。

アーカイブファイルが復元されると、ディスク容量節約のためハード
ディスクから削除されます。

• アーカイブのアップロード：サーバは .tgz 拡張子の付いたアーカイブ
ファイルにバックアップされたデータを保存します。［参照］ボタンを
使ってご自分のパソコンにある .tgz アーカイブファイルを指定するか、
プルダウンメニューを使ってアーカイブファイルを選択します。

• 選択的復元：バックアップアーカイブに含まれるファイルの一覧から復
元したいファイルだけを選んで復元できます。

• 復元先の指定：デフォルト設定により、全ファイルはサイトディレクト
リ /home/sites/home/に復元されます。このフィールドにサブディレクト
リ名を指定すると、サイトディレクトリではなく、そのサブディレクト
リ中に全てのファイルが復元されます。存在しないサブディレクトリを
指定すると、自動的に生成されます。

3. ［アーカイブを復元］ボタンをクリックすると、復元処理が開始されます。

4. ［選択的復元］を選択すると、別のブラウザウィンドウが表示されます。開い
たウィンドウには、復元可能なファイルのリストが表示されます。

ファイルを選択するには、ファイル名の横にあるボックスをチェックして有
効にします。

［復元］ボタンをクリックして続行します。ブラウザウィンドウが閉じます。

5. 復元されたファイルの一覧が表示されます。他のアーカイブを復元する場合
には、［別のアーカイブを復元する］ボタンをクリックします。

✍ ご参考：「選択的復元」オプションはデフォルトで有効になって
います。
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図 52に、仮想サイトの［サイトデータの復元］テーブルを示します。

図 52 ［サイトデータの復元］テーブル

非常時のデータ回復

RaQ XTR サーバは、サードパーティによる非常時のデータ回復ソリューション
をサポートしています。これは［サイトの管理］ページにあるバックアップや復
元の機能とは異なります。

RaQ XTR 管理者は、RaQ XTR でサポートされている非常時のデータ回復ソ
リューションのクライアントソフトウェアを設定できます。詳細については、
「バックアップ／復元」（p.160）をご参照ください。

非常時のデータ回復の実施と非常時のデータ回復ソリューション用のサーバサイ
ドソフトウェアの設定に関する詳細は、付録 F「サードパーティのソフトウェア
による非常時のデータ回復」をご参照ください。
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サーバの管理
RaQ XTR管理者は、［サーバの管理］タブをクリックすると、RaQ XTRの［サー
バの管理］画面に戻れます。

RaQ XTR サーバの管理の詳細については、第 5 章「サーバの管理」をご参照く
ださい。

ウェブページのパブリッシュ
ウェブページのパブリッシュに関する詳細は、「ウェブページのパブリッシュ」
（p.190）をご参照ください。

RaQ XTR上でのウェブページのパブリッシュに関する詳細は、「FTPによるホー
ムページのパブリッシュ」（p.191）および「FrontPageによるユーザウェブのホー
ムページのパブリッシュ」（p.193）をご参照ください。
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第 5章

サーバの管理

本章では、RaQ XTR管理者が一般に実行する機能について説明します。
RaQ XTR 管理者は、サーバデスクトップの［サーバの管理］タブからこれら機
能にアクセスできます。

RaQ XTR 管理者とは、RaQ XTR サーバを制御、管理する人物です。サーバ管
理者は、RaQ XTR や仮想サイトを設定するほかに、サイト管理者やサイトユー
ザにアクセス権とサービスを提供します。また、RaQ XTR 管理者は仮想サイト
のサイト管理者として機能することもできます。

RaQ XTR 管理者は、第 4 章「サイトの管理」に記載されたようなサイト管理者
の全管理業務と、第 3章「サイトユーザ」に記載されたサイトユーザが行う操作
もすべて行えます。

RaQ XTR 管理者のユーザ名は admin で、RaQ XTR の全面的な管理権限が与え
られます。RaQ XTR管理者はメインサイト（RaQ XTRの LCDパネルに表示さ
れる IPアドレスを持つサイト）のメンバーです。

図 53に、RaQ XTR管理者のアクセスレベルを示します。

✍ ご参考：各手順をわかりやすく説明するため、メニューコマンドは
括弧（［］）に入れて示します。右向きのアングルブラケット（>）
により、クリックする各項目を区別してあります。

例えば、［サーバの管理］>［コントロールパネル］>［ネットワー
ク］とは、最初に画面上の［サーバの管理］タブを、次に左側に表
示された［コントロールパネル］をクリックした後、サブメニュー
の［ネットワーク］をクリックすることを意味します。
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図 53 RaQ XTR管理者のアクセスレベル
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代理管理者機能
代理管理者（alteradmin）機能により、別の人物に RaQ XTR管理者（admin）と
同じ権限を与えることができますが、代理管理者は adminというユーザ名とパス
ワードを使わずにログインできます。

RaQ XTR サーバを顧客に提供する ISP（インターネットサービスプロバイダ）
は、この機能によって、RaQ XTR 管理者がパスワードを忘れたり、admin のパ
スワードを入力し間違えた場合などに、ISPがサーバにアクセスできます。

alteradminアカウントの設定

RaQ XTR管理者は、次の 2通りの方法で alteradminを設定できます。

• セットアップウィザードから（「システムの設定」（p.24）参照）

• adminの［管理者の設定］テーブルから（「個人プロフィール」（p.47）参照）

alteradminを設定しても、alteradminは RaQ XTRにも、RaQ XTR管理者を含む
どのユーザのサーバデスクトップにも表示されません。

alteradmin が設定されていない状態では、admin の［個人プロフィール］タブに
ある［管理者の設定］テーブルに、alteradmin を有効にしてパスワードを入力す
るためのフィールドが表示されます。「個人プロフィール」（p.47）をご参照くだ
さい。

alteradminが有効になると、alteradminを無効にできるのは alteradmin自身だけ
となります。その操作は、alteradmin の［個人プロフィール］タブにある［管理
者の設定］テーブルから行います。「個人プロフィール」（p.47）をご参照ください。
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RaQ XTR管理へのアプローチ
RaQ XTR 管理者は、どのサーバ管理業務を自分で行い、どの業務を他のユーザ
に権限委譲するかを決定できます。

• フルコントロール：RaQ XTRのすべての機能を自分で直接管理したい場合、
サイト管理者を一人も指定しないで仮想サイトを作成します。この場合、管
理者はメインサイトおよび全仮想サイトの管理責任を負うことになります。
（「仮想サイトの定義」（p.113）をご参照ください。）

• ハイブリッドコントロール：RaQ XTR管理者が機能の一部を直接管理し、そ
の他の部分を他のユーザに委託したいときには、管理業務を権限委譲できる
ユーザがいる仮想サイトではそのユーザをサイト管理者に設定し、そうでな
い仮想サイトを直接管理します。つまり、サイト管理者が指名できないサイ
トだけを管理することになります。

• 分散コントロール：すべての仮想サイトの管理権限をそれぞれのサイトに権
限委譲したいときには、各仮想サイトでサイト管理者を設定します。この場
合には、サーバの設定と仮想サイトのサービスの管理だけを RaQ XTR管理者
が行い、仮想サイトの管理はそれぞれのサイト管理者が行うことになります。

RaQ XTR管理者は、一般的なブラウザを使ってRaQ XTRを管理できます。［サー
バの管理］画面にアクセスするには、ブラウザに http://<IPアドレス > /admin/ま
たは http://<ホスト名 .ドメインネーム > /admin/と入力します。これらのウェブ
ページはパスワードで保護されていますので、RaQ XTR 管理者パスワードを入
力しないとアクセスできません。

adminまたは alteradminのユーザ名で RaQ XTRにログインすると、タブの 4つ
ついたサーバデスクトップが表示されます（図 54参照）。この画面は、RaQ XTR
管理者（admin）または代理管理者（alteradmin）だけが操作できる RaQ XTR管
理業務に使われます。

1. RaQ XTRの設定と管理。

2. 仮想サイトの作成。

3. サイト管理者とサイトユーザに対するアクセス権の設定とサービスの提供。

以下に、RaQ XTR管理者機能について説明します。
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仮想サイトの定義

ここで言う「仮想サイト」とは、一般に「仮想ホスト」あるいは「バーチャルホ
スト」とも呼ばれているものです。

仮想サイトとは、ウェブ、FTP、電子メールの各サービスを提供する DNS（ドメ
インネームシステム）ドメインを意味します。各仮想サイトにはそれぞれのサイ
トに属する一連のユーザアカウントがあり、各ユーザアカウントは固有のウェ
ブ、FTP ディレクトリ、電子メールスプール、電子メールエイリアス（複数可）
を持ちます。仮想サイトのドメインネームは、そのサイトを識別する一意な名前
ですが、IPアドレスは他のサイトと共有できます。

「名前ベースの仮想ホスティング」の実現により、各仮想サイトに固有の IPアド
レスを指定する必要はなくなりました。ウェブサーバは、リクエストされた名前
に応じて仮想サイトを区別できます。そのため、RaQ XTR では複数の仮想サイ
トで１つの IPを共有できます。しかし、すべてのサービスが名前ベースの仮想ホ
スティングで使えるわけではありません。SSLによるウェブデータの暗号化と帯
域幅管理、ならびに匿名 FTPアカウントは、RaQ XTRがホストしている各 IPア
ドレスにつき１つの名前ベースの仮想サイト上でのみ利用できます。

RaQ XTRの IPアドレスは、多数の仮想サイトで共有することも、単一の仮想サ
イトにのみ対応させることもできます。

RaQ XTR には、１つのメインサイト（削除不可）と複数の仮想サイトを設定で
きます。メインサイトとは、LCDコンソールから RaQ XTRに入力した IPアド
レスを使用するサイトです。

［サーバデスクトップ］>［サイトの管理］画面では、メインサイトも［仮想サイ
トのリスト］テーブルに表示されます。３番目の欄にあるゴミ箱アイコンがグレー
表示されているサイトがメインサイトで、削除できないことを意味しています。仮
想サイトで使用できるオプションや各種機能は、メインサイトでも設定可能です。
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サーバの管理タブの構成
以下の機能は、サーバデスクトップの［サーバの管理］タブから操作できます。
これらの機能については、後で詳しく説明します。

1. サイトの管理（「サイトの管理」（p.116）参照）

a. 仮想サイトのデフォルト値設定

b. 仮想サイトの追加

c. 仮想サイトの管理（緑色の鉛筆アイコンをクリックすると、該当する仮
想サイトの［サイトの管理］画面が表示されます。）

d. 仮想サイトの削除（茶色のゴミ箱アイコンをクリックします。）

e. 仮想サイトのホスト名（ハイパーリンク表示）をクリックして仮想サイ
トのホームページにアクセス

f. 仮想サイトのリストを検索

2. コントロールパネル（「コントロールパネル」（p.134）参照）

a. サービス

b. ネットワーク

c. 帯域幅

d. 日付と時刻

3. サーバの利用状況（「サーバの利用状況」（p.151）参照）

a. ネットワーク

b. ウェブ

c. FTP

d. 電子メール

4. バックアップ／復元（「バックアップ／復元」（p.160）参照）

a. コントロール

b. Knox Arkeia

c. Legato Networker

d. Veritas NetBackup
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5. 保守（「保守」（p.165）参照）

a. ストレージ

b. 再起動

c. シャットダウン

d. システム情報

6. アクティブモニタ（「アクティブモニタ」（p.172）参照）

BlueLinQタブの構成
以下の機能は、サーバデスクトップの［BlueLinQ］タブから操作できます。これ
ら機能の詳細については、「BlueLinQ」（p.178）をご参照ください。

1. 新規ソフトウェア

2. アップデート

3. ソフトウェア一覧

4. 設定
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サイトの管理
RaQ XTR は複数の仮想サイトをホストできるよう設計されています。仮想サイ
トとは、www.abc.com や www.xyz.com のような、インターネット上のロケー
ションのことです。仮想サイトのユーザは、電子メールの送受信、ウェブページ
のパブリッシュ（出版）、FTP によるファイルのアップロードやダウンロードを
行えます。また匿名 FTPアクセスや SSLを許可することもできます。

RaQ XTRサーバでは、数多くの IPベース仮想サイトをホストできます。設定で
きるサイトの数は、サーバのハードディスク上の空き容量、各仮想サイトに割り
当てられたハードディスク容量、各サイトのトラフィック量、各サイトで使われ
るダイナミックコンテンツの量と複雑度に応じて決まります（例：ASP、CGI、
PHP など）。各サイトの動的ウェブコンテンツは、静的コンテンツに比べ、サー
バ上のロードをはるかに重くします。

［サーバの管理］>［サイトの管理］から、RaQ XTR のホストする仮想サイトを
作成、管理できます。［仮想サイトのリスト］には RaQ XTR の仮想サイトの一
覧表が表示されます。図 54をご参照ください。

RaQ XTRのメインサイト（ホスト名とドメインネームが LCDコンソールに表示
されている）もこの一覧表に表示されます。３番目の欄にあるゴミ箱アイコンが
グレー表示されているサイトがメインサイトで、削除できないことを意味してい
ます。仮想サイトで使用できるオプションや各種機能は、メインサイトでも設定
可能です。

図 54 ［サイトの管理］セクションの仮想サイトのリスト

✍ ご参考：仮想サイトは名前ベースでも、IP ベースでも構いません。
しかし１つのIPアドレスを複数の名前ベース仮想サイトが共用して
いる場合、匿名 FTP や SSL サービスを使用できる仮想サイトは１
つだけです。
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［仮想サイトのリスト］の３列にはそのサイトに関する情報が表示され、RaQ XTR
管理者はそれらを使ってサイトを管理、削除できます。

• 仮想サイトはホスト名の昇順に並んでいます。

• １列目は仮想サイトのホスト名です。

ホスト名はハイパーリンク表示されています。このリンクをクリックすると、
新しいブラウザウィンドウが開き、その仮想サイトのホームページが表示さ
れます。

• ２列目は仮想サイトの IPアドレスです。

• ３列目には、そのサイトを管理または削除するためのアイコンが表示されます。

これらのアイコンの詳細については、「序章」（p.vii）をご参照ください。

検索機能とソート機能

［仮想サイトのリスト］には検索機能とソート機能があります。これらの機能は、
RaQ XTR サーバに非常に多くの仮想サイトが設定されていて、一定の条件を満
たす仮想サイトだけを表示したい時などに便利です。

以下の条件を使って、仮想サイトのリストを検索できます。

• ホスト名（ホスト名が指定した文字列に一致する、または特定の文字列を含
む、あるいは含まないサイト）

• IP アドレス（特定の IP アドレスを持つ／特定のサブネット上にある／特定
のサブネット上にない）

• サイトで有効に設定されている特定のサービス

✍ ご参考：RaQ XTR のメインサイトでは、ゴミ箱アイコンがグレー
表示され、クリックできません。これはそのサイトを削除できない
ことを意味します。

✍ ご参考：仮想サイトのホスト名や IPアドレスがグレー表示されてい
る場合は、サイトが RaQ XTR管理者にサスペンドされたことを示
します。
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［検索］ボタンをクリックすると、画面が更新され、検索結果が同様の３列の一覧
表形式で表示されます。リストのタイトルは「検索結果（<x>つの仮想サイトを
見つけました）」に変わります。全仮想サイトのリストに戻るには、画面左の［サ
イトの管理］をクリックします。

次のどちらかを使って、仮想サイトのリストをソートできます。

• ホスト名（昇順または降順）

• IPアドレス（昇順または降順）

昇順とは低い値から高い値に向かう順番です（例：Aから Z、1から 9）。降順と
は高い値から低い値に向かう順番です（例：Zから A、9から 1）。デフォルトで
は、［仮想サイトのリスト］はホスト名の昇順に並んでいます。

矢印アイコンをクリックすると、画面が更新され、ソート結果が同様の３列の一
覧表形式で表示されます。ソート条件の列には上向きまたは下向きの緑色の矢印
アイコン（昇順の場合は下向き、降順の場合は上向き）が表示されます。ソート
条件でない列の見出しには白抜きの矢印アイコンが付きます。これはその列の順
序がランダムであることを意味します。

検索機能とソート機能を両方使って表示をカスタマイズすることもできます。例
えば、ホスト名に「test」という文字列が含まれている仮想サイトを検索し、そ
の検索結果を IPアドレスの昇順にソートする、などの操作が可能です。

仮想サイトのリストの検索

仮想サイトのリストを検索するには、次の操作を行います。

1. ［仮想サイトを検索］テーブルの左端のフィールドでは、プルダウンメニュー
から［ホスト名］、［IPアドレス］または［有効なサービス］を選択します。

図55に、仮想サイトで有効になっている特定サービスによる検索を示します。

2. ２番目のフィールドでは、［が、次と一致するサイトを表示］、［に、次の文字
を含むサイトを表示］、［に、次の文字を含まないサイトを表示］のどれかを
選択します。

3. ３番目の入力フィールドには、検索文字列を入力します。特定サービスを使
うサイトを検索する場合は、このフィールドを空欄のまま残します。

4. ［検索］ボタンをクリックします。画面が更新され、検索結果が同様の３列の
一覧表形式で表示されます。

✍ ご参考：サスペンドされているサイトも検索結果に含まれます。
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仮想サイトのリストのソート

仮想サイトのリストをソートするには、次の操作を行います。

1. ホスト名でソートするには、［ホスト名］の右にある緑色の矢印アイコンをク
リックします。

IPアドレスでソートするには、［IPアドレス］の右にある緑色の矢印アイコ
ンをクリックします。

2. 昇順に並べるには矢印アイコンが上向き（上向きアイコン）に、降順に並べ
るには下向き（下向きアイコン）になるように、矢印アイコンをクリックし
ます。

画面が更新され、ソート結果が同様の３列の一覧表形式で表示されます。

図 55 有効になっているサービスによるサイトの検索
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仮想サイトについて

RaQ XTR では、「名前ベース」と「IP ベース」の両方の仮想ホスティングがサ
ポートされています。

RaQ XTR管理者は、「仮想サイトの追加」（p.129）の手順に従って仮想サイトを
設定します。サイトを作成する際には、次の情報を参考にしてください。

• IP アドレス：RaQ XTR を使うには、少なくとも１つの IP アドレス、また
は範囲の割り当てられた IPアドレスが必要です。

• ホスト名：仮想サイトには一意のホスト名（www、ftpまたは raq1など）が
必要です。サイトがインターネットに接続される場合、RaQ XTR 管理者は
それぞれのホスト名が使用する IPアドレスを知っている必要があります。

• ドメインネーム：仮想サイトにはドメインネーム（abc.comや xyz.comなど）
が必要です。

RaQ XTR 管理者は JPNIC または InterNIC にドメインネームを登録する必
要があります。その他にもドメインネーム登録を許認可されている団体の一
覧が、ICANN（Internet Corporation for Assigned Names and Numbers）のウェ
ブサイト http://www.icann.orgに掲載されていますのでご参照ください。

✍ ご参考：RaQ XTRは名前ベースの仮想サイトをサポートするため、
複数のサイトが同じ IPアドレスを共有できます。例えば、RaQ XTR
管理者は、同じ IP アドレス（例：192.168.25.77）を使って異なる
ホスト名を持つ複数の仮想サイト（例：www.abc.comと
www.xyz.com）を作成できます。

✍ ご参考：RaQ XTRを DNSサーバとして使い、ホスト名を割り当て
ることもできます。
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• ウェブサーバの別名：RaQ XTR 管理者は、ウェブサーバの別名を設定する
ことにより、サイト設定で指定したドメインネーム以外に対するウェブリク
エストも受信できます。

仮想サイトについては、ウェブリクエストを受け付けるホスト名やドメイン
ネームを追加指定できます。例えば、domain.comを www.domain.comの別
名として指定できます。こうすることで、http://domain.comと
http://www.domain.comのどちらからでも同じサイトにアクセスできます。

複数の別名を入力する場合は、カンマで区切ってください。

• 電子メールサーバの別名：RaQ XTR 管理者は、電子メールサーバの別名を
追加することにより、サイト設定で指定したドメイン以外の電子メールメッ
セージも受信できます。

仮想サイトについては、（SMTPポート 25への）電子メール接続を受け付け
るホスト名やドメインネームも追加入力できます。例えば、domain.com と
mail.domain.comなどを別名として指定できます。

複数の別名を入力する場合は、カンマで区切ってください。

• 自動 DNS設定：サーバが仮想サイトの DNS情報を自動作成するように設定
することもできます。この機能が有効になっていると、RaQ XTR サーバが
その仮想サイトのプライマリ DNS サーバとなります。この機能はデフォル
トでは OFFに設定されています。

このサイトと同じドメインネームを持つウェブサーバや電子メールサーバの
別名がある場合、これら別名の DNS情報も作成されます。

詳細については、「DNS情報の自動設定」（p.127）をご参照ください。

✍ ご参考：別名のアドレスをリゾルブ（解決）するには、仮想サイト
名と共に DNS（Domain Name System）レコードも設定しておく必
要があります。

✍ ご参考：この機能により、新規サイト名をトップレベルのドメイン
ネーム登録業者に登録することはできません。RaQ XTR 管理者は
JPNICまたはInterNICにドメインネームを登録する必要があります。

その他にもドメインネーム登録を許認可されている団体の一覧が、
ICANN（Internet Corporation for Assigned Names and Numbers）のウェブ
サイト http://www.icann.orgに掲載されていますのでご参照ください。
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• 最大許容ディスク容量（MB）：RaQ XTR管理者は、サイトが使用できるディ
スク容量を設定し、またそれを随時変更できます。ディスク容量は、メガバ
イトを単位として、正の整数で指定します。

RaQ XTR 管理者は、新しい仮想サイトが保管される場所を選択できます。
［新規仮想サイトを追加］テーブルの［最大許容ディスク容量］（MB）パラ
メータ欄にあるプルダウンメニューを開くと、利用可能なディスクストレー
ジがアルファベット順にリストされます。デフォルトでは、最大の許容ディ
スク容量を持つストレージが選択されます。

一旦指定した仮想サイトの保管場所は変更できません。

詳細については、「ストレージ」（p.165）をご参照ください。

• ユーザの最大数：RaQ XTR 管理者は、サイト管理者が作成できるユーザの
人数を制限し、またそれを随時変更できます。

• FrontPageサーバエクステンションを有効にする：RaQ XTR管理者は、Microsoft
FrontPageTMサーバエクステンション機能を使って、各仮想サイトのウェブペー
ジを動的に作成、変更できます。また、サイト管理者は、各仮想サイトユーザ
の FrontPageウェブを個別に作成、削除できます。

仮想サイトで FrontPageサーバエクステンション機能が有効にされている場
合、RaQ XTR管理者は、FrontPageクライアント“webmaster”アカウント
のパスワードを入力する必要があります。詳細については、「FrontPageサー
バエクステンション」（p.124）をご参照ください。

• 匿名（Anonymous）FTP：匿名 FTPを有効にすると、パスワードを持たな
いユーザでも、FTPを用いてファイルをダウンロードしたり、アップロード
（指定サイズ以内）することができます。RaQ XTR管理者は、任意の仮想サ
イトの匿名 FTPサーバを有効にし、匿名ユーザがアップロードできるファイ
ルサイズの上限や、同時にアクセスできる匿名ユーザの数を制限できます。

✍ ご参考：仮想サイトは名前ベースでも、IP ベースでも構いません。
しかし１つのIPアドレスを複数の名前ベース仮想サイトが共用して
いる場合、匿名 FTPを使用できる仮想サイトは１つだけです。
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• SSLを有効にする：RaQ XTRでは、SSL（Secure Sockets Layer）を使った
ウェブアクセスが可能です。「SSLの設定」（p.82）をご参照ください。

仮想サイトの SSL機能を有効にできるのは RaQ XTR管理者だけです。

• アクティブサーバページ（ASP）を有効にする：RaQ XTRでは、ASPスク
リプト言語がサポートされています。詳細については、「アクティブサーバ
ページ（ASP）」（p.125）をご参照ください。

• PHP埋め込みスクリプトを有効にする：RaQ XTRでは、PHP埋め込みスク
リプトがサポートされています。詳細については、「PHP 埋め込みスクリプ
ト」（p.126）をご参照ください。

• シェルアカウントを使用可能にする：シェルアクセスを許可されている仮想
サイトユーザは、RaQ XTR に Telnet 接続し、Linux シェルからコマンドを
実行できます。この機能を有効にすると、RaQ XTR 管理者とサイト管理者
はユーザごとにシェルアクセスを許可できます。

• APOP（セキュア POP3）を使う：RaQ XTR 管理者は仮想サイトの APOP
（Authentication Post Ofice Protocol）機能を有効にできます。APOPは、外部
からの悪質な攻撃への対処を目的とする、標準 POPプロトコールをベースに
した認証システムで、ネットワーク上で送信されるパスワードを保護します。

✍ ご参考：仮想サイトは名前ベースでも、IP ベースでも構いません。
しかし１つのIPアドレスを複数の名前ベース仮想サイトが共用して
いる場合、SSLサービスを使用できる仮想サイトは１つだけです。

!
ご注意：シェルアクセスの許可は、RaQ XTR のセキュリティに大
きな影響を与えます。

✍ ご参考：ユーザの APOP を有効化すると、そのユーザは APOP ク
ライアントを通じてしか電子メールが読めなくなります。この場合、
通常の POP3クライアントは使えません。
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• CGI（Common Gateway Interface）スクリプトを有効にする：RaQ XTR
管理者は、仮想サイトとそのユーザが RaQ XTR 上で CGI ベースのダイナ
ミックウェブコンテンツを使用できるように設定できます。

CGI を使うと、特定のユーザ入力に反応して HTML ページを動的に生成す
るようなプログラムをウェブサイト上で実行できます。各ユーザは自分のデ
スクトップで作成した CGI スクリプトを、FTP アプリケーションを使って
RaQ XTRにアップロードします。

• SSI（Server Side Includes）を使う：この機能を有効にすると、サーバが解
析したウェブページ（.shtml）を RaQ XTRで正しく表示できます。

FrontPageサーバエクステンション

仮想サイトの FrontPage サーバエクステンションを有効にすると、FrontPage ク
ライアントの webmasterアカウントが作成され、管理者は webmasterアカウント
パスワードの指定を求められます。

仮想サイトの FrontPage サーバエクステンションを有効にすると、［サイトの設
定］テーブル（［サイトの管理］>［サイトの設定］>［一般設定］）でこの機能の
チェックボックスにチェックマークが表示されます。仮想サイトのFrontPageサー
バエクステンションを「無効」にして変更を保存すると、［サイトの設定］テーブ
ルが更新されて、この機能が無効になり、テーブルにwebmasterパスワードフィー
ルドが表示されます。その仮想サイトの FrontPageサーバエクステンションを再
び有効にするには、webmasterのパスワードを指定し直す必要があります。

FrontPage サーバエクステンションを有効にしてから、パスワードを入力せずに
変更を保存しようとすると、その変更は受け付けられず、webmaster アカウント
のパスワード入力を求めるエラーメッセージが画面下に表示されます。

✍ ご参考：FrontPageユーザ webmasterは FrontPageサーバエクステ
ンションの一部で、本当の Linuxサイトユーザアカウントではあり
ません。従って、このアカウントではウェブ、電子メール、FTP
サービスは利用できません。これは、FrontPage クライアントを使
用するためのアカウントです。
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各仮想サイトには独自の webmaster アカウントがあり、それぞれに異なる
webmasterパスワードが使われます。

FrontPageクライアントにより webmasterとして認証された管理者は、次の操作
を行えます。

• ウェブコンテンツの修正

• FrontPageサイトのルートウェブサブウェブの管理

• FrontPageユーザアカウントの追加、修正、削除

• webmasterパスワードの変更

FrontPage機能の詳細については、FrontPageクライアントソフトウェアのユーザ
マニュアルをご参照ください。

アクティブサーバページ（ASP）

RaQ XTR には、Chili!SoftTM アクティブサーバページ（ASP）ソフトウェアが
標準装備されています。

ASPとは、ウェブページがユーザに送信される前にウェブサーバで実行される小
さな埋め込みプログラム（スクリプト）を１つ以上含む HTMLページです。ASP
はサーバ上で実行され、各ユーザ向けにページが作成されるという点において、
SSI（Server Side Include）や CGI（Common Gateway Interface）と似ています。

例えば、ASPスクリプトは、そのページに対するユーザのリクエストに基づいて
データベースのデータにアクセスし、ページを作成またはカスタム化し、リクエ
スト元のユーザへ返信します。全ての処理はウェブサーバ上で行われ、標準的な
HTMLページが生成されてブラウザへ送られます。

［サーバの管理］>［コントロールパネル］>［サービス］で ASP管理サーバを有
効にしなくても、各仮想サイトで ASPを有効にできます。

✍ ご参考：ユーザウェブからは、サブウェブアカウントや FrontPage
ユーザアカウントを管理できません。
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ASP管理サーバ

ASP 管理サーバにより、ブラウザベースの別のユーザインターフェイスを通じて
ASPサービスを設定できます。ASP管理サーバが有効に設定されていなくても、各
サイトユーザはASPページを有効にできます。このインターフェイスはポート5100
で動作します。

［ASP Server Administration］画面（これらのページは英語で表示されます）へは
［サーバの管理］画面からアクセスします。［ASP Server Administration］画面の
ユーザインターフェイスには、ASP HTML ドキュメンテーションファイルへの
リンクがあります。

詳細については、「ASP管理サーバ」（p.144）をご参照ください。

PHP埋め込みスクリプト

RaQ XTRでは、PHP埋め込みスクリプトをサポートしています。

ASPと同じく、PHPはウェブページがユーザに送信される前にウェブサーバで実
行される小さな埋め込みプログラム（スクリプト）を１つ以上含む HTML ペー
ジです。

この言語では、C、Java、Perl のシンタックスを主に利用しているほか、２つの
PHP固有の機能も使用しています。この言語の目的は、ウェブデベロッパが動的
に作成されるウェブページを迅速に開発できるようにすることです。

PHPに関する詳細は、http://www.php.netをご参照ください。
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DNS情報の自動設定

この機能はデフォルトでは無効になっています。

RaQ XTR管理者は、自動 DNS設定機能を次の３つのテーブルから有効または無
効にできます。

• ［仮想サイトのデフォルト］テーブル（［サーバの管理］タブで［サイトの管
理］>［サイトのデフォルト］を選択）

• ［新規仮想サイトを追加］テーブル（［サーバの管理］タブで［サイトの管理］
>［サイトの追加］を選択）

• 仮想サイトの［サイトの設定］テーブル（［サーバの管理］タブで、［仮想サ
イトのリスト］テーブルに表示された仮想サイトの緑色の鉛筆アイコンをク
リックし、［サイトの設定］>［一般設定］を選択）

新規仮想サイトや既存の仮想サイトの自動 DNS 設定機能を有効にすると、シス
テムがそのサイトの DNS転送（A）情報を作成します。システムは、その仮想サ
イトとドメインネームを共有するウェブサーバの別名や電子メールサーバの別名
にも転送（A）情報を作成します。

仮想サイトの自動 DNS設定機能を無効にしても、自動作成された DNS情報は削
除されません。このため、サイト管理者や RaQ XTR 管理者は、自動 DNS 設定
機能を有効にしてからすぐに無効にできます。この結果、管理者は自動で作成し
た DNS情報を手動で管理できるようになります。

自動 DNS 設定機能が有効になっている状態で仮想サイトを削除した場合、シス
テムはその仮想サイトだけでなく、同じドメインネームを共有するウェブサーバ
の別名や電子メールサーバの別名の DNS情報も削除します。

自動DNS設定機能が無効になっている状態で仮想サイトを削除した場合には、シ
ステムはその仮想サイトの DNS情報を削除しません。

DNSの詳細については、付録 E「ドメインネームシステム」をご参照ください。
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仮想サイトのデフォルト値を設定する

仮想サイトのデフォルトを設定しておくとさまざまな利点があります。例えば、
複数のサイトが同じ IPアドレスを共有する場合、デフォルトの IPアドレスを設
定しておくと、新しく追加されるすべての仮想サイトでその IPアドレスが自動的
に表示されます。また、複数のサイトが同じドメインネームを共有することはよ
くあるため、デフォルトのドメインネームを設定しておくと便利です。

他のオプションについても同様に、仮想サイトのニーズを判断してデフォルト値
を設定してください。

サイト用デフォルト値の設定とサイトの設定が行えるのは、RaQ XTR 管理者だ
けです。RaQ XTR 管理者が FrontPage サーバエクステンションやシェルアカウ
ントのサービスを有効にしてはじめて、サイト管理者は FrontPageユーザウェブ
や各ユーザのシェルアクセスを有効または無効に指定できます。

図 56に、仮想サイト用デフォルト値の設定画面を示します。

図 56 仮想サイト用デフォルトの設定
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仮想サイト用デフォルト値の変更

仮想サイトのデフォルト値を変更するには、次の操作を行います。

1. ［サーバの管理］>［サイトの管理］を選択します。［仮想サイトのリスト］
テーブルが表示されます。

2. ［サイトのデフォルト］をクリックします。［仮想サイトのデフォルト］テー
ブルが表示されます。

3. 仮想サイトのデフォルト値を入力します。特定サービスのチェックボックス
をクリックして、有効（チェックマーク有り）または無効（チェックマーク
無し）にします。

「仮想サイトについて」（p.120）をご参照ください。

4. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

デフォルト設定は、仮想サイトの追加後にも変更することができます。

仮想サイトの追加

図 57に、仮想サイトを追加するための画面を示します。

図 57 仮想サイトの追加
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仮想サイトを追加するには、次の操作を行います。

1. ［サーバの管理］>［サイトの管理］を選択します。［仮想サイトのリスト］
テーブルが表示されます。

2. ［サイトの追加］ボタンをクリックします。［新規仮想サイトを追加］テーブ
ルが表示されます。

3. サイトの情報を入力します。画面には、仮想サイトのデフォルト設定で指定
されている値が表示されます。特定サービスのチェックボックスをクリック
して、有効（チェックマーク有り）または無効（チェックマーク無し）にします。

このテーブルのフィールドの詳細については、「仮想サイトについて」（p.120）
をご参照ください。

4. 設定を確認し、［新規サイトの確認］ボタンをクリックします。

名前ベースの仮想サイトの追加

名前ベースの仮想サイトを追加する場合、そのサイトにアクセスできるようにな
るには DNS情報が必要です。詳細については、「仮想サイトの定義」（p.113）を
ご参照ください。

RaQ XTRの DNS情報管理者で、DNS情報の作成についてお知りになりたい方
は、付録 E「ドメインネームシステム」をご参照ください。インターネットサー
ビスプロバイダ（ISP）が DNS情報を管理している場合には、新しい名前ベース
仮想サイトの DNS情報を作成するよう ISPに依頼してください。

新しい名前ベースの仮想サイトを作成する時に、自動 DNS 設定機能も有効にす
ることができます。この機能が有効になっていると、その仮想サイトの DNS 情
報が自動的に作成され、RaQ XTR サーバがその仮想サイトのプライマリ DNS
サーバとなります。

✍ ご参考：名前ベースの仮想サイトは、最初にそのサイトの DNS 情
報を作成する必要があるため、管理者のワークステーションや
RaQ XTR サーバで利用できるようになるまではプレビューできま
せん。

IP アドレスへのリクエストは、その IP アドレスで最初に作成され
た名前ベースの仮想サイトに導かれます。
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このサイトと同じドメインネームを持つウェブサーバや電子メールサーバの別名
がある場合、これら別名の DNS情報も作成されます。

サイトを作成した後でその設定内容を変更するには、そのサイトの緑色の鉛筆ア
イコンをクリックします。「サイトの設定」（p.77）をご参照ください。

新しい仮想サイトにサイト管理者を割り当てる手順については、「サイトユーザの
追加」（p.61）をご参照ください。

仮想サイトの削除

仮想サイトを削除するには、次の操作を行います。

1. ［サーバの管理］>［サイトの管理］を選択します。［仮想サイトのリスト］
テーブルが表示されます。

2. 削除したい仮想サイトの茶色のゴミ箱アイコンをクリックします。削除を確
認するダイアログが表示されます。

3. ［OK］をクリックすると、その仮想サイトのアカウント、サイトユーザ、デー
タがすべて削除されます。

4. 画面の表示内容が更新され、削除したサイトは表示されません。

サイト管理者と RaQ XTR管理者はどちらもサイトユーザのデフォルトを設定で
きます。「ユーザ設定の変更」（p.67）をご参照ください。

仮想サイトの作成後でも、サイトユーザの追加や削除、サイト管理者の指定など
を行うことができます。「サイトユーザの追加」（p.61）をご参照ください。

特定の仮想サイトの設定を変更する方法については、「サイトの設定」（p.77）を
ご参照ください。

特定の仮想サイトのサイトユーザを削除する方法については、「サイトユーザの削
除」（p.64）をご参照ください。

✍ ご参考：この機能により、新規サイト名をトップレベルのドメイン
ネーム登録業者に登録することはできません。RaQ XTR 管理者は
JPNICまたはInterNICにドメインネームを登録する必要があります。

その他にもドメインネーム登録を許認可されている団体の一覧が、
ICANN（Internet Corporation for Assigned Names and Numbers）のウェブ
サイト http://www.icann.orgに掲載されていますのでご参照ください。
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RaQ XTR管理者

［個人プロフィール］>［アカウント］の［管理者の設定］テーブルでは、RaQ XTR
管理者の氏名やパスワードなど、RaQ XTR管理者に関する情報を入力します。ま
た、サービスに異常が発生したときなどに送信される警告電子メールの宛先アド
レスも入力できます。

alteradminが設定されていない場合には、［管理者の設定］テーブルに、alteradmin
を有効にしてパスワードを入力するためのフィールドが表示されます。

RaQ XTR管理者の情報を設定、変更するには、次の操作を行います。

1. ［個人プロフィール］>［アカウント］をクリックします。［管理者の設定］
テーブルが表示されます。

• 図 58に、alteradminアカウントが有効になっていない RaQ XTR管理者
の設定を示します。

• 図 59には、alteradminアカウントが有効になっている RaQ XTR管理者
の設定を示します。

2. 管理者の氏名を入力します。

3. パスワードは確認のため、２度入力します。パスワードを選ぶときのガイド
ラインについては、「パスワードのガイドライン」（p.25）をご参照ください。

4. alteradminを有効にするには、チェックボックスをクリックします。

パスワードは確認のため、２度入力します。パスワードを選ぶときのガイド
ラインについては、「パスワードのガイドライン」（p.25）をご参照ください。

5. サービスに異常が発生したことを知らせる警告電子メールの宛先アドレスを
入力します。

6. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

!
ご注意：ここで入力したパスワードは忘れないようにしてください。
忘れた場合は、パスワードをリセットする必要があります（「パス
ワードのリセット」（p.206）参照）。

✍ ご参考：パスワードを変更したくない場合は、パスワードフィール
ドを空欄のまま残しておきます。
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図 58 alteradminが有効になっていない［管理者の設定］テーブル

図 59 alteradminが有効になっている［管理者の設定］テーブル
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RaQ XTR管理者パスワードの変更

RaQ XTR管理者パスワードを変更するには、次の操作を行います。

1. ［個人プロフィール］>［アカウント］をクリックします。［管理者の設定］
テーブルが表示されます。

2. パスワードは確認のため、２度入力します。RaQ XTR ではユーザインター
フェイスを通じて長いパスワードがサポートされています。

パスワードを選ぶときのガイドラインについては、「パスワードのガイドライ
ン」（p.25）をご参照ください。

3. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

RaQ XTR管理者パスワードのリセット

RaQ XTR管理者のパスワードを忘れてしまった場合には、LCDパネルからパス
ワードをリセットしてください。詳細については、「パスワードのリセット」
（p.206）をご参照ください。

コントロールパネル
［サーバの管理］画面の［コントロールパネル］ページでは、サービス、ネット
ワーク、時刻を設定できます。

✍ ご参考：特定フィールドについてのヘルプを見るには、フィールド

の横にあるアクティブアシスト アイコン上にマウスのポイン

タを置いてください。画面の下部にヘルプテキストが表示されます。
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サービス

図 60に、［サーバの管理］>［コントロールパネル］>［サービス］に表示される
［サービスの設定］テーブルを示します。

図 60 ［サービスの設定］テーブル

RaQ XTRの各種サービスを設定するには、次の操作を行います。

1. ［サーバの管理］>［コントロールパネル］を選択します。［サービスの設定］
テーブルが表示されます。

2. サービス（ウェブサーバ以外、ウェブサーバは常時オン）を有効にするには、
そのサービスの左欄にあるボックスをチェックします。各サービスの内容に
ついては、次の項で説明します。

3. ［変更を保存］ボタンをクリックします。
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ウェブサーバ

このサービスは常に動作しています。このサービスにより、サイトユーザはウェ
ブコンテンツにアクセスできます。

ウェブサーバのパラメータは変更できます。

1. ［サーバの管理］>［コントロールパネル］を選択します。［サービスの設定］
テーブルが表示されます。

2. ウェブサーバの横にある緑色の鉛筆アイコンをクリックします。［ウェブサー
バのパラメータ］テーブルが表示されます（図 61参照）。以下のような項目
を設定、変更できます。

• 最小ウェブサーバプロセス数：ウェブサーバの起動時または遊休時には、
ここで指定する数のウェブサーバプロセスのみがウェブリクエストの処
理を行います。

• 最大ウェブサーバプロセス数：負荷が増加すると、ウェブサーバは必要
に応じて追加的なプロセスを起動します。ここでは、システムが起動す
るプロセス数の最大値を設定できます。トラフィックの多いサイトでは
この数値を大きめに設定する必要があります。

• 最大同時リクエスト数：ここでは、サーバが同時に処理できるリクエス
ト数の最大値を設定します。この数を超えるリクエストが届くと、サー
バが混雑している旨を示すメッセージがクライアントに送り返されま
す。それにより、サーバにかかる負荷を制御できます。

• ホスト名の検索：このボックスをチェックすると、ウェブサーバのホス
ト名検索機能が有効になり、クライアントがサーバに接続する際にクラ
イアント IPの DNS検索が行われます。ホスト名情報はログファイルに
記録され、サーバのウェブ利用率統計にも使われます。この機能を使わ
ないと、ウェブサーバのドメイン利用率統計にはクライアントの IPアド
レスのみが表示されます。

3. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

!
ご注意：ホスト名の検索機能は、［サーバの利用状況］>［ウェブ］
に表示される「ドメイン別のリクエスト数」レポートに詳細情報を
表示しますが、サーバのパフォーマンスを大幅に制限する可能性が
あります。

サーバのレポートの詳細については、「サーバの利用状況」（p.151）
をご参照ください。
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図 61に［ウェブサーバのパラメータ］テーブルを示します。

図 61 ［ウェブサーバのパラメータ］テーブル

電子メールサーバ

RaQ XTRは、ホストしている各仮想サイトの電子メールをサポートしています。
また、ドメイン全体（www.mydomain.comなど）の電子メールも処理できます。
デフォルトでは、各登録ユーザに RaQ XTRの電子メールアカウントが１つ与え
られます。

RaQ XTR は複数のクライアントおよびサーバ電子メールプロトコルをサポート
していますが、仮想電子メールユーザはサポートしていません。そのため、
RaQ XTR 全体を通じて、ユーザはそれぞれ一意のユーザ名を持つ必要がありま
す。つまり、異なる仮想サイト上でも同じユーザ名を使うことはできません。詳
細については、「電子メールのリレー」（p.140）をご参照ください。

SMTPサーバ

RaQ XTR は、SMTP（Simple Mail Transfer Protocol）サーバとして機能し、イ
ンターネット上で電子メールを送受信できます。RaQ XTR管理者は SMTPサー
バのパフォーマンスを左右するパラメータを設定できます。

どの仮想サイトのユーザも POP3（Post Office Protocol 3）、APOP（Authentication
Post Office Protocol）、IMAP4（Internet Message Access Protocol 4）を使って電
子メールを受信できます。また、SMTP（Simple Mail Transfer Protocol）を使っ
て電子メールを送信できます。

RaQ XTR が電子メールを受信するためには、ネットワーク管理者は会社（また
は団体）の DNS サーバにメールサーバホスト名を指定し、RaQ XTR をメール
サーバとして指定する必要があります。電子メールサービスは DNS に依存する
ので、DNSサーバの IPアドレスを RaQ XTRのネットワーク設定で指定しなけ
れば、SMTP プロトコルは正しく機能しません。詳細については、「ネットワー
ク」（p.145）」をご参照ください。

DNSの詳細については、「ドメインネームシステム（DNS）サーバ」（p.145）を
ご参照ください。
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POP-before-SMTP機能

RaQ XTRには、SMTPの前に POP認証を許可するオプションがあります。この
機能を有効にする方法については、「電子メールパラメータの設定」（p.139）をご
参照ください。

通常、電子メールは、ネットワーク内でのリレーのみ許可します。しかし、移動
が多く、別の場所からの接続が必要なユーザ（営業担当者やカスタマーエンジニ
アなど）に対しては、サーバ経由の電子メールのリレーを許可する必要がありま
す。その場合、SPAMメールのリレーに RaQ XTRが使用されないよう保護する
には、そのユーザの IPアドレスを SMTP接続する前に、POPによってユーザの
認証を行います。

ユーザが POP3電子メールサーバにログインすると、RaQ XTRが接続元の IPア
ドレスを認識し、その IPアドレスからのリレーを一定期間許可します。移動が多
いユーザは、メールサーバの「ロックを解除」するよう設定する必要があります
が、メールソフトの設定を変更する必要はありません。

POP-before-SMTPを有効にすると、指定した IPアドレスはログイン後 1時間で
失効します。

図 62に［電子メールパラメータ］テーブルを示します。

図 62 ［電子メールパラメータ］テーブル



コントロールパネル

Cobalt RaQ XTRユーザマニュアル 139

電子メールパラメータの設定

電子メールパラメータを設定するには、次の操作を行います。

1. ［サーバの管理］>［コントロールパネル］を選択します。［サービスの設定］
テーブルが表示されます。

2. 電子メールサーバの横にある緑色の鉛筆アイコンをクリックします。［電子
メールパラメータ］テーブルが表示されます。図 62をご参照ください。

3. このテーブルの各フィールドに必要事項を入力します。各フィールドについ
ては次項で説明します。

4. ［電子メールパラメータ］テーブルで、［変更を保存］ボタンをクリックします。

以下のようなパラメータを変更できます。

• 最大メールメッセージサイズ（MB）：送受信を許可する電子メールメッセー
ジの最大サイズを指定してください。サイズを指定しないと、ディスクの空
き容量を越えるメッセージを受信してしまう恐れがあります。最大サイズを
超えるメッセージは、「配信不能」として送信者に返送されます。デフォルト
値は 5MBです。設定値は正の整数で指定してください。

• スマートリレーのホスト名：このフィールドへのホスト名の入力はオプション
ですが、このホスト名を指定すると、RaQ XTRから、指定した電子メールサー
バを介してインターネットに電子メールを送信できるようになります。電子
メールをリレーしたい電子メールサーバのホスト名を指定してください。

この機能は、ファイヤウォールによる制約などの理由で RaQ XTRから直接
インターネットにアクセスできないが、インターネットへ直接アクセスでき
る電子メールサーバとは通信できる、というような場合に利用します。

• SMTPリレーの前にメールを確認：RaQ XTRは、前回の POP認証に基づい
てユーザの SMTPリレーアクセスを許可します。このボックスをチェックす
ると、この機能が有効になります。

• 電子メールのリレーを許可するホスト／ドメイン：このフィールドには、
SMTPサーバにメールメッセージのリレーを許可するホストを全て入力しま
す。IPアドレスまたはドメインネームを入力してください。

詳細については、「電子メールのリレー」（p.140）をご参照ください。

• このサーバは、ここに指定されたユーザ／ホスト／ドメインからの電子メー
ルの受信を拒否します。：このフィールドには、電子メールを受信したくな
い送信元の電子メールまたはドメインネームを入力します。ここで指定する
アドレスやドメインから送信されるメッセージに対しては、エラーメッセー
ジが返信されます。
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電子メールのリレー

SMTP（Simple Mail Transfer Protocol）サービスは、POP（Post Office Protocol）、
Telnet、FTP（File Transfer Protocol）などとは異なり、SMTP接続時にユーザの
認証を行いません。

これは、インターネット上にあるすべてのメールサーバが自由に接続して電子
メールを送受信できるようにするためです。RaQ XTR サーバは、登録されてい
るユーザアカウントまたは設定されているエイリアス電子メールアカウント宛の
電子メールのみを受信します。また、メールのリレーが許可されているホスト（ク
ライアント PC）からのメールのみを他のドメインへリレー（転送）します。した
がって、リレーを許可するホスト名、ドメインネーム、IPアドレス、ネットワー
クなどを指定する必要があります。

外部ネットワークからインターネットを通じてこのサーバにアクセスする登録
ユーザがいる場合には、そのユーザが契約しているISP（Internet Service Provider）
で使われているリモートアクセス（ダイヤルアップ）機器のネットワークアドレ
スを問い合わせてください。

例えば、ISPが 192.168.10.5から 192.168.10.24のネットワークを使っているの
であれば、［電子メールパラメータ］テーブルの［電子メールのリレーを許可する
ホスト／ドメイン］フィールドに「192.168.10」と入力します。もしその ISPが
全国に 30の POP（Points-Of-Presence：アクセスポイント）を持っており、登録
ユーザはそのどれを使ってでもダイヤルインできる、というような場合には、そ
の 30 のネットワークアドレス全部をリレー許可する必要があります。そうしな
いと、その登録ユーザは RaQ XTRを通じて電子メールを送信できません。

!
ご注意：com、edu、netといったトップレベルのドメインアドレス
を指定することも可能ですが、これはお勧めできません。そのよう
なリレーを許可すると、com、edu、netなどを持つあらゆるホスト
が、Cobaltサーバを通じて電子メールをリレーできるようになるか
らです。このようにリレーされたメールは SPAMメールと呼ばれま
す。SPAMメールの送信者は、よくそのような第三者サーバを使っ
てメールをリレーすることにより、発信元を隠そうとします。

その結果、SPAMメールはこの Cobaltサーバから発信されたように
みられ、この Cobaltサーバが SPAMサイトのブラックリストに入れ
られる可能性があります。ブラックリストに載ると、ほかのメール
サーバはこのサーバからのメールをリレーしなくなり、この Cobalt
サーバから送られたメールの多くが無視されるようになります。
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電子メールリレーの許可

電子メールリレーを許可するには、次の手順で、RaQ XTRを SMTPサーバとし
て使うマシンの IPアドレス（またはドメインネーム、またはその両方）を追加し
ます。

1. ［サーバの管理］>［コントロールパネル］を選択します。［サービスの設定］
テーブルが表示されます。

2. ［電子メールサーバ］の横にある緑色の鉛筆アイコンをクリックします。［電
子メールパラメータ］テーブルが表示されます。図 62をご参照ください。

［電子メールのリレーを許可するホスト／ドメイン］というフィールドがあり
ます。後述の手順で、このフィールドへ当該マシンの IPアドレスまたはドメ
インネームを入力します。

3. ［電子メールパラメータ］テーブルで、［変更を保存］ボタンをクリックします。

このフィールドの情報は、クライアントから送信される電子メールとのパターン
マッチに利用されます。その結果、便利なショートカットを利用できます。同じ
ネットワークブロック内にホストが複数ある場合などには、ショートカットとし
て、ネットワークブロックの番号だけを入力することができます。

例えば、192.168.1 というネットワークを［電子メールのリレーを許可するホス
ト／ドメイン］フィールドに指定すると、192.168.1.1～ 192.168.1.254までの IP
アドレスをもつマシン全てのリレーが許可されます。

また、ドメインネームが「mydomain.com」で終わる全てのホストからのリレー
を許可する場合には、このフィールドに「mydomain.com」と入力してください。

✍ ご参考：ネットワークブロックを指定する場合、末尾の数字の後に
ピリオドをつけないようご注意ください。上記の例では、３組の数
字と２つのピリオドだけを入力します。それにより、４組目に任意
の数字を持つ IPアドレスが全てリレー許可されます。

✍ ご参考：このフィールドにドメインネームまたはその一部を入力す
る場合には、クライアント上で逆引き DNS が機能している必要が
あります。



第 5章 :サーバの管理

142 Cobalt RaQ XTRユーザマニュアル

FTPサーバ

FTPサーバ機能により、サイトユーザは FetchやWS-FTPなどの FTPクライア
ントソフトウェアを使って、RaQ XTRサーバ上にファイルをアップロードした
り、サーバからダウンロードできます。

RaQ XTR管理者は、次の手順で FTPサーバのオン／オフを切り替えることがで
きます。

1. ［サーバの管理］>［コントロールパネル］を選択します。［サービスの設定］
テーブルが表示されます。

2. ［FTP サーバ］の左欄のチェックボックスをクリックして、オン（チェック
マーク有り）またはオフ（チェックマーク無し）にします。

3. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

Telnetサーバ

Telnetアクセスは、上級ユーザのための機能です。上級ユーザとは、Unix OSの
内部構造を熟知したユーザを意味します。

システム設定ファイルを変更すると、RaQ XTR の動作に支障が生じることがあ
ります。

RaQ XTR管理者は、次の手順で Telnetサーバのオン／オフを切り替えることが
できます。

1. ［サーバの管理］>［コントロールパネル］を選択します。［サービスの設定］
テーブルが表示されます。

2. ［Telnetサーバ］の左欄のチェックボックスをクリックして、オン（チェック
マーク有り）またはオフ（チェックマーク無し）にします。

3. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

!
ご注意：シェルアクセスを許可すると、RaQ XTR のセキュリティ
に大きな影響を与えます。

✍ ご参考：［サービスの設定］テーブルで Telnet サーバを無効にする
と、シェルアクセスを許可されているユーザを含め、すべてのユー
ザの Telnetアクセスが拒否されます。
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SNMP（Simple Network Management Protocol）エージェント

SNMPエージェントを有効にすると、RaQ XTR管理者は SNMPソフトウェアを
使って、CPU利用率やネットワークトラフィックなどのサーバ情報をリモートで
監視できます。

RaQ XTR 管理者は、SNMP（Simple Network Management Protocol）エージェ
ントを次の手順でオンまたはオフにすることができます。

1. ［サーバの管理］>［コントロールパネル］を選択します。［サービスの設定］
テーブルが表示されます。

2. ［SNMP（Simple Network Management Protocol）エージェント］の左欄の
チェックボックスをクリックして、オン（チェックマーク有り）またはオフ
（チェックマーク無し）にします。

3. SNMP エージェントをオフにした場合には、［変更を保存］ボタンをクリッ
クします。

オンにした場合には、［サービスの設定］テーブルにあるこのサービスの緑色
の鉛筆アイコンをクリックします。［SNMP パラメータ］テーブルが表示さ
れます。図 63をご参照ください。

4. SNMPエージェントに対して読み取り専用アクセス権と読み書き可能アクセ
ス権を持つコミュニティを指定します。デフォルトの読み出し専用コミュニ
ティは publicです。

5. ［SNMPパラメータ］テーブルで、［変更を保存］ボタンをクリックします。

6. ［サービスの設定］テーブルで、［変更を保存］ボタンをクリックします。

図 63に［SNMPパラメータ］テーブルを示します。

図 63 ［SNMPパラメータ］テーブル
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ASP管理サーバ

ASP管理サーバのユーザインターフェイスにアクセスするには、次の操作を行い
ます。

1. ［サーバの管理］>［コントロールパネル］を選択します。［サービスの設定］
テーブルが表示されます。ASPサーバが無効になっていると、鉛筆アイコン
がグレー表示されます。

2. 有効にするには、ASPサーバの左欄のチェックボックスをクリックします。

3. ［変更を保存］ボタンをクリックします。画面が更新され、鉛筆アイコンが有
効（緑色の鉛筆）になります。

4. ASP管理サーバの横にある緑色の鉛筆アイコンをクリックします。ASP管理
者サーバ<hostname.domainname:5100>のユーザ名とパスワードを尋ねる確
認ダイアログボックス（英文）が表示されます。

5. RaQ XTR管理者のユーザ名とパスワードを入力します。

6. ［OK］をクリックします。新しいブラウザウィンドウが開き、ASPサーバ管
理者のユーザインターフェイス画面（英語）が表示されます。左側の
［Documentation］ボタンをクリックすると、Chili!Soft ASPの機能に関する
ガイド（英語）が開きます。

図 64に、ASP管理者サーバのユーザインターフェイスを示します。

図 64 ASP管理サーバのユーザインターフェイス
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ドメインネームシステム（DNS）サーバ

ドメインネームシステム（DNS）は、インターネットの重要なコンポーネントで
す。DNSは、RaQ XTRサーバ上で正しく設定してください。DNSについては、
付録Eで詳しく説明します。付録E「ドメインネームシステム」をご参照ください。

付録 Eでは、次の項目について説明します。

• DNSの基礎

• DNSの応用

• RaQ XTRの DNS設定例を示すクイックスタートガイド

• DNSサービスの歴史

ネットワーク

ネットワーク設定を行うと、RaQ XTR が他のコンピュータから認識されるよう
になります。LCDコンソールや［サーバデスクトップ］から IPアドレスを変更
すると、RaQ XTRは自動的に再起動します。

RaQ XTR のネットワーク設定情報を入力または変更するには、次の操作を行い
ます。

1. ［サーバの管理］>［コントロールパネル］>［ネットワーク］を選択します。
ネットワーク設定のテーブルが表示されます。図 65をご参照ください。

2. ［一般設定］、［インターフェイスの設定 -ネットワーク 1］、または［インター
フェイスの設定 -ネットワーク2］に、それぞれ必要な設定情報を入力します。

3. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

� 重要：ネットワークの整合性を維持するため、ネットワーク設定情
報についてはネットワーク管理者にご確認ください。ネットワーク
設定が間違っていると、ネットワーク接続に問題が生じる場合もあ
ります。

✍ ご参考：ヘルプを見るには、各フィールドの横にあるアクティブア

シスト アイコンにマウスのポインタを置いてください。画面

の下部にヘルプテキストが表示されます。
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図 65に、［ネットワーク］ページの［設定］テーブルを示します。

図 65 ［ネットワーク］ページの［設定］テーブル

帯域幅

RaQ XTRでは、RaQ XTRサーバに割り当てる IPアドレスごとに出力帯域幅の
上限を設けることができます。この帯域幅の上限は、IPアドレスに対応するすべ
ての名前ベース仮想サイトに適用されます。

帯域幅はキロビット／秒（Kbps）を単位として設定します。RaQ XTRでの最低
帯域幅は 10Kbpsです。

帯域幅制限はその IPアドレス上での、すべての送信 TCP（Transmission Control
Protocol）トラフィックに適用されます。これには、TCPベースのアプリケーショ
ンのほか、ウェブ、FTP、POP、Telnetのトラフィックも含まれます。

帯域幅制限が設定されている IPアドレスに複数のユーザがアクセスした場合、帯
域幅は各ユーザに均等に配分されます。

複数の名前ベース仮想サイトが１つの IP アドレスを共用している場合、その IP
アドレスに設定した帯域幅は、それら名前ベースの仮想サイトのユーザ全員に均
等に配分されます。

これまで帯域幅に制限の無かった IPアドレスに制限を設けたり、従来の帯域幅制
限を修正したり、削除することもできます。

✍ ご参考：帯域幅の制限は、受信トラフィックには適用されません。
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帯域幅の上限テーブル

帯域幅制限オプションを選択すると、［帯域幅の上限］テーブルが表示されます。
図 66をご参照ください。

帯域幅の上限を IPアドレスに適用していない場合、テーブルは空欄で表示されま
す。帯域幅の上限を IPアドレスに適用してある場合は、テーブルには４つの欄が
表示されます。

• 上限が適用されている IPアドレス

• 帯域幅の上限（Kbps）

• その IPアドレスに対応する仮想サイトの正式なホスト名

• 帯域幅上限の修正（緑色の鉛筆アイコン）または削除（茶色のゴミ箱アイコ
ン）に使うアイコン

図 66に、［帯域幅の上限］テーブルを示します。

図 66 ［帯域幅の上限］テーブル
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帯域幅上限の適用

帯域幅を IPアドレスに適用するには、次の操作を行います。

1. ［サーバの管理］>［コントロールパネル］>［帯域幅］を選択します。［帯域
幅の上限］テーブルが表示されます。

2. ［制限の追加］ボタンをクリックします。［帯域幅の上限を追加］テーブルが
表示されます。図 67をご参照ください。

3. テーブルの一番上のプルダウンメニューから、帯域幅の上限を適用したい IP
アドレスを選びます。プルダウンメニューには、現在帯域幅の上限が設定さ
れていない IPアドレスが全てリストされます。

4. テーブルの次の欄には、帯域幅の上限値をキロビット／秒（Kbps）を単位と
して設定します。最低帯域幅は 10Kbpsです。

5. ［変更を保存］ボタンをクリックします。画面がリフレッシュされて、［帯域
幅の上限］テーブルに IPアドレスと帯域幅の上限が表示されます。

図 67に、［帯域幅の上限を追加］テーブルを示します。

図 67 ［帯域幅の上限を追加］テーブル

✍ ご参考：RaQ XTR上の各 IPアドレスに既に帯域幅の上限が割り当
てられている場合には、それを示すエラーメッセージが画面下に表
示されます。

帯域幅の上限を修正するには「帯域幅上限の修正」（p.149）を、帯
域幅の上限を削除するには「帯域幅上限の削除」（p.149）をご参照
ください。
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帯域幅上限の修正

IPアドレスに適用されている帯域幅を修正するには、次の操作を行います。

1. ［サーバの管理］>［コントロールパネル］>［帯域幅］を選択します。［帯域
幅の上限］テーブルが表示されます。

2. 表示されたテーブルで、帯域幅の上限を修正したいIPアドレスを特定します。

3. IP アドレスの横にある緑色の鉛筆アイコンをクリックします。［帯域幅の上
限を変更］テーブルが表示されます。このテーブルの一番上の欄には IPアド
レスが表示されます。

4. テーブルの次の欄には、新しい帯域幅の上限値をキロビット／秒（Kbps）を
単位として設定します。最低帯域幅は 10Kbpsです。

5. ［変更を保存］ボタンをクリックします。画面がリフレッシュされて、［帯域
幅の上限］テーブルにその IPアドレスに対応する新しい帯域幅の上限が表示
されます。

帯域幅上限の削除

IPアドレスに適用されている帯域幅を削除するには、次の操作を行います。

1. ［サーバの管理］>［コントロールパネル］>［帯域幅］を選択します。［帯域
幅の上限］テーブルが表示されます。

2. 表示されたテーブルで、帯域幅の上限を削除したいIPアドレスを特定します。

3. その IPアドレスに対応する茶色のゴミ箱アイコンをクリックします。削除を
確認するダイアログが表示されます。

4. ［OK］をクリックします。画面がリフレッシュされて、その IPアドレスに対
応する帯域幅の上限が削除された［帯域幅の上限］テーブルが表示されます。
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時刻

RaQ XTR 管理者は、次の手順でサーバに正しい時刻、日付、時間帯を設定でき
ます。

1. ［サーバの管理］>［コントロールパネル］>［日付と時刻］を選択します。
［時刻の設定］テーブルが表示されます。図 68をご参照ください。

2. プルダウンメニューから今日の日付と時刻を選択します。

3. ［地域］、［国］、［都市／時間帯］の各プルダウンメニューを使い、所在地の時
間帯を選択します。

4. ［NTPサーバ］フィールドに NTP（Network Time Protocol）サーバのホスト
名または IPアドレスを指定すると、RaQ XTRは毎晩自動的にそのNTPサー
バに自動的にアクセスして時刻を微調整します。

NTPサーバのリストは、http://www.eecis.udel.edu/~mills/ntp/servers.htmlに
掲載されていますのでご利用ください。

5. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

図 68に、［時刻の設定］テーブルを示します。

図 68 ［時刻の設定］テーブル
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サーバの利用状況
［サーバの利用状況］ページには、RaQ XTRサーバの全体的利用状況に関する統
計が表示されます。

RaQ XTR 管理者は一定範囲の日数におけるサーバの利用状況レポートを生成で
きます。このレポートにより、ネットワーク、ウェブ、FTP、および仮想サイト
の電子メールトラフィックが消費している帯域幅を監視できます。

このレポートには、最新データと、過去に処理されたログファイルからコンパイ
ルされたデータが含まれます。ログファイルは毎日午前４時に処理されますが、
そのとき実際のログファイルを保持せずにデータのサマリーを行います。

ネットワーク

サーバ上のネットワークトラフィックの統計情報を表示するには、次の操作を行
います。

1. ［サーバの管理］>［サーバの利用状況］を選択します。レポートが既に生成
されている場合は、［ネットワーク利用状況の統計］テーブルが表示されま
す。図 69をご参照ください。

レポートが何も生成されていない場合は、［ネットワーク利用状況の統計］
テーブルは表示されません。レポートを生成するには、以下の「ステップ 3」
をご参照ください。

2. ［ネットワーク利用状況の統計］テーブルはいくつかの欄に分かれ、統計の生
成日時など、ネットワーク利用状況に関する統計情報を表示します。

その下にある［その他のネットワーク統計］テーブルは、ハイパーリンクに
より詳細情報を提供します。リンクをクリックすると、その統計情報の詳細
を棒グラフで表示できます。

• IP 別の利用状況：サーバ上の IP アドレスごとに、過去と現在のネット
ワークトラフィックを棒グラフで表示します。図 70に、その表示例を示
します。

127.0.0.1という IPアドレスは必ず表示されます。これは RaQ XTRの
内部トラフィックを示します。また、このサーバを送信先としないその
他の IP アドレスのトラフィックも表示されます。これら統計情報によ
り、トラフィック量が最大の IPアドレスを判断できます。

✍ ご参考：［サイトの管理］タブの［サーバの利用状況］機能について
は、「サイトの利用状況」（p.92）をご参照ください。
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• 日／時刻別の統計：累積的アクティビティの分布を時間ごと、あるいは
日付毎に示すグラフです。これら統計により、サーバが混雑する時間や
曜日を判断できます。

• 日／週／月別の統計履歴：この統計に含まれる累積的アクティビティを
一日毎、一週間毎、あるいは一ヶ月毎に集計したグラフです。これら統
計により、RaQ XTR サーバ上のネットワークトラフィックが最も混雑
する特定の日、週、月を判断できます。

• ログファイルのダウンロード：このハイパーリンクにより、最新のトラ
フィックログファイルをダウンロードできます。さまざまな分析ソフト
ウェアを使い、ログファイルを分析できます。

3. レポートを生成するには、［設定を変更する］をクリックします。［統計オプ
ションの設定］テーブルが表示されます。図 71をご参照ください。RaQ XTR
管理者は一定の報告期間を指定して統計報告を生成できます。

4. プルダウンメニューから報告期間の開始日時と終了日時を選択します。

5. ［統計を更新する］をクリックします。［ネットワーク利用状況の統計］テー
ブルに更新されたデータが表示されます。

図 69に、［ネットワーク利用状況の統計］テーブルを示します。

図 70に、［IPアドレス別のネットワーク利用状況］の表示例を示します。

図 71に、［統計オプションの設定］テーブルを示します。
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図 69 ［ネットワーク利用状況の統計］テーブル

図 70 ［IPアドレス別のネットワーク利用状況］表示例

図 71 ［統計オプションの設定］テーブル
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ウェブ

サーバ上のウェブトラフィックの統計情報を表示するには、次の操作を行います。

1. ［サーバの管理］>［サーバの利用状況］>［ウェブ］を選択します。レポー
トが既に生成されている場合は、［ウェブ利用状況の統計］テーブルが表示さ
れます。図 72をご参照ください。

レポートが何も生成されていない場合は、［ウェブ利用状況の統計］テーブル
は表示されません。報告を生成するには、以下の「ステップ 3」をご参照く
ださい。

2. ［ウェブ利用状況の統計］テーブルはいくつかの欄に分かれ、統計の生成日時
など、ウェブ利用状況に関する統計情報を表示します。

その下にある［その他のウェブ利用状況統計］テーブルは、ハイパーリンク
により詳細情報を提供します。リンクをクリックすると、その統計情報の詳
細を棒グラフで表示できます。

• 仮想サイト別の利用状況：サーバ上の仮想サイトごとに、過去と現在の
ウェブトラフィック量を棒グラフで表示します。これら統計情報により、
トラフィック量が最大の仮想サイトを判断できます。

• 日／時刻別の統計：累積的アクティビティの分布を時間ごと、あるいは
日付毎に示すグラフです。これら統計により、サーバが混雑する時間や
曜日を判断できます。図 73に、その表示例を示します。

• 日／週／月別の統計履歴：この統計に含まれる累積的アクティビティを
一日毎、一週間毎、あるいは一ヶ月毎に集計したグラフです。これら統
計により、RaQ XTR サーバ上のウェブトラフィックが最も混雑する特
定の日、週、月を判断できます。

• ドメイン別のリクエスト数：ウェブトラフィックの発信元であるドメイ
ンをドメイン別またはサブドメイン別に示すグラフです。サブドメイン
は親ドメインのサブカテゴリとして表示され、その数値は親ドメインの
数値に含まれ、加算されて表示されます。

✍ ご参考：リゾルブ（変換）されたドメインネーム（com、edu、org
等）をレポートに含むには、「ホスト名の検索」機能がウェブトラ
フィックの発生時に有効となっている必要があります。この機能が
有効でなければ、リゾルブされていない IPアドレスが全トラフィッ
クの発信元として表示されます。

この機能を有効にする方法については、「ウェブサーバ」（p.136）を
ご参照ください。
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• ファイル種類別のリクエスト数：ウェブトラフィックを、リクエストさ
れたファイル種類別に示すグラフです。

• ログファイルのダウンロード：このハイパーリンクにより、最新のウェ
ブトラフィックログファイルをダウンロードできます。さまざまな分析
ソフトウェアを使い、ログファイルを分析できます。

3. レポートを生成、変更するには、［設定を変更する］をクリックします。［統
計オプションの設定］テーブルが表示されます。図 74 をご参照ください。
RaQ XTR管理者は一定の報告期間を指定して統計報告を生成できます。

4. プルダウンメニューから報告期間の開始日時と終了日時を選択します。

5. ［統計を更新する］をクリックします。［ウェブ利用状況の統計］テーブルに
更新されたデータが表示されます。

図 72に、［ウェブ利用状況の統計］テーブルを示します。

図 73に、［ウェブ利用状況］－［日／時刻別の統計］の表示例を示します。

図 74に、［統計オプションの設定］テーブルを示します。

図 72 ［ウェブ利用状況の統計］テーブル
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図 73 ［ウェブ利用状況］ー［日／時刻別の統計］の表示例

図 74 ［統計オプションの設定］テーブル



サーバの利用状況

Cobalt RaQ XTRユーザマニュアル 157

FTP

サーバ上の FTPトラフィックの統計情報を表示するには、次の操作を行います。

1. ［サーバの管理］>［サーバの利用状況］>［FTP］を選択します。レポートが
既に生成されている場合は、［FTP利用状況の統計］テーブルが表示されます。

レポートが何も生成されていない場合は、［FTP 利用状況の統計］テーブル
は表示されません。レポートを生成するには、以下の「ステップ 3」をご参
照ください。

2. ［FTP 利用状況の統計］テーブルはいくつかの欄に分かれ、統計の生成日時
など、FTP利用状況に関する統計情報を表示します。

その下にある［その他の FTP利用状況統計］テーブルは、ハイパーリンクに
より詳細情報を提供します。リンクをクリックすると、その統計情報の詳細
を棒グラフで表示できます。

• 仮想サイト別の利用状況：サーバ上の仮想サイトごとに、過去と現在の
FTP トラフィック量を棒グラフで表示します。これら統計情報により、
FTPトラフィック量が最大の仮想サイトを判断できます。

• 日／時刻別の統計：累積的アクティビティの分布を時間ごと、あるいは
日付毎に示すグラフです。これら統計により、サーバが混雑する時間や
曜日を判断できます。

• 日／週／月別の統計履歴：この統計に含まれる累積的アクティビティを
一日毎、一週間毎、あるいは一ヶ月毎に集計したグラフです。これら統
計により、RaQ XTRサーバ上の FTPトラフィックが最も混雑する特定
の日、週、月を判断できます。

• ドメイン別のリクエスト数：FTPトラフィックの発信元であるドメイン
をドメイン別またはサブドメイン別に示すグラフです。サブドメインは
親ドメインのサブカテゴリとして表示され、その数値は親ドメインの数
値に含まれ、加算されて表示されます。

• ファイル種類別のリクエスト数：FTPトラフィックを、リクエストされ
たファイル種類別に示すグラフです。

• ログファイルのダウンロード：このハイパーリンクにより、最新の FTP
トラフィックログファイルをダウンロードできます。さまざまな分析ソ
フトウェアを使い、ログファイルを分析できます。

3. レポートを生成するには、［設定を変更する］をクリックします。［統計オプ
ションの設定］テーブルが表示されます。図 75をご参照ください。RaQ XTR
管理者は一定の報告期間を指定して統計報告を生成できます。

4. プルダウンメニューから報告期間の開始日時と終了日時を選択します。

5. ［統計を更新する］をクリックします。［FTP利用状況の統計］テーブルに更
新されたデータが表示されます。
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図 75に、［統計オプションの設定］テーブルを示します。

図 75 ［統計オプションの設定］テーブル

電子メール

サーバ上の電子メールトラフィックの統計情報を表示するには、次の操作を行い
ます。

1. ［サーバの管理］>［サーバの利用状況］>［電子メール］を選択します。レ
ポートが既に生成されている場合は、［電子メール利用状況の統計］テーブル
が表示されます。図 76をご参照ください。

レポートが何も生成されていない場合は、［電子メール利用状況の統計］テー
ブルは表示されません。レポートを生成するには、次ページの「ステップ 3」
をご参照ください。

2. ［電子メール利用状況の統計］テーブルはいくつかの欄に分かれ、統計の生成
日時など、電子メール利用状況に関する統計情報を表示します。

その下にある［その他の電子メール利用状況統計］テーブルは、ハイパーリ
ンクにより詳細情報を提供します。リンクをクリックすると、その統計情報
の詳細を棒グラフで表示できます。

• 仮想サイト別の利用状況：サーバ上の仮想サイトごとに、過去と現在の
電子メールのトラフィック量を棒グラフで表示します。電子メールを送
信したドメインと受信したドメインに分けて統計を表示できます。

RaQ XTRサーバからリレーされたり、このサーバにあるドメイン以外の
ドメインに送信されたメールトラフィックは、この報告に含まれます。こ
れら統計は、特定のドメインが送受信した電子メールの量を表示します。

• 日／時刻別の統計：累積的アクティビティの分布を時間ごと、あるいは
日付毎に示すグラフです。これら統計により、サーバが混雑する時間や
曜日を判断できます。
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• 日／週／月別の統計履歴：この統計に含まれる累積的アクティビティを
一日毎、一週間毎、あるいは一ヶ月毎に集計したグラフです。これら統
計により、RaQ XTR サーバ上の電子メールトラフィックが最も混雑す
る特定の日、週、月を判断できます。

• ログファイルのダウンロード：このハイパーリンクにより、最新の電子
メールトラフィックのログファイルをダウンロードできます。さまざま
な分析ソフトウェアを使い、ログファイルを分析できます。

3. レポートを生成するには、［設定を変更する］をクリックします。［統計オプ
ションの設定］テーブルが表示されます。図 77をご参照ください。RaQ XTR
管理者は一定の報告期間を指定して統計報告を生成できます。

4. プルダウンメニューから報告期間の開始日時と最終日時を選択します。

5. ［統計を更新する］をクリックします。［電子メール利用状況の統計］テーブ
ルに更新されたデータが表示されます。

図 76に、［電子メール利用状況の統計］テーブルを示します。

図 77に、［統計オプションの設定］テーブルを示します。

図 76 ［電子メール利用状況の統計］テーブル

図 77 ［統計オプションの設定］テーブル
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バックアップ／復元
RaQ XTR は、次のようなサードパーティによるバックアップや復元のソリュー
ションをサポートしています。

• Knox Arkeia

• Legato Networker

• Veritas NetBackup

RaQ XTR 管理者は、［サーバの管理］>［バックアップ／復元］から RaQ XTR
サーバでこれらのソリューションを使えるように設定できます。

コントロール

［コントロール］機能により、RaQ XTR管理者はサーバデスクトップのユーザイ
ンターフェイスを読み取り専用モードにロックしたり、現在サーバ上で実行され
ている全サービスをシャットダウンできます（設定済みのバックアッププログラ
ムを除く）。

• バックアップ処理や復元処理の実行中にユーザインターフェイスをロックし
ておくと、バックアップ／復元されるサーバ設定の整合性を確実に保全でき
ます。

• サービスを停止することにより、バックアッププログラムはシステム関係の
データを復元できます。

✍ ご参考：この項では、RaQ XTR サーバでこれらソリューションの
バックアップクライアントを有効にする方法について説明します。

これらのサードパーティによるバックアップ用ソフトウェアは、日
本語のファイル名をサポートしていません。したがって、サードパー
ティバックアップをご利用になる場合には、バックアップ／復元の
対象となるファイル名は必ず半角英数字（ASCII文字）のみで記述
してください。

バックアップサーバソフトウェアの設定方法については、付録 F
「サードパーティのソフトウェアによる非常時のデータ回復」をご参
照ください。

✍ ご参考：復元処理の実行後には、念のために RaQ XTR管理者はサー
バを再起動されるようお勧めします。
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［コントロール］のオプションを設定するには、次の操作を行います。

1. ［サーバの管理］>［バックアップ／復元］>［コントロール］を選択します。
［バックアップ時のシステム制御］テーブルが表示されます。図 78 をご参照
ください。

2. サーバデスクトップのユーザインターフェイスをロックするには、［ロックす
る］のチェックボックスをクリックして有効にします。

3. 現在サーバ上で実行されている全サービス（設定済みのバックアッププログ
ラムを除く）を停止するには、［動作を続ける］をクリックして無効（チェッ
クマーク無し）にします。

4. ［変更を保存］ボタンをクリックします。テーブルがリフレッシュされ、新し
い設定が表示されます。

図 78に、［バックアップ時のシステム制御］テーブルを示します。

図 78 ［バックアップ時のシステム制御］テーブル
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Knox Arkeia

Knox Arkeia バックアップ／復元ソリューションを設定するには、次の操作を行
います。

1. ［サーバの管理］>［バックアップ／復元］>［Knox Arkeia］を選択します。
［Knox Arkeia バックアップの設定］テーブルが表示されます。図 79 をご参
照ください。

2. 各フィールドに次の情報を入力してください。

• クライアントを有効にする：Knox Arkeiaバックアップクライアントの
ON/OFFを切り替えます。

• バックアップサーバ名：Knox Arkeiaバックアップサーバのホスト名＋
ドメインネームを指定してください。

• ポート番号：Knox Arkeiaバックアップクライアントを使ってKnoxサー
ビスを利用している他のホスト（Knox Arkeiaバックアップサーバを含
む）と通信するには、正しいポート番号を指定する必要があります。

デフォルトのポート番号は 617です。

3. ［保存］ボタンをクリックします。テーブルが更新され、新しい設定が表示さ
れます。

Knox Arkeia バックアップサーバを設定するには、付録 F「サードパーティのソ
フトウェアによる非常時のデータ回復」をご参照ください。

図 79に、［Knox Arkeiaバックアップの設定］テーブルを示します。

図 79 ［Knox Arkeiaバックアップの設定］テーブル

� 重要：特に変更する必要が無い限り、ポート番号は変更しないでそ
のままお使いください。変更する場合には、Knox サービスを使っ
ているネットワーク上の他のホストにも同じポート番号を指定して
ください。
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Legato Networker

Legato NetWorkerバックアップ／復元ソリューションを設定するには、次の操作
を行います。

1. ［サーバの管理］>［バックアップ／復元］>［Legato NetWorker］を選択し
ます。［Legato NetWorkerバックアップの設定］テーブルが表示されます。図
80をご参照ください。

2. 各フィールドに次の情報を入力してください。

• クライアントを有効にする：Legato NetWorkerバックアップクライアン
トの ON/OFFを切り替えます。

• Legatoサーバのホスト名：Legato NetWorkerバックアップサーバのホ
スト名＋ドメインネームを指定してください。必ず正しいホスト名を入
力してください。

• サービスポートの範囲：このシステムが使うサービスポートの範囲を指
定してください（7937－ 9936）。

• 接続ポートの範囲：このシステムが使う接続ポートの範囲を指定してく
ださい（10001－ 30000）。

3. ［保存］ボタンをクリックします。テーブルが更新され、新しい設定が表示さ
れます。

Legato NetWorkerバックアップサーバを設定するには、付録 F「サードパーティ
のソフトウェアによる非常時のデータ回復」をご参照ください。

図 80に、［Legato NetWorkerバックアップの設定］テーブルを示します。

図 80 ［Legato NetWorkerバックアップの設定］テーブル
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Veritas NetBackup

Veritas NetBackupバックアップ／復元ソリューションを設定するには、次の操作
を行います。

1. ［サーバの管理］>［バックアップ／復元］>［Veritas NetBackup］を選択し
ます。［Veritas NetBackup バックアップの設定］テーブルが表示されます。
図 81をご参照ください。

2. 各フィールドに次の情報を入力してください。

• クライアントを有効にする：Veritas NetBackup バックアップクライア
ントの ON/OFFを切り替えます。

• マスターVeritasサーバ：Veritas NetBackupマスターバックアップサー
バのホスト名＋ドメインネームを指定してください。必ず正しいホスト
名を入力してください。

• 追加 Veritas サーバ：追加的な Veritas NetBackup バックアップサーバ
のホスト名＋ドメインネームを指定してください。必ず正しいホスト名
を入力してください。

3. ［保存］ボタンをクリックします。テーブルが更新され、新しい設定が表示さ
れます。

Veritas NetBackupバックアップサーバを設定するには、付録 F「サードパーティ
のソフトウェアによる非常時のデータ回復」をご参照ください。

図 81に、［Veritas NetBackupバックアップの設定］テーブルを示します。

図 81 ［Veritas NetBackupバックアップの設定］テーブル



保守

Cobalt RaQ XTRユーザマニュアル 165

保守
［サーバの管理］タブの［保守］からは、新しいストレージを追加したり、サーバ
を再起動したり、サーバのトラブルシューティング用診断ファイルなどのシステ
ム情報にアクセスできます。

ストレージ

RaQ XTR サーバは内蔵ハードディスクドライブを４台まで装備できます。サー
バに内蔵されたハードドライブが４台未満であれば、ハードディスクを追加でき
ます。内部ハードドライブの取り付けについては、付録 C「RaQ XTR のアップ
グレード」をご参照ください。

１つの仮想サイトを複数の物理ディスクに分けて設定することはできません。ま
た、他の RaQ XTR に接続されていた外部ディスクを接続した場合、RaQ XTR
はそのディスク上の仮想サイトを自動的に認識できませんのでご注意ください。

✍ ご参考：RaQ XTR サーバでは、故障したハードドライブを交換し
た場合は、［ストレージの追加］機能を使って新しいハードドライブ
を追加する必要はありません。システムを再起動すると、新しいハー
ドドライブが自動的に認識されます。

故障したドライブを交換して RaQ XTRサーバを再起動すると、シ
ステムは新しいドライブを認識し、自動的に再設定を開始します。

• RAID-1 設定の場合、システムは新しいハードドライブを従来
のハードドライブに同期化して、ディスクミラーリングを行い
ます。

• RAID-5設定の場合、システムは他のハードドライブからの
データを使って、故障したハードドライブを再構築します。

同期化プロセス中、RaQ XTRサーバは RAIDモードではありませ
んが、リクエストには応じられます。



第 5章 :サーバの管理

166 Cobalt RaQ XTRユーザマニュアル

図 82に、［使用ストレージ］テーブルを示します。

図 82 ［使用ストレージ］テーブル

ストレージデバイスの追加

ユーザインターフェイスからハードドライブを追加するには、次の操作を行います。

1. ［サーバの管理］>［保守］を選択します。［使用ストレージ］テーブルが表
示されます。図 82をご参照ください。

2. ［ストレージの追加］ボタンをクリックします。

使用できるハードドライブやストレージデバイスのリストが表示されます。
複数のデバイスがある場合には、デフォルトで全てのデバイスが選択されて
います。デバイスの選択を解除するには、デバイスの横のボックスをクリッ
クしてください。

追加できるハードドライブがない場合には、それを示すエラーメッセージが
画面下に表示されます。

3. ディスクドライブを追加するには、ドライブに一意の名前を付けてください。
名前には英数字しか使用できません。また、「home」という名前は RaQ XTR
のプライマリハードディスク名であるため使用できません。

4. ［新規ストレージの確認］をクリックすると、そのストレージが RaQ XTRに
追加されます。

✍ ご参考：追加しようとするハードドライブに「home」という名前を
付けようとすると、「home」は使用中であるという内容のエラーメッ
セージが表示されます。

✍ ご参考：ハードドライブの追加時に、ディスクの整合性を検査でき
ます。但し、このオプションを選択すると、ディスクのフォーマッ
トにかかる時間がかなり長くなります。

ディスクの検査を行うには、各ハードドライブの［検査］欄のボッ
クスをクリックします。
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新しい仮想サイトを RaQ XTR に追加する際、RaQ XTR 管理者はその新規サイ
トの保存場所を選択できます。［新規仮想サイトを追加］テーブルの［最大許容
ディスク容量］（MB）パラメータ欄の横にあるプルダウンメニューを開くと、利
用可能なディスクストレージがアルファベット順にリストされます。デフォルト
では、最大の許容ディスク容量を持つデバイスが選択されます。

詳細については、「仮想サイトの追加」（p.129）をご参照ください。

仮想サイトのサスペンド

RaQ XTR の仮想サイトをサスペンドするには、ハードサスペンドとソフトサス
ペンドの２つの方法があります。

ソフトサスペンドの詳細については、「サイトの設定」（p.77）をご参照ください。

ハードサスペンド

ハードサスペンドは、サーバデスクトップからハードドライブが無効化された場
合に生じます。この場合、そのドライブ上の全ての仮想サイトはアクセス不可と
なります。サイトの管理はできず、ユーザは電子メールを受信できません。

ハードドライブを無効化するには、次の操作を行います。

1. ［サーバの管理］>［保守］>［ストレージ］を選択します。［使用ストレージ］
テーブルが表示されます。図 82をご参照ください。

2. 無効化したいディスクの横にある緑色の鉛筆アイコンをクリックします。

3. ［有効］欄のチェックボックスをクリックすると、チェックマークが消え、無
効化されます。

4. ［修正を確認］をクリックします。ブラウザは前の画面に戻ります。
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再起動

RaQ XTR を再起動することにより、一部のサービスで発生した問題を解決でき
ることがあります。また、RAID の故障から回復するには再起動が必要です。再
起動が必要なときには、アクティブモニタに表示されます。

ブラウザから RaQ XTRを再起動するには、次の操作を行います。

1. ［サーバの管理］>［保守］>［再起動］を選択します。［Cobaltサーバの再起
動］テーブルが表示されます。図 83をご参照ください。

2. テーブルには、Cobaltサーバを再起動すると、ネットワークからしばらくア
クセスできなくなるという警告が表示されます。

［再起動］ボタンをクリックします。再起動を確認するダイアログが表示され
ます。

3. ［OK］をクリックします。

LCDコンソールから RaQ XTRを再起動することもできます（「再起動」（p.201）
参照）。

再起動には数分かかります。しばらくお待ちください。

図 83に［Cobaltサーバの再起動］テーブルを示します。

図 83 ［Cobaltサーバの再起動］テーブル
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シャットダウン

RaQ XTRのシャットダウンは、前面にある LCDコンソールから行います。詳細
については、「電源切断」（p.208）をご参照ください。

［サーバの管理］>［保守］>［シャットダウン］を選択すると、［Cobaltサーバの
シャットダウン手順］画面が表示されます。図 84をご参照ください。

シャットダウンには数分かかります。

図 84 ［Cobaltサーバのシャットダウン手順］画面

!
ご注意：データの損失を防ぐため、RaQ XTR の電源を切断する前
に必ず次の手順でシャットダウン操作を行ってください。
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システム情報

RaQ XTRサーバのシステム情報の詳細については、［サーバの管理］>［保守］>
［システム情報］を選択します。［サーバ設定情報］テーブルが表示されます。図
85をご参照ください。

このテーブルには次の情報が表示されます。

• RAM

• ハードディスクサイズ

• Cobalt OSのバージョン

• Cobalt Networks社の商標に関する情報

テーブルには４つのハイパーリンクも含まれます。

• ［製品の登録］により RaQ XTRサーバをオンライン登録できます。

• ［Cobalt Networks社のホームページ］をクリックすると、新しいブラウザウィ
ンドウが開き、URL http://www.cobalt.comが表示されます。

• ［商標および謝辞］は、RaQ XTRサーバ上で使用されるソフトウェアについ
て説明します。

• ［サーバの診断］に含まれるフォームは、Cobalt 社のテクニカルサポート担
当者がサーバを診断するために必要な診断情報を生成、ダウンロードするた
めに使います。次項「サポートツール」をご参照ください。

図 85に［サーバ設定情報］テーブルを示します。

図 85 ［サーバ設定情報］テーブル
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サポートツール

サポートツール機能は、RaQ XTR装置の問題を診断する際に Cobalt Networksテ
クニカルサポートを支援するウェブページです。

RaQ XTR管理者は、［サーバの診断］画面で RaQ XTR設定ファイルのデータダ
ンプを作成して、ダウンロードできます。このデータダンプを電子メールで
diagnostics@cobalt.com 宛に送信することにより、テクニカルサポート担当者
は、その情報から RaQ XTRの状況を診断し、対処方法を電話または電子メール
でお伝えできます。

RaQ XTR 管理者が Linux に詳しい方であれば、診断ファイルを分析するだけで
RaQ XTRの問題を特定できることもあります。このファイルは標準的なgzipファ
イルです。

［サーバの診断］画面にアクセスするには、次の操作を行います。

1. ［サーバの管理］>［保守］>［システム情報］を選択します。［サーバ設定情
報］テーブルが表示されます。図 85をご参照ください。

2. リンクのリストから［サーバの診断］を選んでクリックします。［サーバの診
断］テーブルが表示されます。

3. 以下のフィールドに入力される情報は、診断ダンプのヘッダー情報に組み込
まれます。

• 氏名

• 会社名（省略可）

• 診断ダンプを Cobalt Networksに電子メールで送信する場合は、希望す
る返答手段として電話番号または電子メールアドレスのどちらかを指定
してください。

• 電話での連絡をご希望の場合は電話番号（市外局番を含む）

• 電子メールでの連絡をご希望の場合はメールアドレス

• 問題の内容

✍ ご参考：問題が特定のユーザやサイトに限られる場合は、その内容
を具体的に記入してください。
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4. ［診断ファイルのダウンロード］をクリックします。

これで設定ファイルの診断ダンプが作成されました。ファイルウィンドウが開
き、作成したファイルの保存先を指定するためのプロンプトが表示されます。

5. Linux に詳しい方であれば、このファイルの情報から問題を特定できる場合
があります。

このファイルを電子メールに添付して diagnostics@cobalt.com 宛に送信し
てください。Cobalt Networks の診断担当者は、電子メールで診断ファイル
を受信すると、その問題に関する問題チケットを作成します。

アクティブモニタ
RaQ XTRにはアクティブモニタソフトウェアが標準装備されています。アクティ
ブモニタは Cobaltサーバ上で動作する Cobalt Networksのユーティリティで、主
要なシステムおよびサービス情報を常時監視し、15分間隔で更新します。

アクティブモニタアイコン

サーバデスクトップの右上にあるアクティブモニタアイコンをクリッ
クすると、サーバの動作状況が表示されます。アクティブモニタが監視
しているコンポーネントやサービスに問題が発生したり、使用量が過多
になると、このアイコンが赤で点滅表示されます。

このアイコンをクリックすると、［サーバの管理］タブにある［アクティブモニ
タ］画面が表示されます。

アクティブモニタアイコンと利用状況のページは、［サーバの管理］画面にのみ表
示されます。
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アクティブモニタの［システムコンポーネント］と［サービス］
テーブル

アクティブモニタのシステムコンポーネントまたはサービスの動作状況を表示す
るには、次の操作を行います。

1. ［サーバの管理］>［アクティブモニタ］を選択します。動作状況を示すテー
ブルが表示されます。図 86をご参照ください。

2. 左側の丸いボタンの色（緑、黄色、赤、灰色）は、対応する項目の状況を示
しています。それぞれの色は、次の状況を意味しています。

• 灰色：そのサービスがオフにされているか、または情報がまだ収集され
ていません。

• 緑：サービスとコンポーネントは正常に動作しています。

• 黄色：中程度の使用状況、またはコンポーネントがリカバリ中です。

• 赤：高い使用率または障害の発生を示します。

3. 特定のシステムコンポーネントやサービスの緑色の虫めがねアイコンをク
リックすると、それに対応する詳しい情報が表示されます。

［ディスクの整合性（RAID）］の詳細情報は、サーバのハードドライブの状
況をテキストとグラフィックの両形式で表示します。また、ハードドライブ
の台数と RAIDのレベルも示します。

［ファン］の詳細情報は、サーバで使われる６つのファンの状況をテキストと
グラフィックの両形式で表示します。

✍ ご参考：ハードドライブやファンの交換手順については、付録 C
「RaQ XTRのアップグレード」をご参照ください。
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図 86 アクティブモニタの［システムコンポーネント］と［サービス］テーブル
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RAIDの故障

ハードドライブに故障が生じると、アクティブモニタはグラフィック形式（図 87
を参照）で、故障したドライブを示します。

RAID-0 設定時にいずれかのハードドライブが故障すると、RaQ XTR サーバに
も故障が生じます。RAID-1またはRAID-5に設定されている時にいずれかのハー
ドドライブが故障し、サーバが動作し続けていると、次の３通りの方法で非 RAID
状態であることが示されます。

• RaQ XTR管理者へ電子メールで通知

• ［サーバの管理］>［アクティブモニタ］で、ディスクの整合性（RAID）の
丸が赤に変化

• サーバの前面パネルの「C」ロゴが点滅

RAIDの状況を表示するには、次の操作を行います。

1. ［サーバの管理］>［アクティブモニタ］を選択します。動作状況を示すテー
ブルが表示されます。

2. ［ディスクの整合性（RAID）］の詳細情報を表示するには、緑色の虫めがね
アイコンをクリックします。

図 87 故障したハードドライブ
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RaQ XTRが RAID-0に設定されている状態では、ハードドライブが故障すると、
全データは失われます。

RaQ XTR が RAID-1 に設定されていると、ハードドライブが１台故障しても、
サーバは動作し続けます。RAID-1 機能（ディスクミラーリング機能）を復元す
るには、故障したハードドライブを取り替え、RaQ XTR サーバを再起動する必
要があります。

RaQ XTR が RAID-5 に設定されていると、ハードドライブが１台故障すると、
RaQ XTRサーバは動作を継続できません。RAID-5機能（パリティストライプ）
を復元するには、故障したハードドライブを取り替え、サーバを再起動する必要
があります。

ハードドライブの故障の場合、新しいドライブは元のドライブと同じストレージ
容量を持つ、同じ製造元の同じモデル番号のドライブである必要があります。故
障したハードドライブと同じものが見つからなければ、それよりも大きなスト
レージ容量を持つハードドライブと交換することもできます。

故障したハードドライブの交換手順については、付録 C「RaQ XTR のアップグ
レード」をご参照ください。

故障したドライブを交換して RaQ XTRサーバを再起動すると、システムは新し
いドライブを認識し、自動的に再設定を開始します。

• RAID-1 設定の場合、システムは新しいハードドライブを従来のハードドラ
イブに同期化して、ディスクミラーリングを行います。

• RAID-5 設定の場合、システムは他のハードドライブからのパリティデータ
を使って、故障したハードドライブを再構築します。

✍ ご参考：故障したハードドライブの取り替えは、RaQ XTRの電源
を切断せずに行えます。但し、RAIDサービスを復元するには、シ
ステムが新しいドライブを認識できるように、サーバを再起動する
必要があります。

✍ ご参考：同期化プロセス中、RaQ XTRサーバは RAIDモードでは
ありませんが、リクエストには応じられます。
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アクティブモニタを通して、新しいハードドライブの同期化を確認できます。

1. ［サーバの管理］>［アクティブモニタ］を選択します。システムコンポーネ
ントとサービスの動作状況を示すテーブルが表示されます。

ディスクの整合性（RAID）の動作状況が黄色表示であることを確認してく
ださい。

2. 同期化プロセスの詳細情報を表示するには、緑色の虫めがねアイコンをク
リックします。

ファンの故障

ファンに故障が生じると、アクティブモニタはグラフィック形式（図 88を参照）
で、故障したファンを示します。

ファンの交換手順については、付録 C「RaQ XTR のアップグレード」をご参照
ください。

図 88 故障したファン

� 重要：［ディスクの整合性（RAID）］コンポーネントの詳細情報に
新しいハードドライブが同期化されたと表示されない場合には、新
しいドライブが既存のハードドライブと互換性がないことを意味し
ます。

新しいハードドライブが、故障したドライブの機種に合っているこ
とを確認してください。
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BlueLinQ
BlueLinQTMの「ソフトウェア提供サービス」は Cobalt独自の革新的なサービス
で、リリースされた製品アップデートや新規ソフトウェアへの即時アクセスを可
能にします。Cobaltの BlueLinQ技術により、RaQ XTRサーバは新規ソフトウェ
アが入手可能なことをユーザにお知らせします。

RaQ XTRに adminまたは alteradminとしてログインすると、サーバデスクトッ
プ画面上のメニューバーに［BlueLinQ］タブが表示されます。BlueLinQを選択
すると、左側のメニューバーにコマンドが表示され、新規ソフトウェアの追加、
現在インストールされているRaQ XTRソフトウェアのアップデート、インストー
ルされているソフトウェアパッケージ一覧の表示、並びに BlueLinQ 設定の変更
を行えます。

以下の機能は、サーバデスクトップの［BlueLinQ］タブから操作できます。

1. 新規ソフトウェア

2. アップデート

3. ソフトウェア一覧

4. 設定

ソフトウェア入手情報アイコン

サーバデスクトップの右上にある［ソフトウェア入手情報］アイコンを
クリックすることにより、新規のソフトウェアパッケージやアップデー
トが入手可能かどうかを調査し、必要に応じてインストールできます。
新規のソフトウェアパッケージまたはアップデートが入手可能な場合
には、このアイコンの色が変わります。

アイコンをクリックすると、BlueLinQ タブに［入手できる新規ソフトウェアの
リスト］テーブルが表示されます。
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新規ソフトウェア

BlueLinQ を使って新規ソフトウェアをインストールするには、次の操作を行い
ます。

1. ［BlueLinQ］>［新規ソフトウェア］を選択します。［入手できる新規ソフト
ウェアのリスト］テーブルが表示されます（図 89参照）。

テーブルには、ソフトウェアパッケージの名前、バージョン番号、提供元、
簡単な説明のほかに、緑色の虫めがねアイコンが表示され、インストールの
詳細を参照できます。

１列目には青丸または白丸が表示されます。

• 青丸は、そのソフトウェアパッケージが初めてリストされたものである
ことを示します。

• 白丸は、そのソフトウェアパッケージが既にリストされていたことを示
します。

図 89 ［入手できる新規ソフトウェアのリスト］テーブル

2. テーブルにリストされたソフトウェアパッケージをインストールするには、
緑色の虫めがねアイコンをクリックします。［ソフトウェアをインストール］
テーブルが表示されます（図 90参照）。ステップ 1の情報に加え、次のソフ
トウェアパッケージ情報も提供されます。

• 著作権情報

• ソフトウェアの説明

• URL

• ソフトウェアパッケージのサイズ（MB）

• ソフトウェアパッケージの削除の可否

• この新規パッケージをインストールする前に、システムにインストール
しておく必要があるソフトウェアパッケージのリスト。
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図 90 ［ソフトウェアをインストール］テーブル

3. ［インストール］ボタンをクリックします。ソフトウェアパッケージにライセ
ンス契約が含まれていると、その画面が表示されます。「受理」または「拒
絶」のどちらかを選択します。

［拒絶］をクリックすると、［入手できる新規ソフトウェアのリスト］テーブ
ルに戻ります。

［受理］をクリックすると、動作状況を示すテーブルが表示されます。最初の
フィールドには、動作中のソフトウェアパッケージの動作状況が、また２番
目のフィールドには、アップロードの進行状況（パーセント）が表示されま
す。終了すると、ソフトウェアのアップロードが完了したこと、またはエラー
が発生したことを知らせるメッセージが表示されます。

ソフトウェアパッケージにライセンス契約が含まれていない場合、上記のよ
うな動作状況を示すテーブルが表示されます。

新規ソフトウェア入手可能性の確認

RaQ XTRでは、すぐに新規ソフトウェアの入手可能性を調べることができます。

1. ［BlueLinQ］>［新規ソフトウェア］を選択します。［入手できる新規ソフト
ウェアのリスト］テーブルが表示されます。

2. ［入手可能性を調べる］ボタンをクリックします。入手可能なパッケージがあ
ると、［入手できる新規ソフトウェアのリスト］テーブルに追加されます。

新規ソフトウェアパッケージをインストールするには、「新規ソフトウェア」
（p.179）をご参照ください。
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新規ソフトウェアの手動インストール

ソフトウェアパッケージの保管されている場所がわかっている場合、ソフトウェ
アを手動でインストールすることができます。

1. ［BlueLinQ］>［新規ソフトウェア］を選択します。［入手できる新規ソフト
ウェアのリスト］テーブルが表示されます。

2. ［手動でインストール］をクリックします。［手動でインストール］テーブル
が表示されます（図 91参照）。

3. ソフトウェアパッケージの保管されている場所を指定するには、次のいずれ
かの操作を行います。

• ［URL］ラジオボタンをクリックします。

インターネット上のウェブサイトからパッケージをダウンロードするに
は、http://または ftp://で始まる URLを入力します。

• ［アップロード］ラジオボタンをクリックします。

ローカルハードドライブ上に保管されているファイルを指定する場合に
は、［参照］をクリックします。

• RaQ XTRサーバの/home/packagesディレクトリにソフトウェアパッ
ケージをダウンロードしてある場合には、このテーブルからインストー
ルするパッケージを選択することもできます。

4. ［インストール準備を開始］ボタンをクリックします。ファイルが正しい .pkg
形式かどうかが確認されます。確認後、ソフトウェアのインストールが開始
されます。

図 91 ［手動でインストール］テーブル
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アップデート

BlueLinQを使ってソフトウェアをアップデートするには、次の操作を行います。

1. ［BlueLinQ］>［アップデート］を選択します。［入手できるソフトウェアアッ
プデートのリスト］テーブルが表示されます（図 92参照）。

テーブルには、ソフトウェアパッケージの名前、バージョン番号、提供元、
簡単な説明のほかに、緑色の虫めがねアイコンが表示され、インストールの
詳細を参照できます。

１列目には青丸または白丸が表示されます。

• 青丸は、そのソフトウェアアップデートが初めてリストされたものであ
ることを示します。

• 白丸は、そのソフトウェアアップデートが既にリストされていたことを
示します。

図 92 ［入手できるソフトウェアアップデートのリスト］テーブル

2. テーブルにリストされたソフトウェアアップデートをインストールするに
は、緑色の虫めがねアイコンをクリックします。［ソフトウェアをインストー
ル］テーブルが表示されます（図 93参照）。ステップ 1の情報に加え、次の
ソフトウェアパッケージ情報も提供されます。

• 著作権情報

• ソフトウェアの説明

• URL

• ソフトウェアパッケージのサイズ（MB）

• ソフトウェアパッケージの削除の可否

• この新規パッケージをインストールする前に、システムにインストール
しておく必要があるソフトウェアパッケージのリスト。
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図 93 ［ソフトウェアをインストール］テーブル

3. ［インストール］ボタンをクリックします。ソフトウェアパッケージにライセ
ンス契約が含まれていると、その画面が表示されます。「受理」または「拒
絶」のどちらかを選択します。

［拒絶］をクリックすると、［入手できるソフトウェアアップデートのリスト］
テーブルに戻ります。

［受理］をクリックすると、動作状況を示すテーブルが表示されます。最初の
フィールドには、動作中のソフトウェアパッケージの動作状況が、また２番
目のフィールドには、アップロードの進行状況（パーセント）が表示されま
す。終了すると、ソフトウェアのアップロードが完了したこと、またはエラー
が発生したことを知らせるメッセージが表示されます。

ソフトウェアパッケージにライセンス契約が含まれていない場合、上記のよ
うな動作状況を示すテーブルが表示されます。

入手可能なソフトウェアアップデートの確認

RaQ XTR では、すぐにソフトウェアアップデートの入手可能性を調べることが
できます。

1. ［BlueLinQ］>［アップデート］を選択します。［入手できるソフトウェアアッ
プデートのリスト］テーブルが表示されます。

2. ［入手可能性を調べる］ボタンをクリックします。入手可能なアップデートが
あると、［入手できるソフトウェアアップデートのリスト］テーブルに追加さ
れます。

ソフトウェアアップデートをインストールするには、「アップデート」
（p.182）」ご参照ください。
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ソフトウェアアップデートの手動インストール

ソフトウェアパッケージの保管されている場所がわかっている場合、ソフトウェ
アアップデートを手動でインストールすることができます。

1. ［BlueLinQ］>［アップデート］を選択します。［入手できるソフトウェアアッ
プデートのリスト］テーブルが表示されます。

2. ［手動でインストール］をクリックします。［手動でインストール］テーブル
が表示されます（図 94参照）。

3. ソフトウェアパッケージの保管されている場所を指定するには、次のいずれ
かの操作を行います。

• ［URL］ラジオボタンをクリックします。

インターネット上のウェブサイトからパッケージをダウンロードするに
は、http://または ftp://で始まる URLを入力します。

• ［アップロード］ラジオボタンをクリックします。

ローカルハードドライブ上に保管されているファイルを指定する場合に
は、［参照］をクリックします。

• RaQ XTRサーバの/home/packagesディレクトリにソフトウェアパッ
ケージをダウンロードしてある場合には、このテーブルからインストー
ルするパッケージを選択することもできます。

4. ［インストール準備を開始］ボタンをクリックします。ファイルが正しい .pkg
形式かどうかが確認されます。確認後、ソフトウェアのインストールが開始
されます。

図 94 ［手動でインストール］テーブル
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ソフトウェア一覧

RaQ XTR サーバは、Cobalt OS パッケージがインストールされた状態で出荷さ
れます。

RaQ XTR にインストールされているソフトウェアを表示するには、次の操作を
行います。

1. ［BlueLinQ］>［ソフトウェア一覧］を選択します。［インストールされてい
るソフトウェアのリスト］テーブルが表示されます（図 95参照）。

テーブルには、ソフトウェアパッケージの名前、バージョン番号、提供元、
簡単な説明が表示されます。

2. 特定のソフトウェアを削除するには、そのソフトウェアの［削除］欄にある
削除アイコンをクリックします。削除作業の開始を確認するダイアログが表
示されます。

削除アイコンが無効（グレー表示）になっているソフトウェアパッケージは、
RaQ XTRサーバから削除できません。

3. ［OK］をクリックします。

図 95 ［インストールされているソフトウェアのリスト］テーブル

✍ ご参考：デフォルトのパッケージはアンインストールできません。
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設定

BlueLinQ機能の設定と変更は、次の手順で行います。

1. ［BlueLinQ］>［設定］を選択します。［BlueLinQの設定］テーブルが表示
されます。［基本］設定については図 96、［詳細］設定については図 97をご
参照ください。アクティブなタブは明るいグレーで表示されます。

図 96 ［BlueLinQの設定］テーブル－［基本］セクション

図 97 ［BlueLinQの設定］テーブル－［詳細］セクション
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2. ［BlueLinQの設定］テーブルの各フィールドを設定します。

［基本］設定

• 問い合わせの頻度：新規のソフトウェアパッケージやアップデートが入
手可能かどうかを定期的に確認するために、RaQ XTRサーバがBlueLinQ
サーバへ問い合わせを行う頻度を設定できます。

• 通知内容：新規ソフトウェアやアップデートが見つかった場合に、ここ
で指定する種類のファイルだけが「表示ライト」と「電子メール」によ
り通知されます。

「すべてのソフトウェア」または「アップデートのみ」のどちらかを選択
します。

• 通知メールの送り先：新規のソフトウェアパッケージやアップデートが
見つかった場合、または問い合わせ時にエラーが発生した場合には、電
子メールで通知されます。その電子メールの送り先のアドレスをここに
入力してください。電子メールによる通知の内容は、「通知内容」の指定
により決まります。

電子メールによる通知を希望しない場合には、このフィールドを空欄の
まま残してください。

［詳細］設定

• BlueLinQ サーバ：ソフトウェアアップデートが保管されているサーバ
の HTTPアドレスを入力してください。Cobalt Networksのアップデー
トサーバは、http://updates.cobalt.com/packages/にあります。

• HTTP プロキシ：ポート（省略可）：プロキシサーバを介してファイヤ
ウォール外部へアクセスする必要がある場合には、HTTP照会用のプロ
キシサーバとポート番号を入力してください。

（例：proxy.mycompany.com:8080）

• FTP プロキシ：ポート（省略可）：プロキシサーバを介してファイヤ
ウォール外部へアクセスする必要がある場合には、FTP照会用のプロキ
シサーバとポート番号を入力してください。

（例：proxy.mycompany.com:8080）

• パッケージの認証が必要：このボックスをチェックすると、BlueLinQは
認証検査に合格したパッケージだけをインストールします。

✍ ご参考：Cobalt Networks からアップデートを入手するには、この
フィールドのデフォルトURL（http://updates.cobalt.com/packages/）
を変更しないでください。
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3. ［保存］ボタンをクリックします。

画面が更新され、［BlueLinQの設定］テーブル－［基本］セクションが表示
されます。
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第 6章

サービス

本章では、電子メールクライアントの設定、ウェブページの作成およびアップロー
ドなどについて説明します。

RaQ XTRで電子メールを使う
RaQ XTRの持つ電子メール機能をフルに活用するには、電子メールパラメータを
正しく設定しておく必要があります。詳細については、「電子メールサーバ」（p.137）
をご参照ください。また、RaQ XTRから電子メールを送受信するには、各ユーザ
が自分のパソコン上で電子メールソフトを正しく設定する必要があります。

お使いの電子メールソフトに、次の情報を指定します。

1. 電子メールアドレス：指定形式は次の通りです。

<ユーザ名 >@ホスト名 .ドメインネーム

（例：myname@raqxtr.cobalt.com）

• <ユーザ名>は登録されているユーザ IDで、この例では「myname」です。

• <ホスト名 >は RaQ XTRの識別名で、この例では「raqxtr」です。

• < ドメインネーム > は、ICANN 公認登録業者に登録済みの公式ドメイ
ンネーム（例：cobalt.com）か、もしくは、ローカルネットワークで使
われているイントラネットドメインネームです。この情報はシステム管
理者から入手してください。

ICANNの詳細については、ICANNのウェブサイトをご覧ください。
http://www.icann.org.

2. SMTPサーバ：指定形式は、「ホスト名 .ドメインネーム」です。
（例：raqxtr.cobalt.com）

3. POP3サーバ：指定形式は、「ホスト名 .ドメインネーム」です。
（例：raqxtr.cobalt.com）
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4. IMAPサーバ：指定形式は、「ホスト名 .ドメインネーム」です。
（例：raqxtr.cobalt.com）

5. APOPサーバ：指定形式は、「ホスト名 .ドメインネーム」です。
（例：raqxtr.cobalt.com）

ウェブページのパブリッシュ
一般的な HTMLエディタや DTPアプリケーションなどの持つ HTMLパブリッ
シュ機能を利用すると、複雑なウェブページでも比較的簡単に作成することがで
きます。

ウェブページは自分のデスクトップコンピュータで作成・リンクし、次に FTPア
プリケーションを使用して RaQ XTRの該当するサブディレクトリにコピーしま
す（「FTPによるホームページのパブリッシュ」（p.191）をご参照ください）。

CGIスクリプト

RaQ XTRでは、Perlや Cなどのプログラミング言語で書かれた CGI（Common
Gateway Interface）スクリプトもサポートしています。サイト管理者が CGI を
「有効」に設定してあれば（［サイトの管理］>［サイトの設定］画面の［サイト
の設定］テーブルで設定）、各サイトユーザは自分のウェブコンテンツに CGI ス
クリプトを追加できます。

ユーザは、まず CGI スクリプトを自分のパソコンで作成し、FTP クライアント
を使って、.cgiまたは .plファイルを RaQ XTRに転送します。

転送時には ASCIIモードを指定してください。CGIファイルを RaQ XTRにアッ
プロードしたら、FTPを使ってそのファイルを実行可能にします。または、Telnet
を使って RaQ XTRサーバにアクセスし、ユーザ名とパスワードを入力してログ
インした後、次のコマンドを実行して CGIファイルに実行可能属性を与えること
もできます。

chmod 775 <ファイル名 >.cgi

RaQ XTR管理者以外のユーザが CGIファイルを追加するには、そのユーザの属
する仮想サイトで CGIが有効に設定されている（［サイトの管理］>［サイトの設
定］画面の［サイトの設定］テーブルで設定）必要があります。ウェブサーバで
CGIスクリプトを実行するためには、ファイルに .plまたは .cgiという拡張子を
付ける必要があります。

✍ ご参考：電子メールソフトによっては、受信メールサーバの指定を
求めるものもあります。そのような場合、受信用メールサーバには、
POP3サーバを指定します。
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サーバサイドのスクリプト言語

RaQ XTRでは、ASP（アクティブサーバページ）と PHPのスクリプト言語がサ
ポートされています。これらの機能は、サイトごとに有効にできます（［サイトの
管理］>［サイトの設定］画面の［サイトの設定］テーブルで設定）。

CGIスクリプトと同様に、ユーザは、まず ASPと PHPスクリプトを自分のパソ
コンで作成し、FTPクライアントを使って RaQ XTRに転送します。CGIスクリ
プトと違い、ASP と PHP スクリプトでは実行許可は必要ありません。ただし、
ウェブサーバがこれらのスクリプトを読み込めることを確認してください。必要
に応じて、次の telnetコマンドを実行してファイルに読み込み許可を与えてくだ
さい。

chmod 664 <ファイル名 >.aspまたは chmod 664 <ファイル名 >.php

ウェブサーバでこれらのスクリプトを実行するためには、ASP スクリプトには
.asp、PHPスクリプトには .phpという拡張子を付ける必要があります。

FTPによるホームページのパブリッシュ

ユーザは、パソコン上でホームページをデザインし、FTPソフトウェアを使って
そのファイルをRaQ XTRに転送するだけで、ネットワーク上に自分のホームペー
ジをパブリッシュできます。

まず、次の情報が手元にあることを確認してください。

• RaQ XTRのホスト名または IPアドレス

• 自分のユーザ名とパスワード

• メインページの保存に使うファイル名（デフォルトは index.html）

まず、FTPソフトウェアを使って RaQ XTRサーバへアクセスし、HTMLファイ
ルをアップロードします。アップロード手順については、お使いの FTP ソフト
ウェアのヘルプ機能をご利用ください。

✍ ご参考：RaQ XTRのディレクトリ構造の詳細については、「ディレ
クトリ構成」（p.242）をご参照ください。
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デフォルトでは、FTPソフトウェアでアップロードしたファイルは、各ユーザの
個人ディレクトリに保存されます。ディレクトリパスは次のとおりです。

/home/sites/<サイト名 >/users/<ユーザ名 >

ここで <サイト名 >は自分のサイトの完全なドメインネーム、<ユーザ名 >
は自分のユーザ名を示します。

サイト管理者は、FTPを使って /webディレクトリにあるサイトのルートコンテ
ンツにアクセスし、編集できます。サイトのホームページの URLは、
http://<サイト名 >/です。

また、サイト管理者は、FTPを使って /users/<ユーザ名 >/webディレクトリ
にある個人ユーザのホームページにアクセスし、編集できます。個人ユーザのホー
ムページの URLは次のとおりです。

• http://<サイト名 >/~<ユーザ名 >/

サイト管理者ではない一般の登録ユーザは、FTPを使って /webディレクトリに
ある自分のホームページにアクセスし、編集できます。

✍ サイト管理者へのご参考：サイトのホームページは、次のディレク
トリにアップロードする必要があります。
/home/sites/<サイト名 >/web

このディレクトリにファイルをアップロードできるのは、サイト管
理者と RaQ XTR管理者だけです。このディレクトリを指定しない
と、アップロードしたホームページは自分の個人ディレクトリに保
存され、ブラウザからアクセスできません。
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FrontPageによるユーザウェブのホームページの
パブリッシュ
FrontPage サーバエクステンションが有効にされているサイトでは、サイト管理
者は FrontPageユーザウェブを有効にできます。

FrontPageを使ったホームページのパブリッシュは、次の手順で行います。

1. パソコン上で FrontPage Explorerを起動し、［Webを開く］を選びます。

2. ［フォルダ名］フィールドに次のように入力します。

http://<exactvirtualsitename>/~<username>/

たとえば、Junko Tanabeというユーザであれば、次のように入力します。

http://raqxtr.cobalt.com/~jtanabe/

3. ［OK］をクリックします。認証ダイアログが表示されます。

4. RaQ XTRで使用しているユーザ名とパスワードを入力します。

5. ［OK］をクリックします。

FrontPage および FrontPage ウェブに関する情報とテクニカルサポートについて
は、「http://www.microsoft.com/frontpage/」および「http://www.rtr.com/」をご参
照ください。
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付録 A

LCDコンソールの操作

起動処理中、RaQ XTR本体の前面にある LCDパネルには、起動処理の進行状況
を示すステータス情報が表示されます。

また、RaQ XTRの設定時には、LCDコンソールからネットワーク情報を入力し
ます。

RaQ XTRが起動してからは、次の場合に LCDコンソールを使います。

• RaQ XTR の移動やネットワークの変更などの理由により、ネットワーク情
報を修正するとき。

• UPS（無停電電源装置）を設定するとき。

• RaQ XTRサーバ全体を再起動したいとき。

• 矢印ボタンのシーケンスによって LCDパネルをロックするとき。

• RaQ XTR管理者パスワードをリセットするとき。

• LCDコンソールを終了するとき。何の変更も加えないで LCDコンソールの
操作を終了できます。

� 重要：RaQ XTRの電源を切るには Cバッジを押します。RaQ XTR
サーバは、開いているファイルをすべて閉じてから電源を切断しま
す。それにより、次回の起動に必要な時間を短縮できます。

RaQ XTRの電源を切るときは、「電源切断」（p.208）の手順で、正
しいシャットダウン操作を行ってください。
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LCDパネルのロック
RaQ XTRには、矢印ボタンのシーケンスからなる「パスワード」を使って LCD
パネルをロックできるセキュリティ機能があります。この機能により、サーバ設
定を変更する権限のない人が、不正にサーバを操作することを防止できます。

LCD パネルがロックされていると、どの LCD 機能にアクセスしようとしても、

キーシーケンスを入力するよう求められます。矢印ボタンのシーケンスを入力し

て、 （実行）ボタンを押します。詳細については、「パネル」（p.202）をご参

照ください。

LCD機能へのアクセス
LCD コンソールの機能にアクセスするには、LCD コンソールにある （選

択）ボタンを約２秒間押し続けます。それにより、LCDパネルがファンクション

モードに入ります。LCDパネルがロックされている場合は、矢印ボタンの正しい

シーケンスを入力して、パネルのロックを解除する必要があります。使いたい機

能が LCD パネルに表示されるまで ボタンを数回押します。ファンクショ

ンモードを終了するには、「ｷｬﾝｾﾙ」と表示されたときに ボタンを押し、「ﾊｲ」

を選びます。

ネットワーク情報の変更
ネットワーク 1 インターフェイスにおける IP アドレスのリセットやネットワー
ク情報の変更は、次の手順で行います。

1. LCDコンソールの ボタンを約２秒間押し続けます。

LCDパネルに次のように表示されます。

ｾﾝﾀｸ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ :
ﾈｯﾄﾜｰｸ ﾉ ｾｯﾃｲ

2. ボタンを押します。

3. 矢印ボタンを使って IPアドレスを入力します。カーソルを左右に動かすには
左右の矢印ボタンを、カーソル位置の数字を増減させるには上下の矢印ボタ
ンを使います。

4. ボタンを押します。

5. 矢印ボタンを使ってネットマスクを入力します。

6. ボタンを押します。

7. 矢印ボタンを使ってゲートウェイを入力します。
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8. ボタンを押します。

9. 左右の矢印ボタンを使って、保存 S（ﾎｿﾞﾝ）と C（ｷｬﾝｾﾙ）を切り替えます。

10. ボタンを押します。

保存 S（ﾎｿﾞﾝ）オプションを選択すると、新しいネットワーク情報を使って
RaQ XTRが再起動します。C（ｷｬﾝｾﾙ）を選択すると、手順１に戻ります。

✍ ご参考：サーバデスクトップの UIから、RaQ XTRのネットワーク
1 およびネットワーク 2 の各インターフェイスのネットワーク情報
を変更することもできます。「ネットワーク」（p.145）をご参照く
ださい。

ウェブブラウザ画面からRaQ XTRのネットワーク IPアドレスを変
更した場合には、［変更を保存］をクリックすると RaQ XTRが自動
的に再起動します。
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無停電電源装置（UPS）の設定
RaQ XTRのUPS設定には、マスターとスレーブの２つのオプションがあります。

マスターはシリアルポートを介して UPSと直接通信します。スレーブはマスター
（RaQ XTRサーバではなく）と通信して電源装置の状態を確認します。

RaQ XTR をマスターとして設定すると、RaQ XTR の設定は自動的に行われま
す。まず、シリアルポートを使って UPS を RaQ XTR に接続します。シリアル
ポートの位置については、図 98をご参照ください。

RaQ XTRをスレーブとして設定すると、LCDパネルにマスターとして設定する
マシンの IPアドレスを指定するためのプロンプトが表示されます。

図 98　UPS接続用のシリアルポート

✍ ご参考：RaQ XTR サーバは、他のマシンのマスターとしては使用
できません。任意のマシンによるスレーブアクセスを許可すると、
セキュリティに問題が生じます。

マスターとスレーブの相違点は、RaQ XTRが UPSに直接接続され
ているか（マスター）、UPS に接続されている別のマシンにアクセ
スするか（スレーブ）です。

RaQ XTRをスレーブとして設定する場合は、RaQ XTRの IPアド
レスにスレーブアクセスできるUPSマスターをネットワーク上に別
に設定する必要があります。
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RaQ XTRに UPSを設定するには、まず UPS装置と RaQ XTRを接続してから、
LCDパネルを使って RaQ XTRを設定します。（接続の詳細については、UPSの
マニュアルをご参照ください。）

1. UPSをコンセントに差し込みます。

2. UPSの電源を入れます。

3. RaQ XTRの電源コードを UPSの電源ソケットに差し込みます。

4. UPS のシリアルケーブルを UPS 装置およびマスター RaQ XTR のシリアル
ポートに接続します。図 98をご参照ください。

5. LCDコンソールの ボタンを約２秒間押し続けます。

LCDパネルに次のように表示されます。

ｾﾝﾀｸ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ :
ﾈｯﾄﾜｰｸ ﾉ ｾｯﾃｲ

6. LCDパネルに「UPS ﾉ ｾｯﾃｲ」と表示されるまで、 ボタンを数回押しま
す。

ｾﾝﾀｸ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ :
UPS ﾉ ｾｯﾃｲ

7. ボタンを押します。

8. 左右の矢印ボタンを使って［ ］ｵﾝと［ ］ｵﾌの間を移動します。ここでは、［ ］
ｵﾝを選びます。

9. ボタンを押します。

10. 左右の矢印ボタンを使って、マスター（M）とスレーブ（S）を切り替えます。

11. ボタンを押します。マスターを選ぶと、RaQ XTRの UPS設定は自動
的に行われます。

� 重要：UPS装置に付属のシリアルケーブルをお使いください。
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12. スレーブを選ぶと、LCDパネルにマスターとして設定されたマシンの IPア
ドレスを入力するためのプロンプトが表示されます。

矢印ボタンを使って IPアドレスを入力します。カーソルを左右に動かすには
左右の矢印ボタンを、カーソル位置の数字を増減させるには上下の矢印ボタ
ンを使います。

13. ボタンを押します。

LCDパネルがホスト名と IPアドレスの表示に戻ります。LCDパネルには、
変更を保存するためのプロンプトは表示されません。

UPS設定の確認

UPSが正しく設定されたことを確認するには、次の操作を行います。

1. UPSに停電が発生した状態を起こすために、UPS装置の電源コードをコンセ
ントから抜きます。

2. UPS が RaQ XTR に電力を供給し始めます。UPS を監視する各 RaQ XTR
サーバの LCDパネルに次のように表示されます。

UPS:
ﾊﾞｯﾃﾘ ﾃﾞ ﾄﾞｳｻﾁｭｳ

3. UPS の電源コードを再びコンセントに差し込むと、各 RaQ XTR サーバの
LCDパネルに次のように表示されます。

UPS:
ﾃﾞﾝｹﾞﾝ ﾌｯｷｭｳｽﾞﾐ

数秒すると、LCDパネルにホスト名と IPアドレスが表示されます。
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再起動
LCDコンソールから RaQ XTRを再起動するには、次の操作を行います。

1. LCDコンソールの ボタンを約２秒間押し続けます。

LCDパネルに次のように表示されます。

ｾﾝﾀｸ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ :
ﾈｯﾄﾜｰｸ ﾉ ｾｯﾃｲ

2. LCDパネルに「ｻｲｷﾄﾞｳ」と表示されるまで ボタンを数回押します。

ｾﾝﾀｸ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ :
ｻｲｷﾄﾞｳ

3. ボタンを押します。

4. 左右の矢印ボタンを使って Y（ﾊｲ）または N（ｲｲｴ）を選びます。Y（ﾊｲ）を
選ぶとシステムが再起動します。

5. ボタンを押します。

✍ ご参考：RaQ XTRは、サーバデスクトップの UIから再起動するこ
ともできます。「再起動」（p.168）をご参照ください。
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パネル
RaQ XTRには、矢印ボタンのシーケンスからなる「パスワード」を使って LCD
パネルをロックできる機能があります。LCD パネルがロックされている場合、
LCD パネルの機能にアクセスするには正しいシーケンスを入力する必要があり
ます。この機能により、サーバ設定を変更する権限のない人が、不正にサーバを
操作することを防止できます。

LCDパネルをロックするデフォルトシーケンスは空白です。

シーケンスの設定

矢印ボタンのデフォルトシーケンスを変更するには、次の操作を行います。

1. LCDコンソールの ボタンを約２秒間押し続けます。

LCDパネルに次のように表示されます。

ｾﾝﾀｸ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ :
ﾈｯﾄﾜｰｸ ﾉ ｾｯﾃｲ

2. LCDパネルに「ﾊﾟﾈﾙ」と表示されるまで ボタンを数回押します。

ｾﾝﾀｸ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ :
ﾊﾟﾈﾙ

✍ ご参考：LCDパネルのロックを解除してLCD機能を使っても、LCD
パネルのロック機能は解除されません。ロックを解除するには、
LCD パネルの［ﾊﾟﾈﾙ］メニューから［ﾊﾟﾈﾙﾉ ﾛｯｸ　ｶｲｼﾞｮ］を選択し
てください。

詳細については、「パネルのロックを解除」（p.205）をご参照ください。

!
ご注意：入力する矢印ボタンのシーケンスを忘れないようにしてく
ださい。シーケンスを忘れてしまった場合には、サーバデスクトッ
プから LCDパネルのロックを上書きすることはできません。

その場合には、Telnetを使ってサーバにアクセスし、ファイルを削
除する必要があります。この操作は、必ず上級ユーザが行ってくだ
さい。システム設定ファイルを変更すると、RaQ XTR の操作に支
障が生じることがあります。

詳細については、「LCD パネルのロックを解除する」（p.239）をご
参照ください。
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3. ボタンを押します。

LCDパネルに次のように表示されます。

ｾﾝﾀｸ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ :
ﾊﾟﾈﾙ ｦ ﾛｯｸ ｽﾙ

4. LCD パネルに「ｼｰｹﾝｽ ﾉ ｾｯﾃｲ」と表示されるまで、 ボタンを数回押し
ます。

ｾﾝﾀｸ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ :
ｼｰｹﾝｽ ﾉ ｾｯﾃｲ

5. ボタンを押します。

LCDに次のメッセージが表示されます。

ｼｰｹﾝｽ ﾉ ﾆｭｳﾘｮｸ :

6. 矢印ボタンを希望のシーケンスの順に押して、 ボタンを押します。

LCDパネルに、シーケンスの確認を求めるメッセージが表示されます。

ｼｰｹﾝｽ ｻｲﾆｭｳﾘｮｸ

7. 矢印ボタンのシーケンスを再度入力して、 ボタンを押します。

シーケンスを誤って入力すると、LCDパネルに次のメッセージが表示されて
から、ホスト名と IPアドレスが表示されます。シーケンスは変更されていま
せん。

ｴﾗｰ :
ｼｰｹﾝｽｶﾞ ｲｯﾁｼﾏｾﾝ

正しいシーケンスを入力すると、LCDパネルに次のメッセージが数秒間表示
されてから、ホスト名と IPアドレスが表示されます。

** ｼｰｹﾝｽｶﾞ **
** ｾｯﾃｲ ｻﾚﾏｼﾀ **
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パネルのロック

LCDパネルがロックされていない場合は、ロックすることができます。RaQ XTR
の LCDパネルをロックするには、次の操作を行います。

1. LCDコンソールの ボタンを約２秒間押し続けます。

LCDパネルに次のように表示されます。

ｾﾝﾀｸ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ :
ﾈｯﾄﾜｰｸ ﾉ ｾｯﾃｲ

2. ボタンを押します。

ｾﾝﾀｸ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ :
ﾊﾟﾈﾙ

3. ボタンを押します。

LCDパネルに次のように表示されます。

ｾﾝﾀｸ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ :
ﾊﾟﾈﾙｦ ﾛｯｸ ｽﾙ

4. ボタンを押します。

LCDパネルに次のように表示されます。

ｼｰｹﾝｽ ﾉ ﾆｭｳﾘｮｸ :

5. 矢印ボタンのシーケンスを入力します。矢印ボタンを押すたびにアスタリス
ク（*）が表示されます。

6. ボタンを押します。

シーケンスを誤って入力すると、LCDパネルに次のメッセージが表示されて
から、ホスト名と IPアドレスが表示されます。

ｴﾗｰ :
ﾌｾｲﾅ ｼｰｹﾝｽﾃﾞｽ

正しいシーケンスを入力すると、LCDパネルに次のメッセージが数秒間表示
されてから、ホスト名と IPアドレスが表示されます。

** ﾊﾟﾈﾙｶﾞ  **
** ﾛｯｸ ｻﾚﾏｼﾀ **
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パネルのロックを解除

LCD パネルがロックされている場合は、ロックを解除することができます。
RaQ XTRの LCDパネルのロックを解除するには、次の操作を行います。

1. LCDコンソールの ボタンを約２秒間押し続けます。

LCDパネルに次のように表示されます。

ｼｰｹﾝｽ ﾉ ﾆｭｳﾘｮｸ :

2. 矢印ボタンのシーケンスを入力します。矢印ボタンを押すたびにアスタリス
ク（*）が表示されます。

3. ボタンを押します。

シーケンスを誤って入力すると、LCDパネルに次のメッセージが表示されて
から、ホスト名と IPアドレスが表示されます。

ｴﾗｰ :
ﾌｾｲﾅ ｼｰｹﾝｽﾃﾞｽ

正しいシーケンスを入力すると、LCDパネルに次のように表示されます。

ｾﾝﾀｸ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ :
 ﾈｯﾄﾜｰｸ ﾉ ｾｯﾃｲ

4. LCDパネルに「ﾊﾟﾈﾙ」と表示されるまで ボタンを数回押します。

ｾﾝﾀｸ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ :
 ﾊﾟﾈﾙ

5. ボタンを押します。

LCDパネルに次のように表示されます。

ｾﾝﾀｸ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ :
 ﾊﾟﾈﾙﾉ ﾛｯｸ ｶｲｼﾞｮ

6. ボタンを押します。

LCDパネルに次のように表示されます。

** ﾊﾟﾈﾙﾉ ﾛｯｸｶﾞ **
** ｶｲｼﾞｮ ｻﾚﾏｼﾀ **

LCDパネルに、ホスト名と IPアドレスが表示されます。
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パスワードのリセット
RaQ XTR 管理者のパスワードは、サーバデスクトップから変更できます。詳細
については、「RaQ XTR管理者パスワードの変更」（p.134）をご参照ください。

RaQ XTR の管理者パスワードを忘れてしまった場合には、次の手順でパスワー
ドをリセットしてください。次の２段階の手順を行います。

a. LCDコンソールからパスワードをクリアします。

b. サーバデスクトップから、adminアカウントの新しいパスワードを入力
します。

LCDコンソールからパスワードをクリアする

RaQ XTR管理者パスワードをクリアするには、次の操作を行います。

1. LCDコンソールの ボタンを約２秒間押し続けます。

LCDパネルに次のように表示されます。

ｾﾝﾀｸ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ :
ﾈｯﾄﾜｰｸ ﾉ ｾｯﾃｲ

2. LCDパネルに「ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ ﾉ ﾘｾｯﾄ」と表示されるまで ボタンを数回押し
ます。

ｾﾝﾀｸ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ :
ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ ﾉ ﾘｾｯﾄ

3. ボタンを押します。LCDパネルに次のように表示されます。

ﾘｾｯﾄ ｼﾏｽｶ ?
[Y] ﾊｲ [N] ｲｲｴ

✍ ご参考：RaQ XTR管理者パスワードをリセットすると、新しいパス
ワードを指定するまでは、ルートアカウントにアクセスできません。
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4. 左右の矢印ボタンを使って、Y（ﾊｲ）または N（ｲｲｴ）を選びます。

5. N（ｲｲｴ）を選ぶと、LCDパネルにホスト名と IPアドレスが表示されます。

6. Y（ﾊｲ）を選んだ場合は、LCDパネルに次のように表示されます。

admin ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ ｦ
ﾘｾｯﾄｼﾃｲﾏｽ ...

LCDパネルにホスト名と IPアドレスが再び表示されます。

サーバデスクトップから新しいパスワードを入力する

次に、adminアカウントにパスワードを割り当てます。

1. ウェブブラウザの URLフィールドに「http://<IPアドレス >/admin/」または
「http://<ホスト名 >/admin/」と入力して、サーバデスクトップの UIにアク
セスします。

2. ユーザ名とパスワードを求めるプロンプトが表示されたら、ユーザ名に
adminと入力し、パスワードは空欄のまま残します。

［OK］をクリックします。

3. サーバデスクトップで、［個人プロフィール］>［アカウント］を選びます。
［管理者の設定］テーブルが表示されます。

4. パスワードは確認のため、２度入力します。RaQ XTR ではユーザインター
フェイスを通じて長いパスワードがサポートされています。

パスワードを選ぶときのガイドラインについては、「パスワードのガイドライ
ン」（p.25）をご参照ください。

5. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

!
ご注意：この機能を使うと、RaQ XTR の管理者パスワードは空白
になります。RaQ XTR のセキュリティ保護のため、パスワードの
リセット後、すぐに新しいパスワードを入力してください。パスワー
ドをリセットしてから新しいパスワードを指定するまでの間は、
ネットワーク上のユーザなら誰でも RaQ XTR管理者パスワードを
指定できます。
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電源切断

RaQ XTRのシャットダウンは、正面パネルにある「C」ロゴバッジを使って行い
ます。RaQ XTRのシャットダウンは、次の手順で行います。

1. 正面パネルにある「C」ロゴバッジを押します。「C」ロゴバッジは、３秒以
上押さないようにしてください。

2. LCD パネルがロックされていない場合は、LCD パネルに次のように表示さ
れます。

ﾃﾞﾝｹﾞﾝ ﾉ ｾﾂﾀﾞﾝ ?
[Y] ﾊｲ [N] ｲｲｴ

ステップ 6に進みます。

3. LCD パネルがロックされている場合は、LCD パネルに次のように表示され
ます。

ｼｰｹﾝｽ ﾉ ﾆｭｳﾘｮｸ :

4. 矢印ボタンのシーケンスを入力します。矢印ボタンを押すたびにアスタリス
ク（*）が表示されます。

5. ボタンを押します。

シーケンスを誤って入力すると、LCDパネルに次のメッセージが表示されて
から、ホスト名と IPアドレスが表示されます。

ｴﾗｰ :
ﾌｾｲﾅ ｼｰｹﾝｽﾃﾞｽ

正しいシーケンスを入力すると、LCDパネルに次のように表示されます。

ﾃﾞﾝｹﾞﾝ ﾉ ｾﾂﾀﾞﾝ ?
[Y] ﾊｲ [N] ｲｲｴ

!
ご注意：データの損失を防ぐため、RaQ XTR の電源を切断する前
に必ず次の手順でシャットダウン操作を行ってください。

✍ ご参考：RaQ XTRの電源は、リモートからシャットダウンすること
もできますが、電源投入はリモートからは行えないため、実際に、
サーバ本体に付いている電源スイッチをオンにする必要があります。

詳細については、「RaQ XTRサーバをリモートからシャットダウン
する」（p.238）をご参照ください。
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6. 左右の矢印ボタンを使って、[Y] ﾊｲまたは [N] ｲｲｴを切り替えます。[Y] ﾊｲを選
びます。

7. ボタンを押します。RaQ XTR で現在実行中のサービスを終了してか
ら、電源がオフになります。

サーバに応答なし

矢印ボタンを使って LCDパネルのオプションを選べない場合には、RaQ XTRの
電源を強制的に切断することもできます。

「C」ロゴバッジを約５秒から 10秒間押し続けてください。しばらくすると、サー
バがシャットダウンします。

!
ご注意：次の方法でサーバの電源を切断することはお勧めできませ
ん。この方法は、電源からサーバのプラグを抜くのと同じ意味を持
ちます。
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付録 B

製品仕様

ハードウェア
RaQ XTRのハードウェア構成は次のとおりです。

• x86互換プロセッサ

• 32MB～ 512MB SDRAM DIMM（3.3V、168ピン、登録済み、ECC PC133）
スロットを４個用い、2 GBまでサポート可能

• 7200 rpm Ultra ATA IIハードドライブ　最高 4台まで（取り外し可能）

• 10/100 BaseTイーサネットネットワークインターフェイス　2個（デュアル
装備）

• デュアルシリアルコンソールインターフェイス

• 設定・管理が簡単な LCDコンソール

• 拡張用64ビットPCIスロット（PCI標準短カード型ファクター、長さ17.5cm）

• UPS（無停電電源装置）のサポート

• USB（ユニバーサルシリアルバス）

ソフトウェア
RaQ XTRのソフトウェア機能は次のとおりです。

機能

• Linux 2.2マルチタスクオペレーティングシステム

• Apache 1.3.12ウェブサーバ、HTTP /1.1対応

• 仮想ホストサービス：名前ベースおよび IPベース

• CGI（Common Gateway Interface）サポート

• Chili!Softによるアクティブサーバページ（ASP）をサポート

• PHP 4サポート
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• SSI（Server Side Includes）サポート

• Perlスクリプト

• 電子メールプロトコルサポート：SMTP（Simple Mail Transfer Protocol）、
IMAP4（Internet Message Access Protocol）、POP3（Post Office Protocol）、
APOP（Authentication Post Office Protocol）

• ファイル転送プロトコル（FTP）、匿名 FTPアクセス

• Telnetアクセス

• DNS（Domain Name System）サーバ

• 128ビット SSL（Secure Sockets Layer）

• FrontPage 2000サーバエクステンション

• NTPクライアントサポート

• Cobalt帯域幅管理ソフトウェア

• Sun Microsystemsの Java Run-time Environmentバージョン 1.2（Java-Linux
Porting Team（www.blackdown.org）によって x86 アーキテクチャに移植）
のサポート

• コード開発環境

• Legato NetWorkerクライアント、Knox Arkeia、Veritas NetBackupのサポート

• セキュリティ：PAM／シャドウパスワード

システム管理

• セキュリティ管理のための SSLサポート

• SNMP（Simple Network Management Protocol）管理のサポート

• ブラウザベースのセットアップウィザード

• RaQ XTRサーバや仮想サイトをブラウザ画面から管理できるユーザイン
ターフェイス

• オンラインアクティブアシスト機能によるリアルタイムヘルプ

• アクティブモニタ保守エージェント



一般仕様

Cobalt RaQ XTRユーザマニュアル 213

• 上級管理者向けの Telnetによる管理

• ウェブベースのパフォーマンスおよび使用状況レポート作成

• ブラウザベースのバックアップおよび復元ユーティリティ

• ブラウザベースのソフトウェアアップグレード（BlueLinQ）

パートナーソリューション

• 電子商取引

• データベース

• バックアップ

• 分析と使用率の統計

一般仕様
RaQ XTRの一般仕様は次の通りです。

• 寸法：44.5cm× 57.8cm× 4.5cm（17.50インチ× 22.75インチ× 1.75イン
チ）、標準の 19インチラックにシングルユニット収納可

• シャーシ１台（ドライブとスレッドは含まない）9kg（20ポンド）

• ハードドライブとドライブスレッド１台：0.9kg（2ポンド）

• ドライブ４台の構成：12.7kg（28.0ポンド）

• ドライブ３台の構成：12.0kg（26.5ポンド）

• ドライブ４台の構成：11.3kg（25.0ポンド）

• ドライブ１台の構成：10.7kg（23.5ポンド）

• 電源：100～ 240V、50/60Hz

• 消費電力：100W（標準）、130W（最大）

• PCIスロットの電源

• 5V @ 1A

• +12V @ 0.5A

• -12V @ 0.1A

✍ ご参考：RaQ XTRサーバは、ハードドライブが取り付けられてお
らず、ドライブスレッドが空の状態で出荷されます。
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• 動作環境：

• 温度　0℃～ 35℃（32oF～ 95oF）

• 湿度　10%～ 90%（結露なきこと）

• 保存環境

• 温度　-10℃～ 50℃（14oF～ 122oF）

• 湿度　5%～ 93%（結露なきこと）

• LED（発光ダイオード）：電源、送受信（2）、リンク、（2）、ディスク動作
（4）、ウェブの活動

認可取得済みの規制
• FCC-A

• VCCI-A

• TUV（米国とカナダ）

• CE（ヨーロッパモデルのみ）

• Austel
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付録 C

RaQ XTRのアップグレード

RaQ XTRでは、以下のようなメンテナンスやアップグレードを行えます。

• メモリ（DIMM）の追加

• PCI拡張カードの追加

• ハードドライブの交換

• ファンの交換

ハードディスクドライブの取り外しや交換は、RaQ XTR がラックに取り付けら
れている状態で行えます。メモリや拡張カードを追加したり、ファンを交換する
場合には、内部コンポーネントにアクセスできるように、RaQ XTR をラックか
ら取り外す必要があります。以下にアップグレードと交換の手順を説明します。
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ハードディスクドライブの設置と取り外し
RaQ XTR サーバには、ハードディスクドライブを４台まで装備できます。ドラ
イブのマウントは「スレッド」部分から行うので、簡単に取り外しと取り付けが
できます。

RaQ XTR にドライブを追加、交換する前に、以下の警告とご参考をお読みくだ
さい。

警告：RaQ XTR サーバに装備されていたハードディスクを、別の
RaQ XTRサーバに取り付けないでください。また、RAID用にパー
ティションされていたハードディスクドライブは、追加ドライブ（非
RAID）として RaQ XTRに設置しないでください。

✍ ご参考：交換するドライブは、故障したドライブとできるだけ同じ
モデルをお使いください。故障したハードドライブと同じものが入
手できない場合には、同じまたはそれよりも大きなストレージ容量
を持つハードドライブと交換してください。

新しいドライブの仕様を見て、そのドライブの使用可能メモリ（定
格容量ではなく）が故障したドライブとほぼ同じであることを確認
してください。

ハードディスクドライブを交換する必要がある場合は、Cobalt
Networks社テクニカルサポートに問い合わせ、ドライブの返送につ
いてご相談ください。連絡先については、「Cobalt のテクニカルサ
ポート／テクニカルサービスのご依頼先」をご参照ください。

交換ではなく、RaQ XTRに新しくドライブを追加した場合には、追
加されたドライブは使用可能ですが、システムの RAIDに統合する
ことはできません。

ドライブの交換や追加は RaQ XTRの電源がオンの状態で行えます
が、ストレージとして追加された新しいドライブは、サーバを再起
動するまで検出されません。
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ハードディスクドライブの取り外しと交換を行うには、次の手順に従います。

1. 両端のくぼみに指を入れて正面パネルを持ち、手前へ静かに引き出します（図
99参照）。

図 99 正面パネルの取り外し

2. 正面パネルを完全に引き出したら、上または下に 90度回転させます（図 100
参照）。

図 100 正面パネルの回転
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3. ドライブスレッドの正面パネルに人差し指を挿入したときに、障害 LED が
点灯していることを確認します（図 101を参照）。

図 101 ディスクドライブの障害 LED

4. スレッド部分を RaQ XTRシャーシから取り出します（図 102参照）。

警告：正面パネルに指を挿入した時に、障害 LED が点灯しなかっ
たり、消滅してしまった場合は、ドライブを取り出さないでくださ
い。ドライブで実行中の操作が完了するのを待ってから、障害 LED
を再び確認します。

!
ご注意：RaQ XTRからドライブスレッドを取り出す際、急にスポッ
と抜けるような感覚があります。その際に、スレッドを落とさない
ように、ゆっくりとシャーシから引き出してください。

動作 LED

障害 LED
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図 102 ドライブスレッドの取り出し

5. ドライブスレッドの底についている固定用ネジ（４本）を外します（図 103
参照）。

図 103 ドライブスレッドとディスクドライブ

6. ディスクドライブをドライブスレッドから少し持ち上げ、電源コネクタと
データコネクタをドライブ後方から静かに外します。

7. ドライブスレッド後方で、データコネクタと電源コネクタを新しいディスク
ドライブのコネクタにそれぞれ取り付けます。

8. スレッド底部にある４個の穴とディスクドライブ底部の穴が一致するよう
に、ドライブとスレッドの位置を合わせます。

9. 固定用ネジでドライブをスレッドに固定します。

ドライブスレッド

固定用
ネジ（４本）

ディスクドライブ

正面パネル

電源
コネクタ

データ
コネクタ



付録 C: RaQ XTRのアップグレード

220 Cobalt RaQ XTRユーザマニュアル

10. ドライブスレッドをディスクドライブベイにスライドさせて戻します。ドラ
イブスレッド底部にあるトラックが、ドライブベイのトラックに合っている
ことを確認してください（図 104参照）。

図 104 ドライブスレッドの挿入

11. ドライブスレッドをベイに押し入れ、「カチッ」という感触を確かめます。

12. 正面パネルを元の位置まで回転させて戻します。

13. 正面パネルをスライドさせてシャーシに戻します。その際、正面パネルの右
側についているケーブルを挟んだり、ネジらないようご注意ください。

ドライブベイトラック
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メモリの追加

1. 電源を切断し、第２章で説明した設置手順を逆に実施して、RaQ XTRをラッ
クから取り外します。

2. RaQ XTRを安定した平らな台上に置きます。

3. シャーシの両側についている固定用ブラケットを外します。各ブラケットは
４本のネジで固定されています（図 105参照）。

図 105 固定用ブラケットとカバー留め具

4. カバーを RaQ XTRシャーシに固定している８本のネジ（シャーシの両側に
３本ずつと背面に２本）をゆるめます。

5. シャーシの背面から、カバーを７ cmほどスライドさせて手前に引きます（図
106参照）。

6. カバーの後方部分を持ち上げるようにしてシャーシから取り外します。

!
ご注意：シャーシには静電気に敏感な部品が含まれています。
RaQ XTRのカバーを取り外す時は、必ず ESD（静電放電）を行っ
てください。

✍ ご参考：メモリを追加する前に、追加する DIMM の幅が 4.0mm
（0.158インチ）未満であることを確認してください。互換性が確認
されているメモリチップのメーカーとモデルについては、販売代理
店までお問い合わせください。

✍ ご参考：カバーを取り外す前に、正面パネルが完全にシャーシに納
まっていることを確認します。
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図 106 カバーの取り外し

7. DIMMソケットはシャーシの右後の角にあります。

8. DIMM ソケットの両側にあるイジェクトレバーが開の位置になっているこ
とを確かめます（図 107参照）。

9. DIMMをターゲットソケットに挿入し、親指を下に添えるようにします。
DIMM のエッジコネクタは、逆方向に入れると合わないようになっていま
す。DIMMをソケットにしっかり固定したら、各イジェクトレバーを DIMM
の両側にある切込み部分にはめます。

!
ご注意：DIMM は、静電放電に注意しながら、製造元の説明書に
従って取り扱ってください。
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図 107 DIMMの取り付け

10. カバーと固定用ブラケットを設置し直し、RaQ XTRをラックに収めます。

DIMMイジェクトレバー
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PCI拡張カードの取り付け

PCIスロットの供給電圧は以下のとおりです。

• +5V @ 1A

• +12V @ 0.5A

• -12V @ 0.1A

取り付けるカードが、PCI スロットの電圧と互換性のあることを確認してくだ
さい。

1. 電源を切断し、第２章で説明した設置手順を逆に実施して、RaQ XTRをラッ
クから取り外します。

2. RaQ XTRを安定した平らな台上に置きます。

3. シャーシの両側についている固定用ブラケットを外します。各ブラケットは
４本のネジで固定されています（図 108参照）。

図 108 固定用ブラケットとカバー留め具

✍ ご参考：PCI拡張スロットには標準的な PCIカードを使用できます。
PCIカードの長さは、174.63mm（6.875インチ）未満でなければな
りません。

!
ご注意：シャーシには静電気ショックに対して敏感な部品が含まれ
ています。RaQ XTRのカバーを取り外す時は、必ず ESD（静電放
電）を行ってください。
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4. カバーを RaQ XTRシャーシに固定している８本のネジ（シャーシの両側に
３本ずつと背面に２本）をゆるめます。

5. シャーシ背面から、カバーを７ cmほどスライドさせて手前に引きます（図 109
参照）。

6. カバーの後方部分を持ち上げるようにしてシャーシから取り外します。

図 109 カバーの取り外し

✍ ご参考：カバーを取り外す前に、正面パネルが完全にシャーシに納
まっていることを確認します。
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7. シャーシの背面から、PCI リテーナを固定しているネジをゆるめ、リテーナ
を時計方向に回して PCIカバーの固定を解除します（図 110参照）。

図 110 PCIカバーの固定解除

8. シャーシの内側から PCIカバーを静かに引き抜きます（図 111参照）。その
際、カバーをマザーボードの上に落とさないよう注意してください。

図 111 PCIカバーの取り外し

PCIリテーナPCIカバー
リテーナ固定用ネジ
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9. PCI拡張カードを包装から取り出し、保護用コネクタカバーを外します。

10. PCI拡張カードのコネクタ側の端を、システムカードの PCIコネクタに挿入
します（図 112参照）。

図 112 PCI拡張カードの取り付け

11. PCI リテーナを反時計方向に回し、拡張カードの固定用ブラケットに留めま
す（図 113参照）。

12. PCI リテーナの上端がシャーシの背面パネルの上端と合っていることを確か
めます。

図 113 PCIリテーナを戻す

!
ご注意：カードは、静電放電に注意しながら、製造元の説明書に従っ
て取り扱ってください。

PCI拡張カードPCIコネクタ

PCIリテーナ
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13. PCI カードに必要なケーブル配線や設定については、製造元の説明書をご参
照ください。

14. カバーと固定用ブラケットを設置し直し、RaQ XTRをラックに収めます。

ファンの交換

６個のファンはすべて同じフレームに固定されていますので、ファンを交換する
にはまずフレームを取り外す必要があります。ファンは２列構成で、各列に３個
設置されています。ファンは３個一組でプラスチック製のファンホルダーに固定
されており、そのホルダーはプラスチック製タブが４個付いたフレームに取り付
けられています。

ファンが故障すると、［アクティブモニタ］>［ファンモニタ］画面に警告が表示
されます。この画面にアクセスできるのは、RaQ XTR 管理者とサイト管理者だ
けです。

ファンを交換するには、次の手順に従います。

1. RaQ XTR管理者あるいはサイト管理者としてログインし、［アクティブモニ
タ］メニュー項目を選択します。

2. ［システムコンポーネント］テーブルと［サービス］テーブルが表示された
ら、ファンの右端にある緑色の虫めがねアイコンをクリックします。［ファン
モニタ］画面が表示されます（図 114 参照）。ここに記載した例では、左か
ら３つ目のファンに障害が生じたため、その故障を知らせる警告記号が表示
されています。

3. 故障したファンの位置を覚えておきます。

!
ご注意：シャーシには静電気に敏感な部品が含まれています。
RaQ XTRのカバーを取り外す時は、必ず ESD（静電放電）を行っ
てください。

✍ ご参考：ファンを交換する前に、互換性の確認されているファンの
機種とメーカーについて、販売代理店にご確認ください。
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図 114 故障したファンの識別

4. 電源を切断し、第２章で説明した設置手順を逆に実施して、RaQ XTRをラッ
クから取り外します。

5. RaQ XTRを安定した平らな台上に置きます。

6. シャーシの両側についている固定用ブラケットを外します。各ブラケットは
４本のネジで固定されています（図 115参照）。

図 115 固定用ブラケットとカバー留め具

7. カバーを RaQ XTRシャーシに固定している８本のネジ（シャーシの両側に
３本ずつと背面に２本）をゆるめます。

8. シャーシ背面から、カバーを７ cm ほどスライドさせて手前に引きます（図
116参照）。

✍ ご参考：カバーを取り外す前に、正面パネルが完全にシャーシに納
まっていることを確認します。
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9. カバーの後方部分を持ち上げるようにしてシャーシから取り外します。

図 116 カバーの取り外し

10. シャーシの背面側から、６つのファンコネクタをマザーボードから取り外し
ます（図 117参照）。
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図 117 ファンの取り外し

11. ファン構成（２列）を固定している２本のネジをゆるめます（図 118参照）。

図 118 ファンアセンブリの取り外し

12. ファンアセンブリの上端を自分から遠ざけるように（シャーシの正面パネル
方向に）静かに傾けます。シャーシからファンアセンブリを取り出します。

13. ファンを下向きにしてアセンブリを平らな台上に置きます。ファンは、４個
のプラスチック製タブでファンホルダーに固定されています。

14. ファンホルダーのタブをフレームから外し、ファンホルダーを引き抜きます
（図 119参照）。

ファンコネクタ（６個）

ファンアセンブリ固定用ネジ（２本）

ファンアセンブリ
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図 119 ファンアセンブリの取り外し

15. 故障したファンの位置と、その配線を確かめます。故障したファンを取り外
し、同等のモデルのファンと交換します。交換したファンは元のファンと同
じ方向と位置に設置してください。ファンの配線がはさまれたり、ねじれた
りしていないことを確かめます。

16. 上記手順を逆にして、ファンホルダーをフレームに、ファンアセンブリを
シャーシに取り付け直します。正しいファンの配線については図 120をご参
照ください。

17. カバーと固定用ブラケットを設置し直し、RaQ XTRをラックに収めます。

図 120 ファンの再配線

ファンホルダー

ファンアセンブリ

ファン

固定用タブ（４個）

ファンホルダー
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付録 D

詳細情報

Cobaltサーバデスクトップの UIの消去
RaQ XTR サーバでは、Cobalt サーバデスクトップのユーザインターフェイス
（UI）が動作しないよう設定を変更できます。

!
ご注意：この章では、シェルスクリプトを実行したり、シェルコマ
ンドを使いたい上級ユーザ向けの機能について説明します。上級
ユーザとは、Unix OSの内部構造を熟知したユーザを意味します。

システム設定ファイルを変更すると、RaQ XTRの操作に支障が生じ
ることがあります。詳細については、保証カードをご参照ください。

!
ご注意：RaQ XTRでは、Telnet接続してから rootへ直接ログイン
できません。rootシェルに入るには、まず adminまたは alteradmin
としてログインします。コマンドプロンプトに対して、「su -」と入
力してから Enterキーを押し、パスワードプロンプトに対して、管
理者パスワードを入力します。「su -」コマンドを使って rootシェル
へアクセスできるのはRaQ XTR管理者または代理管理者だけです。

!
ご注意：システム設定ファイルを変更すると、RaQ XTR に支障が
生じることがあります。この操作は、Linux を熟知した上級ユーザ
だけが行ってください。

詳細については、RaQ XTRの保証カードをご参照ください。

� 重要：サーバデスクトップの UIをオフにすると、UIは完全に消
去されます。UIのオン／オフを切り替えることはできません。

サーバデスクトップのUIをオフにしてから、もう一度UIを使用す
るには、OSリストア CDを使って RaQ XTRをリビルドする必要が
あります。この操作を行うと、サーバは出荷時の状態に戻ります。
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サーバデスクトップの UIをオフにするには、次の手順を行います。

1. Telnetを使って RaQ XTRサーバにアクセスし、adminまたは alteradminと
してログインします。

2. コマンドプロンプトに、次のように入力します。

su -

3. Enterキーを押します。パスワードの入力を求められます。

4. 管理者パスワードを入力すると、コマンド行インターフェイスが表示されま
す。

5. 次のコマンドを入力します。

/usr/local/sbin/Cobalt_Linux_unmanaged_conversion.sh

6. ファイル内で変更される項目について説明する長い警告文が表示されます。
このメッセージはすべてお読みください。

7. 作業を中止する場合は NOと入力し、

継続する場合は、YESと入力します。

8. exitと入力して、rootとしてのセッションを終了します。

9. RaQ XTRサーバを再起動します。

Interbase 6.0の有効化
RaQ XTR には、Inprise Corporation のオープンソース、クロスプラットフォー
ム SQLデータベースである InterBase 6.0が標準搭載されています。InterBaseは、
デフォルトでは無効に設定されています。

InterBaseの詳細については、http://www.interbase.comをご参照ください。

InterBaseは、開発権および配布権を無料で提供しています。また、Interbaseは、
小型、低コスト、維持管理が容易で信頼性の高いデータベースをデベロッパに提
供します。

InterBaseは、トリガ、保存プロシージャ、ブロッブ、イベントアラーター、ユー
ザ定義のファンクション、多次元アレイ、２相コミット、参照一貫性、制約、柔
軟なトランザクションオプションなど数々のデータベース機能を提供します。

✍ ご参考：「su -」コマンドを使って rootシェルへアクセスできるのは
RaQ XTR管理者または代理管理者だけです。
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InterBase 6.0データベースサーバを有効にするには、次の操作を行います。

1. Telnetを使って RaQ XTRサーバにアクセスし、adminまたは alteradminと
してログインします。

2. コマンドプロンプトに、次のように入力します。

su -

3. Enterキーを押します。パスワードの入力を求められます。

4. 管理者パスワードを入力します。コマンド行インターフェイスが表示されます。

5. エディタを開いて、次のファイルを編集します。

/etc/inetd.conf

6. gds_dbサービスを含む行を探します。この行には、#記号が付いています。

7. この #記号を削除します。これにより、リクエストがポートに達したときに、
inetd.confが InterBase 6.0を起動できるようになります。

8. ファイルを保存して、エディタを終了します。

9. 次のコマンドを入力します。

killall -HUP inetd

このコマンドにより、inetdサーバが設定ファイルを読み込み、InterBase 6.0
データベースサーバを有効にします。

10. exitと入力して、rootとしてのセッションを終了します。

!
ご注意：システム設定ファイルを変更すると、RaQ XTR に支障が
生じることがあります。この操作は、Linux を熟知した上級ユーザ
だけが行ってください。

詳細については、RaQ XTRの保証カードをご参照ください。

✍ ご参考：「su -」コマンドを使って rootシェルへアクセスできるのは
RaQ XTR管理者または代理管理者だけです。
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シリアルコンソールポート
RaQ XTRの背面パネルの DB-9コネクタには、ASCIIターミナル（またはターミ
ナルソフトウェアを持つ PC）をコンソールターミナルとして接続できます。コ
ンソールターミナルの通信パラメータは、115 200Baud、データビット 8、パリ
ティなし、ストップビット 1に設定してください。

シリアルコンソールポートを使ったRaQ XTRの初期化
インターネットサービスプロバイダ（ISP）などで RaQ XTRをご利用の場合など
には、各 RaQ XTRの LCDコンソールを使って個別に初期化するのではなく、シ
リアルコンソールを使って複数の Cobaltサーバを同時に初期化すると便利です。

シリアルコンソール機能は、ネットワークパラメータ（IPアドレス、ネットマス
ク、ゲートウェイ）の割り当てにのみ使用できます。

✍ ご参考：シリアルコンソールポートを使った RaQ XTRの初期化は、
ブラウザを使ったセットアップウィザードと同様で、１回しか行え
ません。
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シリアルコンソールポートを使って RaQ XTRを初期化するには、次の操作を行
います。

1. RaQ XTR の背面パネル上のシリアルコンソールポートに、null モデムシリ
アルケーブルを接続します。次の図をご参照ください。

2. 端末ソフトウェアのパラメータを次のように設定します。

• 115 200Baud

• データビット 8

• パリティなし

• ストップビット 1

3. 正面パネルの電源スイッチを使って RaQ XTRの電源を入れます。いくつか
の起動メッセージが、端末画面に表示されます。

4. 最初のプロンプトは、IPアドレスを尋ねます。RaQ XTRのプライマリ IPア
ドレスを入力します。（例：10.9.19.55）

5. 次のプロンプトは、ネットマスクアドレスを尋ねます。RaQ XTR のプライ
マリネットマスクを入力します。（例：255.0.0.0）

6. ３番目のプロンプトは、ゲートウェイアドレスを尋ねます。RaQ XTRのゲー
トウェイを入力します。（例：10.9.25.254）

7. 入力した設定が次のようになっていることを確認します。

• プライマリ IPアドレス：10.9.19.55

• プライマリネットマスク：255.0.0.0

• ゲートウェイ：10.9.25.254

8. 保存（S）するかキャンセル（C）するかを問い合わせる プロンプトも表示
されます。保存（S）を入力すると設定が保存され、「ｶｸﾆﾝ ｼﾃ ﾎｿﾞﾝ ｼﾃｲﾏｽ ...」
というメッセージが表示されます。
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9. 設定が保存されると、端末画面に通常の起動状態メッセージが表示されます。
ウェブブラウザを使って残りの RaQ XTR設定操作を行ってください。

RaQXTRサーバをリモートからシャットダウンする

RaQ XTRサーバは、Telnetを使ってリモートからシャットダウンできます。root
シェルに入るには、次の操作を行います。

1. Telnetを使ってサーバにアクセスし、adminまたは alteradminとしてログイ
ンします。

2. コマンドプロンプトに、次のように入力します。

su -

3. Enterキーを押します。パスワードの入力を求められます。

4. 管理者パスワードを入力します。コマンド行インターフェイスが表示されます。

5. 次のコマンドを入力します。

shutdown -h now

シャットダウン処理が終了すると、電源が切断されます。

!
ご注意：この機能を使うには、Telnetを使って RaQ XTRサーバに
アクセスする必要があります。この操作は、必ず上級ユーザだけが
行ってください。

✍ ご参考：RaQ XTRでは、Telnet接続してから rootへ直接ログイン
できません。

✍ ご参考：RaQ XTRサーバの電源投入はリモートからは行えません。
実際に、サーバ本体に付いている電源スイッチをオンにする必要が
あります。

✍ ご参考：「su -」コマンドを使って rootシェルへアクセスできるのは
RaQ XTR管理者または代理管理者だけです。
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LCDパネルのロックを解除する

LCD パネルのロックを解除する矢印キーのシーケンスを忘れてしまった場合に
は、サーバから「lock」ファイルを削除します。

1. Telnetを使ってサーバにアクセスし、adminまたは alteradminとしてログイ
ンします。

2. コマンドプロンプトに、次のように入力します。

su -

3. Enterキーを押します。パスワードの入力を求められます。

4. 管理者パスワードを入力します。コマンド行インターフェイスが表示されます。

5. 次のコマンドを入力します。

rm /etc/cobalt/.LCK..cobtpanel

LCD コンソールから新しいシーケンスを割り当てます。詳細については、
「シーケンスの設定」（p.202）をご参照ください。

!
ご注意：この機能を使うには、Telnetを使って RaQ XTRサーバに
アクセスする必要があります。この操作は、必ず上級ユーザだけが
行ってください。

システム設定ファイルを変更すると、RaQ XTRの操作に支障が生じ
ることがあります。詳細については、保証カードをご参照ください。

!
ご注意：RaQ XTR 管理者パスワードと矢印キーのシーケンスの両
方を忘れてしまった場合には、サーバにはアクセスできません。

✍ ご参考：RaQ XTRでは、Telnet接続してから rootへ直接ログイン
できません。

✍ ご参考：「su -」コマンドを使って rootシェルへアクセスできるのは
RaQ XTR管理者または代理管理者だけです。
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開発ツール
RaQ XTR は、アプリケーション開発とサーバ管理を支援する次の各種ユーティ
リティを提供します。次のようなツールを利用できます。

• GNU C/C++コンパイラ（gcc）とライブラリ

• Javaランタイム環境

• GNU Bourne Again Shell（bash）

• テキストエディタ（emacs、vi、pico）

• ファイルシステムユーティリティ（ls、mv、cp、ln、rm、chmod、chown、
chgrp、du、df）

• ファイル解析ユーティリティ（sed、awk、diff）

• ファイル表示ユーティリティ（cat、more、less）

• 検索ユーティリティ（find、grep、which）

• アーカイブユーティリティ（gzip、tar、cpio、rpm）

• ネットワークユーティリティ（FTP、telnet、netstat、ping、finger、
mail、pine）

• プログラミング言語（perl、python、tcl/tk）

これらのユーティリティは、次のディレクトリ中に保管されています。

/sbin
/bin
/usr/sbin
/usr/bin

拡張開発ツールについては、Cobalt Networks社ウェブサイトにある Solutions
ディレクトリをご参照ください。（http://www.cobalt.com/solutions/）

また、RaQ XTRには、x86互換プロセッサシステム向けの RedHat Linux 6.2を
ベースとする Linuxディストリビューションが採用されています。

プレコンパイルされた x86ベースの市販ソフトウェアは、ほとんどそのまま
RaQ XTR 上で実行できます。ただし、マウス、キーボード、モニタが必須でな
いものに限ります。ご使用になるソフトウェアが Linux 2.2カーネルおよび glibc
ライブラリと互換性があることを確認してください。
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設定ファイル
開発を目的とする場合、必要に応じて RaQ XTRサービスの設定ファイルを変更
することができます。ただし、製品の保証が無効になる場合がありますので、変
更を加える前に保証書をお読みください。

以下は、サービスとその関連設定ファイルおよびディレクトリのリストです。

• 電子メール

/etc/inetd.conf
/etc/mail/

• ドメインネームサービス（DNS）

/etc/named/

• FTP（ファイル転送プロトコル）

/etc/proftpd.conf

• ウェブ

/etc/httpd/conf/*.conf

• メーリングリスト

/usr/local/majordomo/

!
ご注意：次のうちどの設定ファイルを変更しても、RaQ XTRのウェ
ブページ管理サービスから設定するサービスの動作および管理サー
ビスそのものに大きく影響を与えます。
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ディレクトリ構成
RaQ XTR上のディスクは４つのセグメントに分けられています。使用できるディ
スク容量の大半は、/home/ からマウントされるパーティションにあります。作
業はなるべくこのパーティションで行ってください。このパーティションのディ
スク割り当てはデフォルトでオンに設定されており、そのほとんどがシステムソ
フトウェアによって使われます。

RaQ XTRホームページ

ウェブサーバのドキュメントルートは、RaQ XTRのメインサイトです。

/home/sites/home/web

このディレクトリのウェブコンテンツは、「http://<IP アドレス >/」という URL
に関連付けられています。

例えば、

/home/sites/home/web/testdir/test.html

として保存されたファイルには、http://<IPアドレス>/testdir/test.htmlというURL
を使ってアクセスできます。

仮想サイトのホームページ

仮想サイトのウェブページコンテンツのドキュメントルートは次のとおりです。

/home/sites/<サイト名 >/web

例えば、www.cobalt.comのドキュメントルートは次のとおりです。

/home/sites/www.cobalt.com/web

このディレクトリにファイルをアップロードできるのは、RaQ XTR 管理者また
はサイト管理者だけです。

このディレクトリのウェブコンテンツは、「http://<サイト名 >/」という URLに
関連付けられています。

例えば、

/home/sites/<サイト名 >/web/testdir/test.html

✍ ご参考：「<IPアドレス >」には、RaQ XTRの IPアドレスまたはド
メインネームが入ります。
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として保存されたファイルには、http://<サイト名 >/testdir/test.htmlという URL
を使ってアクセスできます。

エラーページのカスタム化

RaQ XTR 管理者とサイト管理者は、仮想サイト上で次の４種類の一般的なウェ
ブサーバエラーが発生した場合に表示されるデフォルトエラーページをカスタム
化することができます。

RaQ XTRサーバが仮想サイト用カスタムファイルで特別に処理できるエラーは、
次の 4種類です。

• 401:認証が必要です：このエラーページは、.htaccessファイルでディレクト
リを保護しており、ユーザが正しく認証できないときに表示されます。

• 403:アクセス拒否：このエラーページは、ファイルまたはディレクトリのパー
ミッションを変更したために、ウェブサーバがファイルまたはディレクトリ
にアクセスできなくなったときに表示されます。

• 404:ファイルが見つかりません：このエラーページは、ウェブサーバ上に存
在しないファイルやディレクトリがリクエストされたときに表示されます。

• 500:サーバの内部エラー：このエラーページは、ダイナミック CGI ページ
がウェブサーバにデータを正しく戻さなかった場合や、正しく実行できな
かった場合に、通常表示されます。

これら４種類のエラーのデフォルトエラーページは、仮想サイトの webディレク
トリ内の error サブディレクトリにあります。このディレクトリのパスは次のと
おりです。

/home/sites/<サイト名 >/web/error

例えば、www.cobalt.com という名前のサイトでは、エラーページは次の場所に
あります。

/home/sites/www.cobalt.com/web/error

各エラーのファイルには、上記のエラーコードに対応する名前が付いています。
例えば、エラー 404は、errorサブディレクトリにある「404-file-not-found.html」
というファイルによって処理されます。

✍ ご参考：「<サイト名 >」には、仮想サイトの「<ホスト名 .ドメイ
ンネーム >」が入ります。

✍ ご参考：「<サイト名 >」には、仮想サイトの「<ホスト名 .ドメイ
ンネーム >」が入ります。
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サイトユーザのホームページ

サーバデスクトップの UI を使って、メインサイトにユーザを作成すると、その
サイトユーザのホームディレクトリは次の場所に作成されます。

/home/sites/home/users/username/web

ユーザのウェブページのコンテンツは、次の場所から見ることができます。
http://<IPアドレス >/~<ユーザ名 >/

サーバデスクトップの UI を使って、仮想サイトにユーザを作成すると、そのサ
イトユーザのホームディレクトリは次の場所に作成されます。

/home/sites/<サイト名 >/users/<ユーザ名 >

ユーザのデフォルトウェブページの場所は次のとおりです。

/home/sites/<サイト名 >/users/<ユーザ名 >/web

ユーザのウェブページのコンテンツは、次の場所から見ることができます。
http://<サイト名 >/~<ユーザ名 >/
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付録 E

ドメインネームシステム

DNSの基礎
インターネットでは、ドメインネームシステム（DNS）と呼ばれる分散型ネーミ
ングシステムが使われます。DNSを使うと、インターネットプロトコル（IP）ア
ドレスだけでなく、ホスト名を使用してコンピュータを参照することもできます。

IP アドレスは覚えにくいため不便です。DNS を使うと、ホスト名およびドメイ
ンネームを使用することができ、これらは IPアドレスに自動変換されます。ホス
ト名とドメインネーム（www.cobalt.comなど）は、DNSサーバによって、対応
する IPアドレス（192.168.1.10など）に自動変換されます。

例えば、Cobalt Networks 社では、「mail.cobalt.com」や「www.cobalt.com」な
どの自社サーバで使用するために、「cobalt.com」というドメインネームを登録し
ています。「mail」と「www」のホスト名は同じドメインに登録されている別々
のサーバを指します。

ドメインネームとは、同じ組織内にあるコンピュータのグループが共有する名前
の接尾辞です。ドメインネームはアドレスレコードを通して IPアドレスに関連付
ける必要があります。ドメインネームは、会社名またはサーバ名と、国コード
（uk または ca など）またはトップレベルのドメイン（com または edu など）を
含む階層構造を持ちます。

サーバ上のウェブサイトは、IP アドレス１個、ホスト名１個、およびドメイン
ネーム１個を使って作成され、この３個を合わせてインターネット上にウェブサ
イト IDが作成されます。

各ドメインネームには、１つの DNS サーバ上でプライマリドメイン権限が必要
です。セカンダリ DNS サーバはプライマリサーバをバックアップします。DNS
情報はプライマリサーバでだけ設定できます。セカンダリサーバ上では設定でき
ません。
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DNSサーバ機能の有効化

RaQ XTR上の DNSサーバを有効化するには、次の操作を行います。

1. ［サーバの管理］>［コントロールパネル］を選択します。［サービスの設定］
テーブルが表示されます。

2. ［DNS（Domain Name System）サーバ］のチェックボックスがチェックさ
れていなければ、クリックしてチェックします。

3. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

DNSサービスを設定するには、［サービスの設定］テーブルの DNSの右欄にある
緑色の鉛筆アイコンをクリックします（DNSサービスの利用はオプションです）。

プライマリ DNSサーバの設定

プライマリ DNS サーバは、ネームレコードおよびネームレコードに関連付けら
れた IPアドレスのリストを管理します。ドメインを JPNICなどのドメインネー
ム管理団体に登録すると、このリストはほかの DNS サーバからも利用可能にな
ります。インターネットサーバの登録に関しては、契約先のインターネットサー
ビスプロバイダ（ISP）にお問い合わせください。

RaQ XTR上でプライマリ DNSサーバを設定するには、次の操作を行います。

1. ［サーバの管理］>［コントロールパネル］を選択します。［サービスの設定］
テーブルが表示されます。

2. ［DNS（Domain Name System）サーバ］のチェックボックスがチェックさ
れていなければ、クリックしてチェックします。

3. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

4. ［サービスの設定］テーブルの DNS の右欄にある緑色の鉛筆アイコンをク
リックします。［DNSの設定：<サイト名 >］テーブルが表示されます。

5. ［追加 ...］プルダウンメニューから［逆引きアドレス（PTR）レコード］を選
択します。

� 重要：DNS レコードを変更したら、必ず［変更を保存］ボタンをク
リックしてください。この操作を行わないと、変更が反映されません。
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6. IPアドレス（192.168.10.10など）とネットワークマスク（255.255.255.0な
ど）を入力します。

ネットワークマスク、すなわちサブネットのサイズは、４組の数値で、IPア
ドレスによって決まります。ドット区切りとビット数との対応については、
表 2（p.251）をご参照ください。

7. リストに追加したいホスト名とドメインネーム（wwwと mydomain.comな
ど）を入力します。

8. この IP アドレスとホスト名のペアに対して［正引きアドレスを自動生成す
る］ボックスをチェックすると、IPアドレスとホスト名が双方向に変換され
るようになります。

9. ［リストの更新］ボタンをクリックします。

10.［変更を保存］ボタンをクリックします。

正引きアドレス（A）レコードの指定

DNSサーバは、コンピュータのホスト名をIPアドレスに変換することもできます。

正引きアドレス（A）レコードを指定するには、次の操作を行います。

1. ［サーバの管理］>［コントロールパネル］を選択します。［サービスの設定］
テーブルが表示されます。

2. ［サービスの設定］テーブルの DNS の右欄にある緑色の鉛筆アイコンをク
リックします。［DNSの設定：<サイト名 >］テーブルが表示されます。

3. ［追加 ...］プルダウンメニューから［正引きアドレス（A）レコード］を選択
します。

4. リストに追加したいホスト名（省略可）とドメインネーム（wwwとmydomain.com
など）を入力します。

5. このドメインネームに対応する IPアドレス（192.168.10.10など）とネット
ワークマスク（255.255.255.0など）を入力します。

6. ［リストの更新］ボタンをクリックします。

7. ［変更を保存］ボタンをクリックします。
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メールサーバ（MX）レコードの指定

メールサーバ（MX）レコードを指定するには、次の操作を行います。

1. ［サーバの管理］>［コントロールパネル］を選択します。［サービスの設定］
テーブルが表示されます。

2. ［サービスの設定］テーブルの DNS の右欄にある緑色の鉛筆アイコンをク
リックします。［DNSの設定：<サイト名 >］テーブルが表示されます。

3. ［追加 ...］プルダウンメニューから［メールサーバ（MX）レコード］を選択
します。

4. メールサーバに追加したいドメインネーム（mydomain.comなど）を入力し
ます。

5. ２番目のフィールドに入力したドメインネームに配信するメールサーバ
（mail.mydomain.comなど）のドメインネームを入力します。

6. ［配信の優先度］プルダウンメニューで、メールサーバに対するメール配信の
優先度を、「非常に高い」、「高い」、「低い」、「非常に低い」の中から選びます。

配信の優先度を指定すると、メール配信のためにメールサーバに接続する順
序が指定されます。［配信の優先度］設定は、１つのドメインまたはネット
ワークに対して複数のMXレコードを指定した場合に使うと便利です。

7. ［リストの更新］ボタンをクリックします。

8. ［変更を保存］ボタンをクリックします。
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エイリアス（CNAME）レコードの指定

この機能を使うと、あるホスト名を別のホスト名のエイリアスに指定できます。
ターゲットのホスト名はローカルドメインのメンバーである必要はありません。
例えば、「news.domain.com」のエイリアスレコードとして「uucp.isp.net」を作
成できます。

エイリアス（CNAME）レコードを指定するには、次の操作を行います。

1. ［サーバの管理］>［コントロールパネル］を選択します。［サービスの設定］
テーブルが表示されます。

2. ［サービスの設定］テーブルの DNS の右欄にある緑色の鉛筆アイコンをク
リックします。［DNSの設定：<サイト名 >］テーブルが表示されます。

3. ［追加 ...］プルダウンメニューから［エイリアス（CNAME）レコード］を選
択します。

4. エイリアスを作成したいホスト名とドメインネーム（wwwとmydomain.com
など）を入力し、対象のホスト名とドメインネームを入力します。対象のホ
スト名の入力はオプションです。

5. ［リストの更新］ボタンをクリックします。

6. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

セカンダリ DNSサーバの設定

The RaQ XTR 管理者が、セカンダリ DNS サーバを設定すると、お使いのコン
ピュータに冗長DNSサービスを提供できます。こうしておくと、プライマリDNS
サーバがオフになっているときでも、セカンダリ DNS サーバを使用してコン
ピュータのパフォーマンスを維持できます。

!
ご注意：エイリアス（CNAME）レコードは、ドメインネームをホ
スト名に変換する目的には使わないでください。

例えば、www.mydomain.comに変換される mydomain.comに対し
てエイリアス（CNAME）レコードを作成しないでください。代わ
りに、mydomain.comを、www.mydomain.comが用いている IPア
ドレスに関連付ける正引きアドレス (A) レコードを作成してくだ
さい。詳細については、「プライマリ DNS サーバの設定」（p.246）
をご参照ください。
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セカンダリドメインの追加

ドメインに対してセカンダリネームサーバの権限を追加するには、次の操作を行
います。

1. ［サーバの管理］>［コントロールパネル］を選択します。［サービスの設定］
テーブルが表示されます。

2. ［サービスの設定］テーブルの DNS の右欄にある緑色の鉛筆アイコンをク
リックします。［DNSの設定：<サイト名 >］テーブルが表示されます。

3. ［追加 ...］プルダウンメニューから［ドメイン向けのセカンダリネームサービ
ス］を選択します。

4. 指定したいドメインネーム、およびプライマリ DNSサーバの IPアドレスを
入力します。

5. ［リストの更新］ボタンをクリックします。

6. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

セカンダリネットワークの追加

ネットワークに対してセカンダリネームサーバの権限を追加するには、次の操作
を行います。

1. ［サーバの管理］>［コントロールパネル］を選択します。［サービスの設定］
テーブルが表示されます。

2. ［サービスの設定］テーブルの DNS の右欄にある緑色の鉛筆アイコンをク
リックします。［DNSの設定：<サイト名 >］テーブルが表示されます。

3. ［追加 ...］プルダウンメニューから［ネットワーク向けのセカンダリネームサー
ビス］を選択します。

4. 最初のフィールドには、３番目のフィールドで指定する IPアドレスを使って
DNS情報が提供されるネットワーク上のメンバーのIPアドレス（192.168.1.1
など）を入力します。

5. ２番目のフィールドには、指定したネットワーク権限の IPアドレスに対する
サブネットマスクを入力します。

6. ３番目のフィールドには、指定したネットワークのプライマリ DNS サーバ
の IPアドレスを入力します。

7. ［リストの更新］ボタンをクリックします。

8. ［変更を保存］ボタンをクリックします。
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DNSの応用

ネットワークマスク表記の変換

ドット区切りとネットワークマスクのビット数との対応については、表 2をご参
照ください。

表 2　ネットワークマスク表記の変換

ドット区切り ビット数

255.0.0.0 8

255.128.0.0 9

255.192.0.0 10

255.224.0.0 11

255.240.0.0 12

255.248.0.0 13

255.252.0.0 14

255.254.0.0 15

255.255.0.0 16

255.255.128.0 17

255.255.192.0 18

255.255.224.0 19

255.255.240.0 20

255.255.248.0 21

255.255.252.0 22

255.255.254.0 23

255.255.255.0 24

255.255.255.128 25

255.255.255.192 26

255.255.255.224 27

255.255.255.240 28

255.255.255.248 29
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サブドメインの権限委譲

DNSサーバは階層構造を持ちます。RaQ XTR上でサービスを行っているどこの
ドメインについても、そのサブドメインに対するネームサーバ権限をほかのネー
ムサーバに権限委譲することができます。

例えば、domain.comというドメインを使って正引きアドレス（A）レコードを定
義すると、RaQ XTR上で domain.comが権限を持つようになります。
remote.domain.com などのサブドメインでは独自の DNS サーバのセットを使う
ことができるため、ドメインに対する権限を複数の場所で共有できます。これに
より、離れた場所でドメインを共有して複数の DNS サーバを使うことが容易に
できます。

サブドメインに対するネーミング権限をほかのネームサーバに委譲するには、次
の操作を行います。

1. ［サーバの管理］>［コントロールパネル］を選択します。［サービスの設定］
テーブルが表示されます。

2. ［サービスの設定］テーブルの DNS の右欄にある緑色の鉛筆アイコンをク
リックします。［DNSの設定：<サイト名 >］テーブルが表示されます。

3. ［ドメイン／ネットワークの選択 ...］プルダウンメニューから親ドメインを選
択します。

4. ［追加 ...］プルダウンメニューから［サブドメインの権限委譲］を選択します。

5. サブドメインネームおよびそのサブドメインに対する権限を委譲する DNS
サーバのホスト名を指定します。

6. ［リストの更新］ボタンをクリックします。

7. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

� 重要：DNS レコードを変更したら、必ず［変更を保存］ボタンをク
リックしてください。この操作を行わないと、変更が反映されません。
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サブネットの権限委譲

ネットワークのネームサーバ権限はリモート DNSサーバに委譲できます。

サブネットに対するネーミング権限をほかのリモート DNS サーバに委譲するに
は、次の操作を行います。

1. ［サーバの管理］>［コントロールパネル］を選択します。［サービスの設定］
テーブルが表示されます。

2. ［サービスの設定］テーブルの DNS の右欄にある緑色の鉛筆アイコンをク
リックします。［DNSの設定：<サイト名 >］テーブルが表示されます。

3. ［ドメイン／ネットワークの選択 ...］プルダウンメニューから親ネットワー
クを選択します。

4. ［追加 ...］プルダウンメニューから［サブネットの権限委譲］を選択します。

5. IPアドレス、および委譲するネットワークのサイズを指定します。IPアドレ
スは、権限委譲先のサブネットのメンバーである必要があります。

6. そのサブネットに対する権限を与えるDNSサーバのホスト名を指定します。

7. ［リストの更新］ボタンをクリックします。

8. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

サーバの設定

RaQ XTR DNSサーバには、転送サービスおよびゾーン転送アクセス制御を設定
できます。

DNSサーバを設定するには、次の操作を行います。

1. ［サーバの管理］>［コントロールパネル］を選択します。［サービスの設定］
テーブルが表示されます。

2. ［サービスの設定］テーブルの DNS の右欄にある緑色の鉛筆アイコンをク
リックします。［DNSの設定：<サイト名 >］テーブルが表示されます。

3. ［追加 ...］プルダウンメニューから［サーバ設定］を選択します。

4. RaQ XTR がプライベートネットワークで使用されている場合、またはファ
イヤウォールで制限されている場合は、転送 DNSサーバを指定できます。

転送サーバの IP アドレス、および必要に応じてバックアップ転送サーバの
IPアドレスを入力します。
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5. ゾーン転送では、お使いの DNS サーバで保守している全ホストのリストを
ほかの DNS サーバからダウンロードできます。デフォルトでは、ゾーン転
送に制限はありません。ただし、必要に応じて制限を加えられます。

［ゾーン転送アクセス］フィールドに IPアドレスまたはネットワークアドレ
スを入力すると、ゾーン転送は自動的に制限付きになります。これにより、
このフィールドにリストされたIPアドレスまたはネットワークアドレスしか
ゾーン転送が行えなくなります。

6. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

7. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

SOA（Start of Authority）の設定

最高の信頼性を得るには、プライマリドメインおよびネットワーク権限を個別に
詳細設定します。

プライマリドメインおよびネットワークの権限を詳細設定するには、次の操作を
行います。

1. ［サーバの管理］画面の［コントロールパネル］を選択します。［サービスの
設定］テーブルが表示されます。

2. ［サービスの設定］テーブルの DNS の右欄にある緑色の鉛筆アイコンをク
リックします。

3. ［ドメイン／ネットワークの選択 ...］プルダウンメニューから権限のあるドメ
インまたはネットワークを選択します。

レコードリスト上の第１レコードは、SOA（Start of Authority）レコードと
呼びます。

4. SOAレコードを修正するには、緑色の鉛筆アイコンをクリックします。

SOAレコードには、一般的な RaQ XTR設定で使用されると考えられる値が
デフォルト表示されます。次のパラメータについては、ユーザが詳細設定で
きます。

• プライマリネームサーバのホスト名

• セカンダリネームサーバのホスト名（オプション）

• ドメイン管理者の電子メールアドレス

• リフレッシュ間隔

• リトライ間隔

• 失効間隔

• TTL（Time to live）

5. ［SOAレコードの更新］ボタンをクリックします。
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6. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

ネームサーバ（NS）

プライマリネームサーバのデフォルトは、RaQ XTRのホスト名です。［セカンダ
リネームサーバのホスト名］フィールドには、そのドメインのセカンダリ DNS
サーバのホスト名＋ドメインネームを指定できます。トップレベルのドメインを
管理する団体の中には、セカンダリネームサーバレコードを指定するよう要求す
るものもあります。

ドメイン管理者の電子メールアドレス

電子メールアドレスのデフォルトには、RaQ XTRのユーザ名「admin」が使われ
ます。このメールアドレスは、サービスを行っているドメインまたはネットワー
クの管理責任者の連絡先として一般ユーザに公開されます。

リフレッシュ間隔

リフレッシュ間隔は、セカンダリ DNSサーバが更新を行う間隔です。

• DNSレコードが頻繁に変更されない場合は、デフォルト値を大きく設定します。

• DNSレコードが頻繁に変更される場合は、デフォルト値を小さく設定します。

帯域幅が無駄なく使われ、セカンダリサーバのコンテンツが常に最新になるよう
に、リフレッシュ間隔の詳細設定を行ってください。

リトライ間隔

接続またはサービスの障害によって、セカンダリ DNS サーバがプライマリサー
バからのデータをリフレッシュできない場合があります。セカンダリ DNS サー
バでは指定された間隔でリフレッシュの再試行が行われます。

失効間隔

セカンダリ DNS サーバがプライマリサーバからのデータをリフレッシュできな
い状態が長時間続くことがあります。デフォルトの失効間隔に指定されている時
間を過ぎると、セカンダリサーバはネームリクエストを中止します。

TTL（Time to live）

このドメインまたはネットワークにおけるプライマリ DNS サーバまたはセカン
ダリ DNS サーバ以外のキャッシュ DNS サーバでは、TTL 期間にレコード検索
をキャッシュすることができます。TTL期間には、プライマリまたはセカンダリ
のDNSサーバが同じレコードを繰り返し検索してもポーリングは行われません。
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ドメインネームサービス（DNS）のクイックスタート
ガイド

このクイックスタートガイドの説明は、次の２点がすでに終了していることを前
提としています。

1. ドメインネームを登録済みであること。ドメインネーム登録の詳細について
は、ICANN（Internet Corporation for Assigned Names and Numbers）のウェ
ブページ（http://www.icann.org）をご参照ください。

2. RaQ XTR上に既にウェブサイトを作成していること。RaQ XTRにウェブサ
イトを作成する方法については、「ウェブページのパブリッシュ」（p.190）と
「ディレクトリ構成」（p.242）をご参照ください。

ここでは、192.168.10.10という IPアドレスを使い、「www.mydomain.com」と
いう名前のウェブサイトを設定して、ウェブサービスと電子メールサービスを行
う場合を例にして説明します。

ウェブサービスおよび電子メールサービスを提供するためには、少なくとも次の
レコード設定を行うことをお勧めします。

• 192.168.10.10を示すwww.mydomain.comの逆引きアドレス（PTR）レコード

• 192.168.10.10を示す www.mydomain.comの正引きアドレス（A）レコード
（このレコードは、逆引きアドレス（PTR）レコードの作成時に自動作成され
るよう設定できます）

• 192.168.10.10を示すmydomain.comの正引きアドレス（A）レコード

• www.mydomain.comを示すmydomain.comのメールサーバ（MX）レコード

✍ ご参考：DNSレコードを生成する自動 DNS設定機能を有効にして
おくようお勧めします。

詳細については、「DNS情報の自動設定」（p.127）をご参照ください。

� 重要：この説明中のドメインネームと IPアドレスは、実際にお使い
になるドメインネームと IPアドレスに置き換えてください。
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これらのレコードを設定しておくと、インターネットで「mydomain.com」また
は「www.mydomain.com」のどちらかを入力すれば、誰でもこのウェブサイトに
アクセスできます。レコードを設定するには、サーバデスクトップユーザインター
フェイス（UI）の［DNSの設定］を使います。

1. ［サーバの管理］>［コントロールパネル］を選択します。［サービスの設定］
テーブルが表示されます。

2. ［DNS（Domain Name System）サーバ］のチェックボックスがチェックさ
れていなければ、クリックしてチェックします。

3. ［変更を保存］ボタンをクリックします。ブラウザ画面がリフレッシュされます。

4. ［サービスの設定］テーブルの DNS の右欄にある緑色の鉛筆アイコンをク
リックします。［DNSの設定：<サイト名 >］テーブルが表示されます。

逆引きアドレス（PTR）レコード

まず始めに、逆引きアドレス（PTR）レコードを作成します。

1. ［サーバの管理］>［コントロールパネル］を選択します。［サービスの設定］
テーブルが表示されます。

2. ［サービスの設定］テーブルの DNS の右欄にある緑色の鉛筆アイコンをク
リックします。［DNSの設定：<サイト名 >］テーブルが表示されます。

3. ［追加 ...］プルダウンメニューから［逆引きアドレス（PTR）レコード］を選
択します。［追加 -逆引きアドレス（PTR）レコード］テーブルが表示されます。

• ［IPアドレス］フィールドに 192.168.10.10と入力します。

• ［ホスト名］フィールドに wwwと入力します。

• ［ドメインネーム］フィールドにmydomain.comと入力します。

• ［正引きアドレスを自動生成する］ボックスをチェックして有効にしま
す。これにより、正引きアドレス（A）レコードが自動作成されます。

4. ［リストの更新］ボタンをクリックします。［DNSの設定］テーブルが再作成
され、図 121のように www.mydomain.comが表示されます。
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図 121 DNSの設定テーブル（www.mydomain.com）

正引きアドレス（A）レコード

次に、アドレス（A）レコードを作成します。

1. ［追加 ...］プルダウンメニューから［正引きアドレス（A）レコード］を選択
します。［追加 -正引きアドレス（A）レコード］テーブルが表示されます。

• ［ホスト名］フィールドは空白にしておきます。

• ［ドメインネーム］フィールドにmydomain.comと入力します。

• ［IPアドレス］フィールドに 192.168.10.10と入力します。

2. ［リストの更新］ボタンをクリックします。［DNSの設定］テーブルが再作成
され、図122のようにwww.mydomain.comとmydomain.comが表示されます。

図 122 DNSの設定テーブル（www.mydomain.comとmydomain.com）
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メールサーバ（MX）レコード

最後に、メールサーバ（MX）レコードを作成します。

1. ［追加 ...］プルダウンメニューから［メールサーバ（MX）レコード］を選択
します。［追加 -メールサーバ（MX）レコード］テーブルが表示されます。

• ［ホスト名］フィールドは空白にしておきます。

• ［ドメインネーム］フィールドにmydomain.comと入力します。

• ［メールサーバ名］フィールドに www.mydomain.comと入力します。

• ［配信の優先順位］プルダウンメニューは、この例では［非常に高い］に
しておきます。

2. ［リストの更新］ボタンをクリックします。［DNSの設定］テーブルが再作成
されます。図 123 をご参照ください。これで、DNS レコードの作成が完了
しました。

3. 重要：［変更を保存］ボタンをクリックします。これによって、変更した情報
が有効になります。変更を保存しないでこの画面を終了すると、変更した情
報は有効になりません。

図 123 入力の完了した DNSの設定テーブル
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ほかのドメインを編集するには、［ドメイン／ネットワークの選択 ...］プルダウ
ンメニューからほかのドメインを選択します。DNS サーバの設定を行ったドメ
インならどれでも選択できます。

新しいドメインを追加するには、再び［追加 ...］プルダウンメニューを使います。
［ドメインネーム］フィールドのデフォルトドメインネームを、新しいドメインに
割り当てる名前に書き換えます。

詳細情報

詳細については、以下をご参照ください。

• Cobalt Knowledge Baseで「DNS」を検索

• http://www.dnswiz.com/dnsworks.htm

• http://www-europe.cisco.com/warp/public/787/indexDNS.html

ドメインネームシステム（DNS）の歴史
1960 年代に、アメリカ合衆国の Defense Advanced Research Projects Agency
（ARPA、後に DARPA）は、ARPAnetと呼ばれる実験的な広域コンピュータネッ
トワークへの投資を開始しました。ARPAnetでは、HOSTS.TXTという中央管理
ファイルが使われており、このファイルには、ARPAnetに接続された各ホストコ
ンピュータのネーム－アドレスマッピング情報が保存されていました。最初はホ
ストコンピュータの数が少なかったため、HOSTS.TXTで十分でした。

しかし ARPAnetが TCP/IP（Transmission Control Protocol/Internet Protocol）の
プロトコルセットに移行し、インターネットとして知られるようになると、ネッ
トワーク使用者の数が爆発的に増加しました。HOSTS.TXTは、次のような多く
の問題に直面することになります。

• トラフィックとロード

• ネーム衝突

• 一貫性

HOSTS.TXT ファイルに代わるものが必要となったわけです。ここでの目標は、
統合ホストテーブルシステムに内在する問題を解決するためのシステムを開発す
ることでした。新システムでは、データを各自が管理できると同時に、そのデー
タが世界規模で入手可能であることが要求されました。

1984 年に、ドメインネームシステム（DNS）と呼ばれる新システムのアーキテ
クチャが設計されます。これが、今日インターネット上で使われている DNSサー
ビスの基礎になっています。
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DNSは分散型データベースのため、データベース全体のセグメントをローカルに
管理できます。データベースの各セグメントのデータは、ネームサーバとリゾル
バで構成されるクライアント－サーバスキームを通してネットワーク全体のどこ
からでも使用可能です。

DNSレコードとは？

人間にとって数字の羅列より名前の方がずっと使いやすいのは言うまでもありま
せん。「Cobalt.com」といったドメインネームは、「207.910.131.30」のような４つ
のオクテットからなる IPアドレスよりもはるかに覚えやすいものです。ドメイン
ネームは、JPNIC（日本ネットワークインフォメーションセンター、www.nic.ad.jp）
や Network Solutions 社（www.networksolutions.com）のようなルートドメイン
ルートドメイン登録管理団体に登録する必要があります。

一方、コンピュータにとっては名前より数字の方が、処理が簡単です。ユーザが
会社のウェブサイトを検索する際、最終的に検索を行うのはコンピュータなので、
人間にとって使いやすいドメインネームを、コンピュータが処理しやすい IPアド
レスに変換する仕組みが必要となります。

DNSサーバの DNSレコードがこの役割を果たします。レコードはドメインネー
ムを IPアドレスに変換します。つまり、レコードによって、「cobalt.com」といっ
たドメインネームと「207.91.131.30」のような IP アドレスが一対一対応されま
す。ドメインネームが IPアドレスに変換（リゾルブ）されてはじめて、ユーザは
目的のウェブサイトに接続できます。

DNSとドメインネームがなければ、ユーザは見たいウェブサイトすべての IPア
ドレスを覚えておかなければならなくなります。DNSサーバと DNSレコードを
使うと、人間も、人間が使うソフトウェアも、サイトへの接続方法を簡単に記憶
できます。

DNSレコードの管理者

DNSレコードは、DNSサービスが使用可能な状態になっている Cobaltサーバな
ら、どれにでも常駐できます。ユーザまたは管理者は、簡単な手順で Cobaltサー
バを DNSサーバとして設定できます。ICANNでは、DNSサービスを行うため
には、サイトがプライマリサーバとセカンダリサーバの両方を保持しなければな
らないことを定めています。お使いの Cobaltサーバをプライマリサーバとして使
い、契約先のインターネットサービスプロバイダ（ISP）からの DNSサーバをセ
カンダリサーバとして使うことができます。

DHCPの仕組み

ドメインネームを使ってウェブサイトに接続するための基本的な方法を図 124に
示します。この図では、インターネットのユーザが特定のウェブサイトにログオ
ンする際に、ウェブブラウザが作成するリクエストが示されています。



付録 E:ドメインネームシステム

262 Cobalt RaQ XTRユーザマニュアル

ドメインネームがどのプライマリネームサーバに保存されているかを判定するた
めに、次の処理が実行されます。

1. ローカルネームサーバ（DNS リゾルバ／ブラウザマシン）は、複数のイン
ターネットルートサーバ管理団体によって保守されているルートレベルの
ネームサーバにコンタクトします。

2. リクエストされたドメインネームを管轄するプライマリネームサーバのIPア
ドレスが、ルートレベルのネームサーバから返されます。

3. ローカルネームサーバはプライマリネームサーバにコンタクトします。

4. このプライマリネームサーバは、そのドメインネームの IP アドレス情報を
データベース内に保持しており、ローカルネームサーバからのリクエストに
応えることができます。

5. プライマリネームサーバにアクセスできない場合、ローカルネームサーバは
セカンダリネームサーバにコンタクトします。ローカルネームサーバは、リ
クエストされたドメインネームのIPアドレス情報をウェブブラウザに渡しま
す。

6. この IPアドレスを使って、ウェブブラウザは目的のウェブサーバにコンタク
トします。

7. 目的のウェブサーバは、ローカルネームサーバにウェブページを送ります。

図 124 DNSの基本的な仕組み
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付録 F

サードパーティのソフトウェアに
よる非常時のデータ回復

RaQ XTR サーバは、サードパーティのバックアップソリューションによる非常
時のデータ回復をサポートしています。次のようなバックアップソリューション
がサポートされています。

• Knox Arkeia

• Legato Networker

• Veritas NetBackup

RaQ XTR に含まれている２種類の Cobalt 設定データベース（Postgres および
Cobalt Configuration Engine［CCE］のデータベース）を正しく回復するには、こ
れらソリューションをカスタマイズしておかなければなりません。この付録では、
RaQ XTR上の非常時のデータ回復についてその仕組みと手順について、またバッ
クアップソリューションのカスタマイズおよび操作方法について説明します。

非常時のデータ回復の仕組み
RaQ XTRサーバの非常時のデータ回復とは、サーバに OS復元処理を行い、ハー
ドドライブが一掃され出荷時の状態に戻った後に、サーバを復元することを意味
します。これは「bare-metal recovery」とも言われます。設定データベースとコン
ピュータの設定が同期化するように、RaQ XTR全体を復元する必要があります。

RaQ XTR サーバ上にあるほとんどのファイルについては、非常時のデータ回復
は比較的簡単で、バックアップサービスからファイルを回復し、ファイルシステ
ムに書き込むだけです。ただし、上記の２種類の設定データベースの場合には、
それ以外の操作が必要な上、これらのデータベースを処理できるよう、サポート
されているバックアップソリューションをカスタマイズする必要もあります。

Knox ArkeiaおよびVeritas NetBackupによる設定データベースの回復方法は、以
下のとおりです。

バックアップ処理が開始される前に、バックアップ前処理スクリプト
cobalt_prebackup が、/var/cobalt/backups というディレクトリに設定
データベースのアーカイブを作成します。
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バックアップにより次のようなアーカイブのコピーが作成されます。

/var/cobalt/backups/cce.tar
/var/cobalt/backups/cobalt.sql

バックアップが終了すると、バックアップ後処理スクリプト
cobalt_postbackupがこれらのアーカイブを削除します。

非常時のデータ回復処理では、RaQ XTRサーバ全体を復元する必要があります。
その結果、/var/cobalt/backups というディレクトリにアーカイブが復元さ
れます。バックアップ終了後、RaQ XTR サーバは自動的には再起動されません
ので、手動で再起動する必要があります。サーバの再起動中に、cobalt_restore
という起動処理スクリプトがアーカイブを検出し、設定データベースを復元しま
す。この時点で、すべての整合性が回復し、非常時のデータ回復処理は完了します。

Legato NetWorkerによるデータ回復方法は異なります。このサービスでは、バッ
クアップ時および回復時にファイルごとにスクリプトを作成できるため、ファイ
ル回復段階でデータベースを回復できます。この操作には、postgresasm およ
び cceasmというスクリプトが使われます。

ユーザインターフェイスデータベースのロック

どのバックアップサービスでも、ユーザインターフェイスのデータベースはわず
かの間ロックされます。Arkeiaおよび NetBackupの場合、バックアップ前にデー
タベースのアーカイブを作成する時に UIがロックされます。NetWorkerでは、各
データベースのバックアップ中にのみ UIがロックされます。

これはCobaltのユーザインターフェイスを使わないシステム設定の変更に関して
も同様です。非常時のデータ回復処理後、設定データベースとシステム設定ファ
イルに相違があると、コンピュータの整合性を維持できません。

このように考えると、「なぜバックアップ処理が完了するまで、ユーザインター
フェイスをロックし続けないのか？」という疑問が生じるかもしれません。そう
するためには、処理中 CCE をシャットダウンし、マシンがバックアップサーバ
に書き込みを行う間、postgresをロックする必要が生じます。これはユーザイ
ンターフェイスおよび WebMail の反応性に影響を及ぼすため、Cobalt 社は敢え
てバックアップ処理中にユーザインターフェイスをロックし続けないことに決定
しました。

従って、バックアップスケジュールを設定する際は、システム設定が変更される
可能性の少ない時間を選ぶようお勧めします。このような理由もあって、ほとん
どのバックアップシステムは自動的に早朝にバックアップが行われるようスケ
ジュールされています。

� 重要：バックアップ中に、マシンの設定を変更しないでください。
変更してしまうと、非常時のデータ回復処理後、コンピュータの設
定と設定データベースが同期化されない可能性があります。
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非常時のデータ回復の一般的手順
非常時のデータ回復の一般的手順は次のとおりです。

1. OS復元処理でハードディスクを一掃し、RaQ XTRサーバを出荷時の状態に
戻します。

2. セットアップウィザードで RaQ XTRを設定し、ネットワークに接続します。
RaQ XTR がバックアップサーバに接続されており、通信可能であることを
確認します。

3. RaQ XTRのサーバデスクトップのユーザインターフェイスを使い
RaQ XTR のバックアップに使ったバックアップサービスを設定します。適
宜バックアップクライアントを有効にしたり、バックアップサーバ名を入力
します。具体的な設定情報については、この付録で後述します。

4. バックアップソリューションを使ってデータを回復します。

5. RaQ XTRサーバを再起動します。

6. 復元を確認します。

バックアップサービスに関する一般的注意事項
バックアップサービスの設定時は、次の点に注意してください。

1. バックアップシステムは時間に敏感です。可能であれば、RaQ XTRが NTP
（Network Time Protocol）サーバを使ってサーバのクロックを設定するよう
にします。

サーバデスクトップで、［コントロールパネル］>［日付と時刻］を選択し、
時間設定や NTPサーバを指定します。

2. バックアップシステムは DNS設定に敏感です。

RaQ XTR サーバからバックアップサーバへ両方向の検索が可能で、バック
アップソリューションが正しく機能することを確認してください。

3. /var、/etc、/usr/sausalitoディレクトリは、常にまとめてバックアッ
プおよび回復します。

これらのディレクトリには、コンピュータ設定および Cobalt設定データベー
スが含まれています。これらのディレクトリを別々にバックアップおよび回
復すると、RaQ XTR の設定とサーバデスクトップのユーザインターフェイ
スに報告された設定が一致しなくなる可能性があります。
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Knox Arkeia

バックアップサービスのカスタマイズ

Knox Arkeia は、サーバサイドのカスタマイズが必要です。具体的には、バック
アップされるRaQ XTRごとに pre-commandと post-commandをツリーオプショ
ンに追加する必要があります。

Arkeiaでは、savepacksというクライアントグループがバックアップを行うので、
savepackを作成して RaQ XTRを savepackに追加し、savepackをバックアップ用
にカスタマイズする必要があります。Arkeiaバックアップサーバの arkx GUIプロ
グラムを使って、この操作を行う手順については下記の説明をご参照ください。

新規 savepackを作成するには、次の操作を行います。

1. arkx GUIから［Backup］>［Savepacks］を選択します。

2. ［New］をクリックします。

3. savepack名を入力します。

4. ボックスをチェックして有効にします。

5. Navigatorアイコンをクリックします。これは４方向の矢印アイコンです。
カーソルをアイコンの上に置くと、ツールのヒントが表示されます。

6. クライアントリストから自分の RaQ XTRを選択します。

ご自分の RaQ XTRが表示されていなければ、ブラウザベースのサーバデス
クトップから Arkeiaバックアップクライアントを有効にし、設定したいサー
バ名を入力します。

7. クライアントを選んで、マウスを右クリックします。ポップアップメニュー
が表示されます。

8. ポップアップメニューで「Tree options」を選びます。

✍ ご参考：RaQ XTRクライアントを既存の savepackに追加する場合
には、ステップ 6に進み、新規クライアント用にバックアップ処理
をカスタマイズします。
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9. 「command before tree」ボックスに次の情報を入力します。

ホスト名 :/usr/local/sbin/cobalt_prebackup

ホスト名とはバックアップ処理する RaQ XTRのクライアント名です。

10.「command after tree」ボックスに次の情報を入力します。

ホスト名 :/usr/local/sbin/cobalt_prebackup

ホスト名とはバックアップ処理する RaQ XTRのクライアント名です。

11. チェックボックスをクリックしてウィンドウを閉じます。

Knox Arkeiaのカスタマイズに関係するファイル

/usr/local/sbin/cobalt_prebackup

バックアップ前に実行されるスクリプトで、Cobalt postgresデータベースと CCE
データベースのアーカイブを作成します。

/usr/local/sbin/cobalt_postbackup

バックアップ後に実行されるスクリプトで、cobalt_prebackup によって作成
されたアーカイブを削除します。

/etc/rc.d/init.d/cobalt_restore

起動時に実行されるスクリプトで、設定データベースのアーカイブを検出します。
現在のアーカイブが回復され、名前が変更されます。

/var/cobalt/backups/cce.tar

CCE データベースのアーカイブです。cobalt_prebackup によって作成され、
cobalt_postbackupによって削除され、非常時のデータ回復処理が終了した後
に cobalt_restoreによって名前が restored.cce.tarに変更されます。

/var/cobalt/backups/cobalt.sql

cobalt postgres データベースのアーカイブです。cobalt_prebackup によって
作成され、cobalt_postbackupによって削除され、非常時のデータ回復処理が
終了した後に cobalt_restore によって名前が restored.cobalt.sql に変
更されます。
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Knox Arkeiaによる RaQ XTRのバックアップ

Knox Arkeiaを使う場合は、Arkeiaのユーザインターフェイスからバックアップ
を開始します。前述のように、これは savepackによって実行されます。

Arkeiaサーバの arkx GUIプログラムを使って、インタラクティブなバックアッ
プを開始するには、次の操作を行います。

1. arkx のユーザインターフェイスで、［Backup］>［Interactive Backup］を選
択します。

2. ボックスにチェックマークをつけると、バックアップがすぐに開始されます。
進行状況を示すウィンドウが表示されます。

バックアップ中、cobalt.sqlと cce.tarのファイルが
/var/cobalt/backupsディレクトリに表示されます。

バックアップが終了すると、cobalt_postbackupスクリプトがこれらのファイ
ルを削除します。

Knox Arkeiaによる非常時の RaQ XTRのデータ回復

非常時のデータ回復のための準備

次の手順に従い、非常時のデータ回復のために RaQ XTRを準備します。

1. OS復元処理でハードディスクを一掃し、RaQ XTRサーバを出荷時の状態に
戻します。

2. セットアップウィザードで RaQ XTRを設定し、ネットワークに接続します。
RaQ XTR がバックアップサーバに接続されており、通信可能であることを
確認します。

3. 可能であれば、RaQ XTRが NTP（Network Time Protocol）サーバを使って
サーバのクロックを設定してください。

サーバデスクトップで、［コントロールパネル］>［日付と時刻］を選択し、
時間設定や NTPサーバを指定します。

4. ［バックアップ／復元］>［Knox Arkeia］を選択し、RaQ XTR 上の Knox
Arkeiaクライアントを設定します。

• クライアントを有効にする：Knox Arkeiaバックアップクライアントの
ON/OFFを切り替えます。

• バックアップサーバ名：Knox Arkeiaバックアップサーバのホスト名＋
ドメインネームを指定してください。（指定例：host.domain.co.jp、
backup.cobalt.comなど）

• ポート番号：デフォルトのポート番号（617）をそのままお使いください。



Knox Arkeia

Cobalt RaQ XTRユーザマニュアル 269

5. ［保存］ボタンをクリックします。

6. ［バックアップ／復元］>［コントロール］を選択します。［バックアップ時
のシステム制御］テーブルが表示されます。

• ボックスをチェックして、ユーザインターフェイスをロックします。

• ［動作を続ける］のチェックマークを解除して、［サービス］を無効にし
ます。

7. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

非常時のデータ回復を実施する

上記の手順が完了したら、RaQ XTR の復元に進みます。バックアップサーバの
arkx UIで、次の操作を行います。

1. ［Restoration］>［Restoration Options］を選択します。

2. 「Files modified since backup date」ボックスにチェックマークをつけます。

3. ユーザ ID別のボックスにチェックマークをつけます。

4. チェックボックスをクリックしてウィンドウを閉じます。

5. ［Restoration］>［Restoration］を選択します。

6. Navigatorアイコンをクリックします。これは４方向の矢印アイコンです。ど
のクライアントも選択されていないことを確認します。

7. RaQ XTR クライアントのアイコンをダブルクリックし、次のディレクトリ
とファイルを選択します。

/home
/root
.nsr
/usr
/nsr
/var
/etc
opt

8. チェックボックスをクリックして navigatorウィンドウを閉じます。

9. チェックボックスをクリックして restorationウィンドウを閉じます。

10. テープの全リストが表示されます。［OK］を選択します。

� 重要：はっきり見えにくい部分項目も選択されていないことを確か
めてください。
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11. 進行状況を示すウィンドウが表示されます。復元処理が完了するまでしばら
くお待ちください。

12. RaQ XTRを再起動します。

13. RaQ XTRサーバの再起動後、CCEと Cobaltの各データベースが回復された
ことを確認します。/var/cobalt/backups/ディレクトリでこれらのファ
イルを確かめます。cce.tar と cobalt.sql が存在するにも関わらず、
「restored」の接頭辞がついていない場合には、ルートユーザとして次のコマ
ンドを実行します。

/etc/rc.d/init.d/cobalt_restore start

その後、RaQ XTRを再起動します。

Arkeiaログウィンドウに、次のファイルが「使用中」であるため上書きできない
というメッセージが表示されます。このメッセージは無視して構いません。

/usr/bin/perl5.00503
/usr/sbin/httpd
/usr/sausalito/cced.socket
/usr/sausalito/sbin/cced
/usr/knox/bin/opbs
/usr/knox/bin/nlservd

� 重要：非常時のデータ回復処理は、RaQ XTR を再起動するまで完
了したとは言えません。

� 重要：/lib、/boot、あるいは /vmlinux.gzは選択しないでくだ
さい。選択すると、回復処理中に RaQ XTRがクラッシュし、再起
動しなくなる可能性があります。
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Legato Networker

バックアップサービスのカスタマイズ

NetWorkerでは、クライアントをバックアップサーバに追加する以外は、サーバ
サイドのカスタマイズの必要はありません。新しいバックアップクライアントを
作成する前に、サーバにそのクライアントが存在しないことを確認します。

NetWorkerでは、複数のクライアントインスタンスが可能なため、それを意図的
に希望するのでない限り、余分なインスタンスを作成しないようご注意ください。

新規バックアップクライアントを作成、または同じクライアントが存在するかを
確認するには、NetWorkerサーバの nwadminプログラムを使います。

1. ［Clients］>［Client Setup］を選択します。既存のクライアントのリストが、
画面上にスクロール表示されます。

2. ［Create］をクリックして、新しいクライアントを作成します。フィールドに
次の情報を入力します。以下に指定されたフィールド以外は変更しないでく
ださい。

• Name：RaQ XTRサーバの正しいドメインネームを入力します。
（例：raqxtr.cobalt.com）

• Group：バックアップグループを選択します。（例：デフォルトまたは
bob）

• Directives：「Unix Standard Directives」を選択します。

• Aliases：RaQ XTRのホスト名（例：foo）を入力します。

• オプションで、［File］メニューから［Details］を選択し、「Owner
Notification」フィールドを次のように指定することもできます。

/bin/mail -s 'client backup completed' owner@domain

clientには RaQ XTRサーバのドメインネームを、また owner@domain
にはNetWorkerから savegroup完了通知を受け取る人物の電子メールア
ドレスを入力してください。

3. ［Apply］ボタンをクリックします。

✍ ご参考：上記のコマンドは、Legato NetWorkerバックアップサーバ
の電子メールプログラムが /bin/mail ディレクトリにあることを
前提としています。

電子メールプログラムがサーバ上の違う場所にある場合には、電子
メール通知のコマンド内でパスを指定します。
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Legato NetWorkerのカスタマイズに関係するファイル
/.nsr

RaQ XTRファイルシステムを処理するための指令です。

/var/lib/pgsql/.nsr

cobalt postgresデータベースを処理するための指令です。

/usr/bin/postgresasm

postgresデータベースの ASM（特定アプリケーション用モジュール）です。

/usr/bin/cceasm

CCEデータベースの ASM（特定アプリケーション用モジュール）です。

Legato NetWorkerによる RaQ XTRのバックアップ

NetWorkerは個々のクライアントではなく、クライアントグループをバックアッ
プします。個々のクライアントをバックアップするには、新しいグループを作成
するか、新しい RaQ XTRを既存グループに追加する必要があります。

nwadminを使ってUNIX NetWorkerサーバに新規グループを作成するには、次の
操作を行います。

1. ［Customize］>［Group］を選択します。

2. ［Create］をクリックします。新しいグループに名前を付けます。

3. デフォルト設定を選択するには、［Apply］をクリックします。

4. ウィンドウを閉じます。

5. ［Client］>［Client Setup］を選択します。

6. 各クライアントを順に選択し、各クライアントが所属するグループを表示し
ます。バックアップしたい RaQ XTRだけが新しいグループのメンバーであ
ることを確かめます。

バックアップを開始するには、次の操作を行います。

1. ［nwadmin］ツールバーの［Group Control］をクリックします。

2. バックアップするグループを選択して［Start］をクリックします。

メイン画面に、グループが動作していることを示すメッセージが表示されます。
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Legato NetWorkerによる非常時の RaQ XTRデータ回復

非常時のデータ回復のための準備

次の手順に従い、非常時のデータ回復のために RaQ XTRを準備します。

1. OS復元処理でハードディスクを一掃し、RaQ XTRサーバを出荷時の状態に
戻します。

2. セットアップウィザードで RaQ XTRを設定し、ネットワークに接続します。
RaQ XTR がバックアップサーバに接続されており、通信可能であることを
確認します。

3. 可能であれば、RaQ XTRが NTP（Network Time Protocol）サーバを使って
サーバのクロックを設定してください。

サーバデスクトップで、［コントロールパネル］>［日付と時刻］を選択し、
時間設定や NTPサーバを指定します。

4. ［バックアップ／復元］>［Legato NetWorker］を選択し、RaQ XTR 上の
Legato NetWorkerクライアントを設定します。

• クライアントを有効にする：Legato NetWorkerバックアップクライアン
トの ON/OFFを切り替えます。

• Legatoサーバのホスト名：Legato NetWorkerバックアップサーバのホ
スト名＋ドメインネームを指定してください。必ず正しいホスト名を入
力してください。（指定例：host.domain.co.jp、backup.cobalt.comなど）

• サービスポートの範囲：このシステムが使うサービスポートの範囲を指
定してください。（7937-9936）

• 接続ポートの範囲：このシステムが使う接続ポートの範囲を指定してく
ださい。（10001-30000）

5. ［保存］ボタンをクリックします。

6. ［バックアップ／復元］>［コントロール］を選択します。［バックアップ時
のシステム制御］テーブルが表示されます。

• ボックスのチェックマークを消して、ユーザインターフェイスのロック
を解除します。

• ［動作を続ける］にチェックマークをつけて、［サービス］を有効にします。

7. ［変更を保存］ボタンをクリックします。
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非常時のデータ回復を実施する

上記の手順が完了したら、RaQ XTRの復元に進みます。

1. Telnetを使ってルートユーザとして RaQ XTRにアクセスします。

2. 次のコマンドを実行します。

$ /usr/bin/recover -s server -iY -a /var > /var/cobalt/
recover.log 2>&1

-s serverは NetWorkerバックアップサーバ（例：-s legato.cobalt.com）を、
-iYは全ファイルの上書きを、-a /varは回復コマンドによって指定されたパー
ティションを復元することを示します。

3. コマンドが完了するまでしばらくお待ちください。

4. 次のコマンドを入力します。

$ /usr/bin/recover -s server -iY -a / /home > /var/
cobalt/recover.log 2>&1

5. コマンドが完了するまでしばらくお待ちください。

6. RaQ XTRを再起動します。

コマンドが完了したら、RaQ XTRを再起動して、すべての変更を有効にします。

� 重要：非常時のデータ回復処理は、RaQ XTR を再起動するまで完
了したとは言えません。

� 重要：回復処理を続けて行う際は、最初の処理が完全に終了してか
ら次の処理を開始するようにしてください。/ ディレクトリを回復
する前に /var ディレクトリのデータを回復しないと、postgres の
Cobaltデータベースを回復する際にエラーが発生します。エラーが
発生すると、システム管理データベースと OS 設定ファイルが同期
化されず、ユーザインターフェイス情報に関して整合性を維持でき
ません。



Legato Networker

Cobalt RaQ XTRユーザマニュアル 275

テクニカル情報

ルートディレクトリである / を /var ディレクトリよりも先に回復すると、
postgresasmエラーが起こり、パスワードが無効だというログが作成されます。復
元処理中に、postgres の admin 用のランダムパスワードが新しく作成されま
す。このパスワードは /etc/cobalt/.meta.idというファイルに保管され、
/ファイルシステムとともに復元されます。Cobaltデータベースは/varファイル
システムと復元され、このファイルに保管されたパスワードを使います。データ
回復後は、実行中のデータベースのパスワードではなく、データベースの再起動
後に使われる管理者パスワードが適用されます。

Legato NetWorker では、２種類の Cobalt 設定データベースは個別に復元されま
す。/etc 内のコンピュータの設定ファイルを復元せずに、Cobalt postgres デー
タベースまたは CCE データベースを復元することもできます。この操作を行う
と、設定データベースとユーザインターフェイスの情報が実際のシステムとは異
なってしまうため、あまりお勧めできません。

postgres データベースの復元中、回復処理ログには次のような情報が書き込まれ
ます。これらは存在しないインデックスの削除を示すもので、エラーではありま
せん。

> ERROR: pg_ownercheck: class "vsite_pkey" not found
> CREATE
> ERROR: pg_ownercheck: class "users_pkey" not found
> CREATE
> ERROR: pg_ownercheck: class "bw_pkey" not found
> CREATE
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Veritas NetBackup

バックアップサービスのカスタマイズ

Veritas NetBackupでは、サーバサイドのカスタマイズの必要はありません。バッ
クアップ前処理およびバックアップ後処理のスクリプトは既にインストールされ
ており、NetBackupクライアントが自動的に実行します（ファイルリストについ
ては「Veritas NetBackupのカスタマイズに関係するファイル」（p.278）をご参照
ください）。

Veritas NetBackupによるバックアップの基本操作

Veritas NetBackup ではポリシーを使ってクライアントグループのバックアップ
を行います。バックアップを実施する前に、Backup Policy Management UI を
使ってポリシーを作成しておく必要があります。

WindowTM NT上で NetBackupを使ってこのプログラムを開始するには、次の操
作を行います。

1. NetBackup サーバで［Start］>［Programs］>［Veritas NetBackup］を選択
し、NetBackup Administrationプログラムを起動します。

2. Backup Policy Managementプログラムを起動します。

3. ［Edit］>［New］を選択します。

4. 「Use add class wizard」を選んで、新しいクラスの ID（例えば、ユーザの氏
名など）を入力します。［Next］ボタンをクリックします。

5. 標準クラスタイプを選択します。［Next］ボタンをクリックします。

6. ［Detect OS］欄のチェックボックスをクリックすると、チェックマークが消
えて無効になります。この機能はWindows搭載のパソコンでしか使えません。

7. ［Add］をクリックします。「Name」フィールドに RaQ XTRのホスト名を正
しく入力します。

8. ［Operating System］タイトルバーをクリックし、OSタイプのリストを表示
します。ポップアップリストから「Linux, Redhat」を選択します。［Next］
ボタンをクリックします。
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9. ［Back up all local drives］ボックスをチェックして有効にします。

10. バックアップの種類を［Full Backup］、［Incremental Backup］または［Differential
Backup］から選択します。［Next］ボタンをクリックします。

11. デフォルトのスケジュールを使用します。［Next］ボタンをクリックします。

12. デフォルトの開始時刻を使用します。［Next］ボタンをクリックします。

13.［Finish］ボタンをクリックします。

Veritas NetBackupによる RaQ XTRのバックアップ

バックアップを開始するには、次の操作を行います。

1. NetBackupサーバで、Backup Policy Managementプログラムを起動し、バッ
クアップするグループを選択します。

2. メニューバーにある［Class］>［Manual Backup］を選択します。

3. 次に［Full backup］を選択します。

4. バックアップするRaQ XTRを選択すると、バックアップ処理が始まります。

進行状況の表示や、バックアップ処理の中止は、［サーバの管理］>［アク
ティブモニタ］で行えます。
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Veritas NetBackupのカスタマイズに関係するファイル

/opt/openv/netbackup/bin/bpstart_notify

バックアップ実行前に、NetBackupが自動的に実行するスクリプトで、
cobalt_prebackupというスクリプトを呼び出します。

/opt/openv/netbackup/bin/bpend_notify

バックアップ実行後に、NetBackupが自動的に実行するスクリプトで、
cobalt_postbackupというスクリプトを呼び出します。

/usr/local/sbin/cobalt_prebackup

バックアップ前に実行されるスクリプトで、cobalt postgresデータベースと CCE
データベースのアーカイブを作成します。

/usr/local/sbin/cobalt_postbackup

バックアップ後に実行されるスクリプトで、cobalt_prebackup によって作成
されたアーカイブを削除します。

/etc/rc.d/init.d/cobalt_restore

起動時に実行されるスクリプトで、設定データベースのアーカイブを検出します。
残存するアーカイブが回復され、名前が変更されます。

/var/cobalt/backups/cce.tar

CCE データベースのアーカイブです。cobalt_prebackup によって作成され、
cobalt_postbackupによって削除され、非常時のデータ回復処理が終了した後
に cobalt_restoreによって名前が restored.cce.tarに変更されます。

/var/cobalt/backups/cobalt.sql

cobalt postgres データベースのアーカイブです。cobalt_prebackup によって
作成され、cobalt_postbackupによって削除され、非常時のデータ回復処理が
終了した後に cobalt_restore によって名前が restored.cobalt.sql に変
更されます。
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Veritas NetBackupによる非常時の RaQ XTRデータ回復

非常時のデータ回復のための準備

次の手順に従い、非常時のデータ回復のために RaQ XTRを準備します。

1. OS復元処理でハードディスクを一掃し、RaQ XTRサーバを出荷時の状態に
戻します。

2. セットアップウィザードで RaQ XTRを設定し、ネットワークを設定します。
RaQ XTR がバックアップサーバに接続されており、通信可能であることを
確認します。

3. 可能であれば、NTP（Network Time Protocol）サーバを使って RaQ XTRの
クロックを設定してください。

サーバデスクトップで、［コントロールパネル］>［日付と時刻］を選択し、
時間設定や NTPサーバを指定します。

4. ［バックアップ／復元］>［Veritas NetBackup］を選択し、RaQ XTR 上の
Veritas NetBackupクライアントを設定します。

• クライアントを有効にする：Veritas NetBackup バックアップクライア
ントの ON/OFFを切り替えます。

• マスターVeritasサーバ：Veritas NetBackupマスターバックアップサー
バのホスト名＋ドメインネームを指定してください。必ず正しいホスト
名を入力してください。（指定例：host.domain.co.jp、backup.cobalt.com
など）

• 追加 Veritas サーバ：追加的な Veritas NetBackup バックアップサーバ
のホスト名＋ドメインネームを指定してください。必ず正しいホスト名
を入力してください。（指定例：host.domain.co.jp、backup.cobalt.com
など）

5. ［保存］ボタンをクリックします。

6. ［バックアップ／復元］>［コントロール］を選択します。［バックアップ時
のシステム制御］テーブルが表示されます。

• ボックスをチェックして、ユーザインターフェイスをロックします。

• ［動作を続ける］にチェックマークをつけて、［サービス］を有効にします。

7. ［変更を保存］ボタンをクリックします。

� 重要：Veritas NetBackup では、inetd を使ってクライアントに接
続します。従ってサービスを無効にすると、復元処理は開始されま
せん。
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非常時のデータ回復を実行する

上記の手順が完了したら、RaQ XTR のデータ回復に進みます。以下の操作手順
は、RaQ XTR でテキストベースのユーザインターフェイスを使ってデータ回復
処理を行う場合にも適用できます。

1. Telnetを使ってルートユーザとして RaQ XTRにアクセスします。

2. 以下のコマンドを実行します。

# /opt/openv/netbackup/bin/bp

3. 復元する場合は「r」を選択します。

4. バックアップする場合は「b」を選択します。

5. 復元のパスを /に指定するには「p」を選択します。

6. ファイルやディレクトリを選ぶには「s」を選択します。以下のディレクトリ
のみを選択してください。

/home
/root
.nsr
/usr
/nsr
/var
/etc
opt

7. 復元処理を開始するには「i」を選択します。

8. 既存のファイルに上書きする場合は「y」を選択します。

9. ディレクトリを復元するには「y」を選択します。

10. プログレスログを使用するには「y」を選択します。

11. プログレスログのパスを次のように入力します。

/var/cobalt/restore.log

12. 復元処理が完了するまでしばらくお待ちください。

bp プログラムを終了して、プログレスログファイルまたは NetBackup サー
バで進行状況を監視することもできます。
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13. RaQ XTRを再起動します。

14. RaQ XTRサーバの再起動後、CCEデータベースと Cobaltデータベースが回
復されたことを確認します。/var/cobalt/backups/のディレクトリでこ
れらのファイルを確かめます。cce.tarと cobalt.sqlが存在しているに
も関わらず、「restored」の接頭辞がついていない場合には、ルートユーザと
して次のコマンドを実行します。

/etc/rc.d/init.d/cobalt_restore start

その後、RaQ XTRを再起動します。

この時点で復元処理が開始されます。

� 重要：非常時のデータ回復処理は、RaQ XTR を再起動するまで完
了したとは言えません。

✍ ご参考：復元ログには、復元が一部だけ完了したことが記載されて
います。
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付録 G

Cobalt Networksの連絡先

カスタマーサービスおよびテクニカルサポート連絡先
Cobalt 製品の情報については、Cobalt のウェブサイトのサポートセクション
（http://www.cobalt.com/support/）をご覧ください。このサイトでは、お客様が情
報を検索できる Knowledge Baseが提供されています。また、Knowledge Baseで
は、FAQ（お客様からよく寄せられるご質問）リストをご利用いただき、さらに
詳しい情報を検索できます。

Cobalt製品に関するお問い合わせ先

国内では、最寄りの販売代理店までお問い合わせください。販売代理店の一覧は、
Cobalt社の日本語ウェブサイト（http:japan.cobalt.com）に掲載されています。

北米に在住のお客様は、（888）70-COBALTまたは（888）702-6225にお電話い
ただくか、info@cobalt.com宛に電子メールをお送りください。（英語のみ）

ヨーロッパ、中近東、アフリカに在住のお客様は、+31（71）565-7000（オラン
ダ）にお電話いただくか、info-emea@cobalt.com宛に電子メールをお送りくださ
い。（英語のみ）

それ以外の国に在住のお客様は、+1（650）623-2500 にお電話いただくか、
info@cobalt.com宛に電子メールをお送りください。（英語のみ）

Cobaltのテクニカルサポート／テクニカルサービスのご依
頼先

電子メールによるサポート依頼

米国 Cobalt Networks社テクニカルサポートへの連絡には、オンライン電子メー
ルサポートフォーム（英文のみ）をご利用ください。このフォームには、テクニ
カルサービスの提供に必要な情報がすべて記入できるようになっています。

このフォームを利用するには、http://www.cobalt.com/support/ へ行き、Contact
Supportリンクをクリックしてください。
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テクニカルサポート連絡先

国内では、Cobalt 製品をご購入になられた販売代理店が提供するテクニカルサ
ポートをご利用ください。または、support-japan@cobalt.comへ電子メールをお送
りください。

北米に在住のお客様は、（800）266-4378にお電話ください。

ヨーロッパ、中近東、アフリカに在住のお客様は、+31（71）565-7070（オラン
ダ）にお電話ください。（英語のみ）

その他の情報源
次の情報リソースもご利用いただけます。

ソリューション

Cobalt製品に関するビジネス関連の情報や、機能拡張のためのソリューションに
ついては、Cobaltのウェブサイト http://www.cobalt.com/solutions/のオンライン
ソリューションディレクトリをご利用ください。

Cobaltデベロッパネットワーク

Cobaltでは、Cobaltプラットフォーム向け Linuxアプリケーションのデベロッパ
を対象に、テクニカルノートや技術白書などのリソースを広く提供しています。
プレミアムリソースも提供しています。

Cobalt デベロッパネットワークに登録するには（無料）、次のサイトをご覧くだ
さい。http://developer.cobalt.com/

ディスカッショングループ（英語）

Cobaltでは、ユーザが情報を共有できるよう、ディスカッショングループをいく
つか提供しています。

現在提供されている Cobaltディスカッショングループの一覧は、
http://www.cobalt.com/support/resources/usergroups.html に掲載されています。各
ディスカッショングループの名前がハイパーテキストリンクとして表示されます。

ディスカッショングループを購読したいときや購読を中止したいとき、またはそ
のグループで話し合われた内容のアーカイブを見たいときには、グループ名をク
リックしてください。新規のブラウザウィンドウが開き、そのディスカッション
グループに関する情報が表示されます。
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現在は以下のディスカッショングループが活動していますが、新規のディスカッ
ショングループも時々追加されます。

• Cobalt製品に関するアナウンスメント用のリスト

• Cobalt製品を使って開発を行っているデベロッパ用の情報リスト

• Cobalt製品のユーザ同士で情報の交換を行うためのユーザリスト

• Cobalt製品に関するネットワークセキュリティ関連の問題について話し合う
セキュリティリスト

Knowledge Base（英語）

Cobaltでは、よく寄せられるインストールや設定関連の質問と回答を掲載したオ
ンラインデータベースを提供しています。このサイトのアドレスは、
http://www.cobalt.com/support/kb/です。

オンライン技術文書

より詳しい技術情報については、Cobalt Networksのウェブサイト
http://www.cobalt.com/support/にある技術文書をご参照ください。

トレーニング

Cobalt Networks 社では、弊社製品に関する技術的知識を深めたいとご希望の方
を対象とするトレーニングコースを開講しています。参加資格は特になく、エン
ドユーザ、販売店関係者、システム管理者、ネットワーク管理者、システムエン
ジニア、デベロッパ、サポート担当者、コンサルタント、研修生など、Cobalt
サーバをご利用になる方であればどなたでもご参加いただけます。講義は英語で
すが、日本からの参加者も歓迎いたします。詳細については、
http://www.cobalt.com/support/education/index.htmlをご覧ください。
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テクニカルサポートをご利用になる前に

まず、ユーザマニュアル、および Knowledge Base、オンライン技術文書、ソ
リューションページ、コバルトユーザ会などウェブ上にある情報を参照し、ご自
分で問題の解決を試みてください。問題を解決できない場合には、実行した操作
とエラーメッセージをすべて書きとめ、必要に応じてテクニカルサポート担当者
に問題を説明できるよう、準備を整えてください。

迅速にサポートを受けるには

テクニカルサポートは電話または電子メールで受けられます。日本語によるテク
ニカルサポートは、Cobalt製品をお求めになられた販売代理店までご依頼くださ
い。Cobalt Networks 社では、英語によるテクニカルサポートのみ提供していま
す。どちらをご利用になる場合でも、ご連絡いただく前に次の情報が揃っている
ことをご確認ください。

• シリアル番号（サーバ本体の背面パネルに記載）または RaQ XTRのプライ
マリネットワークインターフェイスのMACアドレス（サーバデスクトップ
で［サーバの管理］>［コントロールパネル］>［ネットワーク］の順に選択）

• システムにインストールされている全てのソフトウェア

• システムに接続されている周辺装置

• エラーメッセージが表示された場合はその内容とエラーの発生時刻

• エラーが発生したときに実行していた処理または直前に加えた変更

• 問題解決を試みた場合、その内容

✍ ご参考：テクニカルサポートを受ける前に、お使いの Cobalt製品を
登録する必要があります。
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付録 H

ライセンス契約

BSD著作権
Copyright ©1991, 1992, 1993, 1994 The Regents of the University of California.
All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification,
are permitted provided that the following conditions are met:

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list
of conditions and the following disclaimer.

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this
list of conditions and the following disclaimer in the documentation
and/or other materials provided with the distribution.

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must
display the following acknowledgment: This product includes software
developed by the University of California, Berkeley and its contributors.

4. Neither the name of the University nor the names of its contributors may be
used to endorse or promote products derived from this software without
specific prior written permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS
“AS IS” AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING
BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE REGENTS OR CONTRIBUTORS
BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL,
EXEMPLARY OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT
LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES;
LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION)
HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN
CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE
OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH
DAMAGE.
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GNUパブリックライセンス
Version 2, June 1991

Copyright (C) 1989, 1991 Free Software Foundation, Inc.
59 Temple Place - Suite 330, Boston, MA 02111-1307, USA

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND
MODIFICATION

0. This License applies to any program or other work which contains a notice
placed by the copyright holder saying it may be distributed under the terms of this
General Public License. The “Program,” below, refers to any such program or
work, and a “work based on the Program” means either the Program or any
derivative work under copyright law: that is to say, a work containing the Program
or a portion of it, either verbatim or with modifications and/or translated into
another language. (Hereinafter, translation is included without limitation in the
term “modification.”) Each licensee is addressed as “you.”

Activities other than copying, distribution and modification are not covered by this
License; they are outside its scope. The act of running the Program is not
restricted, and the output from the Program is covered only if its contents
constitute a work based on the Program (independent of having been made by
running the Program). Whether that is true depends on what the Program does.

1. You may copy and distribute verbatim copies of the Program’s source code as
you receive it, in any medium, provided that you conspicuously and appropriately
publish on each copy an appropriate copyright notice and disclaimer of warranty;
keep intact all the notices that refer to this License and to the absence of any
warranty; and give any other recipients of the Program a copy of this License along
with the Program.

You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may at
your option offer warranty protection in exchange for a fee.
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2. You may modify your copy or copies of the Program or any portion of it, thus
forming a work based on the Program, and copy and distribute such modifications
or work under the terms of Section 1 above, provided that you also meet all of
these conditions:

a. You must cause the modified files to carry prominent notices stating that
you changed the files and the date of any change.

b. You must cause any work that you distribute or publish, that in whole or
in part contains or is derived from the Program or any part thereof, to be
licensed as a whole at no charge to all third parties under the terms of this
License.

c. If the modified program normally reads commands interactively when
run, you must cause it, when started running for such interactive use in
the most ordinary way, to print or display an announcement including an
appropriate copyright notice and a notice that there is no warranty (or
else, saying that you provide a warranty) and that users may redistribute
the program under these conditions, and telling the user how to view a
copy of this License. (Exception: if the Program itself is interactive but
does not normally print such an announcement, your work based on the
Program is not required to print an announcement.)

These requirements apply to the modified work as a whole. If identifiable sections
of that work are not derived from the Program, and can be reasonably considered
independent and separate works in themselves, then this License, and its terms, do
not apply to those sections when you distribute them as separate works. But when
you distribute the same sections as part of a whole which is a work based on the
Program, the distribution of the whole must be on the terms of this License, whose
permissions for other licensees extend to the entire whole, and thus to each and
every part regardless of who wrote it.

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your rights to
work written entirely by you; rather, the intent is to exercise the right to control the
distribution of derivative or collective works based on the Program.

In addition, mere aggregation of another work not based on the Program with the
Program (or with a work based on the Program) on a volume of a storage or
distribution medium does not bring the other work under the scope of this License.
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3. You may copy and distribute the Program (or a work based on it, under
Section 2) in object code or executable form under the terms of Sections 1 and 2
above, provided that you also do one of the following:

a. Accompany it with the complete corresponding machine-readable source
code, which must be distributed under the terms of Sections 1 and 2
above on a medium customarily used for software interchange; or,

b. Accompany it with a written offer, valid for at least three years, to give
any third party, for a charge no more than your cost of physically
performing source distribution, a complete machine-readable copy of the
corresponding source code, to be distributed under the terms of Sections
1 and 2 above on a medium customarily used for software interchange;
or,

c. Accompany it with the information you received as to the offer to
distribute corresponding source code. (This alternative is allowed only for
noncommercial distribution and only if you received the program in
object code or executable form with such an offer, in accord with
Subsection b above.)

The source code for a work means the preferred form of the work for making
modifications to it. For an executable work, complete source code means all the
source code for all modules it contains, plus any associated interface definition
files, plus the scripts used to control compilation and installation of the executable.
However, as a special exception, the source code distributed need not include
anything that is normally distributed (in either source or binary form) with the
major components (compiler, kernel, and so on) of the operating system on which
the executable runs, unless that component itself accompanies the executable.

If distribution of executable or object code is made by offering access to copy from
a designated place, then offering equivalent access to copy the source code from
the same place counts as distribution of the source code, even though third parties
are not compelled to copy the source along with the object code.

4. You may not copy, modify, sublicense or distribute the Program except as
expressly provided under this License. Any attempt otherwise to copy, modify,
sublicense or distribute the Program is void, and will automatically terminate your
rights under this License. However, parties who have received copies, or rights,
from you under this License will not have their licenses terminated, so long as such
parties remain in full compliance.
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5. You are not required to accept this License, since you have not signed it.
However, nothing else grants you permission to modify or distribute the Program
or its derivative works. These actions are prohibited by law if you do not accept
this License. Therefore, by modifying or distributing the Program (or any work
based on the Program), you indicate your acceptance of this License to do so, and
all its terms and conditions for copying, distributing or modifying the Program or
works based on it.

6. Each time you redistribute the Program (or any work based on the Program), the
recipient automatically receives a license from the original licensor to copy,
distribute or modify the Program subject to these terms and conditions. You may
not impose any further restrictions on the recipients’ exercise of the rights granted
herein. You are not responsible for enforcing compliance by third parties to this
License.

7. If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent infringement or
for any other reason (not limited to patent issues), conditions are imposed on you
(whether by court order, agreement or otherwise) that contradict the conditions of
this License, they do not excuse you from the conditions of this License. If you
cannot distribute so as to satisfy simultaneously your obligations under this
License and any other pertinent obligations, then as a consequence you may not
distribute the Program at all. For example, if a patent license would not permit
royalty-free redistribution of the Program by all those who receive copies directly
or indirectly through you, then the only way you could satisfy both it and this
License would be to refrain entirely from distribution of the Program.

If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any particular
circumstance, the balance of the section is intended to apply and the section as a
whole is intended to apply in other circumstances.

It is not the purpose of this section to induce you to infringe any patents or other
property right claims or to contest validity of any such claims; this section has the
sole purpose of protecting the integrity of the free software distribution system,
which is implemented by public license practices. Many people have made
generous contributions to the wide range of software distributed through that
system in reliance on consistent application of that system; it is up to the author/
donor to decide if he or she is willing to distribute software through any other
system and a licensee cannot impose that choice.

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a
consequence of the rest of this License.
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8. If the distribution and/or use of the Program is restricted in certain countries
either by patents or by copyrighted interfaces, the original copyright holder who
places the Program under this License may add an explicit geographical
distribution limitation excluding those countries, so that distribution is permitted
only in or among countries not thus excluded. In such case, this License
incorporates the limitation as if written in the body of this License.

9. The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the
General Public License from time to time. Such new versions will be similar in
spirit to the present version, but may differ in detail to address new problems or
concerns.

Each version is given a distinguishing version number. If the Program specifies a
version number of this License which applies to it and “any later version”, you
have the option of following the terms and conditions either of that version or of
any later version published by the Free Software Foundation. If the Program does
not specify a version number of this License, you may choose any version ever
published by the Free Software Foundation.

10. If you wish to incorporate parts of the Program into other free programs whose
distribution conditions are different, write to the author to ask for permission. For
software which is copyrighted by the Free Software Foundation, write to the Free
Software Foundation; we sometimes make exceptions for this. Our decision will be
guided by the two goals of preserving the free status of all derivatives of our free
software and of promoting the sharing and reuse of software generally.
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保証なし

11. BECAUSE THE PROGRAM IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS
NO WARRANTY FOR THE PROGRAM, TO THE EXTENT PERMITTED BY
APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE STATED IN WRITING,
THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE
PROGRAM “AS IS” WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER
EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A
PARTICULAR PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY AND
PERFORMANCE OF THE PROGRAM IS WITH YOU. SHOULD THE
PROGRAM PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL
NECESSARY SERVICING, REPAIR OR CORRECTION.

12. IN NO EVENT, UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR
AGREED TO IN WRITING, WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, OR ANY
OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE THE
PROGRAM AS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES,
INCLUDING ANY GENERAL, SPECIAL, INCIDENTAL OR
CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY
TO USE THE PROGRAM (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF
DATA OR DATA BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES
SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES OR A FAILURE OF THE
PROGRAM TO OPERATE WITH ANY OTHER PROGRAMS), EVEN IF SUCH
HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY
OF SUCH DAMAGES.
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SSLライセンス契約
Copyright (c) 1998-1999 Ralf S. Engelschall. All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification,
are permitted provided that the following conditions are met:

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list
of conditions and the following disclaimer.

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this
list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or
other materials provided with the distribution.

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must
display the following acknowledgment:

“This product includes software developed by Ralf S. Engelschall
<rse@engelschall.com> for use in the mod_ssl project
(http://www.engelschall.com/sw/mod_ssl/).”

4. The name “mod_ssl” must not be used to endorse or promote products derived
from this software without prior written permission. For written permission,
please contact rse@engelschall.com.

5. Products derived from this software may not be called “mod_ssl” nor may
“mod_ssl” appear in their names without prior written permission of Ralf S.
Engelschall.

6. Redistributions of any form whatsoever must retain the following
acknowledgment:

“This product includes software developed by Ralf S. Engelschall
<rse@engelschall.com> for use in the mod_ssl project
(http://www.engelschall.com/sw/mod_ssl/).”

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY RALF S. ENGELSCHALL “AS IS” AND
ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT
LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT
SHALL RALF S. ENGELSCHALL OR HIS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR
ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO,
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE,
DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED
AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT
LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE)
ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.
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付録 I

用語集

本用語集に含まれる用語は参照用の情報です。これらの概念、技術、プロトコル
が全て、RaQ XTRサーバに該当するとは限りません。

10/100 BaseTX

情報転送速度が10Mb/秒または100Mb/秒のツイストペアケーブルを使った
イーサネット接続です。

10BaseT

ツイストペアケーブル 2組（カテゴリ 3、4、または 5）を使った、ベースバ
ンドが 10Mb/秒のイーサネット仕様です。１組はデータの送信、もう１組は
データの受信に使います。10BaseT（IEEE 802.3仕様の 1部）の距離制限は
１セグメントにつき約 100メートル（328フィート）です。

100BaseTX

非シールドツイストケーブル（UTP）またはシールドツイストケーブル（STP）
のペア線を２組使った、ベースバンドが 100Mb/秒の高速イーサネット仕様
です。ケーブル１組はデータの受信、もう１組はデータの送信に使います。
正しいシグナルタイミングを確保するために、100BaseTXセグメントは長さ
100 メートル（328 フィート）を超えることはできません。100BaseTX は
IEEE 802.3規格に基いています。

APOP

Authentication Post Office Protocol（APOP）をご参照ください。

AppleShare

Apple のシステムソフトウェアで使用されているファイル共有プロトコルで
す。このプロトコルを使って、Apple Macintosh の環境で、ファイルサーバ
を通してファイルおよびネットワークサービスを共有できます。

ASP

アクティブサーバページ（ASP）をご参照ください。
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Authentication Post Office Protocol（APOP）

APOP（Authentication POP）は、標準の POP プロトコル上に構築された
チャレンジ－レスポンス認証スキームです。APOPには、ユーザのパスワー
ドがネットワークを介して外部に知られないようにするための仕組みが備え
られています。パスワードを保護するために、サーバはユーザのパスワード
をローカルディスク上のファイルに保存します。メールクライアントが
APOPサーバに接続すると、マジックストリングが送り返されます。このス
トリングには、現セッションを識別するための、プロセス ID および現在の
時刻をベースにした一意の識別子が含まれています。

CGI

Common Gateway Interface（CGI）をご参照ください。

Common Gateway Interface（CGI）

ウェブサーバが、同じコンピュータで実行中のほかのアプリケーションと通
信する方法、およびアプリケーション（CGIプログラム）がウェブサーバと
通信する方法を記述する一連の規則です。CGI規格に従って入出力を処理す
るアプリケーションであればどれでも CGIプログラムといえます。

CSMA/CD

衝突検出型搬送波多重アクセス方式（CSMA/CD）をご参照ください。

DHCP

Dynamic Host Configuration Protocol（DHCP）をご参照ください。

Digital Subscriber Line（DSL）

通常の銅製の電話線を使って一般家庭や小規模な企業に高帯域幅情報を送信
する技術です。xDSLとは、ADSL（asymmetric DSL）、HDSL（high bit rate
DSL）、RADSL（rate-adaptive DSL）など様々な DSL技術の総称です。DSL
サービスを提供している電話局と利用者との距離が十分に近い場合には、最
高伝送速度 6.1Mb/ 秒でデータを受信できます。基本的には、伝送速度は電
話局→利用者方向 (下り )が 512Kb/秒～ 1.544Mb/秒、利用者→電話局方向
( 上り ) が約 128Kb/ 秒です。DSL 回線はデータと音声の両方の信号を送信
でき、回線のデータ部は継続的に接続されています。

DNS

ドメインネームシステム（DNS）をご参照ください。

DSL

Digital Subscriber Line（DSL）をご参照ください。
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Dynamic Host Configuration Protocol（DHCP）

IPアドレスを動的に割り当てるための仕組みを提供するプロトコルで、ホス
トが IPアドレスを必要としなくなると、その IPアドレスを再使用すること
ができます。

ESMTP

Extended Simple Mail Transfer Protocol（ESMTP）をご参照ください。

ETRN

ETRN（Extended Turn）は、SMTPサーバ間での電子メールのやり取りを可
能にする SMTP（Simple Mail Transfer Protocol）のエクステンションです。
SMTP自体は別のサーバに対してメール送信をリクエストできないため、一
般に、SMTPは、サーバからのメッセージを受信するための２種類のプロト
コル、すなわち POP3（Post Office Protocol 3）および IMAP（Internet Message
Access Protocol）と併用されます。

ETRNは、移動が多く、出先でも電子メールを受信したい人を対象にしてい
ます。ETRN の利用は、ETRN をサポートしている ISP（インターネット
サービスプロバイダ）に限られます。

Extended Simple Mail Transfer Protocol（ESMTP）

Extended Simple Mail Transfer Protocol（ESMTP）は、オリジナル SMTPプ
ロトコルのエクステンションを指定して、グラフィックス、オーディオ、ビ
デオなどのファイルや、様々な言語をサポートする電子メールの送信を可能
にします。ESMTP は、サーバ電子メールプログラムがサポートしている通
信機能について照会し、それに従って通信する機能をクライアント電子メー
ルプログラムに提供します。

File Transfer Protocol（FTP）

FTPは、インターネットに接続されているコンピュータ間でファイルを転送
するときに使われる標準的インターネットプロトコルで、TCP/IP プロトコ
ルを使用するアプリケーションプロトコルです。FTP は、ウェブページ用
ファイルを、作成元のコンピュータから、保管用サーバとして機能するコン
ピュータへ転送する際に多く利用されます。また、他のサーバからコンピュー
タへプログラムやファイルなどをダウンロードする際にも利用されます。

FTP を利用して、サーバ上のファイルを更新（削除、名前変更、移動、コ
ピー）することもできます。利用時には、FTPサーバにログオンする必要が
ありますが、一般に公開されているファイルへは、匿名 FTPを使って簡単に
アクセスできます。

FTP

File Transfer Protocol（FTP）をご参照ください。
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HTML

HyperText Markup Language（HTML）をご参照ください。

HTTP

HyperText Transfer Protocol（HTTP）をご参照ください。

HyperText Markup Language（HTML）

WWWブラウザに表示するためにテキストファイルに挿入する、一連のマー
クアップ記号（タグ）です。ウェブページのコンテンツ、文章、画像をウェ
ブブラウザ上でどのように表示するかを、このマークアップタグで指定しま
す。SGML（Standardized Generalized Markup Language）のサブセットです。

HyperText Transfer Protocol（HTTP）

WWW上でのファイル（テキスト、グラフィックイメージ、サウンド、ビデ
オなどのマルチメディアファイル）の通信に関する規則です。

ICANN

Internet Corporation for Assigned Names and Numbers（ICANN）をご参照
ください。

IEEE 802.3

物理レイヤおよびデータリンクレイヤのメディアアクセス制御（MAC）サブ
レイヤの処理を指定する IEEEローカルエリアネットワーク（LAN）プロト
コルです。IEEE 802.3 では、各種の物理メディア上でさまざまな速度の
CSMA/CD アクセスが使われます。拡張 IEEE 802.3 規格では、高速イーサ
ネットの処理が指定されます。基本 IEEE 802.3仕様の物理的なバリエーショ
ンには、10Base2、10Base5、10BaseF、10BaseT、および 10Broad36 があ
ります。高速イーサネットの物理的なバリエーションには 100BaseT、
100BaseT4、および 100BaseXがあります。

IMAP

Internet Message Access Protocol（IMAP）をご参照ください。

Integrated Services Digital Network（ISDN）

デジタル電話回線通信システムです。このシステムでは、エンドツーエンド
デジタル接続を利用して、世界中にデータを同時に送信できます。

ISDNでは、帯域幅 64Kb/秒（Bチャンネルの容量を 56Kb/秒に制限するス
イッチもある）の Bチャンネルを使って、音声とデータを送信します。また、
Dチャンネルは、サービスの種類に応じて 16Kb/秒または 64Kb/秒で信号を
通信します。
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ISDNには、基本的な２種類のサービス、BRI（Basic Rate Interface）と PRI
（Primary Rate Interface）があります。BRIは、64Kb/秒の Bチャンネル（２
本）と 16Kb/秒の Dチャンネル（１本）、合計 144Kb/秒で構成されていま
す。この基本サービスは、ほとんどの個人ユーザのニーズに対応できます。

PRI は、より高い必要条件を望むユーザを対象にしています。一般に、PRI
チャンネル構造は、Bチャンネル（23本）と 64Kb/秒の Dチャンネル（１
本）、合計 1536Kb/秒で構成されています。ヨーロッパでは、PRIは Bチャ
ンネル（30本）と 64Kb/秒の Dチャンネル（１本）、合計 1984Kb/秒で構
成されています。

InterBase

RaQ XTR には、InterBase 6.0 が標準装備されています。InterBase 6.0 は、
Inprise Corporationanのオープンソース、クロスプラットフォーム SQLデー
タベースです。InterBaseは、トリガ、保存プロシージャ、ブロッブ、イベン
トアラーター、ユーザ定義のファンクション、多次元アレイ、２相コミット、
参照一貫性、制約、柔軟なトランザクションオプションなど数々のデータベー
ス機能を提供します。

Internet Corporation for Assigned Names and Numbers（ICANN）

民間（非政府）非営利団体であり、IPアドレススペースの割り当て、プロト
コルパラメータ指定、ドメインネームシステム（DNS）管理、およびルート
サーバシステム管理を行うために設立されました。

Internet Message Access Protocol（IMAP）

IMAPは、ローカルサーバ上の電子メールを受信するための標準的プロトコル
です。IMAPは、インターネットサーバが電子メールを受信し、保管する際に
使用されるクライアント／サーバプロトコルです。ユーザ（または電子メー
ルクライアント）は、まず電子メールのタイトルと発信者のみを確認でき、そ
のメッセージを読みたい場合はサーバからダウンロードします。また、サー
バ上にフォルダやメールボックスを作成でき、メッセージを削除したり、メッ
セージの一部や全体を検索することもできます。IMAPでは、電子メールに関
する作業を行っている間、絶えずサーバに接続している必要があります。

IMAPは、リモートのファイルサーバとも言えます。また、もう１つのプロ
トコルである POP（Post Office Protocol）は、保管／転送サービスとも言え
ます。つまり、自分の PC で電子メールクライアントを開いてメッセージを
ダウンロードするまで、電子メールはサーバに保管されます。

POP と IMAP はローカルサーバからの電子メールの受信に使われる一方、
SMTP（Simple Mail Transfer Protocol）はインターネット上のポイント間の
電子メール転送に使われるプロトコルです。ユーザが SMTP を使って電子
メールを送信すると、メールハンドラが受信者に代わってその電子メールを
受信します。メールを読むには、POPまたは IMAPを使います。

Post Office Protocol 3（POP3）と Simple Mail Transfer Protocol（SMTP）も
ご参照ください。
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IP（Internet Protocol）

TCP/IPスタックにおけるネットワークレイヤで、非接続インターネットワー
クサービスを提供します。IPでは、アドレス指定、サービスタイプ指定、断
片化と再組立て、およびセキュリティのための機能が提供されます。IP は
RFC 791に定義されています。

IPアドレス

TCP/IP（Transmission Control Protocol/Internet Protocol）を使ってホストに
割り当てられる 32 ビットのアドレスで、ピリオドで区切られた４つのオク
テットで表記されます（192.168.10.10 など）。これは、ドット付き 10 進表
記とも呼ばれます。各アドレスは、ネットワーク番号、任意のサブネットワー
ク番号、およびホスト番号で構成されています。ネットワーク番号およびサ
ブネットワーク番号は両方合わせてルーティングに使われます。ホスト番号
はネットワークまたはサブネットワーク内の各ホストのアドレスを指定する
ために使われます。サブネットマスクは、ネットワークおよびサブネットワー
クの情報を IPアドレスから抽出する際に使われます。IPアドレスはインター
ネットアドレスともいいます。

IPアドレス割り当て

認識不可能なコンピューティングデバイスに対して、DHCP（Dynamic Host
Configuration Protocol）が割り当てる IPアドレスです。この方法では、新し
いデバイスが起動されてネットワーク上で認識されるときに動的に割り当て
るための、IPアドレス範囲を設定しておく必要があります。

IPマスカレード

Network Address Translation（NAT）をご参照ください。

ISDN

Integrated Services Digital Network（ISDN）をご参照ください。

LAN

ローカルエリアネットワーク（LAN）をご参照ください。

NAT

Network Address Translation（NAT）をご参照ください。

Network Address Translation（NAT）

世界規模での固有 IP アドレスの必要性を減らすための仕組みです。NAT を
使うと、組織で使用しているアドレスが世界規模では固有でない場合でも、
このアドレスを世界規模でルーティングできるアドレスに変換することよっ
てインターネットにアクセスできます。Network Address Translator および
IPマスカレードとしても知られています。
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Network Time Protocol（NTP）

ローカルコンピュータのクライアントまたはサーバの時間を、インターネッ
ト上のラジオクロックまたは原子クロックに同期させるプロトコルです。こ
のプロトコルでは、分散されたクロックをミリ秒の範囲で長期間に渡って同
期させることができます。事故、または悪意によるプロトコルアタックを防
ぐために暗号認証などの設定が必要です。

NTP

Network Time Protocol（NTP）をご参照ください。

PCI

Peripheral Component Interface（PCI）をご参照ください。

Peripheral Component Interconnect（PCI）

Peripheral Component Interconnect（PCI）は、マイクロプロセッサとそれに接
続しているデバイス間の相互接続システムで、デバイスの拡張スロットが、マ
イクロプロセッサから高速動作可能な距離に設置されているもののことです。

PCI は、124 ピン接続（余分のピンは電源および接地用）では１回の転送で
32ビット、拡張実装した 188ピン接続では 64ビットの送信ができます。PCI
では、アドレスとデータ信号の両方の送信に全てのアクティブなパスを使用
し、１クロックサイクルでアドレスを、次のサイクルでデータを送信します。
バーストデータは、最初のサイクルでアドレスを送信し、その後に続く複数
のサイクルでデータを分割して送信できます。

PHP埋め込みスクリプト

PHPは、ウェブページがユーザの元へ送信される前にウェブサーバ上で処理
される小さな埋め込みプログラム、つまりスクリプトを１つまたは複数含む
HTML埋め込みスクリプト言語です。

この言語では、C、Java、Perlのシンタックスを主に利用しているほか、２つ
の PHP固有の機能も使用しています。この言語の目的は、ウェブデベロッパ
が、動的に作成されるウェブページを迅速に開発できるようにすることです。

Point-to-Point Protocol（PPP）

シリアルインターフェイスを使ったコンピュータ間の通信に用いるプロトコ
ルで、電話回線を使ってパソコンをサーバに接続する際によく用いられます。
例えば、インターネットサービスプロバイダは、ユーザに PPP接続を提供す
ることにより、プロバイダのサーバがユーザのリクエストに応答し、ユーザ
のリクエストをインターネットへ伝送し、それに対するインターネットから
の応答をユーザへ転送できます。PPPでは、インターネットプロトコルを使
用します（他のプロトコルも併用できるよう設計されています）。
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PPPは、ツイストペア、光ファイバー、サテライト送信を始めとした、様々
な物理媒体で使用できるフルデュプレックスプロトコルです。パケットカプ
セル化には高速データリンクコントロールの応用が使用されます。PPPでは、
同期通信も非同期通信も扱えます。

Point-to-Point Protocol over Ethernet（PPPoE）

モデムなどの一般的な通信用デバイスを使って、イーサネット上の複数のコ
ンピュータユーザをリモートサイトへ接続する仕様です。PPPoEを利用する
と、多数のユーザがいるオフィスまたはビル内で、共通の DSL、ケーブルモ
デム、またはワイヤレス接続を使ってインターネットへの接続が可能になり
ます。PPPoEでは、ダイヤルアップ接続でよく使われる PPP（Point-to-Point
Protocol）と、ローカルエリアネットワーク（LAN）上の複数のユーザをサ
ポートするイーサネットプロトコルを併用します。PPP情報は、イーサネッ
トフレーム内にカプセル化されます。

POP3

Post Office Protocol 3（POP3）をご参照ください。

Post Office Protocol 3（POP3）

Post Office Protocol（POP）は、電子メールの受信に用られる標準的プロト
コルです。POPは、インターネットサーバで電子メールを受信し、保管して
おく際に使用されるクライアント／サーバプロトコルです。ユーザが電子
メールを読むと、電子メールクライアントで指定しない限り、メールは全て
即座にコンピュータにダウンロードされ、サーバには保管されません。POP3
は、Netscape NavigatorとMicrosoft Internet Explorerに組み込まれています。

POPは、保管／転送サービスとも言えます。つまり、自分の PCで電子メー
ルクライアントを開いてメッセージをダウンロードするまで、電子メールは
サーバに保管されます。一方、もう１つのプロトコルである IMAP（Internet
Message Access Protocol）は、リモートファイルサーバとも言えます。

POP と IMAP はローカルサーバからの電子メールの受信に使われる一方、
SMTP（Simple Mail Transfer Protocol）はインターネット上のポイント間の
電子メール転送に使われるプロトコルです。ユーザが SMTP を使って電子
メールを送信すると、メールハンドラが受信者に代わってその電子メールを
受信します。メールを読むには、POPまたは IMAPを使います。

Internet Message Access Protocol（IMAP）と Simple Mail Transfer Protocol
（SMTP）もご参照ください。

PPP

Point-to-Point Protocol（PPP）をご参照ください。

PPPoE

Point-to-Point Protocol over Ethernet（PPPoE）をご参照ください。
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RAID

Redundant Array of Independent Disks（RAID）をご参照ください。

Redundant Array of Independent Disks（RAID）

冗長アレイ（RAID）は、複数のハードディスク上の複数の場所に同一のデー
タを（冗長して）保管するための手段です。RAID は、オペレーティングシ
ステムからは、単一の仮想ハードディスクと見なされます。

冗長性とは、万一１台のハードディスクがクラッシュした場合の防止策の役
目を果たします。ハードディスクがクラッシュした場合、RAID システムは
冗長データを使います。この冗長データは、実際のデータの再構築に使用す
るミラーコピーまたはパリティデータです。

RAID にはさまざまな種類や実装方法がありますが、それぞれに長所と短所
があります。

• RAID-0 では、複数のハードディスクを１台の仮想ディスクに見立てて
使用し、３つのオプションの中で、最も高いパフォーマンスを提供しま
す。ただし、ディスク上のデータは冗長して保存されていないため、ディ
スクが１台でも破損するとデータ全体が損なわれてしまいます。このオ
プションは、ハードディスクが 2台以上あるサーバ構成で利用できます。

• RAID-1 はディスクミラーリングとも呼ばれ、データを複製して保存す
るプライマリハードディスクとセカンダリハードディスクから構成され
ています。セカンダリハードディスクは、プライマリハードディスクの
「ミラーイメージ」で、プライマリハードディスク中のデータの複製が保
存されます。このオプションは、ハードディスクが 2台あるサーバ構成
で利用できます。

• RAID-5 では、パリティビットアレイも各ディスクに分散して記録され
ます。すべての読み出しおよび書き込み操作をオーバーラップできます。
RAID-5 では冗長データは保管されませんが、１台のハードディスクが
クラッシュした場合には、他のディスクに保管されているパリティ情報
を使って失われたデータを再構築できます。RAID-5 には、アレイのた
めに３台以上のハードディスクが必要です。

RAID-1および RAID-5（RAID-0）を使うとハードディスク故障時などにお
けるデータの整合性は保持できますが、オペレータや管理者に起因する人的
エラーを防止したり、プログラミングのバグによって生じる損失を防止する
ことはできません。

RAIDは、ハードウェアまたはソフトウェアとして実装できます。ハードウェ
ア RAID はディスクドライブを接続できる物理デバイスで、「ディスクコン
トローラ」として機能します。ソフトウェア RAIDはカーネルモジュールの
セットで、RAID は管理ユーティリティとともに純粋にソフトウェアに組み
込まれるため、ハードウェアを追加する必要はありません。

SCSI

Small Computer System Interface（SCSI）をご参照ください。
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Secure Socket Layer（SSL）

Secure Socket Layerは、ネットワークにおけるメッセージ送信の安全性を管
理するためにNetscape Communicationsによって作成されたプログラムレイ
ヤーです。メッセージの機密性を保つプログラミングは、より高レベルのプ
ロトコル（HTTPまたは IMAPなど）とインターネットの TCP/IPレイヤー
との間のプログラムレイヤーに含まれるべきだというNetscapeのアイデアに
基づいています。この用語に含まれている「ソケット」は、ネットワーク内
のクライアントとサーバプログラム間または同じコンピュータ内のプログラ
ムレイヤー間でデータを送受信するのに使用するソケット法を意味します。

SSL を利用すると、SSL 有効化サーバ自身による SSL 有効化クライアント
証明や、クライアント自身によるサーバ証明が可能になり、両マシンの暗号
化接続が確立されます。

これらの機能には、インターネットおよびその他の TCP/IP ネットワークに
おける通信に関する基本事項が含まれています。

• SSLサーバディジタル証明を利用すると、ユーザはサーバの身元を確認
できます。SSL有効化クライアントソフトウェアには標準的なパブリッ
クキー暗号解読技術が使われており、サーバの証明書とパブリック ID
が有効であり、信頼のおける認証団体に関するクライアントリストに含
まれている認証団体から発行されていることが確認できます。この確認
は、ユーザがネットワーク上でクレジットカード番号を送信する際、受
信サーバの身元を調べたいときなどに重要になります。

• SSLクライアントディジタル証明を利用すると、サーバはユーザの身元
を確認できます。サーバのディジタル証明に使用したのと同じ技術に
よって、SSL有効化クライアントソフトウェアには標準的なパブリック
キー暗号解読技術が使われており、クライアントの証明書とパブリック
IDが有効であり、信頼のおける認証団体に関するサーバのリストに含ま
れている認証団体から発行されていることを確認できます。この確認は、
カスタマに機密財務情報を送っている銀行などであるサーバが、受信者
の身元を調べたいときなどに重要になります。

• 暗号化 SSL 接続では、クライアントとサーバ間で送信される全情報が、
送信ソフトウェアによって暗号化され、受信ソフトウェアによって解読
されるため、高い機密性が得られます。いかなるプライベートトランザ
クションにおいても、機密性は両者にとって重要です。また、暗号化
SSL接続で送信されたデータはすべて、タンパリング検知、つまりデー
タが送信中に変更されたかどうかを自動検出するメカニズムを利用して
保護されています。

暗号化とディジタル証明もご参照ください。

Server Message Block（SMB）

Microsoft Windows が実行されているシステムのコンピュータネットワーク
内で、クライアントアプリケーションがファイルを読み書きしたり、サーバプ
ログラムからのサービスをリクエストしたりできるようにするプロトコルで
す。
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Simple Mail Transfer Protocol（SMTP）

電子メールメッセージを１台のコンピュータから別のコンピュータに転送す
るための標準 TCP/IPプロトコルです。SMTPでは、２つのメールシステム
が相互動作する方法、およびメールのやり取りをするための制御メッセージ
の形式が定義されます。

SMTPはインターネット上のポイント間の電子メール転送に使われるプロト
コルで、POP（Post Office Protocol）と IMAP（Internet Message Access
Protocol）はローカルサーバからの電子メールの受信に使われます。ユーザ
が SMTP を使って電子メールを送信すると、メールハンドラが受信者に代
わってその電子メールを受信します。メールを読むには、POPまたは IMAP
を使います。

Internet Message Access Protocol（IMAP）と Post Office Protocol 3（POP3）
もご参照ください。

Simple Network Management Protocol（SNMP）

通常は TCP/IP ネットワークのみで使われるネットワーク管理プロトコルで
す。SNMPでは、ネットワークデバイスの監視と管理、構成設定、統計デー
タ収集、およびネットワーク上でのパフォーマンスとセキュリティの管理を
行うための方法が提供されます。

Small Computer System Interface（SCSI）

PC、一部の Apple Macintoshコンピュータ、ほとんどの Unixシステムで周
辺機器をコンピュータに接続するために使われるパラレルインターフェイス
規格です。SCSI インターフェイスでは、標準のシリアルポートやパラレル
ポートより速いデータ転送レート（最高 160Mb/秒）が提供されます。また、
SCSIポートには多数のデバイスを接続できるため、SCSIは単なるインター
フェイスというよりは入出力バスであるといえます。

SMB

Server Message Block（SMB）をご参照ください。

SMTP

Simple Mail Transfer Protocol（SMTP）をご参照ください。

SNMP

Simple Network Management Protocol（SNMP）をご参照ください。

SSL

Secure Socket Layer（SSL）をご参照ください。

TCP（Transmission Control Protocol）

信頼性の高い全二重データ転送を提供する、接続指向のトランスポート－レ
イヤプロトコルです。TCPは TCP/IPプロトコルスタックの一部です。
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TCP/IP（Transmission Control Protocol/Internet Protocol）

1970 年代に世界規模のインターネットワーク構築を支援するために開発さ
れた一連のプロトコルのことを、通常 TCP/IPといいます。TCPと IPは、こ
の一連のプロトコルの中で最もよく知られています。TCP/IP プロトコルを
使うと、コンピュータやネットワークをイントラネットまたはインターネッ
トへ接続できます。

WAN（広域ネットワーク）

データ通信ネットワークの１つで、地理的に広い地域に広がるユーザーに
サービスを提供します。多くの場合、電信電話会社が提供する通信デバイス
が利用されます。非同期転送モード（ATM）、フレームリレー、SMDS
（Switched Multimegabit Data Service）、X.25などがWANの例です。

ローカルエリアネットワーク（LAN）もご参照ください。

WebMail

RaQ XTRのブラウザベースの総合電子メールクライアントです。

アクティブサーバページ（ASP）

アクティブサーバページとは、ウェブページがユーザに送信される前にウェ
ブサーバで実行される小さな埋め込みプログラム（スクリプト）を１つ以上
含む HTML ページです。ASP はサーバ上で実行され、各ユーザ向けにペー
ジが作成されるという点において、SSI（Server Side Include）や CGI
（Common Gateway Interface）と似ています。

スクリプトはウェブサーバで実行され、そのページに対するユーザのリクエ
ストに基づいてデータベースのデータにアクセスし、ページを作成またはカ
スタム化し、リクエスト元のユーザへ返信します。すべての処理はウェブサー
バ上で行われ、標準的な HTMLページが作成されてブラウザへ送られます。

暗号化

秘密の解読キーを持っていない人には読み取れない形式にデータを変更する
ことです。暗号化は、関係のない人から情報を保護することによってプライ
バシーを確保する目的で使用します。セキュリティの分野では、暗号化は、
普通のテキストを暗号テキストに変換するアルゴリズムを適用して、データ
を暗号化することを意味します。

Secure Socket Layer（SSL）とディジタル証明もご参照ください。

イーサネット

最も広く使われているローカルエリアネットワーク（LAN）技術です。標準
的な速度は 10Mb/ 秒、100Mb/ 秒、または 1000Mb/ 秒です。イーサネット
は、速度、価格、および設置と導入のしやすさにおいて、バランスのとれた
ネットワーク方式です。
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インターネットドメイン

インターネットドメインは、世界規模のインターネット上で２つのホストが
同じホスト名を持たないようするためのホスト名命名規則です。インター
ネットドメインは NTドメインとは異なります。

カーネル

コンピュータオペレーティングシステムの基本機能を実装したソフトウェア
です。オペレーティングシステムの中核部分として、周辺機器などに基本機
能を提供します。カーネルは、ユーザコマンドをオペレーティングシステム
の中核部分に伝えるソフトウェアのシェルに対比される部分です。カーネル
とシェルは、UNIXでもっとも頻繁に使われる用語です。

シェルをご参照ください。

仮想サイト

業界では一般的に仮想ホストと呼ばれているもののことを、Cobalt Networks
社では仮想サイトと呼びます。

Cobalt社の定義では、仮想サイトは、ウェブ、FTPおよび電子メールのサー
ビスを提供する DNS（ドメインネームシステム）ドメインで構成されます。
各仮想サイトには、個別のサイトユーザアカウントリストがあります。各サ
イトユーザアカウントには、各自のウェブ、FTPディレクトリ、電子メール
スプール、および複数の電子メールエイリアスがあります。仮想サイトのた
めの完全なホスト名＋ドメインネームはそのサイトに固有なものです。一方、
その IPアドレスは複数のサイトで共有できます。

名前ベースの仮想ホストシステムの実現により、仮想サイトに専用の IPアド
レスを指定する必要はなくなりました。Apache では、リクエストされた名
前によってターゲットの仮想サイトを区別できるようになりました。
RaQ XTR上の多くの仮想サイトで１つの IPアドレスを共有できます。ただ
し、名前ベースの仮想ホストシステムにおいては、全サービスの間で互換性
があるというわけではありません。ウェブデータのための SSL暗号化サービ
ス、および匿名 FTP アカウントサービスは、RaQ XTR がホストする IP ア
ドレス１つにつき仮想サイト１つでしか使えません。

RaQ XTRの IPアドレスは複数の仮想サイトで共有することも、１つの仮想
サイトで専用に使うこともできます。

RaQ XTR には１つのメインサイト（デフォルトで削除できないようになっ
ています）と、１つまたは複数の仮想サイトがあります。メインサイトでは、
LCDコンソールを使って RaQ XTRに割り当てられた IPアドレスが使用さ
れます。

仮想ホスト

仮想サイトをご参照ください。



付録 I:用語集

308 Cobalt RaQ XTRユーザマニュアル

仮想メモリ

コンピュータと OS で仮想メモリが使用できるように設定されていると、非
常に大きな範囲のメモリまたは保管アドレスをプログラマが保存データ用に
使えるようになる、という概念です。

ゲートウェイ

別のネットワークへの入り口として動作するネットワークデバイスです。イ
ンターネット上で、あるネットワークから別のネットワークにパケットを渡
すデバイスも、ゲートウェイと呼ばれます。

サーバ

ネットワークを介してクライアントプログラムからのリクエストを待ち、処
理するシステムプログラムです。サーバには、サーバとしての機能しか持た
ない専用サーバと、ワークステーションなどほかの用途にも使われる非専用
サーバがあります。

サブネットマスク

IPアドレスと併用され、「ローカル」と見なされる IPアドレスのセットを定
義する数字です。例えば、自分の IPアドレスが 192.168.25.77で、サブネッ
トマスクが 255.255.255.0なら、192.168.25.1と 192.168.25.255までがロー
カルアドレスです。

シェル

UNIXオペレーティングシステムのユーザインターフェイス（UI）に使われ
る用語です。シェルは、ユーザの入力したコマンドを解釈して、実行するプ
ログラミングのレイヤーです。一部のシステムでは、コマンドインタプリタ
とも呼ばれます。シェルは、一般に、コマンドシンタックスを含むインター
フェイスを指します。

ルートシェルとは、「root」パーミッションを持ち、最上位に位置するシェル
です。

オペレーティングシステムの最も外側のレイヤーであるシェルは、オペレー
ティングシステムの中核部分を構成するカーネルに対比される部分です。

カーネルをご参照ください。

衝突

イーサネットでは、同じイーサネット上にある２つのデバイスが同時にパ
ケットを送信しようとすることを「衝突」と呼びます。ネットワークで、送
信中のパケットの衝突が検出されると、両方のパケットが廃棄されます。イー
サネットでは衝突は避けられません。

イーサネット技術では、複数のデバイスが１本のシグナル搬送波ラインを共
用できる、衝突検出型搬送波多重アクセス方式（CSMA/CD）が使われます。
シグナルの送信前に、各デバイスは共用ラインの信号レベルをチェックし、
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他のデバイスがラインを使用しているかどうかを確認します。共用ラインが
使用中の場合は、デバイスは数秒ほど待ってから再び送信を試みます。共用
ラインが使用中でない場合、デバイスはすぐにパケットを送信します。

ただし、２つのデバイスが同時にパケットを送信する可能性もあり、その場
合は衝突が起こり、両デバイスでその衝突が検出されます。各デバイスは、
送信に成功するまで任意の間隔で再試行を続けます。

衝突検出型搬送波多重アクセス方式（CSMA/CD）

CSMA/CD は、Carrier Sense Multiple Access with Collision Detection の略
です。搬送波検知を必要とするプロトコルで、データ送受信を行っているス
テーションは送受信を停止している間にほかのシグナルを検知し、ジャムシ
グナルを発信し、不定時間待機した後に通信を再開します。このプロトコル
は、イーサネット LAN技術で使用されます。

スワップファイル

コンピュータに実装されたメモリ（RAM）の仮想メモリとして使用される、
ハードディスク上の領域のことです。スワップファイルを設定すると、コン
ピュータのOSは、実際より多くのRAMがあるかのように動作します。RAM
内の最も日付の古いファイルは、次に使用するまでの期間、ハードディスク
に「スワップアウト」され、最近使用したプログラムやデータが RAMに「ス
ワップイン」されます。

ディジタル証明

ユーザまたは情報源が、身元を証明するために行うプロセスです。言い換え
ると、コンピュータシステムのユーザ、デバイス、その他の存在の身元を確
認するプロセスで、システム内のリソースへのアクセスを許可する際の必要
条件となっています。ディジタル証明は、故意またはチャンネルエラーによっ
て変更されたメッセージを受信者が自動的に識別し、拒絶できるようにする
技術を指します。

Secure Socket Layer（SSL）と暗号化もご参照ください。

ドメインネーム

インターネット上にある特定の組織名、団体名、会社名などを示します。例
えば、www.cobalt.com というインターネットアドレスでは、「cobalt.com」
がドメインネームで、「www」はそのドメイン上にあるホストサーバの名前
（ホスト名）です。通常は、ホスト名とドメインネームの組み合わせにより、
ホストサーバの IPアドレスを特定します。

ドメインネームシステム（DNS）

TCP/IP通信のために、文字で示すホスト名（www.cobaltnet.comなど）を数
字で表す IPアドレス（111.123.45.67など）に変換するインターネットサー
ビスです。
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ネットマスク

サブネットマスクをご参照ください。

ネームサーバ

ネームサーバと呼ばれるプログラムは、DNSクライアント－サーバメカニズ
ムの中で、サーバ側を構成しています。ネームサーバには DNS データベー
スのセグメントに関する情報が含まれており、この情報はリゾルバと呼ばれ
るクライアントによって使用可能です。リゾルバは単なるライブラリルーチ
ンである場合も多く、このルーチンはクエリーを作成し、ネットワークを介
してネームサーバに送ります。

パケット

発信元から着信先までの送信データ単位のことで、インターネットなど、パ
ケットを使用するネットワーク上で使われます。パケットには、管理情報お
よび（通常は）ユーザデータが入ったヘッダーが含まれます。パケットは、
データのネットワークレイヤ単位を表す目的で最もよく使われます。

搬送波検知

ローカルエリアネットワーク（LAN）のデータステーションで常時行われて
いる活動です。ほかのステーションで通信が行われているかどうかを検知し
ます。

ファイル共有

ネットワーク内で、コンピュータのデータとディスク容量を、パブリックま
たはプライベートに共有することです。さまざまなレベルのアクセス権を設
定することができます。

メディアアクセス制御（MAC）アドレス

LAN に接続されるすべてのポートまたはデバイスに必要な規格化された
データ－リンク－レイヤアドレスです。ネットワーク中のほかのデバイスで
は、これらのアドレスを使ってネットワーク中の特定のポートを検知し、ルー
ティングテーブルおよびデータ構造を作成・更新します。MAC アドレスの
長さは６バイトで、IEEEによって管理されます。MACアドレスは、ハード
ウェアアドレス、MACレイヤアドレス、または物理アドレスともいいます。

コンピュータがインターネットに接続されている場合、対応表によって、IP
アドレスとネットワーク上のコンピュータの物理（MAC）アドレスが関連付
けられます。

メディアアクセス制御（MAC）サブレイヤ

MAC は Media Access Control の略で、IEEE によって定義されているデー
タリンクレイヤの２つの下層レイヤです。MACサブレイヤでは、共有メディ
アへのアクセス方法（トークン解析や競合の選択など）が処理されます。
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ルートネームサーバ

インターネット上で、ルートネームサーバシステムとは、全トップレベルド
メインネーム（.com、.net、.org、各国用コードなど）の権限のあるマスター
リストの保守・使用許可を行う方法を指します。

ローカルエリアネットワーク（LAN）

地理的に比較的狭いエリア（2000メートル程度まで）を守備範囲とする高速
で信頼性の高いデータネットワークです。LANでは１つの建物内などの限ら
れたエリアにあるワークステーション、周辺機器、端末などのデバイスが接
続されます。LAN 規格では、OSI（Open Systems Interconnection）モデル
の物理レイヤおよびデータリンクレイヤにおける配線およびシグナルの方法
が指定されます。LAN技術は、イーサネット、ファイバー割り当てデータイ
ンターフェイス（FDDI）、トークンリングなどで広く使われています。

WAN（広域ネットワーク）もご参照ください。

論理メモリ

仮想メモリをご参照ください。
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